
        
            
                
            
        

    
　 
献辞
劇前
天空のプロローグ

悲劇　第一部 
夜
門の前
書斎
書斎
ライプツィヒのアウアーバッハの酒蔵
魔女の厨房
街路（一）
夜
散歩
隣人の家
街路（二）
庭
東屋
森林と洞窟
グレーチェンの部屋
マルトの庭
泉の辺
外郭
夜のグレーチェンの家への道
大聖堂
ワルプルギスの夜
ワルプルギスの夜の夢。または、オーベロンとティターニアの金婚式
曇った日 
原野
夜、開けた原野
監獄


悲劇　第二部 
第一幕 
優雅な土地
皇帝の居城 
玉座の広間
立派な部屋を備えた広々としたホール
喜びの庭
不吉な廊下
明るいホール
騎士の間


第二幕 
狭いゴシック式の高い丸天井の部屋
研究室
古代ワルプルギスの夜 
ファルサロスの平野
ペーネイオス川上流
ペーネイオス川下流
再びペーネイオス川上流
岩のエーゲ海の入り江


第三幕 
スパルタにあるメネラオスの宮殿の前
城の中庭

第四幕 
高山
山麓の丘
反皇帝派のテント

第五幕 
開けた土地
宮殿
深夜
真夜中
宮殿前の大きな庭
埋葬
渓谷


奥付



ファウスト

著：Johann Wolfgang von Goethe

訳：水上基地


献辞

　私の曇った眼の前に、再び不安定な姿が現れた。

　今度こそ君達を捕まえてみせよう。

　私の心は、まだ君達への妄念に執着している。

　君達は私に迫ってくる。まあ良い。靄と霞の中から現れて好きにするが良い。

　私の胸は君達の不思議な風を感じ、若々しく衝撃を受けている。

　君達は楽しかった日々と、愛おしい人々の面影を思い起こさせる。

　初恋や昔の友達のことが色褪せた物語のように思い出される。

　苦痛は上書きされ、何度も嘆き、人生を迷路のように間違えて進む。素晴らしき時間に巡り会えずに消えて行った人の名を叫ぶ。

　私が初めて歌った歌を聴いた人はもう死んだ。私のこれからの歌は群衆が聴き、最初の反響も色褪せる。

　私の歌の音色を聴く群衆は知らない人ばかりで、喝采を受けても私の心臓は恐怖を拭い去れない。かつて喜んで聴いてくれた人がたとえ生きていたとしても世界に散在してしまっているだろう。

　そして私は鎮まる霊の領域への憧れに掴まれている。

　私の舌足らずの不思議なメロディーはアイオロスの竪琴と同じく戦慄となり、涙を次々と流れさせて無情な心を柔和に感じさせる。

　私の前に見えるモノが遠くなり、消え去ったモノが真理となる。


劇前

　監督、劇作家、道化師。

監督

「お二人には危ない所を何度も助けて頂いた。どうか次のドイツでの興行が当たるためにはどうすれば良いか教えて頂けませんか？

　私はお客を思い切り楽しませたいのです。なんせ彼らが押し掛ければ、こっちは食うのに困らないのですから。

　柱を立て、板も打ち付けて舞台の準備は整いました。もう、幕を開けば良いのです。

　お客はもう座って眉を上げ、驚きたくて待っているのです。

　私もどうすればお客を魅了出来るか知らない訳では無いですが、今はかつての自信を失ってしまいました。

　確かに、選り抜きでないとダメって訳では無いが、奴らは恐ろしいほど沢山読み慣れていますからね。

　どうすれば万事が新鮮で意味深でヒットするように出来るでしょうか？

　言うまでもなく観客が多いのが嬉しいのです。群衆が狭い門からドッと勢いよく流れ込む様を見たいのです。

　まだ明るい四時だというのに人波が切符売り場に押し寄せている。飢饉の時のパン屋でパン一切れを奪い合うのと同じように、一枚の切符を苦労して手に入れようとする。そう言う奇跡を起こせるのは劇作家、あなただけだ。ああ、今日はコイツをお願いしたい」

劇作家

「あの雑多な群衆については言わないで下さい。彼らを見ると、私達クリエイターはやる気を失ってしまうのです。

　恥ずかし気も無く、私達を渦中に引きずり込む人波と関わりたく無いのです。

　もう、天上の静寂の場所へ導いて下さい。

　そこだけがクリエイターが純粋な喜びを感じて、神の手によって愛と友情と祝福が創られる場所なのです。

　ああ！　胸の奥から飛び出すモノ、怖ず怖ずと口からボソボソと言うモノ。それらが時により不良品でも完成品でも、野蛮な群衆によって一瞬で貪り食われてしまうのです。

　我々の作品は多くの場合、何年も掛けてようやく仕上がるのです。

　ただ単に輝くだけのモノは一瞬で終わり、本物は後世まで失われないのです」

道化師

「その『後世』という言葉は聞きたく無いですね。

　私がその『後世』を話し始めたら、一体誰が今現在の人々を楽しませるのですかい？

　彼らをどうしたいかに興味がありますね。

　今、優秀な芸人がいるが、私が思うに常日頃から考えを巡らせる必要がある。

　面白い芸が出来る奴なら、観客の気紛れに怒ることは無い。

　彼らはある程度、観客が多い方がやりやすいのですよ。

　ですから御自身も自分流にやれば良いのです。

　ファンタジーに理性、思慮、感性、激情。全てを合わせてやりましょう。

　ただし、注意が要りますよ。道化無しでは上手く行きませんからね」

監督

「とりわけ内容盛り沢山にしましょう。

　客は見物しに来るのです。彼らは面白いモノを望んでいます。

　面白おかしく舞台が回り、お客が凝視するならば、最高にヒットするでしょう。

　そうしたら劇作家、あなたは一躍有名人だ。

　多くの客がいるのなら、多くのネタを用意するしか無い。

　そうすれば皆、満足して家に帰るモノだ。

　一つの作品もバラバラにして彼らに提供するのですな。

　こんな闇鍋みたいなモノを作るなんて簡単ですよね？

　考えるよりもやってみることですな。

　あなたが全体を提供しても、どうなりますか？

　観客はそれでもいちゃもんをつけるでしょう」

劇作家

「どうやら、そのような手法がどれだけ悪いかご存知無いようですね。

　本物のクリエイターにはその手法は適さないのです。

　名前だけ売れている大御所の駄作を最高だと見なしてらっしゃいますね」

監督

「そう非難されても痛くも痒くもありませんな。

　順当な働きをしようとする者は一番良い道具を使うモノですよ。

　忘れないで下さい。あなたが割るのは柔らかい木です。そして誰に対して書くのかを思い出して下さい。

　気晴らしに来る御仁も、腹ごなしに来る御仁もいるが、最悪なのは雑誌に飽きた御仁です。

　彼らは仮面舞踏会へ参加するように急いで来るが、その足取りは好奇心に刺激されています。

　女性客は自身を最高に着飾って来るので、報酬無しで一緒に演じてくれるようなモノです。

　あなたはクリエイターの高みで何を夢見ているのですか？

　なぜ満員御礼が嬉しいのでしょう？

　周りの客を良く見て下さい。

　半分は素っ気無くて、もう半分は品が無い。

　芝居の後に博打をしたり、遊女を抱いて夜を楽しんだりする奴らもいます。

　疫病のような奴らが多いのにミューズの神々を語るのはお門違いですよ。

　より多く、もっと多くを与えるのが良い。そうするのがよろしい。

　結末まで振り回せば良いのです。だが、満足させるのは難しい。

　どうされました？　お気に召しましたか？　それともどこか悪いのですか？」

劇作家

「そんな卑しい真似が私に出来ましょうか？

　クリエイターの最高の権利！　天から賜った人権！　それを打ち捨てろと仰いますか？

　そうしたら、全くどうすれば感動出来ますかね？

　どうすれば大精霊にも負けはしないのですか？

　それは調和ではないでしょうか？　胸を貫いて、心中の世界を何度も繰り返させるモノです。

　自然は無限に長い糸を淡々と紡ぐ。それを全ての不協和に生きる群衆が無理矢理巻き取って、忌まわしい雑多な音を立てる。

　その時、いつも同じ順番で構成される部品をリズミカルに励起させるのは誰ですか？

　銘々に安寧を授け、美しい和音を奏でるのは誰ですか？

　荒れ狂う情欲の嵐を鎮めるのは誰ですか？

　夕映えを深い感覚に輝かせるのは？

　恋人の歩む細道に、ありとあらゆる鮮やかな春の花を降り注がせるのは誰ですか？

　名も無い緑の草冠をあらゆる種類の功績とするのは誰ですか？

　誰がオリンポスを守り、神々を集わせるのか？

　それはクリエイターが顕す人間の力ですよ」

道化師

「なら、その上等な力で、一般人が濡れ事に溺れるような勢いで、クリエイターさんは仕事に励む訳ですな。

　偶然出会った相手と官能的に絡み合って楽しむが、後は面倒ごとばかり。

　幸福を育てようと挑戦するが、はてさて、痛みが残るでしょう。

　そうして、知らない内に小説が一篇出来上がる訳ですよ。

　そう言う劇をしましょうや。

　人生の全てを見せましょうよ。

　個々の人生は名誉あるモノでは無いでしょう。でも、どこから見ても面白いモノですよ。

　カラフルな場面には明瞭な部分を少なくする。多くの勘違いを引き起こして、真相は閃光のように見せる。そうして最高の一杯が醸し出されるのです。それを全世界の皆がスカッと飲み干すのです。

　そうすれば上品な若者が集まってあなたの作品のメッセージを聞くでしょう。作品から心を病む原因を抽出し、糧とする。すぐに心が揺れ動き、何が自分の胸中にあるのか自覚する。

　奴らは泣き笑いして、空気を読むのですよ。

　既に完成してしまった人間はどうしようも出来ない。

　未完成の人間こそありがたい相手です」

劇作家

「それなら私にもう一度時間を与えておくれ。新しい詩がこんこんと湧き、産み出すことが出来た。世界は霧のベールを被っていた。芽は奇跡を約束されていた。何千もの豊かな花々が谷を埋め尽くし、それで充分だった。

　真実と虚偽の淫欲の衝動があったからだ。

　あの頃の不躾な若さ！　深い痛みに満ちた幸運！　嫌悪の力！　愛の影響力！　私を若い頃に戻してくれ」

道化師

「世間知らずの友よ、そいつが必要なのはせいぜい、敵に殺されそうな時や、大好きな少女に抱きつかれた時ですぜ。それか遠くから一等の栄誉が手招きしている時かも知れませんね。夜の祝宴で暴力的なまでに激しいダンスを踊った時かも知れません。

　それでも、勇壮かつ優雅に弦を鳴らし、自ら課した目標へ間違いながら放浪するというのは老紳士の務めですよ。従って、私達はあなた方を奉らざるを得ません。

　一般的に年寄りは『子供じみる』と言うけれど、本当は『子供である』というのが真実です」

監督

「お言葉はもう結構。そろそろ技を見せて貰いましょう。

　社交辞令に拘らずに、もっと役立つことをしませんかね？

　それは何のためになりますか？

　まどろっこしいのでは決して良い気にはなりません。

　詩人だと仰るのならば、今、詩を吟じて下さい。

　何が必要かはご存知でしょう。強い酒を啜りたいモノです。

　ですから直ちに醸造して下さい。

　今日やらないことは明日もやらない。誰一人として一日を無為に過ごしてはいけない。勇ましく幸運の女神の前髪を掴むのです。そうしたら何もかもが流れるように進むでしょう。

　ご存知の通り、ドイツの舞台ではやりたいことを全て試しているのです。

　ドラム、チラシ、カラクリ。予備も何もかも、この日のために何でも使って下さい。

　大小の天窓を使い、星々を無為に使っても良いのです。

　水、火、岩壁、猛獣に鳥。たっぷり使って下さい。

　狭い小屋ですが存分に発揮して下さい。

　万物の創生の円環、思いやりのある豊かな歩調で、天国からこの世を通って地獄へ行って貰いましょう」


天空のプロローグ

　主、天軍、後にメフィストフェレス。

　三大天使、歩み出る。

ラファエル

「太陽は懐かしいメロディーで兄弟の星々と歌を奏で合い、規定の道を雷鳴の轟きで染め上げる。

　理由は分からないが、その景色は天使を力強くする。

　不可知の気高い営みは天地創造の日と同様に素晴らしい」

ガブリエル

「そして不可知の速さで壮麗な地球は自転をしている。

　天国の光と悪寒の満ちる夜が交互にやってくる。

　岩間の奥から海は沸き立ち、岩も海も、速い永遠の星の動きに持ち運ばれる」

ミカエル

「そして嵐が轟く。海から陸へ、陸から海へ重なり合って猛烈に連鎖し、周囲に傷痕を酷い威力で満遍なく残す。

　炎と雷鳴が行く手を荒らし尽くす。

　ですが、主よ。御使いは主の穏やかな彷徨の日々を仰いでおります」

三人揃って

「誰も主の御業を尋ねる訳は無いが、天使は力をつける。そして主の全ての誉れ高い営みは天地創造の日のように素晴らしい」

メフィストフェレス

「おお、これは主様、こんな所にまで近づいて頂きありがとうございます。私のような卑しいモノにも会って頂き恐縮です。

　お許し下さいませ。私は上品な口を利けない性分ですので、笑わないで下さいませ。

　私の情念は確実に笑われてしまいましょう。それとも笑う習慣はお辞めになりましたか？

　太陽や地球について、私は何も口出し出来ないですが、人間の苦しみを見てどうお考えになりますか？

　地球の神だと自惚れる矮小な人間は、常に同じ調子で天地創造の日から異様なことをし続けています。

　主様が空の光を与えなかったら人間共はもっと良い生活をしているでしょう。

　人間はその光を理性と呼び、それをただ利用して動物のように存在しています。

　聡明で慈悲深い主様の前で言うのもなんですが、人間なんていつも飛び跳ねる足の長いヨコバイですよ。古い民謡を歌うが、すぐに草むらに引っ込んでしまう。

　草むらの中にいるだけならまだ良い。

　臭いモノを見つけると誰でも鼻を突っ込むのですよ」

主

「もっと言いたいことは無いのか？

　いつも通り愚痴りたいだけなのか？

　地球のことは永遠にお前の気に召さないのか？」

メフィストフェレス

「おお、主様よ！

　いつも通りあそこは見苦しい場所です。

　人間が悲惨な日々を送り続けているのを見ていると、流石の私でさえ、ちょっかいを出そうとする気が起きないのです」

主

「ファウストという男を知っているか？」

メフィストフェレス

「あの博士ですか？」

主

「私の下僕だ」

メフィストフェレス

「本当です。彼は最も奇妙な奉仕ぶりです。

　常識外れで、ほとんど飲んだり食べたりしませんね。

　彼は遠くを見るために動いている。彼の狂気は意図的だ。

　天上で一番美しい星を求め、地上で最高の淫欲を求める。此方から彼方まで、彼の胸を深く動かし満足させるモノは無い」

主

「今は身を粉にして仕えているので、遠からず明瞭の境地へ導くつもりだ。

　若木の緑を見れば、花が咲いて実が結ばれる。その日が将来訪れることを庭師は知っているはずだ」

メフィストフェレス

「何を賭けますか？　主様が失うモノはありません。

　もしお許しを頂ければ、彼を私の道へそっと導いてみせましょう」

主

「彼が地上に生きている限りは、お前には何も禁じない。人間は励む限り間違えるモノなのだ」

メフィストフェレス

「ありがとうございます。死者っていうのは引っ込み思案で決して良いモノじゃないのです。

　一番良いのは、ふくよかで新鮮な頬です。

　私は屍に用などありません。

　猫が生きた鼠を求め、死んだ鼠に興味が無いのと同じです」

主

「そうか、ではお前に任せよう。

　淵源から霊を引き剥がし、引き捕まえることが出来るなら、お前の道に導くことも認めてやろう。

　だが、善良な人間は昏い衝動に駆られても正しい道を忘れないだろう」

メフィストフェレス

「良いでしょう。長く待たされることは無いでしょう。

　この賭けは全く怖く無い。

　私が目的を達したら胸を最大まで膨らませ、勝ち誇らせて下さいませ。

　楽しんで塵を食べさせてみせましょう。有名な蛇のようにね」

主

「よろしい、ならば自由に立ち回るが良い。

　私はお前達を憎んだことは一度も無い。

　全てを否定する霊の中で、お前のような曲者は苦労が一番少ないのだよ。

　人間の活動は余りにも簡単に緩み、すぐに休みが必要になるのだ。

　だから私は進んで連中を刺激したり悪魔に仕事をさせたりするのだ。

　さあ、皆よ、本当の神々の子よ。満ちて旺盛な美を喜ぶが良い。

　永遠の生活と働きを期待し、愛の門でお前達を掴む。変動し浮遊する事象を恒久的な思想で繋ぐのだ」

（天は閉じ、大天使達は散る）

メフィストフェレス（一人で）

「時々あの老人に会うのも面白い。だから約束をすっぽかすことは止めておこう。

　あの存在は悪魔の私にすら優しく話してくれる本当に素晴らしきモノだ」


悲劇　第一部

夜

　ファウスト、高い丸天井の狭いゴシック式の部屋。ソワソワして肘掛椅子に座り机に向かっている。

ファウスト

「ああ、悲しいかな。

　哲学、法学、医学。果ては神学まで間違い無く努力して研究し尽くした。

　さて、その結果は浅はかなバカの出来上がりだ。

　賢くなんてなれないのだ。

　学士や博士となって何十年もやってきて、弟子の鼻を縦横無尽に曲げてやった。その結果、人間は何も知ることが出来ないということが分かった。

　考えただけで心臓が燃え尽きそうだ。

　その辺のイカサマ弁護士や医者、学者、作家、僧侶よりは賢いが、不必要な疑いや自責の念に苦しめられる。地獄や悪魔も怖く無い。

　その代わり、生きる楽しみが奪われてしまった。知識は無価値で教えることも出来ない。他人を改心させることも出来はしない。

　宝も無ければお金も無い。名誉も壮麗な世界も縁が無い。

　犬ですら、このような生き様は望まないだろう。

　だから私は魔術の道に踏み入り、霊の力やお告げを通してこの世の秘密をいくらか知ることを望んだ。

　そうすれば汗を流して知らないことを喋る必要は無いだろう。

　私は世界の中心にある存在を知りたい。全ての力の源を見て、言葉を漁る作業を終えたいのだ。

　ああ、完全な月光の下、最後の苦しみが真夜中で終わってくれれば良い。

　そして退屈な友よ、図書や書類の上にお前が現れた。

　ああ、山頂を移動する愛すべき光よ。山の洞窟で浮かぶ魂よ。黄昏時の草原で知識の煙の重荷を下ろせたらどんなに健康的になれるのだろうか。

　ああ、私はまだ監獄に詰まっているのか？

　呪わしい鈍い壁の穴に陥っている。愛おしい空の光も曇った窓ガラスに遮られてどんよりしている。

　部屋を狭くする図書の山は紙魚に食われ、埃に覆われ、高い丸天井まで積みあがり、煤けた紙が挟んである。

　瓶や缶に囲まれて、器具が一杯に置いてあり、更に先祖代々の家具が詰め込まれている。

　これがお前の世界だ！　つまり世界そのモノだ！

　なぜお前は胸が締め付けられることを問いかけるのか？

　なぜ原因不明の痛みが生命の活動を阻害するのか？

　自然な生活の場所を、神が人間を創造して与えたが、お前は煤やカビに塗れて人や動物の骨に囲まれるのだ。

　逃げよ！　さあ！　広大な地へ飛び出せ！

　ノストラダムスの手によって書かれた神秘的な本を持って行けば充分だ。

　星の運行を知り、自然の指導を受けたならば、魂の力が活発になり霊達の会話が分かるのだ。

　無駄だ。こんな所で腐っていては神聖な印は分からない。

　霊よ、私の隣にいる霊よ。

　私の言葉が聞こえたら返事をしてくれ！

（ファウスト、本を開いて大宇宙の印を見る）

　おお！　この神妙な印を見ると歓喜が流れ込んでくるようだ！

　感じるぞ！　若々しく神聖な幸福が新たに白熱して神経や血管を流れるようだ。

　私の荒れ狂う内面を鎮め、惨めな心臓を喜びで満たす。神秘的な衝動を周囲の自然の力で暴くこの印を書いたのは神だろうか？

　私は神か？　私が光か！

　この印を見ると純粋な自然の存在を魂で感じるようだ。

　今初めて話された節の意味が分かった。

　『霊界は寡黙でない。

　感覚は無く、心臓も止まっている。

　起きろ、学生、怯むな。暁の光を胸に抱け！』

（ファウスト、印を調べる）

　全てのモノが一つに編み上げられ、彼我が作用し合って活動する。

　天の力が昇降して黄金の桶を手渡すようだ。

　香り豊かな祝福で揺れ動きながら、天国から地上まで貫通して調和する響きよ！

　何という光景だ！　しかしまだ足りない！

　どう触れれば良いのだ、無限の自然よ？

　あなた達の美乳のどれが良いのか？

　天国から地上まで、全ての生が依存している。枯れた胸よ。あなた達の膨らみが染み込むけれど悲しく貪る他無いのか。

（ファウスト、不本意ながら本をめくり、地の霊の印を見る）

　この印からは奇妙な感じを受ける。

　うむ。どうやら地の霊は近くにいるようだ。

　もう、より強い力が感じられる。まるで新しい酒に酔いしれたようだ。

　嵐に立ち向かい、難破しそうな船の音にも躊躇わず、地上の苦楽を手に取って世界へ踏み出す勇気を感じてきたぞ。

　頭上に雲がかかってきた。

　月光が隠れた。

　ランプの灯も消えた。

　蒸気が立ち篭もる。赤の輝きが頭の周りで点滅する。天井から風が私に向かって吹き、戦慄を覚える。

　私には分かる。遂に地の霊が私の前に現れるのだ！

　ああ、心臓が張り裂けそうだ。

　私の感覚が全てかき混ぜられて新しいモノになる！

　私の心は完全にお前に与えよう！

　来い！　さあ来い！　対価は私の命だ！」

（ファウスト、本に触れて地の霊の神秘的な呪文を唱える。赤みを帯びた炎が点滅して、炎から霊が現れる）

霊

「我を呼び出したのは誰だ？」

ファウスト（目を背けながら）

「凄まじい容貌だ！」

霊

「我は長い間、とある領域にいたが、お前が我を強く引き寄せた。お前は何がしたいのだ？」

ファウスト

「ダメだ！　お前に耐えるのは無理だ！」

霊

「お前は息切れしながら我に会いたい、声を聞きたいと願っただろう？　お前の強い懇願に応じてやって来た訳だ。我はここにいる。だが、何と情けないことか、超人だったお前は深淵に触れて恐怖に震えている。あの魂からの懇願はどうした？

　お前の胸中にあるのは何だ？　世界の創生に寄与し、愛し、喜び震えて膨らみ、我らと同格の高みに至ろうとする気概はどこだ？

　ファウストよ、お前が我へ力任せに声をかけ響かせた張本人なのか？

　我に息を吹きかけられただけで震え上がる臆病な芋虫がファウストなのか？」

ファウスト

「誰がお前のような炎に後れを取るモノか？

　私はファウスト、お前と同等の存在だ」

霊

「生命の奔流、活動の嵐を守るために我はいるのだ！

　生と死。永遠の海で激しく命を燃やし続ける。そして我は時の機織から神の衣服を創造するのだ」

ファウスト

「最果ての世界まで行きし慌ただしい霊よ。私はお前に近しいぞ！」

霊

「お前は己が理解出来る霊と似ていると言うが、我とは違う！」

（霊、姿を消す）

ファウスト（崩れながら）

「私が似ていないだと？

　この私が？

　神の尊体である私が！

　それをお前は似ていないというのか！

（ノックの音）

　なんてことだ！　ああ、アイツか。私の助手だ。

　素晴らしき幸福も水の泡だ！

　この最高の幻影をあの卑怯者に乱されなくてはならないのか！」

（ワーグナー、部屋着にナイトキャップ、手にランプを持って現れる。ファウスト、憤然として顔を逸らす）

ワーグナー

「大目に見て下さい。朗読なさるのが聞こえてきましたので。

　確かギリシャ悲劇でしたね？

　その話術を習得したいです。何しろ近頃はとても流行っていますからね。

　しばしば耳にする限りでは、芸人が牧師に教えを説くそうです」

ファウスト

「確かに牧師が芸人ならそうかも知れない。

　そう言う時が来ることもあり得るだろうね」

ワーグナー

「ああ、研究三昧で市井を見るのは祝日くらい。遠くから望遠鏡で見ているようでは人々を言葉で導くなんて出来ないでしょう」

ファウスト

「自分で場数を踏まないと、他人の意志は動かせまい。自分の魂を貫通して、力強く楽しまなければ聞き手の心を揺り動かすことは出来ないさ。

　ずっと座ったままで、接着剤でくっ付けられて、情婦のごった煮で饗宴をする。そうして君は、悲惨な炎の爆発で出来た灰の山に耐える羽目になる。

　子供や猿から称賛を得たいなら話は別だがね。その後は知らないよ。

　それでも真心が篭もっていないと、人は決して心を動かさないことは言うまでも無い」

ワーグナー

「しかし、話術で権力を握るというのは話者の冥利に尽きます。

　それは私も承知していますが、まだ私は舞台にすら立っていません」

ファウスト

「正直な話、話術に利益はあるか？

　あること無いこと、綺麗事を叫ぶ奴は愚か者だ。

　人を動かすのに必要なのはきちんとした精神と正しいセンスだ。話術という小手先の技は必要無いのだよ！

　そして真剣に伝えたいことがあるなら、言葉を追及する必要はあるのか？

　まあ、君の弁舌は醜く輝き、人間性の断片すら無い。湿った風が秋の枯れ葉を鳴らすように不愉快だ！」

ワーグナー

「ああ、神よ。芸術は長く、我らの人生は短い。

　私も批判的研究に取り組んでいますと、頭がおかしくならないか心配になる時がしばしばあります。

　人が根源に至る術を修めるのはとんでもなく難しいです。

　どうせ道半ばで倒れるのがオチですね」

ファウスト

「羊皮紙が渇きを永遠に潤す神聖な泉となるであろうか？

　渇きは自分自身の魂の井戸から汲まないと癒されないのだ」

ワーグナー

「そうは仰いますが、世の中を動かした英傑は素晴らしい魅力を持っています。

　その賢人が何を考えてきたのかを見ると、どれ程我々が先を歩んでいるかが分かって、実に愉快です」

ファウスト

「ああ、そうだ、いずれ星辰まで至るだろう！

　だが我が友よ。過去の時代とは七つの封をした本なのだ。

　君が『時代の精神』と呼んでいるモノ、それは時代に己を映した歴史学者の精神なのだ。

　嘘なら良いのだが、大抵の場合、本当なので悲惨なモノだ。

　マトモな人間なら一目散に逃げ出すさ。

　ゴミ箱やガラクタ部屋、せいぜい擦った揉んだがある程度だ。お人形に実用的なありがたい格言がくっ付いているようなモノだ」

ワーグナー

「しかし、世界や大衆の心、霊はどうでしょうか！

　それらを理解したがるのが普通ではないのでしょうか」

ファウスト

「正に『理解する』というのが問題だ。

　誰ならその名を明示して良いのだろうか？

　少し真理を知ってしまい、愚かにも心に留め切れず、一般市民に感じ観たことを開示して、十字架に架けられ焼かれたモノがいたな。

　頼むから、友よ。もう深夜だ。今夜はこれでお開きとしよう」

ワーグナー

「出来ればこのまま先生と学問について話し合いたい所です。

　話は変わりますが、明日は復活祭の最初の休日ですね。他にも色々質問致しますが、どうかお許し下さい。

　私も熱心に勉学に励んでおります。

　色々知ってはおりますが、やはり全てを知りたいという欲求はありますね」

（ワーグナー、舞台から消える）

ファウスト（一人で）

「まだ希望を捨てないのか。いつも陳腐なことにしがみついて、貪欲に宝物を掘り起こそうとしている。そしてミミズを掘り当てて喜ぶのだ！

　あの男の声は霊力に満ち溢れたこの部屋には似合わない。

　しかし、悲しいかな！　おかげで君は人類史上最貧だということが分かったよ。

　君は私が失意に引き裂かれて、気が触れる所に現れてくれた。

　ああ、あの霊の幻像はとても巨大で、私は小人だと思わされた。

　私こそが神の尊体であり、永遠と真理の鏡の近くにいるとすっかり思い込んでいた。明瞭な陽の光を浴びて人類の殻から抜きん出たと思っていた。

　智天使すら超えたと思っていた私の力は、既に自然の中を流れ、神々の命を享受出来ると予知していたが悔い改めることになった！

　雷の言葉は私の慢心を一掃した。

　私にはおこがましいというお告げなのか。

　私はお前を呼ぶ力はあったが、留め置く力は無かった。

　私はあの至福の瞬間に、自分はちっぽけであるにも関わらず、貴いとも感じた。

　お前は残酷にも不確実な人間の宿命へ私を突き返した。

　何から教えを請えば良いのか？　何をすべきか？　何を避けるべきか？

　衝動に従って良いのか？

　ああ！　我々の所業そのものの苦難だけでなく、生命の進歩をも抑制するのだ。

　最も輝かしい我らの素材にすら、雑多な群衆の手垢が付く。

　世間で言う『善』に至るとしたら、虚偽と妄執から解き放たれることだろう。

　生きる夢と希望を与えてくれた美しい感情も、地上の群衆によって泥を塗られる。

　夢幻が果敢に飛翔して、凛々しく永遠の高みへ至ろうとしても、運が時の渦に飲み込まれて失敗すると、結局、狭い場所で満足してしまう。

　不安が心の奥に巣くい、見えない痛みをその中に入れ、ソワソワと自分を揺らし、歓楽と平穏を乱すのだ。

　不安は、常に新しい仮面で姿を変え、屋敷や妻子、火事や洪水、短剣や毒で増長するのだ。

　お前は真実でないことに震え、失うことの無いモノのために嘆くのだ。

　神々と私は同じでない！　余りにも強く思い知らされた。

　塵を漁り、塵を餌として生き、徘徊者に足蹴にされ、揉み潰されて死んで行く。そう言う蛆と私は同じだ。

　高い壁に区切られた無数の狭い個室にいるのは塵ではないか？

　ガラクタに溢れ返った学問の虫の世界にいる。

　ここで私に欠けているモノが見つけられるであろうか？

　時折、幸せな人がいるのを幾千の本を読んで知るべきか？　世界中の人々は拷問のような責め苦を受けているというのに。

　空っぽのドクロよ、なぜ私をせせら笑う？

　お前の脳も、一度は私のように混乱したようだな。そして薄明かりを求めるように真理を追究したが哀れにも失敗したではないか。

　車輪、櫛、ローラー、ハンガー。お前達のような器具も私を確実に嘲笑っている。

　私が痴れ者の門の前に立った時、お前は鍵になるべきだった。

　確かにお前の髭は巻き毛だが、閂は外れなかった。

　神秘的な昼間の自然はベールを剥ぎ取らせてくれない。打ち明けてくれないならばテコやネジで強制しても無駄だろう。

　父の使った設備がここに置いてあるが、もう用済みだ。

　古めかしい滑車も、机上の薄暗いランプが煙をふかす限り汚れて行く。

　こんなどうでも良いモノのために汗を流すより、処分する方がマシだった。

　祖先から受け継いだモノは自分の力で取得しないといけない。

　役立たないモノは厄介な重荷だ。然るべき時に創造されたモノでないと役立つことは無い。

　しかし、なぜ私の視線はあの場所に据えられているのだろう？

　あそこの小瓶は目線を惹き付ける磁石だろうか？

　なぜ突然、私の前に素晴らしく清い光が、まるで月光が夜の森に射し込むように現れたのか？

　やあ、この世で唯一の小瓶よ。畏敬の念を抱いてお前をそこから降ろすことにしよう。

　お前を取り囲むモノには人類の英知と技術が満たされている。

　優美な力で甘き死に至らしめる精髄よ、お前の力の全てよ、お前の主人の寵愛に応えるのだ。

　私はお前を見ると悲傷が寛解し、お前に触れると覇気が弱まり、精神の奔流も徐々に鎮まった。

　遙かな鏡のような海が輝き、安息に満たされ、新しい海岸が新しい日を引き寄せる。

　火の車が浮かんで、揺らめくようにこちらに近づいてくる。大気を打ち貫き、純粋な星への新しい軌道の準備は出来た。

　至高の生活。神々の喜び！

　まだ蛆である私にこの利益を享受する価値はあるだろうか？

　えい。地上へ降り注ぐ美しい太陽に毅然と背を向けよう！

　処置した門の裂け目からあらゆるモノが抜け出してきた！

　時は今だ。神々の気高さにも勝る男らしさを証明するぞ。私は暗い洞窟に慄くこと無く、夢幻が忌まわしい苦悶で責めて来ても、地獄の炎に焼かれても耐えてみせる。

　明るい足取りで決めるぞ。虚無に入る恐れもあるが構うモノか。

　さあ、純粋な結晶の盃よ、降りて来い！

　私は長い年月の間お前を考えることは無かったが、古い鞘から解き放たれよ。

　お前はかつて、先祖の祝賀の席で光り輝き、堅苦しい客を楽しませた。

　多くの芸術的な絵画の壮麗さ、韻探しを説き、酒を飲む客の相手をした。これらが空虚な若い頃の夜を思い出させる。

　今更お前を隣人に手渡そうとは思ってはいない。シャレを述べて、この道の機知を示そうとも思わない。

　ここにある液体は一気に酔えるほど強い。

　褐色の液体の洪水でお前の穴を満たしてみせよう。

　私が作って選んだ最後の一杯を、全ての魂からの盛大で素晴らしき挨拶と代えさせて頂こう」

（ファウスト、盃を口許に添える）

　鐘声と合唱。

天使達の合唱

「主は立ち上がる。

　死に至る、色褪せた過ちに縛られ這いずりしモノよ、命あるモノに喜びあれ」

ファウスト

「深い鐘声と神聖な合唱を聞くと、どうやってもこの盃を口へ運ぶことが出来ない。

　あの鈍い鐘音は既に復活祭の儀礼が始まった合図か？

　あの合唱は慰めの歌を天使がその唇から歌い、夜の墓地で新約の信仰を確実なモノにしたのか？」

女性の合唱

「香料をもて、我らは主を奉り、我らは主に忠誠を誓い、我らは主を安置致す。

　清潔な布と包帯を解くが、我らは主を見ることが出来ぬ」

天使達の合唱

「主は再び立ち上がる！

　愛を祝福し、試練を超えて悲哀を癒す鍛錬をなされる」

ファウスト

「なぜ強く穏やかな天の声は、塵に塗れた私のような存在へ語りかけるのか？

　優しい人間へ届ければ良いのではないか。

　私は神託を受けたかも知れないが、信仰心が欠けている。

　奇跡は信仰の最愛の子供である。

　この領域は敢えて努力をせずとも、そこから素晴らしいお告げが鳴り響く。

　青春時代から慣れているあの音は、今でも私の存在を取り戻す。

　深い安息日の静けさに浸ると、天の愛の口付けが降りてきた。

　以来、鐘音は幸せな予感をもたらし、祈りは熱烈な喜びであった。

　不可解な甘い憧れにより、私は森や草原を移動し、幾千の涙で腫れた目前に自分の世界が現れるのを感じた。

　復活祭の歌は若者を元気に遊ばせ、春のお祝いを気ままに祝福してくれた。

　思い出は私の胸中を純真にして、最後の一歩を思い留まらせてくれる。

　甘い天の歌声よ、その音をここに留めてくれ！

　涙が溢れ出る、私は再び地上に存在出来るのか！」

使徒の合唱

「埋められし主は、気高く素晴らしき存在へと昇り給った。

　創造の喜びに近づき、遍在する。

　ああ！　我らは地上にて苦しむ存在。

　主は我らを地上に置いて弱り衰える。

　ああ！　私達は嘆き悲しむ。主よ、あなたの望みと喜びを！」

天使達の合唱

「主は崩壊した大地を去り高みへ至る。

　喜び勇んで大地との絆を断ち給う。

　積極的に崇め奉り、愛を証明し、同じ釜の飯を食い、宣教者が教えを広め、幸先の良い歓喜に触れ、主は近くにいる。主は存在される」


門の前

　様々な歩行者が門の外へぞろぞろ行く。

数人の見習

「なぜ外へ出るのだい？」

別の方々

「猟師の家に行こうと思っているのだよ」

最初の方々

「我々は製粉所へ行こうと思っている」

見習の内の一人

「水の庭に行った方が良いよ」

第二の見習

「あそこは道中がつまらないぞ」

別の方々

「お前はどう思う？」

第三の見習

「俺は皆と同じ所へ行くよ」

第四の見習

「城の村に行こうぜ、あそこなら確実だ。最高の美女、最高のビール、そして乱闘。色々揃っているぜ」

第五の見習

「変な野郎だな、三度目の正直で一発入れてやろうか？

　俺はあの薄暗い場所は好きじゃないぜ」

メイド

「イヤなら私は街に帰ります」

第二のメイド

「ポプラの近くにあの人がいると思うわ」

最初のメイド

「そんなの私には嬉しく無いわ。

　あの人はあなたとしか踊らないのよ。

　私はあなたの楽しみなんて気にしません！」

第二のメイド

「今日は多分一人にはならないわ。縮れ毛の先生も一緒だと言っていたわ」

学生

「やったぜ、ダサい娼婦が歩いて行くぞ。

　よう、同胞。ついて行こうぜ。

　強いビール、鼻を突くタバコ、それに化粧を塗りたくった田舎娘が俺の趣味だ」

町娘

「あの学生さんは素晴らしいわ！

　全く本当に残念だわ。

　社会の中でも最上の相手を選ぶことが出来るのに、あんなメイドの尻を追っかけるなんて」

第二の学生（最初の学生へ）

「そんなに早まるなよ！　後ろから二人来るぜ。本当に小綺麗で品が良さそうだし、一人は俺のお隣さんだ。

　俺はあの子をとても気に入っている。

　落ち着いた足取りで歩いているが、最後は一緒になれるっていう寸法さ」

第一の学生

「やめろ、同胞！　俺は当惑するのがイヤだ。

　サッサとしろよ！　獲物が逃げちまうぞ。

　土曜日に箒を持った報酬は最高の日曜日に愛撫して貰うことさ」

市民

「イヤ、全く新しい市長は気に食わないな！

　今や、奴は日増しに図太くなって行きやがる。

　奴は街のために何かしているか？

　日に日に悪化しているじゃないか？

　『これまで以上に服従しろ』『これまで以上に税金を納めろ』なんて、こんなのは未だかつてあっただろうか？」

乞食（歌う）

「見事な服を着た立派な紳士様、麗しい淑女様、私をどうかご覧下さい。苦悩に満ちた私を憐みの目でご覧下さい。

　無駄な戯れが無いように。

　施しは専ら喜びのように。

　全ての人々が祝って、私に益があると良いのですがね」

第二の市民

「日曜祝日には良い話は特にありませんね。強いて言えば戦争の噂話くらいでしょうか。遠く離れたトルコでお互いに殴り合っているなら良いのですが。

　窓際に立って、杯で酒を飲み、色彩豊富な船が川下に流れて行くのを味わいます。

　その後の夕方は幸せな家庭に帰り、平穏無事を祝福するのです」

第三の市民

「そうでしょう！　私もそうしたいモノだ。

　外人が頭を引き裂こうが、どんちゃん騒ぎをしようが関係無い。

　しかし、自分の家だけはこのまま安泰でいたいね」

老婆（町娘に）

「おや、随分上品で綺麗な若い人だね。

　誰もがあんたに夢中になりそうだ。

　気取ってはいけませんよ。そんなことする必要はありません。

　あなたの望むモノを、私が叶えることを出来るかも知れません」

町娘

「アガサさん、ここでは止めて下さい！　このような魔女が公衆にバレたら都合が悪いですよ。

　彼女は聖アンドリューの夜に将来の恋人の姿を見せてくれたのよ」

第二の町娘

「私へ兵士みたいに大胆な人を水晶玉で示してくれたの。

　彼に出会うために見て回っているのに、まだ出会うことが出来ないのよ」

兵士達

「高き城と石垣に銃眼、誇り高き少女。嘲り射止めたいのはこの二つ。

　骨は折れるが、あえてやろう。勝利の暁には素晴らしい報酬が待っている。

　トランペットが鳴れば私達は喜び勇んで突っ込むぞ。

　嵐！

　命！

　女子と城は諦めなければならないか。

　敢えて苦労をするか否か。勝利の暁には素晴らしい報酬が待っている。

　それでは我々は出撃だ」

　ファウストとワーグナー。

ファウスト

「氷から解放され、河も小川も春の素晴らしい眺望となっている。

　谷では緑が幸福をもたらしている。

　長い冬もようやく弱まり、荒涼とした山脈へ引っ込んで行った。

　そこから無力な氷雨がかすり、草原を緑化して行く。

　しかし太陽は白いモノを許容せず、どこにでも大願を仕立て、全てのモノに生の色彩をつけようとする。

　けれども、この辺りには花が見当たらない。その代わりに着飾った人々が多く見受けられる。

　この丘から街を振り返って見ると良い。

　空虚な暗い門から、雑多な人の群れが外へ溢れ出ている。

　今日は皆、日向ぼっこをしたがるだろう。

　主の復活を祝うのは、低い家の狭い部屋から、工芸や取引の鬱陶しさから、破風や屋根の圧力から、激しく込み合う市街の道から、教会の神々しい闇から逃れ、彼ら自身も復活の奇跡の恩恵に与りたいからである。

　見るが良い！　忙しない群衆が庭園や田畑を通り抜けて散り散りになって行く。船が川面一杯に陽気な客を乗せて忙しなく移動している。最後の小舟なんて、客を乗せ過ぎて沈没寸前で遠ざかって行く。

　遠くの山の小道からも、服の色が煌めいているのが見える。

　既に村の喧騒が聞こえる。こういう生活が真に天国のようなのだ。大人も子供も満足して『ここでは俺も人間だ！』と叫んでいる」

ワーグナー

「先生と一緒に散歩するのは誉れ高く実益があります。

　しかし、私だけでこういう所に来る気は起きません。なぜなら全ての未熟なモノが私の仇な訳でして。

　ヴァイオリン、叫び声、スキットル。私は憎むくらいこれらの音が嫌いです。

　彼らは悪霊が取り憑いたように暴れ狂い、これが愉悦、これが歌だと叫ぶ有様です」

　農民、菩提樹の下で。踊りと歌

「羊飼いはダンスに出ようと派手な上着を纏い、リボンと花輪を身に着けて、おめかしして飛び出した。

　菩提樹の周りは人だかり。皆は狂ったように踊り出す。

　ヤッホー！　ヤッホー！

　万丈！　万歳！　ねぇ！

　ヴァイオリンの弓が往復するよ。

　急いで近くに入ると、肘がお嬢さんにぶつかった。

　若い娼婦は振り返り『まあ、なんて愚かなの！』と言ったとさ。

　ヤッホー！　ヤッホー！

　万丈！　万歳！　ねぇ！

　失礼なことはしないでね。

　それでも、踊りの輪はとても早く、右へ左への大忙しで、スカートは皆飛んで行くようだ。

　肌は紅潮して腕を組み、喘ぎながら一休み。

　ヤッホー！　ヤッホー！

　万丈！　万歳！　ねぇ！

　肘が尻に触れる。

　私に馴れ馴れしくしないで下さいな。

　花嫁さえ騙して寝取ることが多いのですよ。

　それでも彼らは美辞麗句を並べる。遠くからでも響く掛け声が聞こえる。

　ヤッホー！　ヤッホー！

　万丈！　万歳！　ねぇ！

　叫びとヴァイオリンの弓で大賑わい」

老いた農民

「これは先生、ご機嫌麗しゅう。先生は私共を軽蔑するどころか一緒になって下さるとは、流石徳の高い先生でございますね。

　ささっ、どうぞこの盃をお受け取り下さい。開けたばかりの葡萄酒でございます。喉の渇きが潤うばかりでなく、高らかな願いも叶うはずです。

　雫の数ほどあなた様は長生き出来るでしょう」

ファウスト

「御厚意感謝する。皆に幸福と平和があらんことを」

（人々、周囲に集まる）

老いた農民

「丁度良く、この大変めでたい日にいらっしゃるとは嬉しい限りです。

　かつて、我々が困窮していた時にあなた様は我々を導いて下さいました！

　あなた様のお父上が高熱の疫病を終息させ、我々を鮮やかに救って下さいました。

　あの時、あなた様はまだ若かったですが、全ての患者を診て回られました。多くの死者が出ましたが、あなた様は大丈夫で戻ってこられた。何かしらの試練が存在したのかも知れませんね。

　人を助ける者を助けられた天の意志かも知れません」

皆

「お体にお気をつけ下さい。そして我々をお助け下さい！」

ファウスト

「天上にいらっしゃる主が助けることを教え、助けを送って下さったのだ」

（ファウスト、ワーグナーと先に進む）

ワーグナー

「多くの群衆から尊敬される偉大な人になると、どういう気持ちになるのでしょうか？

　天賦の才を活用してこのように成功されるのは何と幸福なのでしょう！

　父親はその子供に先生がいらっしゃったと教えますし、どんなに忙しくても万難繰り合わせて参ります。ヴァイオリンの音はぐらつき、踊り子も休憩致します。

　先生が歩けば皆は駆けつけ、行列が出来て、帽子脱いで高く掲げます。

　そして膝を曲げて奉献するように、先生を拝みます」

ファウスト

「さて、あの石まで歩いて散歩の休憩をしよう。

　あの石に私は良く座り込み、祈りと断食で自分を苦しめて思慮したモノだ。

　希望に溢れ、信仰も揺るぎなく、涙と嘆きに手を揉んで、天空の主の力を頼り、あの黒死病に終止符を打とうと思ったのだ。

　あの群衆の歓呼すら今では嘲りのように聞こえる。

　君に私の心中が分かるモノか。父も私もこんな名声を得るに値しない。

　我が父は立派な紳士であって、自然の神聖な内部を研究した。丹念だけれども独自の方法で瞑想して自分の道を貫いた。

　錬金術師の社会に入り、黒魔術にのめり込む。そして終わりし秘伝を研究し続けて、有害なモノを一体にしようとした。

　赤い獅子と凛々しい求婚者を爽やかな湯船に浸ける。そして結婚の火炎で両方を熱してみる。花嫁の部屋では新しい拷問の出来上がりだ。

　それはカラフルな彩りであり、ガラスの中の若い女王とも言える。これが効くはずだったが患者は次々死んで行く。『誰か回復したか？』とは誰も尋ねない。

　だから父と私は地獄の練り薬を携えて、谷や山の人々に、黒死病より質の悪い行いをしたのだ。

　私自身も幾千という人々にその劇毒を与えたのだ。

　彼らは死んだのに、人殺しであるこの私が図々しくも称賛されているとは皮肉なモノだ」

ワーグナー

「その苦しみは不要ではありませんか！

　受け継いだ技術を良心的かつ正確に行使したならば、先生はもう充分立派でしょう？

　先生は若い頃からお父上を尊敬して、進んでその後を受け継いだのでしょう。

　先生の場合は学者としてより高い場所に至る道を御子息に示されるでしょう」

ファウスト

「この間違った海から抜け出す希望がある人は幸せだ。

　人は何が必要なのか知らず、知っていることが出来るとは限らない。

　しかし、この美しい時間を憂鬱で枯らせてしまうのか？

　考えてみよ。緑に囲まれた小屋が夕日に照らされ仄めいている。

　太陽は沈み、一日は終わりを告げる。そしてまた新しい命を促すのだ。

　ああ、翼は無いが、この大地から離れて人生を終えることが出来れば良いのに！

　私は永遠の夕日を受けた沈黙の世界を足下で見た。爛れて嘲笑われて、あらゆる谷に注ぎ込む。銀の小川は黄金の大河に注ぐであろう。

　そうすれば、どんな荒々しい峡谷のある山も私の神業のような飛翔を阻害出来まい。

　温い入り江のある海が目の前に驚きをもたらすだろう。

　しかし、女神は結局必要なのだ。

　ただし、新しい芽吹きが始まった。私は早々に女神の光を飲もうと考えている。昼を腹に、夜を背に、天を頭に、波を足に翔るのだ。

　美しい夢だが、これも逃げて行く。

　ああ！　精神の翼はあっさりと羽ばたけるのに、肉体の翼は追いつけない。

　しかし、全て生まれつきの感覚で、上へ抜け、青空を失ったヒバリが身も凍りつくように囀るのだ。

　トウヒが生えるような険しい山を鷲が翼を広げて飛んで行く。その時、陸と湖を鶴が故郷に戻るように、人間は求め努力するのだ」

ワーグナー

「私もしばしば気紛れな時間を過ごしますが、そのような衝動を経験したことはありません。

　人は森林や田畑を見ていると、簡単にウンザリしてしまいます。

　鳥の翼を羨むことはありません。

　それとは違って一頁ずつ、一冊ずつ文字を追う精神の喜びは比較になりません！

　書物を読めば、冬の夜は甘く素敵になり、手足が温まって幸せな気がします。そして重要な羊皮紙の巻物を紐解いて行くと、天国の全てがここにあるような気さえします」

ファウスト

「君は人間の一つの面しか見ていない。だが、他の面を見ない方が良いかも知れない！

　ああ！　私の胸には二つの魂が居座って反発し合うのだよ。

　その一つは粗野な愛の欲求で、この世界にしがみついている有様だ。

　もう一つは強引に汚物から、祖宗のいらっしゃる、至高の場所へ飛び立とうとしている。

　虚空にある霊が天と地の間を支配しているならば、黄金の香りから現れて、どうか私を色鮮やかな生活に誘ってくれないか。

　いや、丁度魔法のマントを手に入れて、見知らぬ国へ案内してくれないか！

　最高の衣服とでも、王のマントとでも交換したいモノだ」

ワーグナー

「あの有名な群衆の話はしないで下さい。奴らは大気のように流れ漂い、人間にとてつもない危険を与えることも辞さないでしょう。

　北からは矢のような舌と鋭い歯を持った霊が先生に忍び寄るでしょう。

　夜明けの方向からは、全てを枯死させ、人間の肺を栄養として育つ霊が近づきます。

　正午の方向の荒野から来る霊は、人々の脳天に灼熱をもたらします。西からは最初はすっきりしているようですが、田畑や草原を水死させる霊がやってきます。

　奴らは人間を陥れることが好きなので、進んで人間に従うのです。

　天から遣わされてきたように見せかけ、天使のようにたどたどしく嘘を吐くのです。

　さあ、もう帰りましょう！　もう日は落ち、空気は冷え、霧が降りてきました。

　夕過ぎは家で過ごすのが一番です。

　先生、なぜ立ち止まって向こうを憮然とした眼差しで見つめているのですか？

　黄昏時に何か引っかかることがあるのですか？」

ファウスト

「黒い犬が作物と刈り株の間をうろついているだろう？」

ワーグナー

「ええ、さっきからずっと見えていますが、何かありますか？」

ファウスト

「良く見なさい！　あの獣は何だと思う？」

ワーグナー

「プードルですね。飼い主の面影を追って悩んでいるのでしょう」

ファウスト

「君はあの犬が遙かなる渦の環を描きながら近づいてくることに気付いているかい？

　私の頭が確かなら、火炎の渦巻きがあの犬の後を追っているようだ」

ワーグナー

「私には黒いプードルしか見えません。

　錯覚ではないでしょうか？」

ファウスト

「奴は仄かな魔法の罠を仕掛けて、私と将来のために絆を繋ごうとしているのではないか」

ワーグナー

「私が思うに、飼い主とはぐれた所に見知らぬ我々が現れて、臆病と不安から震えているのでしょう」

ファウスト

「環が狭くなったぞ、もう近いぞ！」

ワーグナー

「良く見て下さい！　犬です。化け物ではありません。

　唸ったり、疑ったり、腹ばいになったり、尾を振ったり。全て犬の習慣です」

ファウスト

「よう、相棒。こっちへ来い！」

ワーグナー

「道化のようなプードルですね。

　先生が立ち止まるとじっと待ちますね。

　先生が話しかけると飛びつきたがりますね。

　何か落とせば拾いますし、水に棒を入れれば飛び込んで持ってくるでしょう」

ファウスト

「君の意見はもっともだ。霊のようなおかしな名残はもう見つけられない。全て躾けられただけのようだな」

ワーグナー

「良く躾けられた犬は賢い人に適切でしょう。

　コイツは先生の寵愛を受けるに値する立派な犬です。学生や学者にも丁度良いでしょう」

（二人、市門に入る）


書斎

　ファウスト、プードルと共に入ってくる。

ファウスト

「神聖な魂の目覚めを予感して、深い夜に覆われた畑と草原を抜けてきた。

　どんな衝動的な仕業も、野蛮の萌芽も、今では眠っている。

　今、神の愛に掻き立てられる。人間愛に掻き立てられる。

　プードル、静かにしろ！　あちこち走り回るな！

　なぜ敷居で鼻を鳴らすのだ？

　ストーブの後ろに行って寝転がれ。私の一番良い枕を貸してやろう。

　お前は外の山で駆けたり飛び跳ねたりして私を楽しませてくれた。対価として、大人しくしていれば客として歓迎する。世話もしてやろう。

　ああ、この狭い檻のような書斎にランプの光が優しく灯ると胸の中が冴えて、心臓も自ずと輝くモノだ。

　知恵が再びモノを言う。希望が再び花開き、人生の希望が泉のように湧き出てくる。

　唸るな、プードルよ！　神聖なる調子に私の魂の全てが取り込まれるのだ。そこに動物のお前の音は似合わない。

　人間とは理解出来ないモノを嘲り、善や美を理解することが厄介だと愚痴るモノだ。

　犬よ、お前も同じなのか？

　しかし悲しいかな！　既に私の気持ちは最高にも関わらず、より一層の満足を得ることが出来そうに無い。

　なぜ、流れが遠からず枯れて、我々が渇きに臥せなければならないのだろうか？

　これについて、私は多くを経験している。

　しかしこの欠点も取り替えることが出来る。超越的な存在を学び、お告げに憧れ、新約聖書のように素晴らしく燃え輝くのだ。

　正本の聖書を開くと、誠実な気持ちで、一度この神聖な原典をドイツ語に翻訳したくなった。

（ファウスト、第一巻を開き作業を始める）

　『初めに言葉あり』と書いてある。

　ここでもう、引っかかったぞ！　ここからどうやって続けるべきか？

　私は『言葉』というモノをそんなに重要視することが出来ない。私の精神が明知を得ているなら、異なる翻訳が順当だろう。

　『初めに感覚あり』と書いてみた。

　最初の行を慌てて書いてはいけない。慎重に考えてみよう！

　『感覚』が万物を規定し創造するモノであろうか？

　いや、『初めに力あり』とすべきだろう。

　しかし、私がこれを書いたとしても、本音では無いことに気付かされた。

　霊が私に助太刀してくれた！　ああ、助言を頂いた。そして自信を持って書いた。『初めに行為あり』と。

　私に飼われる気があるならプードルよ、唸るな、吠えるな！

　そんなに煩い相棒など近くにいると困るのだ。

　我々の内、一方が部屋から出なければならないぞ。

　不本意ながらお前をもてなすことは出来ない。扉は開いているから自由に出て行ってくれ。

　何だ、幻覚か！

　こんなことが自然に起きるのか？

　影か？　現実か？

　何でこの犬は膨れあがるのか！

　無理矢理立ち上がるな。もう犬の容貌でない！

　化け物を家に招き入れてしまった！

　炎のような目、恐ろしい歯を露わにして、まるでカバのようだ。

　おい！　もうお前は私のモノだ！

　この手の半端な地獄の一族にはソロモンの鍵が良く効くのだ」

霊達（通路で）

「中に囚人がいる。

　開けずに救い出すぞ、良いな！

　老いた地獄のオオヤマネコが、檻の中に囚われた狐のように身をすくめている。

　だが注意しろ。

　あちらで浮かび、こちらで漂い、上がったり下がったりすれば自分で脱出するだろう。

　助けられるならば、座ってなんていられない。

　なぜなら、オレ達はアイツにとんでもなくお世話になっているからな」

ファウスト

「この化け物を迎え撃つには四大精霊の呪文を唱えるのが良いだろう。灼けろ、サラマンダー。来い、ウンディーネ。失せろ、シルフ。大義であったコボルド。四大精霊、その力と特質を知らぬ者は霊の使い手にはなれぬ。炎の中に消えろ、サラマンダー！　颯爽と流れ出ろ、ウンディーネ！　美しい流星となり輝け、シルフ！　家事を手伝え、夢魔よ！　夢魔よ！

　前へ出て始末をつけろ！　この化け物の中には四大精霊がいないようだ。

　コイツは余裕綽々と嘲笑っている。

　この呪文ではお前を傷つけられないようだ。

　もっと強い呪文を聞かせてやろう。

　相棒、お前は地獄からの逃亡者か？

　ならばこの印を見ろ。悪の輩ならこの印に屈するはずだ。ほら、もう剛毛を膨らませているではないか。

　忌まわしい品性！

　お前ごときにこの印が読めるか？

　生まれ落とされたことが無く、口にされたことが無く、全天球から注がれ、無惨にも磔にあった、あのお方の印が分かるか？　暖炉の後ろでうっとりして、象のように膨張しているぞ。部屋はコイツで一杯になりそうだが、霧と化して滲んで消えそうだ。

　天井に登るな！

　支配者である私に従え！

　見てみろ、単なる脅しでは無いだろう。

　聖なる炎でお前を焼いてやる！

　三倍熱烈に輝く光がお望みか！

　私の最強の術をお望みか！」

（霧が晴れて、メフィストフェレスが遊行学生に扮して暖炉の裏から現れる）

メフィストフェレス

「何をそんなに騒がれますか？　あなたの用件は何ですか？」

ファウスト

「これがプードルの実体であったのか！

　遊行学生？　笑わせてくれるな」

メフィストフェレス

「偉大なる学者先生様はご機嫌いかがでしょうか。

　先ほどは心底汗をかかされました」

ファウスト

「名前は何と言うのだ？」

メフィストフェレス

「その御質問は矮小で先生らしくないですね。言葉を余りに軽蔑して、全ての仮想から遙かに離れ、本質の深淵を求めるあなたらしくない」

ファウスト

「お前達は名前を聞けば大抵の場合、本質が分かるのだよ。蠅の神、破壊する者、贋者と名乗れば素性は余りにも明白だ。

　さて、お前は何者だ？」

メフィストフェレス

「常に悪を望み、常に善を創る『あの』お方の力の一部です」

ファウスト

「その謎の言葉の意味は？」

メフィストフェレス

「私は常に否定する霊です！

　それは当然でしょう。なぜなら生まれることは滅びることと等価ですからね。

　だから何も創られない方がマシでしょう。

　従って、あなた方が罪や破滅、要するに悪と呼ぶモノの要素は私の本質です」

ファウスト

「君は自分自身を一部と呼ぶが、しっかりと私の前に立っているではないか？」

メフィストフェレス

「真実を述べたまでです。

　人間は、その愚か者の小さな世界を、当たり前のように全体だと思い込んでいます。

　私は一部、始まりの全てであったモノの一部です。光を生んだ闇の一部です。慢心な光は、母である夜の闇と肩書きと領地を巡って権力争いをしています。ですが、いくら頑張っても光が勝利する算段はありません。光は囚われの身ですからね。

　光は肉体から流れ出し、美しく見せます。しかし肉体に通り道を阻害されてしまいます。

　だから光はそう遠く無い内に肉体と共に滅ぶでしょう」

ファウスト

「ふむ、お前の尊敬すべき義務は了解した。

　君は年季の入ったモノを荒らすことが出来ないのか。だから小さなことから始めようとするのだな」

メフィストフェレス

「そんなことはありませんよ。

　虚無に対抗するモノ、ギクシャクした世界ですね。沢山試したのですが、一つも習得出来ませんでした。津波、嵐、地震、火事。

　ずっと最後まで残るモノは海と陸なのです。

　そして忌々しい畜生や人間の血脈は手の施しようがありませんね。

　今までどんなに多く埋葬してきたことか！

　そして新鮮な血が常に巡っているのです。

　そんなこんなで気でも狂いそうですよ。

　空気、水、大地。乾燥、湿気、寒暖。これらから幾千の萌芽が起きるのです。

　私は炎を残していなかったら、躊躇していたでしょう」

ファウスト

「お前は永遠に生命を育むために活動して、冷たい悪魔の拳を無益に掲げるが良い！

　別のことを探し始めれば良いのでは無いか？　この混沌の不可思議な落とし子よ！」

メフィストフェレス

「真剣に考えれば妥当ですね。次の機会にはもっとお話をしましょう！

　この度はそろそろお暇を頂きたいのですが、よろしいでしょうか？」

ファウスト

「なぜそんなことを尋ねるのだ。

　もうこんなに親しい仲なのだから好きな時に訪ねて来て良いぞ。

　ここには窓も扉も煙突もある」

メフィストフェレス

「本当のことを申しますと、小さな障害がありまして部屋から出づらいのです。あなたの敷居の五芒星が邪魔なのですよ」

ファウスト

「あの五芒星が苦手なのか？

　地獄の落とし子よ。お前は出られない癖にどうやって部屋に入ったのだ？

　どうやって五芒星を騙したのだ？」

メフィストフェレス

「良く見て下さい！　アレは上手く描かれていないのですよ。

　しっかり見て下さい。あの一角が外に向いて開いているのです」

ファウスト

「これは良い巡り合わせだったな！

　そしてお前は私の捕虜になったのだな？

　コイツは幸運だ」

メフィストフェレス

「プードルに化けて飛び込んだ時には気付きませんでしたが、今は事情が違います。

　悪魔はこの家から出ることが出来ないのです」

ファウスト

「窓を通って出て行けば良いのでは無いか？」

メフィストフェレス

「悪魔や物の怪の定命がありましてね。

　侵入した所から外に出なければならないのです。

　入る時は自由なのですが、出る時は定命に従わないといけないのです」

ファウスト

「地獄はそんな権限を持っているのか？

　ならば私に丁度良い。確かな契約が結べるのだな？」

メフィストフェレス

「あなたと約束したことは潔く行います。一切ケチったりしませんよ。

　しかし契約とはあっさり出来るモノではありません。まずは良く話し合う必要があります。今回は後生ですからどうか解放して頂けないでしょうか」

ファウスト

「だが、もう少しここにいて、小咄でもしてくれないか」

メフィストフェレス

「どうか解放して下さい！　私はすぐに戻ってきますから。

　その時は好きなようにお尋ね下さい」

ファウスト

「私は狩った気は無いぞ。君から罠に嵌まってきただけだろう。

　悪魔を捕まえたのだ。捕らえたのだぞ！

　今度、すぐに悪魔を捕らえられるか分からないからな。逃しはしないぞ」

メフィストフェレス

「そこまで仰るなら残ることもやぶさかではありません。

　ただし、私の術を見て顔色を変えなかったら、という条件付きでね」

ファウスト

「よろしい、気兼ねなくやるが良い。

　ただし楽しい術をやってくれ！」

メフィストフェレス

「ではあなたの単調な感性では一年経っても得られないモノを一時間でご覧に入れましょう。

　今から、か弱い霊達が歌い、美しい風景を示すでしょう。しかし、これは魔法の幻ではありませんよ。

　香りも繊細に、味覚も徹底的にうっとりとした気持ちになれるでしょう。

　準備なんて要りません。一同、取りかかれ！」

霊達

「丸天井を取り払い、暗黒を求めよ！

　愛らしく見給え。優しい青海原を！　この大気を！

　暗い雲が溶けて行く！

　太陽より穏やかに星々が瞬く。

　霊的に美しい天の子よ。揺らぎ漂い流れて行く。

　憧れの心持ちよ。ついて行きますとも。

　そして衣服のはためく絆が国々を満たし、恋人が心の奥底で語り合う東屋を覆う。

　東屋という東屋よ！

　新芽の蔓の先端よ！

　重い葡萄の房を容器に入れて押し潰すと、葡萄酒は泡を立てて流れ出す。純粋で高貴な岩を通って緑の丘を作りながら湖となる。

　鳥達は至福を口にして太陽へ向かって飛ぶ。波間の希望の島々に向かって歓喜しつつ羽根を靡かせる。

　そこでは意気揚々と合唱が聞こえ、草原ではダンスが行われ、皆屋外で憂さ晴らす。

　山登りをする者もいれば、湖で泳ぐ者もいるし、単に浮かぶ者もいる。

　存在の全て、遠大の全て、愛する星に亜聖の恵みがもたらされる」

メフィストフェレス

「眠ったようだな！　空気のように脆くて可愛い坊や達、良くやった！

　忠実に歌ってくれて助かった。

　今回のことは貸しにしておいてくれ。

　学者先生よ、あなたは悪魔を従える器では無いぞ！

　甘い理想の夢を見て、妄想の海に沈め。

　しかし、この敷居の呪縛を解くには鼠の歯が必要だ。

　召喚するのにコストは要らぬ。既に一匹がそこで音を立てているからな。直ぐさまにそいつに頼んでみよう。

　ラットとマウス、蠅、蛙、南京虫、虱の主の命令だ。出てきて敷居を思い切って囓れ。オイルを塗って軽く叩くと……ほらもう出てきた。

　キビキビ仕事をしろ！　俺を捕らえる印の先端をどうにかしてくれ。

　もう一噛みだ。よし、良くやった。

　それではまたお目にかかりましょう。失礼します」

ファウスト（目覚めて）

「私はまた騙されてしまったのか？

　霊の集まりが見せつけた夢。アレは悪魔が人の嘘を語ったということか。それとプードルに逃げられたということか」


書斎

　ファウスト、メフィストフェレス。

ファウスト

「誰だい？　入りなさい！　私の邪魔をしたいのか？」

メフィストフェレス

「私です」

ファウスト

「入りなさい！」

メフィストフェレス

「三回言って欲しいのです」

ファウスト

「入りなさい、ほら！」

メフィストフェレス

「あなたは私の好みです。私達は仲良く出来そうですね。

　あなたの移り気を追い払おうと、この度は上品な貴公子の恰好をして来ました。赤い衣装に金の装飾、射すくめるような絹のマント。雄鳥の羽をつけた帽子と鋭い長剣。要するにあなたも私と同様な恰好をして頂きたいのです。

　そして、しがらみから解放され、自由に人生というモノを味わってみましょう」

ファウスト

「どんな衣服を着ようとも、狭苦しい俗世の痛みを感じるだろう。

　放蕩するには歳をとり過ぎたが、希望を失うにはまだ若過ぎる。

　俗世が私を満足させてくれることは無いだろう？

　欠如を恐れることなかれ！　困窮を恐れることなかれ！

　それは常に皆の耳に届く、嗄れた永遠の歌だ。

　朝は恐怖で目が覚める。ただ一つも希望を叶えず、私は血の涙を流すだろう。期待は一つ残らず、無理矢理奪われる。胸を掻き立てる創造の意欲は幾千の難事で邪魔される。

　夜が来たら恐怖と共に寝ないといけない。

　安息は与えられないので、野蛮な夢を見てパニックに陥りそうだ。

　私の胸の中に住んでいる神は、心の奥深くを激しく励ますことが出来る。

　しかし、全力で崇めても、外の何も動かすことは出来ないのだ。

　もう私の存在が重荷になっている。死が望ましい。命が憎い」

メフィストフェレス

「でも、死は決して歓迎される客ではありませんよ」

ファウスト

「勝利の栄光の中で血塗れの月桂冠を授かり、激しいダンスの後、少女の腕の中で死に取り憑かれる者は恵まれている。

　私も高潔な魂の力に見惚れて死の世界に沈んでしまいたかった」

メフィストフェレス

「ですが、あの夜に茶色の薬を飲まなかったのはどこの誰でしたか？」

ファウスト

「お前には探偵の趣向があるのか？」

メフィストフェレス

「全てを知っている訳ではありませんが、意識はしていますね」

ファウスト

「あの凄まじい混乱の中で、古なじみの甘い声が私を引き寄せた。楽しかった幼い余韻で私の感覚は騙された。だから私は魂を餌や手品のネタとする者を呪う。悲しみの洞窟で目を眩ませ褒めちぎる全てを呪う！

　呪われた崇高な意見というのが忌々しい。精神自体が何を取り囲むのか！

　呪われた眩い幻像、その衝動の感覚よ！

　死後の名声を夢見させる偽物が呪わしい！

　妻や子供、下僕や鋤、財産を煽てる者が呪わしい！

　金銀財宝で奮起して大胆な行動をさせ、遊休の魅力に緩衝材を上手く置くことが呪わしい！

　芳しい葡萄酒を呪う！

　最高の愛すべき優美さを呪う！

　希望を呪う！　信仰を呪う！　何はさておき、堅忍を呪う！」

霊達の合唱（見えない）

「災いよ！　悲哀よ！　素晴らしき世界を強大な拳で打ち崩す。

　世界は壊れ落ちるだろう！

　超人はそれを打ち砕く！

　私達は失われた美を嘆き悲しみ、残骸を虚無の内に運ぶ。

　強力な人類よ、己の胸を頼りに素晴らしき世界を再び築け！

　明るい感覚で、新たな生を祝福せよ。新たな歌が鳴り響くのはその次だ！」

メフィストフェレス

「あの歌っている小さい霊は私のモノでございます。

　どうでしょう？　差し出がましくも快楽と因業を薦めるではありませんか！

　世界は広い。孤独で感覚と体液が淀む状態から誘い出そうとしているのです。ハゲタカのように命を貪り嘆くのは止めなさい。

　最低の社会とは、人が他人と一緒にいる必要があると感じさせられるモノです。

　しかし、あなたを屑のように扱おうという意味ではありません。

　私は偉大な方とは結びつきは無いが、あなたと協力して人生を仰ごうと言うのなら進んで仕事をしますよ。

　私はあなたについて行きます。好きなことをしましょうよ。私はあなたの召使いです、下僕です！」

ファウスト

「その対価は何だ？」

メフィストフェレス

「大したことは無いですよ。長い猶予がある程度です」

ファウスト

「ダメだ、ダメだ！　悪魔はエゴイストだ。何かに役立つならば簡単では無い要求をするのだろう。

　ハッキリと条件を提示しろ。

　そうしないと下僕が我が家に危険をもたらしかねない」

メフィストフェレス

「じゃあ契約をしましょう。この世ではあなたの仰ることに全て従います。

　ですが、あの世で再会したら、あなたが私の言うことに従って貰いましょう」

ファウスト

「あの世のことは全く気に掛けていない。

　お前がこの世を打ち倒した残骸の後に何が生じても気にしない。

　私の喜びが溢れ出るのは大地からだ。私の苦しみを輝かせるのは太陽なのだ。

　可能性や希望、運命とは一切関わりが無い。

　あの世で希望や愛を憎み、上下関係があるかなんて私には関係が無い」

メフィストフェレス

「そう言う思想を持っているなら思い切って契約をしませんか。あなたがこの世にいる限り、私の術で快楽を見せて差し上げましょう。人類が未だかつて見たことの無いほどの代物をね」

ファウスト

「君のような惨めな悪魔に何が出来るというのかね？

　お前のような悪魔の類いに高潔な精神を持った人間の価値が分かるか？

　食べても満たされぬ食事、水銀のように手で溶ける赤い金、決して勝てない博打、私が抱いているのに隣人を見つめる女、流星のように消える美しい神々が望む名誉。これらを見せてくれるのか？

　収穫前に腐る果実、毎日芽吹く木を見せてみろ！」

メフィストフェレス

「そのような御用命は驚きに値しませんな。そんな光景はすぐにお見せ出来ますよ。

　しかし我が友よ。時間がこちらへ来るのですよ。平和な宴を気に入る時間がね」

ファウスト

「私がいつか怠けて横になるのを望むようなら、それは人生の終わりと等しい。

　お前が私を欺いて、これ以上無いというほど愉悦で私を誑かせたら、それが私の終わりだ！

　私の賭けに乗るか！」

メフィストフェレス

「乗りましょう」

ファウスト

「即答したな！　私が瞬刻に、『留まれ！　お前は余りに美しい！』と言ったら束縛された私を屠るが良い。そして私は進んで破滅するだろう！

　その時、弔鐘が鳴り響き、お前は勤めから解放される。時計は止まり、針も落ちるだろう。私の時間は終わるだろう」

メフィストフェレス

「熟慮した結果ですね。私は忘れませんよ」

ファウスト

「この契約は正式だ。

　私は気紛れで厚かましいことはしてこなかった。

　私が、お前や他の誰かの下僕になるかどうかは大した問題では無い」

メフィストフェレス

「では今日の博士の会食で召使いとしての役目を果たしましょう。

　あと、一つだけ。生死に関わる問題ですので、証書を作りたいのですが」

ファウスト

「証書を要求するとは融通の利かない奴だな？

　男に二言は無いということを知らないのか？

　私が一度口にした言葉は永遠に有効だ。それで充分では無いのか？

　時は止まらず流れ続ける。それなのに証書に縛られるのか？

　しかし、これらの妄念は心の奥底に仕舞っている。誰が喜んでその思いから解放されるのか？

　清らかな至誠を胸に抱く者は幸せだ。どんな犠牲も後悔することはあるまい！

　だが、字が書かれ封蝋された羊皮紙は、人々の前に現れる亡霊のように恐ろしいモノになる。

　言葉は羽根ペンで書かれた時には既に死んでいて、蝋と皮が世界を導く。

　どういう風に悪魔と契約すれば良いのだ？

　黄銅か、大理石か、羊皮紙か、紙か？

　書くには石筆か、鑿か、羽根ペンか？

　お前の選択に応えよう」

メフィストフェレス

「そんなに激しく演説のように誇張しないで下さいよ。

　どんな紙切れでも良いのですよ。

　署名に血を一滴お願いします」

ファウスト

「お前が納得するなら異存は無い」

メフィストフェレス

「血液は非常に特別な液体なのですよ」

ファウスト

「約束を私が破る心配は無い！

　この約束こそ私が全力で目指したモノだ。

　私はお前程度の存在だったが、自分を大きく見せ過ぎてしまっていた。

　霊王に軽蔑され、自然は私との会話を閉ざす。思考の糸も千切れた。とりわけ、知識が長い間私をウンザリさせる。

　淫欲の深みで、沸き立つ血気を鎮めてくれ！

　満たされない魔法の幕の内に、この世全ての奇跡を用意してくれ！

　事件の物語へ、時の騒音の中へ落ちて行こう！

　苦痛と愉悦、成功と失敗が綯い交ぜになって来るが良い。

　唯一、休み無く活動するのが男なのだ」

メフィストフェレス

「あなたには限度を設定しません。あなたが欲しいと思ったモノは、どこでも何でも失敬して、つまみ食いしましょう。

　手を伸ばすだけでなく、楽しくやりましょう！」

ファウスト

「そうは言うが、愉悦は言い訳にならないぞ。

　痛みを伴う愉悦、恋盛りの憎悪、爽やかな欲求不満。そう言う狂乱が欲しいのだ。

　知識欲から癒えた私の胸は今後、苦痛の道を閉ざさない。全人類に課された内に秘めるモノを楽しみたい。最高で最深の精神を掴みたい。禍福を私の胸に抱き、己から全人類まで思考を拡大して最後は駒のように終わるのだ」

メフィストフェレス

「ああ、まあ考え直して下さい。私は何千年もの間、この世を見てきた。けれども、揺り篭から墓場までの『人生』という古くて固い食事のパン種を平らげた者はいないのです！

　信じなさい。全てを平らげることが出来るのは神だけなのです！

　神は永遠の栄光に浴し、私達を闇へ追いやった。そして人類に昼と夜を与えました」

ファウスト

「しかし、私はやってみたい！」

メフィストフェレス

「傾聴に値する返事ですな！　しかし、一つ心配があります。

　時は短く、芸の道は長い。

　良い考えを差し上げましょう。

　詩人と手を組むのです。彼に様々な考えをさせて彷徨わせるのです。そして尊い長所をあなたの名誉の貯蔵に積んで貰うのです。獅子の勇気、鹿の敏捷、イタリア人の燃えるような血潮、北国人の尊敬などをね。

　彼に寛大と奸智を併せ持つ秘密とか、熱い若者の欲求の赴くまま計画的に恋に落ちる秘密を探らせるのです。

　そう言う方と見知っておきたい。そして小宇宙王と名付けてみたい」

ファウスト

「それは出来ない。人類の王冠を勝ち取って全感覚を総動員しても、私の存在がどうなるか分からない」

メフィストフェレス

「あなたは徹頭徹尾、あなたらしいですね。

　無数の巻き毛のカツラを被っても、何尺もある高い下駄を履いても、未来永劫あなたはあなたのままですな」

ファウスト

「私も人間の精神という宝物を全て集めてみたが、無益に終わった。もう終わりかと座り込んだが、新しい力は出てこなかった。私の内面にはその根源が無いらしい。

　毛の細さほども伸びなければ、無限大へ近づけないな」

メフィストフェレス

「そう言うモノの見方はいかがなモノでしょう。

　我々は人生の喜びが逃げない内に、もっと賢くなる必要がありますね。

　ああ、もう！　手も足も頭も尻も、あなたのモノです。

　しかし、新しいモノを楽しむ時、それは果たして自分のモノでしょうか？

　もし、私が馬六頭の代金を支払ったとしても、馬の力は私の力と言えないでしょう？

　私は真っ直ぐ走って行きます。まるで足が二十四本あるように。

　だから心機一転すべきです！　全感覚を世界に向けましょう！

　お教えしましょう。思案ばかりする男は干魃の荒野に住む獣のようです。悪霊に取り憑かれ、周囲の素敵な緑の周りを単にくるくる回っているのです」

ファウスト

「どうすれば良いのだ？」

メフィストフェレス

「正に今、飛び出すのです。あなたが悩むべき場所はここですか？

　自分も若者達も苦しめる、そんな生涯を送って良いのですか？

　そう言うモノは太鼓腹の隣の先生に預けてしまいなさい！

　あなたは藁を脱穀する苦役をするために生きているのですか？

　あなたが知ることが出来る一番のことは、若者達には言えないことでしょう。

　丁度一人、廊下に来ているらしいですね」

ファウスト

「今、会うことは出来ない」

メフィストフェレス

「可哀想な若者は長く待っているらしい。このままでは気の毒ですよ。

　さあ、あなたのコートと帽子を貸して下さい。

　仮装は得意なのですよ。

（衣服を替える）

　今は私の判断に任せなさい！

　ほんの十五分あれば片付きます。

　そうしている間に、素敵な旅の準備をしておいて下さい」

（ファウスト、舞台から退出）

メフィストフェレス（ファウストの服を着る）

「人類の最高の力である知恵と学問を貶めるなら、目を眩ませるような魔法の仕事を崇拝するが良い。虚偽の心を固めることになるけれどね。そう、絶対にね。

　彼は常に前進し続ける凄まじい精神を運命として与えられている。その性急な大願は地上の快楽を飛び越えてしまっている。

　私は野蛮な生活を通じて、取るに足らないことを彼に教える。足掻かせたり、凝視させたり、べた付かせたり、強欲な唇の前で正餐の食べ物と飲み物をチラつかせる。

　どんなに許しを請うても、悪魔に命を引き渡さなかったとしても、彼は必ず滅亡するだろう」

（学生、一人登場）

学生

「私はたった今ここに来た者なのですが、誰もがとても心服し、口を揃えてその名を讃える先生にお見知り置きを願いたく参上致しました」

メフィストフェレス

「これは丁寧な挨拶。

　私はどこにでもいる人間ですよ。

　あなたは余所に行ったことはありますか？」

学生

「お願いします。私を弟子にして下さい！

　気概は充分ですし、お金もちゃんと持っています。しかも健康です。

　私の母は私を手放したくなかったらしいです。

　ですが、外で学びたいと思っているのです」

メフィストフェレス

「つまり、あなたは丁度良い場所に来た訳だね」

学生

「率直に言うと、もうイヤになったのです。

　この壁や会館などを私は決して好きになれません。

　木の緑が無く、息苦しい場所だからです。会館のベンチに座っていると、懐かしい思い出がこみ上げてくるのです」

メフィストフェレス

「そいつは慣れればなんてことは無い。

　赤子は母の乳を飲むモノだ。だが、最初は素直に飲まない。それでも、すぐに自ら熱心に飲むようになるのだ。

　君も英知の乳房を日増しに欲しがるだろう」

学生

「私も喜んで学問に熱中したいのです。

　しかし、どうしたら目標を達成出来ますでしょうか？」

メフィストフェレス

「そりゃおかしい話だ。まず説明して欲しいが、君は何学部を選ぶつもりだい？」

学生

「私は学究的になりたいのです。そして地上のこと、天上のこと、学問、自然を分かりたいのです」

メフィストフェレス

「君は正しい軌道に乗っている。

　しかし、集中しないといけない」

学生

「私は魂と体を捧げますよ。

　しかし、夏休みに多少の自由と気晴らしがあれば良いのですが」

メフィストフェレス

「時が過ぎるのは早い。しかし手順を踏めば時間を有効に使えるのだよ。

　親愛なる友よ。私がお勧めするのは、やはり最初に論理学を習得することだ。

　論理学は君の精神を訓練させて、食い込むスペイン靴（訳注：拷問道具）で歩くように慎重にさせる。死を前にした鬼火のように思考の道を前後左右に歩まずに済む。

　そしていつの日か、自由に飲食するみたいに、一、二、三と必要なことを教えられる。

　確かに思考の工場も、機織の見事な腕前と同様だ。一押しで千の糸が動き、飛び杼が行き来して打たれる。目に見えない糸の動きで幾千の織物が出来上がる。

　そして、哲学者が登場して、自分自身で『こうあるべきだ』と証明する。

　第一がこう。第二がこう。故に第三と第四がこうである。

　もし、第一と第二が無かったら、第三と第四はあり得ないだろう。

　どこの学生もこの方法を称賛するが、誰も機織になれはしない。

　精彩のあるモノを認識して書き表そうと言うのに、最初に精神を外へ叩き出してどうするつもりだ。手元に残る破片は生憎、心の絆が乏しいのだ。

　科学と呼ばれる自然の立ち回りは紛い物で、中身は誰も知らないのだ」

学生

「仰ることが全く理解出来ないのですが」

メフィストフェレス

「もし、君が学ぶ対象を絞って、分類を仕分ければ自ずと分かるはずだ」

学生

「頭の中で水車の輪がくるくる回るように、目眩がしてきました」

メフィストフェレス

「その次には、何と言っても形而上学を学ばなければならない！

　これを学べば、人間の脳では理解出来ぬ深い事象を考えるきっかけになるのだ。

　理解の可否はさておき、立派に言葉が操れるようになるために必要だ。

　だが、当分の間、つまり、この半年は真に秩序を保たなければならない。

　講義は毎日五時間ある。

　鐘が鳴ったら会館に入る！

　講義の準備は予めしておくこと。一節ずつ調べておくこと。そうすれば後々、本に何が書いてあるかが教えられなくても分かるはずだ。

　そして、書き込みは神託を書き残すようにしっかりすべきだ」

学生

「わざわざそんなことを言わないで下さい！

　私もそれらがとても役立つということを理解しています。なぜなら、白い紙を黒くなるほど書き込めば家に帰っても知識を貯えられますからね」

メフィストフェレス

「ところで、何学部を選ぶのだ！」

学生

「法学は出来ればやりたくないです」

メフィストフェレス

「君がそう言うのも理解出来る。私も法学の中身を知っているからね。

　法律や権利なんて永遠に続く病気だ。

　血統に従い、都市から都市へ静かに引き継がれて行く。

　その理由は不条理だ。

　ああ、子孫というだけで病苦に悩まされる！

　生憎、生まれつきの人権というのは問題になったことが無い」

学生

「先生のお言葉で更に法学がイヤになりました。

　ああ、先生に指導される人は幸せでしょう！

　今は神学を学ぼうかと思っています」

メフィストフェレス

「君を迷わせるつもりは無かったのだがね。

　神学の懸念は、間違った道を歩く可能性が高いことだ。神学は偽という隠された毒があり、薬と見分けることが滅多に出来ないのだ。

　ここでの最良の方法は一つだ。一人の師の言葉を一字一句逃さずに信じること。

　概して、言葉は吟味して考える必要がある。

　そうすれば安全な門を通って自信という神殿に辿り着ける」

学生

「しかし概念は言葉である必要がありますよね」

メフィストフェレス

「その通り！　だが、余り怯える必要は無いのだ。丁度、概念が欠落している場所へ適切な瞬間にぴったりな言葉が提供されるのだ。

　討議に価値があるのも言葉のおかげだ。秩序が保たれるのも言葉のおかげだ。言葉を信じていれば、それの極小点を一つすら盗むことは出来ない」

学生

「お手数をかけて申し訳ないのですが、まだ質問があります。

　率直に言って医学について、どうお考えでしょうか？

　三年という期間は短いです。ああ、神よ！　学問の領域は広過ぎます。

　もしヒントを下さるなら、一層、感じるままにこの先に行けそうです」

メフィストフェレス（独り言）

「甘い声はもう一杯だ。悪魔らしい調べを奏でてやろう。

（大声で）

　医学の本質を掴むのは容易なことだ。

　大小の世界を徹底的に学ぶ。そうしたら最後まで神意に従って行けば良い。

　学究的な回り道は無駄である。誰もが学べることしか学べないのだ。

　しかし、時期を見分ける人こそ立派な人間である。

　君の体は随分良く出来ている。度胸も抜け落ちていないようだ。君が自身を信じる限り、他人も君を信頼するだろう。

　特に女性の扱いに気をつけるのだな。

　女はいつまで経っても『苦しい』『痛い』と愚痴を延々と言う。これを治すのは偉い仕事の副産物だ。そして君は慕われるだろう。

　肩書き次第で女は信頼を寄せ、君の技が卓越していると思い込む。

　誰もが何年掛けても掻けない痒い場所を手探りするのだ。脈も良く取ることが重要だ。そして彼女と燃えるような目線を絡め合って、スリムな腰がどれ程固く締め付けられているのか確認するのだ」

学生

「具体的なので医学の方が良さそうです！」

メフィストフェレス

「友よ、全ての理論は灰色だ。そして緑は黄金の樹木だ」

学生

「実を言うと、夢を見ているようです。

　後日、改めて先生の聡明なお考えをお聞かせ願えますか？」

メフィストフェレス

「私に出来ることなら喜んでやりましょう」

学生

「帰るのが名残惜しいです。先生の知遇を忘れない証として、私のサイン帳に一筆、お願い出来ますか？」

メフィストフェレス

「喜んで」

（書き込んで渡す）

学生（読む）

「善悪を知り、神のようになるであろう」

（学生、謹んで退出）

メフィストフェレス

「その古い格言と私の叔母と蛇に従うと良い。お前も己の神との類似に怯えることになるであろう」

（ファウスト登場）

ファウスト

「さて、どこへ行くのだ？」

メフィストフェレス

「お望みの場所へ。

　まず、小世界と大世界を見ましょう。愉悦とやりがいに満ち溢れています。前途洋々ですよ！」

ファウスト

「しかし私の長い髭ではお先は短い。

　試しても失敗するだろう。

　世界に飛び込んだことが無かったからな。

　他の場所に行くと縮こまってしまう。

　いつも恥ずかしい思いをしてしまうのだよ」

メフィストフェレス

「良き友よ。万事首尾良く行きますよ。

　試してみれば意外と上手く行くのです。自信を持って下さいよ」

ファウスト

「どうやって家から出るのだ？

　馬車や召使いはどこだ？」

メフィストフェレス

「この外套を広げさえすれば良いのです。コイツに乗って天空を駆けるのです。

　あなたは歴史上希に見る一歩を踏み出すのです。大きな荷物は要りません。

　ちょっと火の空気を用意すると、すぐに大地から我々を引き上げてくれます。

　我々は軽い分、早く上昇出来るのだ。

　新しい人生について、お祝いの言葉を述べさせて頂きます」


ライプツィヒのアウアーバッハの酒蔵

　酒場の愉快な連中。

フロッシュ

「誰も飲まないのか？　誰も笑わないのか？

　その面、引っぱたいてやろうか？

　今日は濡れた藁みたいだな。いつもは茫々と燃えているくせに」

ブランダー

「それはお前のせいだろう。調子に乗らず、下ネタも言わないからな」

フロッシュ（ブランダーの頭に葡萄酒を注ぐ）

「コイツはどうだ！」

ブランダー

「この豚野郎！」

フロッシュ

「お前がやれと言ったからやったのだ！」

シーベル

「揉め事は外でやれ！

　息を大きく吸ってロンドを歌え、飲め、叫べ！

　さあ！　ハラー！　ホー！」

アルトマイヤー

「酷い、堪らない！　綿をくれ！　鼓膜が破れてしまう！」

シーベル

「音が丸天井に響くと、バスの底力を一番感じられるのだ」

フロッシュ

「そうだ、そうだ。イヤなら出て行け！

　アー！　タラ、ララ、ダ！」

アルトマイヤー

「アー！　タラ、ララ、ダ！」

フロッシュ

「喉が調ってきたぞ。

（歌う）

　愛おしい神聖ローマ帝国よ、どうすればお前は存続するか？」

ブランダー

「卑しい歌だ！　うわ！　政治の歌は退屈だぞ！　ローマ帝国で思い煩う必要が無いことを毎朝、神に感謝するのだな。

　自分が皇帝や首相じゃないことをありがたいと思っている。

　しかし、指導者無しでは都合が悪い。

　俺達の中で法王を選ぼうぜ。

　どういう品格が決定的要因なのかはもちろん知っているよな」

フロッシュ（歌う）

「飛び上がれヨナキウグイス。俺の愛しの彼女によろしく言ってくれ」

シーベル

「彼女によろしくなんて聞きたく無いね！」

フロッシュ

「彼女に挨拶とキス！　お前は拒む権利など無い！

（歌う）

　ドアを開けろ！　静かな夜に。

　ドアを開けろ！　彼女の見張り。

　ドアを閉めろ！　朝の早くに」

シーベル

「よし、歌いに歌ってあの女を褒めちぎろうぜ！

　俺が笑う番だ。

　あの女は俺を騙したが、今度はやり返して恨みを晴らしてやる。

　愛しのあの女にはコボルドがお似合いだ。

　あの女とコボルドは十字路でいちゃつくだろうさ。

　年寄り雄山羊がブロッケン山から帰ってくる時、あの女に駆け足で『こんばんは』と啼けば良いだろう！

　真の肉体と血潮を持った勇敢な男に、あんな売春婦は勿体ない。

　挨拶なんてイヤだね。窓をぶち壊せば良いのだ」

ブランダー（机を叩いて）

「はい！　はい！　俺の意見を聞け！

　諸君が認めるように、俺には年の功がある。恋人云々で居座る連中がここにいる。コイツらのために今夜の場所代としてベストを尽くしてやろう。

　良く聞け！　最新の曲を歌ってやろう！

　しっかり韻を踏んでくれ。

（歌う）

　ラットが地下に巣を作った。脂肪とバターがたっぷりと。腹は愉快に膨れたさ。ルター博士と見紛うほどに。

　そこでコックが毒餌を仕掛けた。

　一服盛られて世界が狭くなった。体に愛が宿るように」

合唱（喝采して）

「体に愛が宿るように」

ブランダー

「辺りをくるくる駆け回り出し。あらゆる水溜まりでガブ飲みし。家中を鉤爪で引っ掻いた。怒り狂ったが潤いが足りない。

　惨めな畜生よ。恐怖で震え上がるが、今にそれも出来なくなる。体に愛が宿るように」

合唱

「体に愛が宿るように」

ブランダー

「苦悶のせいで明るい内に台所へ駆け込んだ。囲炉裏に落ちて哀れに喘ぎ横たわる。

　毒の効果を笑っている。

　はっ！　最後の力でピイピイ鳴く。体に愛が宿るように」

合唱

「体に愛が宿るように」

シーベル

「奴らの喜びは大層だ！

　殺鼠剤を振る舞うとは良い御身分だ！」

ブランダー

「お前はそんなにラットを寵愛するのか？」

アルトマイヤー

「太鼓腹の禿げ茶瓶め！

　運の悪さに飼い慣らされて去勢されたか。

　肥ったラットに己を見出したのか」

（ファウストとメフィストフェレス登場）

メフィストフェレス

「まずは何より、陽気な世間をご覧頂きましょう。そうすれば人生がどんなに気軽か感じられるでしょう。

　ここの連中にとっては毎日がお祭りなのです。

　少しの戯れ言と沢山の快適さ。狭い所をぐるぐる回り、まるで自分の尻尾を追う仔猫のように踊るのです。

　もし、二日酔いが無ければの話ですが。酒場の主人がツケで飲ませてくれれば、そんなに幸せなことはありません」

ブランダー

「アレは今来た旅行者だな。変な恰好で分かるぞ。

　ここに来て一時間も経っていないだろう」

フロッシュ

「正にその通り！　我がライプツィヒは実に良い場所だ！

　小さなパリとも称され、人を小粋にするからね」

シーベル

「あの見知らぬ奴らは何者だろうか？」

フロッシュ

「俺に任せろ！　一杯飲ませて子供の歯を抜くように奴らを探ってやる。

　高貴な家の生まれのようだ。誇りと不平を感じているようだ」

ブランダー

「香具師だ。賭けても良いぞ」

アルトマイヤー

「多分そうだな」

フロッシュ

「気をつけろ、俺が一捻りにしてやる！」

メフィストフェレス（ファウストへ）

「あの程度の奴らは、私が悪魔だとは決して気付くことはありません。たとえ襟を掴まれてもね」

ファウスト

「皆さん、こんばんは」

シーベル

「どうも、こんばんは。

（そっとメフィストフェレスを横から見て）

　あの男は片足が不自由なようだ」

メフィストフェレス

「席を御一緒してもよろしいですかな？

　良い酒が無いのでお話だけでもと思いまして」

アルトマイヤー

「大分甘やかされて育ったようですね」

フロッシュ

「リパッハを遅く出発されたようですね。

　ハンス君と夕飯と共にしてきたのでしょうかね？」

メフィストフェレス

「今日は彼とは会わずに旅してきました！

　先日は会って話しましたよ。

　彼は色々言っていました。あなた方へよろしくお伝え下さいとのことでした」

（メフィストフェレス、フロッシュに礼をする）

アルトマイヤー（静かに）

「なかなかやるな。気をつけろ」

シーベル

「賢い旦那だな」

フロッシュ

「まあ待て。準備は出来ている」

メフィストフェレス

「私の耳が確かなら、練習を積まれた声で合唱されていましたね？

　確かに、この丸天井なら歌が良く響くでしょう！」

フロッシュ

「あなた達は芸術家ですか？」

メフィストフェレス

「まさか！　大好きですが下手くそですよ」

アルトマイヤー

「我らに一曲歌ってくれないか！」

メフィストフェレス

「お望みならばいくらでも」

シーベル

「ただし、最新の奴を頼むぞ！」

メフィストフェレス

「私達はスペインから戻ってきた所です。美しい酒と歌の国でした。

（歌う）

　昔々、ある所に一人の王様がいて、彼は大きな蚤を飼っていた」

フロッシュ

「聞いたか！　こりゃ愉快だ！　分かったか？

　蚤とは綺麗なお客さんだ」

メフィストフェレス（歌う）

「昔々、ある所に一人の王様がいて、彼は大きな蚤を飼っていた。自分の息子のように愛情一杯に育てていた。

　仕立屋が呼ばれて、蚤の貴公子の召し物を作るように言われたそうだ」

ブランダー

「仕立屋には忘れずに良く言っておくのだな。正確な寸法を取る。命が惜しければズボンにシワを作ってはいけない！」

メフィストフェレス

「ビロードとシルクの服が出来上がった。リボンには十字勲章がくっ付いて、直ちに大臣になったとさ。

　兄弟姉妹も同様に、宮廷の御偉いさんになったとさ。

　宮廷では紳士も淑女も非常に悩まされた。キリッと刺されたり囓られたりする。しかし、潰したり追い払ったりしてはいけないのだ。

　もし、蚤が刺して来れば、我らは押して潰すだろう」

合唱（意気揚々と）

「もし蚤が刺して来れば、我らは押して潰すだろう」

フロッシュ

「ブラボー！　ブラボー！　素晴らしい！」

シーベル

「そうだ、蚤なんて潰してしまえ！」

ブランダー

「指先で優しく捕まえろ！」

アルトマイヤー

「自由万歳！　酒万歳！」

メフィストフェレス

「自由を尊び、杯を交わしたいと思うのだが、ちょっとここの酒はよろしくない」

シーベル

「何だと。もう一度言って見やがれ！」

メフィストフェレス

「宿主の不満を言わないで下さいね。

　そうすれば、皆さんに我々の酒蔵の中で最上の酒を提供しても良いですよ」

シーベル

「是非ともそうしてくれ！　不満なんて言わないぜ」

フロッシュ

「一杯奢ってくれれば、あんたの株は上がるぜ。

　だが、味見程度じゃ判断出来ない。俺の口一杯分よろしく頼むぜ」

アルトマイヤー（静かに）

「俺が思うにはライン地方の奴らだな」

メフィストフェレス

「錐をお貸し願いたい！」

ブランダー

「錐で何をするのだ？　ドアの外に樽がある訳が無いだろう？」

アルトマイヤー

「そこの後ろに主人の道具箱がある」

メフィストフェレス（錐を持って、フロッシュへ）

「さあ、あなたはどんな味をお望みですか？」

フロッシュ

「どういうことだ？　沢山の種類があるのか？」

メフィストフェレス

「お望みのモノを差し上げましょう」

アルトマイヤー（フロッシュへ）

「おい！　よだれを垂らすなよ」

フロッシュ

「よし！　選べるならライン酒を頼むぜ。

　祖国のモノが最上だ」

メフィストフェレス（フロッシュが座っていた席のテーブルの縁を錐で穴を開けて）

「すぐに栓をするので、ちょっと蝋を下さい」

アルトマイヤー

「ああ、手品か」

メフィストフェレス（ブランダーへ）

「あなた方は？」

ブランダー

「俺は泡が一杯のシャンパンが欲しいな！」

（メフィストフェレス、錐で穴を開け、蝋の栓で塞ぐ）

ブランダー

「常に外国を疎むべきでは無い。これまでの歴史を見ると、良いモノがしばしば外国で出来ている。

　真のドイツ人ならフランス人は堪えるが、フランスの酒なら喜んで飲むぜ」

シーベル（メフィストフェレスが座席に近づくと）

「実は俺は酸っぱいのは好きじゃないのだ。出来ればとても甘いのを一杯くれないか！」

メフィストフェレス（穴を開けながら）

「ならば、すぐにトカイを注ぎましょう」

アルトマイヤー

「おい、諸君。面子は無いのか！

　俺が思うに、コイツは俺達を見下しているようだぜ」

メフィストフェレス

「いえ！　いえ！　あなた方のような高貴な方に対してそんなことはしません。あんまりですよ。

　さあ！　話は飲んでからにしましょうよ！

　どんな酒に致しましょうか？」

アルトマイヤー

「何でも良い。長々と尋ねないでくれ」

（穴が全部開き、栓がされる）

メフィストフェレス（奇妙な振る舞いをしながら）

「葡萄は蔓をもたらす！

　雄山羊は角をもたらす。

　酒は瑞々しく、葡萄は木である。木の机は酒を授ける。

　自然の奥底を見よ！

　奇跡はここにある。ただ信じよ！　さあ栓を抜いてお楽しみ下さい！」

一同（栓を抜き、望みの酒が杯に入る）

「おお、素晴らしい泉が我らの下に！」

メフィストフェレス

「零さないように注意して下さいね！」

（皆、どんどん飲む）

一同（歌う）

「無数の雌豚のように、すっかり共食いするような！」

メフィストフェレス

「人民は自由だ。何と素晴らしいことか！」

ファウスト

「もう出発したいのだが」

メフィストフェレス

「そろそろ見事な野蛮さをお目にかけますよ」

シーベル（不注意で酒を床に零し、炎になる）

「助けてくれ！　火事だ！　助けてくれ！　地獄の炎だ！」

メフィストフェレス（炎を払う）

「落ち着け、親愛なる精霊よ！

（シーベルに）

　今回は僅かな煉獄の火で良かったですね」

シーベル

「何だと？　どうしてくれる！　高く付くぜ！

　俺達が誰だと思ってやがる」

フロッシュ

「もう一度やったらただでは済まさないぞ！」

アルトマイヤー

「俺は静かにお帰り願うのが良いと思うのだが」

シーベル

「何だと、貴様？　俺達を騙そうっていう魂胆か？」

メフィストフェレス

「静かにしろ、この古酒樽！」

シーベル

「貴様なんて箒の柄だ！　俺達に無礼な態度を取るのか？」

ブランダー

「今すぐにボコボコにしてやる！」

アルトマイヤー（テーブルの栓を抜くと、炎が飛び出て襲う）

「火事だ！　火傷する！」

シーベル

「魔法だ！

　ぶっ潰せ！　野郎は無法者だ！」

（皆、ナイフを抜いてメフィストフェレスに斬りかかる）

メフィストフェレス（厳然な動作で）

「偽の知識と言葉、意識と場所を変える！

　此方と彼方にあれ！」

（皆、憮然として立ち、お互いを見つめる）

アルトマイヤー

「ここはどこだ？　なんて美しい場所だろう！」

フロッシュ

「葡萄畑だ！　本物だろうか？」

シーベル

「手を伸ばせばすぐに葡萄が手に入る！」

ブランダー

「緑の葉の下。ここに、ほら！　房があるぜ！」

（そう言いながらシーベルの鼻を掴む。他の人も互いに掴み合い、ナイフを振りかざす）

メフィストフェレス（前述と同様な動作で）

「錯覚である。さあ、目隠しを外せ！

　悪魔の一興を覚えておけ」

（メフィストフェレス、ファウストと共に消える。皆、掴んだ手を離す）

シーベル

「何だ？」

アルトマイヤー

「どうした？」

フロッシュ

「君の鼻だったのか？」

ブランダー（シーベルに）

「君の鼻を掴んでいたのか！」

アルトマイヤー

「全員の節々に衝撃が走ったな！

　椅子をくれ。立っていられない！」

フロッシュ

「ああ、一体何が起きたのだ？」

シーベル

「野郎はどこへ行った？　もし今度会ったら生かしては置けない！」

アルトマイヤー

「地下室のドアから外へ出て行くのを見たぜ。樽に乗っていたのを見た。

　足が鉛のように重たいな。

（テーブルに向かって）

　なあ！　多分、まだ酒が出るのではないかな？」

シーベル

「全てインチキで、見せかけだったのだ」

フロッシュ

「旨い酒だと思ったのだがなぁ」

ブランダー

「しかし、葡萄はどうなっていたのだろうか？」

アルトマイヤー

「こんな経験をしたら、奇跡を信じるしか無いだろう！」


魔女の厨房

　低い囲炉裏に大鍋が火にかけられている。立ち上る湯気の中に凡百の幻妖が映し出される。雌猿が鍋の傍に座り、泡を取り除き、吹きこぼれないようにしている。雄猿とその子供は横の火で暖まっている。壁や天井は奇天烈な魔女の用具で装飾されている。

　ファウストとメフィストフェレス。

ファウスト

「私は偉大な魔法の存在に耐えられない！

　君はこの狂乱の寄せ集めごときで私の気が治まると約束出来るのか？

　私が老婆に助言を請うと思うのか？

　この雑な料理が本当に私を三十歳も若くしてくれるのか？

　君にもう少し考えがあれば良かったが、悲しいかな！

　もう私に希望の光は無い。

　自然や偉大な先達が、今まで何か妙薬を発見してくれていただろうか？」

メフィストフェレス

「友よ、まだ既成概念に縛られますか！

　自分自身を自然に若返らせる手段も存在します。

　しかし、他の本の奇妙な章に書いてあるのです」

ファウスト

「どう書いてあるのだ？」

メフィストフェレス

「はい！　お金も医者も魔法も要らない方法です。

　まず、外へ繰り出す。そして田畑を耕す。狭い視野で世界を見てその中で暮らす。調理した料理は食べない。家畜と同様になる。自分が田畑を肥やすのを気にしない。

　これが八十歳になっても若くしていられる最善の方法ですよ！」

ファウスト

「私は農作業どころか、鋤を手に取ったことすら無い。

　狭い人生は私向きでは無い」

メフィストフェレス

「そうなると、魔女の出番ですな」

ファウスト

「なぜあの老婆なのだ！

　お前はその飲み薬を醸造出来ないのか？」

メフィストフェレス

「そいつは素晴らしい時間潰しでしょうな！

　その間に橋を千基ほど架けることが出来るでしょう。

　技術や知識だけでなく、根気も必要なのですよ。

　落ち着いた精神を持つ者が、長年営々と作るのです。時間をかけないと良質で濃い発酵はしないのですよ。

　更に聞いた話では、材料が驚くほど妙なモノばかりなのですよ！

　作り方を教えたのは我ら悪魔なのですがね。

　しかし、悪魔はそれを作ることが出来ないのです。

（獣達を見て）

　見て下さい。なんて可憐な種類の獣達なのでしょう！

　コイツらは魔女の下女下男なのです！

（獣達に対し）

　あの女性は御在宅では無いのか？」

獣達

「饗宴です。煙突から出て行きました！」

メフィストフェレス

「普段はどの程度で戻ってくる？」

獣達

「我らが脚を暖める間です」

メフィストフェレス（ファウストへ）

「こんなに繊細な獣達はいかがでしょうか？」

ファウスト

「私が見た中では味気無い方だな！」

メフィストフェレス

「いやいや、コイツらと討論するのがとても好きなのですよ！

（獣達へ）

　教えて貰いたいのだが、泡立つ粥をかき混ぜるのは呪われた人形のためか？」

獣達

「我らは幅広く、物乞いのためにスープを調理しています」

メフィストフェレス

「そうすると、かなり多く集まるのだな」

二日酔いの雄猿（こちらへ来て、メフィストフェレスに媚びへつらい）

「おお、サイコロを振って私を金持ちにして下さい。儲けさせて下さい！

　本当に筋が悪いのですよ。銭があれば私にも分別はありますよ」

メフィストフェレス

「猿も宝くじに賭けられるなら、そいつは幸運だな！」

（そうしている間、小猿が大きな玉で戯れ、前方へ転がす）

二日酔いの雄猿

「これが世界だ。

　昇ったり落ちたり、永久に転がり続ける。

　音はガラス。

　すぐに壊れる！

　中は虚ろ。

　ここはとても輝いている。より一層輝いている。

　玉が言うには『私は生きている！』だとさ。

　愛する息子よ、離れていろ！

　命に関わるぞ！

　これは粘土製で破片が飛び散るぞ」

メフィストフェレス

「あのザルは何だ？」

二日酔いの雄猿（ザルを降ろして）

「泥棒を見分けるモノです。

（雌の所へ行き、ザルをかざす）

　ザルで透かして見て下さい！

　泥棒が分かりますか。でも、名を呼ばない方が良いですね？」

メフィストフェレス（火に近づく）

「それで、この鍋は？」

二日酔いの雄猿と雌猿

「愚かなアホだ！

　この鍋と釜を知らないとは！」

メフィストフェレス

「無礼な畜生だな！」

二日酔いの雄猿

「蠅叩きを持って、この椅子にお掛けなさい！」

（雄猿、メフィストフェレスを無理矢理座らせる）

ファウスト（その間、鏡の前に立ち、幾度も前後する）

「これは何と不思議な！　この魔法の鏡には天上の女性が映し出されているぞ！

　ああ、愛を司る者よ。あなたの持つ最速の翼を貸し給え。そして私を天上にいる彼女の下へ連れて行ってくれ！

　おお、こんな場所にいるのを止めて、近寄ろうとしても、霧で覆われたように霞んで見えてしまう！

　こんなに美しい女性の姿があろうか！

　女性はここまで美しくなり得るのだろうか？

　この臥した肉体は全天上の愛の化身では無いか？

　こんなに美しいモノが地上で他に見つかり得るだろうか？」

メフィストフェレス

「もちろん。仮にも神が六日間も苦労して、最後に喝采するほどの成果物だ。マトモなモノに違い無い。

　今回は思う存分ご覧下さい。

　このような良い女を探してきてあげましょう。こういう女性の婿になり、家庭を築く者は天命の果報者でしょうね！

（ファウスト、絶えず鏡を見つめる。メフィストフェレス、椅子で伸びをしたり蠅叩きで遊んだりしつつ話し続ける）

　これではまるで玉座の王のようだ。笏もこうやって持っている。王冠が無いのが残念だ」

獣達（今まで色々な気紛れな動作をしていたが口々に大きな叫びを上げ、メフィストフェレスに冠を持ってくる）

「ああ、どうか、この冠を汗と血でくっ付けて下さい！

（不器用に冠を運んで来たため、二つに割ってしまう。その破片の周りを跳び回る）

　ようやく出来た！

　話す、見る。聞く、書く」

ファウスト（鏡に向かって）

「ああ！　もう気が狂いそうだ」

メフィストフェレス（獣達を指して）

「もう私の頭でさえフラフラしてきたぞ」

獣達

「もし我らが幸運で適切ならば考えがある！」

ファウスト（前述の姿のまま）

「私の胸が焦がれ始める！

　すぐにここから離れよう！」

メフィストフェレス（前述の体勢で）

「まあ、少なくともコイツらが誠実な詩人だと認めなくては」

（雌猿が注意を欠いたため、鍋が溢れる。大きな炎が生じて煙突から外へ噴出する。魔女、恐ろしい叫び声と共に炎を通って帰ってくる）

魔女

「あう！　あう！　あう！　あう！

　忌々しい畜生！　豚め！

　鍋を台無しにして婦人を焦がすつもりか！

　くそったれの畜生め！

（ファウストとメフィストフェレスを見て）

　何だ、お前達は？

　誰だ、お前達は？

　何が目的だ？

　どうして入り込んで来た？

　骨の髄まで火責めにしてやろうか！」

（鍋に杓子を突っ込み、ファウスト、メフィストフェレス、獣達に炎を吹き付ける。獣達、すすり泣く）

メフィストフェレス（蠅叩きを逆手に持ち、瓶や壺を叩く）

「壊してやろうか！　壊してやろうか！

　粥をぶちまけてやろうか！

　ガラスを割ってやろうか！

　軽口だぞ、阿婆擦れめ。これでもお前に調子を合わせてやったのだ。

（魔女、激怒と驚愕を同時に覚え、後退する）

　俺が誰か分からないのか？　この骸骨！　人でなし！

　お前は自分の主人を忘れたのか？

　お前や化け物をぶっ叩くことなど朝飯前だ！

　赤い羽織のこの俺を尊敬しなくなったのか？

　この雄鳥の羽根が分からないのか？

　顔を隠した訳でもないぞ？

　まさか名乗れというのか？」

魔女

「おお、旦那様。無礼をお許し下さい！

　蹄が見えなかったので。

　二羽のカラスはどうされました？」

メフィストフェレス

「今回は見逃してやる。

　確かに長い間、会っていなかったからな。

　全世界を舐め回す文化が悪魔にも広まったのだ。

　北の幻影は最早見ることは無い。

　角、尻尾、爪は見せないぞ？

　脚も無いと困るが、人に見せるには差し障りがある。

　だからもう結構な間、若い男の姿をして偽のふくらはぎを使っているのだ」

魔女（踊って）

「趣も知性も感じられますね。流石サタンの貴公子でいらっしゃる！」

メフィストフェレス

「女、名前は禁止だ！」

魔女

「なぜでしょうか？　何か問題があるのですか？」

メフィストフェレス

「その名はもう長い間、おとぎ話の本に書かれている。

　しかし、人間は少しもマトモになっていない。悪を取り除いたつもりだが残ったままだ。

　男爵と呼んでくれ。それなら良い。

　俺は紳士だ。他の紳士と同様にな。

　俺の高貴な血脈は疑いようが無いだろう。

　見ろ。これが代々伝わる紋章だ！」

（メフィストフェレス、わいせつな身振りをする）

魔女（過度に笑う）

「はっ！　はっ！　その仕草ですよ！

　あなたは今まで通りの曲者でいらっしゃる！」

メフィストフェレス（ファウストへ）

「友よ、こういうことも理解して下さい。

　これが魔女への対処法です」

魔女

「さて、何をお作り致しましょうか」

メフィストフェレス

「『あの』液薬を一杯頂きたい！

　特に一番古いのを頼む。

　年季が入った奴は効果が増すからな」

魔女

「良いですとも！　この瓶の薬は私も時折利用しますが、匂いが儚くなっています。

　この瓶の薬を差し上げましょう。

（静かに）

　ですが、あの男性が突然これを飲むと、彼は一時間も生きられないでしょう」

メフィストフェレス

「彼は大事な友人だ。成功しなければならない。

　この厨房で選り抜きの薬を彼に与えたいのだ。

　円を描き、呪文を唱え、杯を満たして与えてくれ！」

（魔女、奇妙な振る舞いで円を描き、奇跡を起こす。材料と道具を中に入れる。その間、ガラスが音を立て鍋は鳴り響き音楽を奏でる。最後に偉大な本を取り出し、猿を円の中へ入れ、松明を持たせる。ファウストを手招きして彼女の傍に来させる）

ファウスト（メフィストフェレスへ）

「何をしているのだ？

　戯れのような代物。猛烈な振る舞い。この上なくバカげたペテン。珍しくもなんとも無い。もう充分、忌々しい」

メフィストフェレス

「ええ、ジョークです！　ただ笑えば良いのです。

　そんな堅く構えてはいけませんよ！

　魔女は医者の真似をするのですよ。そうすると、液薬が良く効くのですよ」

（メフィストフェレス、ファウストを円に踏み入れさせる）

魔女（大層な口調で本の詠唱を始める）

「理解せよ！

　一を十にせよ。二は放て。三を即刻作り出せ。そうすればお前は富むであろう。

　四は廃棄せよ！

　魔女の助言は、五と六から七と八を作り出す。これが理想。

　九は一。十は虚無。これが魔女の九九である！」

ファウスト

「私が思うに、この老婆は熱病でうなされて喋っているようだな」

メフィストフェレス

「これは以前から変わり無いです。あの本の中身は全部こんな感じです。

　私も大分時間を食されましたよ。完璧な矛盾とは、賢者と愚者の両者に等しく神秘的だと思わせますからね。

　友よ、芸術の道は新しくて古い。

　アレは常に三位一体などと言って、真実の代わりに勘違いを撒き散らしている。

　話すことによって邪魔されずに学ぶことが出来ました。

　誰が愚か者の世話をしたがるっていうのでしょう？

　普通、人間は言葉を聞いただけで、何か考えるべきモノがあると信じてしまう」

魔女（続けて）

「至高の力と学術は全世界に隠された！

　思考をしない者が苦労せずに頂けるのだ」

ファウスト

「何を無意味なことを言い連ねているのだ？

　もう頭が割れそうだ。

　十万の狂人が大合唱をしているように聞こえる」

メフィストフェレス

「充分、充分。おお、優れた魔女よ！

　薬を持ってきてくれ。早く杯の縁まで満たしておくれ。

　この薬が人を蝕むことはありませんよ。

　これは多くの実績があり、もう完成されている。

（魔女、様々な儀式を行い、杯に薬を注ぐ。ファウストの口の傍に持って行くと、僅かな炎が発生する）

　飲み干すのです！　さあ！

　すぐに心臓が喜び出しますよ。

　悪魔と仲良くなっておいて炎を忌むなんてことは無いでしょうね？

（魔女、円を解く。ファウスト、踏み出す）

　さあ、外へ出ましょう！　休んでなんていられませんよ」

魔女

「薬が願いを叶えますように！」

メフィストフェレス（魔女へ）

「何か俺にして欲しいことがあるなら、ワルプルギスの夜にでも頼んでくれ」

魔女

「この歌をどうぞ！　時折、これを歌えば、薬の効き目が一層良く感じ取れますよ」

メフィストフェレス（ファウストへ）

「すぐに行きましょう。御案内致します。

　汗をかくことが必要です。そうすれば薬の力が体中に浸透しますよ。

　高貴な奴らの怠惰は追ってお教えします。すぐに親密な愛を感じ、キューピッドが励起して飛び跳ねますよ」

ファウスト

「少しで良いからもう一度あの鏡を見せてくれ！

　あの女性の像は余りにも美しかった！」

メフィストフェレス

「お止めなさい！　すぐに理想の女性を具現化した方を紹介しますから。

（静かに）

　あの薬を飲んだのだから、すぐにどんな女でもヘレネのような美女に見えるのだ」


街路（一）

　ファウスト。マーガレット、通りがかる。

ファウスト

「美しいお嬢さん。よろしければ私の腕を取りませんか。御自宅までお送り致しましょうか？」

マーガレット

「私はお嬢さんでも美しくもありません。一人で帰れます」

（マーガレット、ファウストから逃れる）

ファウスト

「天女のように美しい娘だ！

　今まで見たことが無い。

　彼女は育ちが良く、高潔だ。そして同時にちょっと気が強い。

　唇は赤く、頬は艶がある。一生忘れられない女性だ！

　見つめ返すあの瞳は私の心に深く刷り込まれた。

　素っ気無い態度がなおのこと素晴らしい！」

（メフィストフェレス登場）

ファウスト

「なあ、あの娘と良い関係にしてくれ！」

メフィストフェレス

「どこの誰ですか？」

ファウスト

「丁度向こうに行ったあの娘だ」

メフィストフェレス

「あの娘ですか。坊主の所へ行ってきたのですよ。彼女が罪を全て懺悔しようとするのを、私は椅子の傍をそっと通った時に聞きました。余りに清いので懺悔することが無かったようですよ。

　アレには何も出来ませんな！」

ファウスト

「十四歳は超えているだろうか？」

メフィストフェレス

「色欲野郎のような言い方ですね。愛おしい人気の娘だって、暗に誉れなど要らぬと示しましたよ。寵愛すれば摘み取れぬ訳はありません。

　しかし、常に上手く行くとは限りませんよ」

ファウスト

「天晴れな先生が平和のための法律をとやかく言う資格は無い！

　加えて要点を言おう。

　もし今夜、私があの甘美な娘を抱けなかったら、お前とは今夜限りで絶交だ」

メフィストフェレス

「考えてもみて下さい。出来ることと出来ないことがありますよ！

　上手く行くチャンスを作るだけでも少なくとも十四日は必要です」

ファウスト

「私なら七時間もあれば悪魔の世話にならずとも、あの小娘を蕩かせるぞ」

メフィストフェレス

「フランス人並の口説き方ですな。

　でも、後生ですから気を悪くしないで下さい。

　刹那の楽しみよりも、味わい深く楽しむのはいかがですか？

　まず、持ち上げてクルッと回す。そしてあの小娘を、ありとあらゆる騒動でこねくり回してから食べれば、ウェールズの歴史家が教えるように快楽はひとしおですよ」

ファウスト

「一々そんなことせずとも欲はある」

メフィストフェレス

「今は恥辱や冗談は置いておきましょう。

　真面目に申しますと、あの美しいお子様は素早くて一思いには出来ません。

　簡単に攻め落とすことは出来ないでしょう。

　姦計を巡らすのが得策です」

ファウスト

「ではあの天使の持ち物を何でも良いから持ってきてくれ！

　彼女の寝室に連れて行ってくれ！

　彼女の胸からスカーフを、足からガーターを持ってきてくれ。私の愛のために！」

メフィストフェレス

「よろしい。ならば私があなたの下僕という意志を示しましょう。時間を棒に振らないためにも、今日の内に娘の部屋に案内しましょう」

ファウスト

「会えるのか？　手込めに出来るのか？」

メフィストフェレス

「いいえ！　娘はお隣さんの所に行っています。

　しかし、その間にあなたは一人で将来の快楽を想像しなさい。彼女の部屋の空気を一杯吸って悦びなさい」

ファウスト

「もう行けるか？」

メフィストフェレス

「まだ早過ぎます」

ファウスト

「彼女へのプレゼントの心配をしてくれ！」

（ファウスト、退出）

メフィストフェレス

「プレゼント？　そいつは良い！　彼は合格だ！

　彼はまだ伸び代があるだろう。昔に埋めた宝があったな。

　ちょっと調べる必要がありそうだ」

（メフィストフェレス、退出）


夜

　狭くて小綺麗な部屋。

　マーガレット、お下げ髪を編んだり解したりする。

マーガレット

「今日のあの男性はどこのどなただったのでしょうか！

　見た感じではとても精悍だったので、恐らく貴族の家柄の方でしょう。

　眉目秀麗でした。

　そうでなければ、あんなに大胆なことはされないでしょう」

（マーガレット、退場）

（メフィストフェレス、ファウスト登場）

メフィストフェレス

「お入りなさい。お静かに。さあ！」

ファウスト（しばし無言で）

「頼むから私を一人にしてくれないか！」

メフィストフェレス（周囲を探って）

「必ずしも全ての娘がこんなに清潔だとは限らないですよ」

（メフィストフェレス退場）

ファウスト（周りを見上げて）

「ようこそ、甘い夕暮れよ。この聖域の空気はなんとも例えがたい！

　私の心臓を掴む、お前の愛の甘い痛みよ。希望の露で悲哀を生きるのか！

　静謐、満足、秩序が呼吸をするように周囲に漂っている！

　この欠乏の中に充満が！

　この監獄の中に幸福が！

（ファウスト、ベッドの横、革張りの椅子に身を預ける）

　ああ、古めかしい椅子よ。喜びにしても、悲しみにしても、腕を広げて私をもてなすが良い！

　何度、家長の椅子に子供達の群れが駆け寄って行ったであろうか！

　多分あの娘はクリスマスに子供らしい頬をして、先祖に感謝して萎れた手にキスをしただろう。

　私はあの娘の気持ちが分かる。満足と秩序の霊が私にささやきかける。霊の母性が日に日にお前を言い含めて、テーブルの上に小綺麗な敷物をかけたり、足下に砂をかけたりさせる。

　ああ、愛する手よ！　そう、正に神の手のようだ！

　犬小屋もお前がいれば天国だ。

　そしてここは！

（ファウスト、ベッドのカーテンを持ち上げる）

　私に至高の恐怖が訪れた！　ここに陣取って動きたく無い。

　自然はここで気ままな夢の中、一人の天使を拵えた！

　ここであの娘は柔らかな胸一杯に暖かな生命を吸って横たわり、純粋で聖なる神の化身を織りなしたのだ。

　そしてお前は！　なぜ私をここに連れてきたのか？

　心の奥底から感動させられた！

　お前はここで何をしたいのだ？　何がお前の心を重くするのか？

　惨めなファウストよ！　私はもう自分が分からない。

　私はここで魔法の匂いに囲まれているのか？

　快楽に貫かれたが、愛欲の夢で蕩けてしまいそうだ！

　周囲の圧迫感を楽しめるだろうか？

　あの娘が今この部屋に入ってきたならば、私はどうやって罪を償うべきであろうか！

　偉大な紳士だった私が、なんて小さいことに悩んでいるのか！

　彼女の足下に跪き、蕩けるのだ」

メフィストフェレス（登場）

「早く！　彼女が帰ってきましたよ」

ファウスト

「帰ろう！　ここから離れよう！　ここへは二度と戻ることは無い！」

メフィストフェレス

「ここに少々重い小箱があります。ここでは無い場所から持ってきました。

　これをタンスに入れて置くのです。あの娘は失神するほど驚くこと請け合いです。

　どんな女でも射止められるような粋なモノを入れておきました。

　確かに相手は子供だが、遊びには付き合って貰いましょう」

ファウスト

「こんなことはすべきではないのでは？」

メフィストフェレス

「私に意見するのですか？　この宝をずっと持っていたいのですか？

　色欲のためですよね。大切な時間を割いて苦労を背負い込む羽目になりますよ。

　私もあなたがケチなのは望みません！

　私だって頭を掻き毟り、手を擦り切るほどなのですから。

（メフィストフェレス、小箱をタンスに押し込み、再び鍵をかける）

　さあ、すぐに行きましょう！

　あの可愛く幼い娘の心の願いを振り向けるのです。

　あなたは教室にいる時と同じですね。物理学と形而上学は灰色の化身となってあなたの前に立ちはだかっていませんよ。

　さあ、行きましょう！」

（ファウスト、メフィストフェレス、退場）

（マーガレット、灯りを持って登場）

マーガレット

「妙に蒸し暑くてイヤですわ。

（マーガレット、窓を開ける）

　外はそんなに暑くないのに。

　なんだかソワソワするわ。

　早くお母様が帰ってくると良いのに。

　全身の身の毛がよだつようだわ。

　私はバカで臆病な女だわ！

（マーガレット、脱衣しながら歌い始める）

　トゥーレに王がいた。しかし、墓まで一緒と決めて愛した人が黄金の杯を遺して床に臥す。

　彼は何も手に着かず、饗宴ごとにその杯を空にした。

　飲む時の視線は常に彼女を探していた。

　事切れる日、国中に財宝が配給される手筈だが、杯だけは例外であった。

　城は海を見下ろす広間にある。王室の宴会に鎮座し、周りは騎士が集う。

　酒を飲む老いた者は、人生最後の杯を飲み干し、聖なる杯を海へ投げ捨てた。

　杯は倒れ海水を飲み、深く沈んで行く。決して戻ることは無い。

（衣服を仕舞うためタンスを開けると小さな宝石箱を見つける）

　まあ、どうしてここにこんなに綺麗な小箱があるのでしょう？

　確かに鍵をかけたはずなのに。

　不思議だわ！　中に何があるのかしら？

　多分、誰かが質草として持ってきて、お母様がお金を貸したのだわ。

　小さな鍵が紐で繋がっているわ。うーん、良く考えたけれど、開けてしまおうかしら！

　まあ！　神様！　今まで見たことも無い宝が入っているわ！

　なんて美しいジュエリーなの！　こんなに素晴らしいモノは貴婦人だって最高の祝日に取っておくわ。

　このネックレスは私に似合うかしら？

　この華麗なモノは誰のでしょう？

（ドレスアップして鏡の前に立つ）

　このイヤリングだけでも私のモノだったら！

　一つだけでも断然違うわね。

　美人で若いことだけが血筋の助けになるって訳ではないわよね？

　それはそれで良いことでしょうけれど、美が全てではないわよね。

　称賛の半分は同情ですわ。

　結局はお金次第。ええ、誰でも何でもお金に依存しているのよ。ああ、私みたいな貧民に縁は無いわ！」


散歩

　ファウスト、考えながらウロウロする。メフィストフェレス登場。

メフィストフェレス

「ああ、卑しい！　くそったれめ！

　怒り心頭だ。悪態をつかざるを得ないぞ！」

ファウスト

「どうした？　何がお前をそんなに赤くする？

　そんな顔、私は見たことが無いぞ！」

メフィストフェレス

「もし私が悪魔でなければ、悪魔に魂を売り渡したい位ですよ！」

ファウスト

「頭がおかしくなったのか？

　狂人のように振る舞うのは今に始まったことでは無いけれど！」

メフィストフェレス

「申し上げにくいのですがね。グレーチェン（訳注：マーガレットの愛称）のために苦労して手に入れたジュエリーを坊主が娘から奪って行ったのです！

　母親がジュエリーを見つけまして、怪しいと感じてこっそり嗅ぎ回り始めたのですよ。あの女は匂いに敏感で、常に祈祷書を嗅いだり家具を嗅いだりしている有様ですよ。そして物品が神聖なのか穢れているのか決めつけるのですよ。

　あの女はジュエリーが清く無いということを感じ取ったのです。

　そしてこう言いやがりました。

　『我が子よ。不当な財産は魂や血のためにならないのですよ。

　これらを聖母様に捧げれば天国でマナを頂けるのよ！』

　マーガレットは言い返そうと躊躇しました。彼女が考えるには『授かったモノに文句は言えないわ。こんなに素晴らしいモノをここへもたらして下さった方の奥ゆかしさが不信心だとは思えない』だそうです。

　母親は坊主を呼びました。

　坊主はろくすっぽ話を聞かずに、物品に魅入ってしまいました。

　そして坊主は『素晴らしい信心ですね！　己を克服すると御利益がありますよ。我ら教会は健啖な胃を持っており、国々すらも平らげてきました。一度も食べ過ぎたことはありませんよ。愛しい女性達よ、教会だけが穢らわしい財を消化出来るのです』なんて言ったのですよ」

ファウスト

「一般的な習わしだな。ユダヤ人や王侯もそんな感じだ」

メフィストフェレス

「そして留め金、チェーン、指輪をまるで美味しいアンズタケのように頂いて、篭一杯の木の実を貰った時の感謝も言わず、ただ天の祝福を約束だけをしました。

　それが彼女達をとても啓発させましたけれどもね」

ファウスト

「グレーチェンは？」

メフィストフェレス

「落ち着かなくなり、どうしたら良いのか分からない様子です。四六時中ジュエリーのことを考えると共に、誰がアレをもたらしたのか考えています」

ファウスト

「愛すべき人の心痛は私の苦しみでもある。

　別の新しいジュエリーを用意してくれ！

　最初のモノは、そんなにすごくなかった」

メフィストフェレス

「おお、旦那様。簡単に仰いますな！」

ファウスト

「私の意向通りにしてくれ。彼女の隣人に手を回すべきだな！

　悪魔よ、ご託は良いから新しいジュエリーを用意してくれ」

メフィストフェレス

「了解しました。全てはあなたの意向のままに」

（ファウスト、退出）

メフィストフェレス

「好色の愚か者よ。太陽や月、全ての星を女のために捧げても、虚無の慰みにしかならないのだよ」

（退出）


隣人の家

　マルト、一人。

マルト

「神様、私の夫を赦して下さいませ。彼をお救い下さいませ！

　私を置き去りにしてどこかへ行ってしまったのです。

　彼を大変苦しめることはしないで下さい。神様がご存知の通り、私は彼を愛しているのです。

（泣く）

　もしかしたら彼はもう死んでしまったかも。ああ！

　死亡証明書でもあったら、まだ救いはあるのだけれど！」

（マーガレット登場）

マーガレット

「マルトおばさん！」

マルト

「グレーチェン、どうしたの？」

マーガレット

「私、膝がガクガクしてしっかり立っていられないの！

　タンスの中にまた小箱が入っていたの。黒檀の立派なモノよ。中身は最初のモノより遙かに素晴らしいの」

マルト

「お母さんに言ってはダメよ。

　またすぐに教会へ渡してしまうわ」

マーガレット

「でもね、ちょっと見て！　こんなに素晴らしいのよ！」

マルト（ジュエリーをマーガレットにつけて）

「ああ、あなたは祝福されているわね！」

マーガレット

「残念だけど街や教会につけて行けないわ」

マルト

「なら、ウチにしょっちゅう来て、密かにジュエリーをつけなさいよ。

　小一時間、鏡の前を歩けば、楽しいはずよ。

　そして、お祭りの時とかに少しずつ人目に晒せば良いと思うわ。

　チェーンを最初に。次に真珠の耳飾りとかね。

　お母さんも多分気付かないし、言い逃れも出来ると思うわ」

マーガレット

「でも、一体どなたが二つの小箱を持ってきて下さったのかしら？

　いかがわしい気もするわ！

（ノックの音がする）

　ああ！　お母様かしら？」

マルト（カーテンから覗き見て）

「見知らぬ男性だね。お入り下さい！」

（メフィストフェレス、登場）

メフィストフェレス

「この度は勝手に参上致しました。御婦人方にはどうか御容赦願います。

（マーガレットに恭しく挨拶して後退する）

　マルト・シュベルトライン夫人にお願いがあるのです！」

マルト

「私ですよ。どんな御用件でしょうか？」

メフィストフェレス（彼女へ静かに）

「ああ、あなたでしたか。

　良家の方の御訪問中のようで。

　身勝手な御無礼をお許し下さい。午後にまた参上致します」

マルト（笑って）

「まあ、グレーチェン、ビックリね！

　この方はあなたをお嬢様だと思い込んでいるみたいよ」

マーガレット

「私は貧しい家の娘です。

　ああ！　あなた様は勘違いなさっているわ。

　これらのジュエリーは私のモノではありません」

メフィストフェレス

「いえいえ、ジュエリーだけではありません。

　あなたは品格と言い、眼差しと言い、本当に高潔であります！

　御一緒にさせて頂けると大変嬉しいのですが、よろしいでしょうか」

マルト

「で、御用件は？　手短にお願いしたいのですが」

メフィストフェレス

「嘘であれば良いと私は望んでいるのですが、なんとも！

　あなたを苦しめないと良いと思うのですが。

　実はあなたの旦那様がお亡くなりになりました。あなたへよろしくと仰っていました」

マルト

「え？　ああ！　なんてこと！

　あの人が死んでしまった！　ああ、逝ってしまった！」

マーガレット

「ああ！　おばさん、お気を確かに！」

メフィストフェレス

「痛ましい話をお聞き下さい！」

マーガレット

「最期の日の苦しみがあるから私は愛なんて知りたく無いのよ」

メフィストフェレス

「喜びがあれば悲しみもある。悲しみがあれば喜びもある」

マルト

「あの人の最期を教えて下さい！」

メフィストフェレス

「彼はパドヴァに埋葬されています。聖アントニウスの近くです。なかなか良い神聖な場所で、永遠に冷たく横たわっています」

マルト

「何か私に伝えることはありますか？」

メフィストフェレス

「ええ、大変難しい遺言があります。

　三百回ミサを上げて欲しいとのことでした！

　他には何も無く、荷物もありませんでした」

マルト

「えっ？　何も無いのですか？　一個も？

　どんな見習でも、バックの底に記念品の一つはお守りとして手放さないのに。たとえ飢えて物乞いになっても手放さないのに！」

メフィストフェレス

「奥さん、申し訳ありません。

　しかし実際、彼はお金を自堕落に使った訳ではありません。

　彼は自分の過ちを大変悔い改めていました。ええ、更なる不運を嘆いていました」

マーガレット

「ああ！　人間とはなんて悲しい存在なのでしょう！

　ええ、私はおじさんのために鎮魂を目一杯祈るわ」

メフィストフェレス

「あなたは結婚を考えても良いお年頃ではありませんか。

　愛すべき美しいお嬢様ですな」

マーガレット

「あら、いいえ。まだまだですわ」

メフィストフェレス

「結婚までは行かなくとも、恋人くらいはいても良いのでは。

　天が与える最高の贈り物は可愛い人を抱くことです」

マーガレット

「そのような俗習はこの地上では行いません」

メフィストフェレス

「するもしないも！　あり得ることなのですよ」

マルト

「その後を教えて下さい！」

メフィストフェレス

「私は彼の臨終に立ち会いました。堆肥よりは幾分マシな程度の半分腐った藁の上に横たわっていました。彼はキリスト教徒らしい最期を迎えました。そして、まだ心残りで悩んでいると仰いました。

　『ああ、仕事や妻を残してこの世を去るのはイヤだ！　ああ、思い出すだけで死んでしまいそうだ。生きている内に妻が許してくれたら良いのに！』と嘆いていました」

マルト（泣いて）

「ああ、あの人は良い人だった！　私はあの人をとっくに許していたのに」

メフィストフェレス

「ですが、『ああ！　俺の方が罪悪なのに』と仰っていました」

マルト

「嘘をつくなんて！　なぜ！　死の淵でそんな嘘をつくなんて！」

メフィストフェレス

「末期の妄言でしょう。私は事情を知らないので分かりませんが。

　こうも仰っていました。『あくびをする暇も無かった。まず子供を作って食べさせる。広義の食べさせるということだ。ゆっくり自分の分を食べる余裕も無いほどだった』とね」

マルト

「私の誠実と愛の全てを忘れるなんて。昼夜無しの骨折りまで忘れるなんて！」

メフィストフェレス

「いえ、彼はあなた様に大変感謝していました。

　彼はこうも仰っていました。『私がマルタを発った時、妻と子供のために熱心に祈ったモノだ。天に祈りが通じたようで、サルタンの素晴らしい財宝を運ぶトルコの船を捕まえたのだ。武勇に見合った報酬を受け取ったのだ』とね」

マルト

「え？　何？　多分どこかへ埋めたのかしら？」

メフィストフェレス

「それがどうなったか、どこの誰も知らないでしょうね。

　彼がナポリに入って歩き回っていると、美しい若い女性が彼の世話をしたそうです。

　その女性は慣れた様子で、彼へとても気持ちの良い性的サービスをして果てさせました」

マルト

「酷い！　子供達を忘れたのでしょうか！

　全く情けない。恥ずかしい人生だったのかしら！」

メフィストフェレス

「ええ、そうですとも！　だから彼は死んでしまったのです。

　私があなただったら、一年ほど喪に服した後、新しい相手を見つけますね」

マルト

「まあ！　第一、あの人のような良い人は世界中見渡しても簡単に見つかるはずがありません！

　ちょっといじらしかったけれども。

　彼は余りにも多く旅回りをして、外国の女や酒を好んで、忌々しい博打をしていたのです」

メフィストフェレス

「まあ、まあ。そんな面を大目に見てらっしゃるなら、彼もあなたを大目に見るべきでしたな。

　私もそこまで寛容なあなたとなら、永遠の愛を誓っても良いですよ！」

マルト

「まあ、御冗談を！」

メフィストフェレス（独り言）

「そろそろ潮時だ。逃げないと！

　悪魔の俺からでも言質を取る恐れがあるな。

（グレーチェンに向かって）

　あなたの心はどういう感じですかな」

マーガレット

「どういう意味でしょうか？」

メフィストフェレス（独り言）

「ちっ、無垢過ぎる娘だ！

（大声で）

　それでは、さようなら！」

マーガレット

「さようなら」

マルト

「あっ、ちょっと良いですか！　私の最愛の人がどこで、いつ、どのように死んで埋葬されたかの証が欲しいのです。

　私は手順を踏むのが習慣なので、死亡通知を出したいのですが」

メフィストフェレス

「はい。奥さん。証人が二人いれば合理的に解決しますね。

　良い相棒がいるので、役所に連れて行きましょう。

　彼をここに連れてきます」

マルト

「ああ、どうかお願いします！」

メフィストフェレス

「その時、お嬢さんもここにいらっしゃいますか？

　勇敢な青年ですよ！　旅の経験が豊富で、お嬢さんにも礼儀を尽くします」

マーガレット

「そんな殿方の前では赤面してしまうわ」

メフィストフェレス

「いえいえ。どのような王の前でもあなたは大丈夫です」

マルト

「今晩、家の裏庭で、待つことにします」


街路（二）

　ファウストとメフィストフェレス。

ファウスト

「どうだ？　首尾はどうだ？　近々会えるか？」

メフィストフェレス

「上々です！　良い意気込みですな？

　近い内に彼女はあなたのモノになりますよ。

　今晩、隣人のマルトの所で会えますよ。

　仲人には打って付けの女です！」

ファウスト

「そいつは良い！」

メフィストフェレス

「しかし、我々にも頼まれことがあります」

ファウスト

「頼まれたならば、やってやるのが筋だろう」

メフィストフェレス

「あの女の夫が聖パドヴァで手足を広げて眠っているという有効な証書が必要なのですよ」

ファウスト

「なるほど！　ではパドヴァへの旅の準備が必要だな！」

メフィストフェレス

「あなたは単純な聖人だ！　そんなことする必要はありません。

　適当に証言すれば良いのです」

ファウスト

「そいつは良く無い。その計画には乗れないな」

メフィストフェレス

「おお、立派な旦那だ！　この計画に文句を言うとは！

　偽証をするのは人生初ですかね？

　神と世界。そして世界の中で蠢くモノ。人間の頭と胸の中で蠢くモノ。これらの偉大な力を定義したことがあったはずでは？

　図々しい頭脳と立派な度胸が必要では？

　あなたは正しい道を歩みたい。しかし、シュベルトライン氏が死んだことを知っていることを告白せざるを得ない！」

ファウスト

「この嘘つきの詭弁家め」

メフィストフェレス

「ええ。真実を知っていないならそうでしょう。

　ですが、明日になれば敬意を払って、可哀想なグレーチェンを魂から愛していると誓うのでしょう？」

ファウスト

「心の底から愛しているのだ」

メフィストフェレス

「ああ、素晴らしい言葉ですな！　永遠の誠実と愛。唯一の普遍的存在の萌芽。それらは心の奥底から湧き出たモノなのでしょうか？」

ファウスト

「やめろ！　ああ、そうだ。満ちる感情の名は世界中探しても見つけられない。最高の言葉を掴んで燃え盛る炎を無限、永遠、永劫と名付けても結局は嘘つき悪魔の遊びなのか？」

メフィストフェレス

「私は正しいですよ！」

ファウスト

「黙れ！　良く覚えておけ。これ以上私に喋らせるな。

　自分の思想が正しいと貫き通せばその通りになる。

　もう良いだろう。無駄口は沢山だ。お前は正しい。こうするしか無いのだな」


庭

　マーガレット、ファウストの腕に抱きつく。マルト、メフィストフェレスと共に庭を散策。

マーガレット

「私をエスコートして下さって大変嬉しいです。でも少し恥ずかしいわ。

　旅の方は良い話に慣れてらっしゃるのでしょうね。

　あなたのような経験豊富な方に、私のような者の話はおもてなしになりませんわよね」

ファウスト

「あなたの目つき、言葉はこの世のどんなモノより素晴らしいのです」

（ファウスト、マーガレットの手にキスをする）

マーガレット

「無理に私の手にキスなんてしないで下さい。

　醜くて荒れた手なのに！

　色々な仕事をしなくてはならないモノですから！

　お母様はとても細かい人ですの」

（庭を渡る）

マルト

「それで、あなたはいつも旅行をなさっているのかしら？」

メフィストフェレス

「交易や責務のためにね！

　出立の時は悲しい場合もありますが、ずっと留まっている訳にもいかないですから！」

マルト

「若い時は世界中を見て回るのも良いでしょうけれども。

　最期を独身で寂しく死んでしまうのはいかがなモノかしら。良いとは言えませんわよね」

メフィストフェレス

「分かっております。ですから身震いするのです」

マルト

「でしたら御相談を」

（庭を渡る）

マーガレット

「ああ、『去る者、日々に疎し』ですわね！

　お世辞がお上手ですわね。

　私よりも知的なお友達が沢山いらっしゃいますでしょうに」

ファウスト

「ああ！　知的と呼ばれる者は大抵、自惚れてせっかちな奴なのですよ」

マーガレット

「なぜ？」

ファウスト

「ああ、清純でシンプルな人は決して己の価値を認識しないのです！

　謙遜と腰の低さこそ、情け深い自然から付与される最高の贈り物なのです」

マーガレット

「ほんの一瞬でも私のことを気に留めて下されば、私は満足です」

ファウスト

「お一人でいらっしゃる場合が多いのですか？」

マーガレット

「ええ。小さな所帯ですが、やるべきことは多いのですよ。

　メイドはいませんので、料理、掃除、編み物、裁縫などで朝から晩まで働き詰めです。

　更にお母様は何事にもきっちりしているのです！

　あんなに切り詰めなくても良いと思うのですけれども。

　余所と比べたら緩くしても良いわ。

　お父様は財産を遺して下さいましたし、街には家と小さな庭がありますの。

　でも、今は静かに過ごしておりますわ。

　兄は兵士で、妹はもう亡くなっていますの。

　私は妹の世話で手一杯でした。

　けれど、あの苦労ならもう一度引き受けても良いですわ、愛しい妹よ」

ファウスト

「あなたに似ていたのなら、天使のようだったでしょうね」

マーガレット

「私が育てたようなモノでしたから、とても懐いてくれました。

　お父様が亡くなってから生まれたのです。

　お母様は痛ましいほどに酷い状態で臥せっておりました。非常にゆっくりとした回復でしたわ。

　ですからお母様は赤ちゃんの世話は出来ませんでしたの。なので、私が育児の全てを一人でしましたの。ミルクを水で薄めて育てました。私の腕の中、膝の上で愛想良くモゾモゾ動いて大きくなっていきましたわ」

ファウスト

「あなたは最も純粋な幸福を経験したのですね」

マーガレット

「ですが、本当に辛い時もありましたわ。

　夜、揺り篭は私のベッドの隣に置きました。僅かでも動けば私は目覚めました。

　ミルクを飲ませたり、添い寝をしたり。あと、泣いたらベッドから立ち上がり、寝室を歩き回ってあやしましたわ。でも翌朝は洗濯をしないといけません。

　あと、市場で買い物をして料理をします。年中そんな感じでしたわ。

　健気でしたわね。

　その代わり、食べ物を美味しく感じて良く眠れました」

（向こうへ行く）

マルト

「女性としてはムカムカしますわ。

　独身を貫く人の考えを改めさせるのは難しいですわ」

メフィストフェレス

「私を改心させるのはあなたのような人でしょう」

マルト

「あの、あなた様はまだ運命の女性を見つけたことは無いのかしら？

　あなた様の心を射止めた人はいないのかしら？」

メフィストフェレス

「諺にもあるでしょう。『己の囲炉裏と良い妻は、金と真珠の価値がある』とね」

マルト

「結ばれる喜びを得ようとしたことは無いのでしょうか、と問いたいのですが？」

メフィストフェレス

「どこでも恭しくもてなされましたよ」

マルト

「真剣に誰かを愛したことは無いのですか？」

メフィストフェレス

「女性に冗談は言いませんよ」

マルト

「ああ、私のことを理解してくれないのね！」

メフィストフェレス

「本当に申し訳ない！　ですが、あなたがとても親切だということが分かりましたよ」

（向こうへ行く）

ファウスト

「おお、小さな天使よ。庭に入ってきた時に私だと気付きましたか？」

マーガレット

「私は目を臥せていました。ご覧だったでしょう」

ファウスト

「私の奔放を許して頂けますか？

　あなたの教会帰りへの無礼を許して下さいますか？」

マーガレット

「ビックリしましたわ。声をかけられた経験なんて一度も無かったですから。

　私は今まで誰にも不道徳と言われたことが無かったのです。

　ああ。私の仕草が図々しく淫らだと思われたのかしら？

　簡単に体を許すような女だと思われる節があったのかしら。

　告白しますと、私はあなたに会って知らぬ間に魅力を感じていました。

　ですが、あの時にもっと怒れば良かったと後悔しています」

ファウスト

「可愛らしい！」

マーガレット

「アレをしますわ！」

（マーガレット、アスターを一輪摘み、一片ずつ千切る）

ファウスト

「何が出来ますか？　ブーケ？」

マーガレット

「いいえ。ただのゲームです」

ファウスト

「ほう？」

マーガレット

「ええ！　多分笑われてしまうわ」

（花を千切り、呟く）

ファウスト

「何を呟いているのだい？」

マーガレット（小声で）

「好き、嫌い」

ファウスト

「天女のような可愛らしさだ！」

マーガレット（続けて）

「好き、嫌い、好き、嫌い。

（最後の一片を千切り、喜び微笑んで）

　好き！」

ファウスト

「ああ、そうとも！　この花占いを神のお告げと思ってくれ。私は君が好きだ！

　好きの意味が分かるかい？　愛しているのだ！」

（ファウスト、マーガレットの手を取る）

マーガレット

「感情が抑えられないわ！」

ファウスト

「さあ、震えないでくれ。私の目を見てくれ。この握手は言葉で表せないことを伝えるためにある。

　完全な至福だ。これは永遠に存在するはずだ！

　永遠に。この愛の終わりは絶望だ。イヤ、イヤ！　終わりは無い！」

（マーガレット、ファウストの手を握った後、逃げて駆け出す。ファウスト、一瞬考えるが、彼女の後を追う）

マルト（現れて）

「日が暮れますわ」

メフィストフェレス

「そうですな。別れが名残惜しい」

マルト

「もう少しここにいて欲しいですけれど、ここは場所が悪いですわ。

　近所の人は何でも噂の種にしてしまうの。それ以外には何も無いわ。

　あちらの二人はどうかしら？」

メフィストフェレス

「あちらへ飛び出して行きました。浮気な蝶のようですね」

マルト

「お似合いの二人だと思いますよ」

メフィストフェレス

「そうですね。世の常だ」


東屋

　マーガレット、飛び込むようにドアの後ろに隠れ、唇に指先を当て、ドアの割れ目から覗く。

マーガレット

「追いかけて来てくれた！」

ファウスト（登場）

「さあ、いたずらっ子よ。私をからかうとは！　ほら捕まえた！」

（キスをする）

マーガレット（抱きしめてキスを仕返す）

「最高の男性！　心の底から愛しています！」

（メフィストフェレス、ノックをする）

ファウスト（足踏みして）

「誰だ？」

メフィストフェレス

「やあ、友よ！」

ファウスト

「畜生め！」

メフィストフェレス

「そろそろ去る時間です」

マルト（登場）

「ええ、もう遅いですよ」

ファウスト

「お送りしても差し支えありませんか？」

マーガレット

「お母様が……ごきげんよう！」

ファウスト

「もう行くのか？　さようなら！」

マルト

「じゃあね！」

マーガレット

「また今度。さようなら！」

（ファウスト、メフィストフェレス退出）

マーガレット

「ああ、神様！　あのようなお方は一から十までお分かりでらっしゃるわ！

　彼の前に立って、何にでも『はい』と答えていたわ。恥ずかしいわ。

　私は無知なお子様だわ。私のどこが良いのかしら」

（退出）


森林と洞窟

　ファウスト、一人。

ファウスト

「高貴な霊よ。お前は私が望んだモノを全て与えてくれた。お前が火の中から顔を覗かせたのも無駄では無かった。

　美しい自然の天地を与えてくれて、それを感じて楽しむ力を与えてくれた。冷たい驚きを見せるだけでなく、自然の深い胸の内を友人の胸を見るように教えてくれた。

　空気と水の中の静かな草むら。そこにいる同胞の存在を鮮やかに教え導いてくれた。

　そして、森が嵐で唸り軋み、巨大なトウヒが隣の木を枝もろとも激しくもぎ取られる。鈍い音が轟く洞窟で姿を見せて導いてくれた。自分自身の胸深くにある秘密の蓋を開けてくれた。

　純粋な月が私の目の前へなだめるように昇る。岸壁から、濡れた草むらから、太古の世界が銀の造形として現れ、苛烈な欲望を和らげてくれる。

　ああ、人間には完全なモノが一切無い。お前は喜悦をくれた。神々の傍へ更に近づけてくれた。私に仲間を与えてくれた。そいつは道理を欠いていて目を覆いたくなる時もあるが、もう私は依存している。

　美しいイメージを次々と示し、私の胸に激しい炎を燃やすのだ。

　そして、私は快楽の欲望によろめき、欲望の中で萎れ苦しむのだ」

（メフィストフェレス登場）

メフィストフェレス

「もうこんな生活は沢山だと思い至っていませんか？

　楽しみが長く続くはずも無いでしょう？

　人生、一度は試しに新しいことに挑戦するべきですな！」

ファウスト

「お前が挨拶代わりに私を悩ませないのを望むのだがね」

メフィストフェレス

「まあ、まあ！　あなたの嫌うことはしませんよ。胸の内までさらけ出す必要はありません。

　あなたのお仲間みたいに、無愛想でぶっきらぼうで気が狂った人はかなり希ですからね。

　一日中、あなたの手は一杯ですね！

　あなたが気に入るか否かを嗅ぎ分けるのは骨が折れます」

ファウスト

「遂に本音を出したな！

　私を退屈にさせておいて、感謝しろと言うのか」

メフィストフェレス

「私抜きだったら、あなたはどのように惨めな人生を終えたのでしょうか？

　長い間、想像に囚われていたあなたを治したのは私ですよ。

　私が助けなかったら、あなたは今頃、地上から消えていました。

　一体、洞窟や岩の割れ目に潜むフクロウのように潜んで、何をするつもりでしたか？

　うだつの上がらない苔や水の滴る岩石を糧にするなんてガマガエルの所業ですよ？

　素晴らしいお遊戯ですね！

　まだ体に学者先生が宿っているようですね」

ファウスト

「荒野を歩き回ると、新しい活気が生まれることをお前は理解出来ないだろう？

　ああ、恐らく私の幸せを感じたなら、悪魔のお前はそれをせしめるだろうな」

メフィストフェレス

「この世の喜びですね。

　夜露を浴び、山上で横になる。天地の喜びを網羅し、神になった気になる。胸の感じるまま衝動的に地の真髄を引っ掻き回し、神の六日間の仕事を面白がる。誇りに思える屈強な喜びも知らない。ただ、突然に穏やかな愛に溢れて全てのモノを愛する。崇高な予感を得るために俗人らしさを失ってしまう。

（身振りをする）

　最後の質問としましょうか」

ファウスト

「何だと！」

メフィストフェレス

「満足しませんか。折り目正しく『恥を知れ』とでも仰いますか。

　まず、高潔な心無しでは、いくら純潔な耳を持っていてもお聞かせすることは叶いませんね。

　要するに、時折嘘をついて喜ぶのは嫉まないでおきましょう。

　しかし、長くは保たないでしょうね。

　不安と恐怖で狂い、磨り潰される最期を迎えるでしょうね。

　それはさておき！　あなたの可愛い彼女は緊張と悲しみの中に陥っていますよ。

　彼女を思い出しなさい。彼女は恋心に押し潰されそうになっています。

　最初はあなたの愛の激情が、雪解け水で溢れる小川のように彼女を支配しました。

　彼女の心へ注がれたが、今ではその小川は浅くなっています。

　私が考えるに、森の中で野営するより、可哀想なあの娘の恋心に報いてやるのが偉大な紳士のすることでは無いのでしょうか。

　時間は彼女にとって余りに長い。

　窓辺に立って、古い都市の城壁の上に浮かぶ雲を眺めているのです。

　そして『私がもし鳥であったら！』なんて昼も夜も無く歌っているのです。

　ある時は活き活きしているが、大抵は物悲しく酷く泣いている。そしてなんとか治まるのです。ですが常に恋の虜です」

ファウスト

「蛇だ！　お前は蛇だ！」

メフィストフェレス（独り言）

「よし！　引っかかったな！」

ファウスト

「悪漢め！　失せろ。あの素晴らしい娘のことはもう言うな！

　あの甘い肉体への欲求で、二度と私の狂いかけた理性を惑わせるな！」

メフィストフェレス

「それがどうしたのですか？　彼女はあなたが逃げたと思っていますよ。まあ、半分当たっていますがね」

ファウスト

「私は彼女の近くにいる。どんなに離れていても忘れることは決して無い。失うことも決して無い。ただ、彼女の唇が触れる主の体が羨ましいだけだ」

メフィストフェレス

「おお、我が友よ！　私もしばしば、薔薇の間で草を食む双子のような両の胸の膨らみが嫉ましいです」

ファウスト

「去れ、ポン引きめ！」

メフィストフェレス

「ははは！　そうは仰いますか。笑わずにはいられませんね。男と女を作った神が認識した、最も気高い仕事は両者をくっ付けることですよ。

　こんな生活を続けるとは。彼女が惨め過ぎますよ！

　あなたは愛すべき彼女の寝室へ行くべきです。大体、死ぬ訳でもあるまいし」

ファウスト

「彼女の腕に抱かれる天上の喜びは何だろうか？

　彼女で胸を温めていたい！

　私は彼女の苦難を常に感じているのではなかろうか？

　私は逃亡者ではないのか？　浮浪者か？

　滝が岩から岩へ轟くように猛然と自ら奈落へ落ちる。そんな目的も安寧も無い鬼畜ではないか？

　一方、彼女は子供のようなあどけない感覚で、小さなアルプスの世界の中で慎ましい人生送るはずだった。

　それなのに私は神に憎まれるばかりではなく、岩を掴み殴りつけて残骸にしてしまった！

　ああ！　私は彼女の平和を切り崩せざるを得なかった！

　貴様は地獄への生贄が必要だったのだな。

　悪魔よ、私の不安の芽を刈り取ってくれ。

　やってくれ。すぐにやってくれ！

　彼女の運命は私のせいで崩壊する。台無しにしてしまった！」

メフィストフェレス

「おや、再び火照ってきましたね！

　街へ行って彼女を慰めておやりなさいな！

　あの程度の知力では誰一人として結末は見えません。出口が見えなければすぐに死を思う。

　長生きする者が勇敢なのです！

　あなたは随分染み込んで来ましたね。

　まあ、私が世界で見たモノの中では、絶望した悪魔が俗悪でしたけれどね」


グレーチェンの部屋

　グレーチェン。

（糸車に向かい一人）

グレーチェン

「平穏は乱れ、心は泥塗れ。

　最早安寧は二度と訪れない。

　彼がいなければ、私は死んだと同じ。世界の全てが満足出来ない。

　私の哀れな頭。私は狂い、惨めな心は四分五裂。

　平穏は乱れ、心は泥塗れ。

　最早安寧は二度と訪れない。

　窓から覗くのは彼を見るため。家から出るのは彼に出会うため。

　あの人の気高い足取り。高貴な容貌。口許の笑み。目許の力。

　彼の台詞、魔法の流れ。手を取って、ああ！　キスをなされる！

　平穏は乱れ、心は泥塗れ。

　最早安寧は二度と訪れない。

　私の胸の衝動は彼だけ。彼を掴んで抱きしめたい。

　彼にキスを好きなだけしたい。キスのためなら消えても良い！」


マルトの庭

　マーガレット、ファウスト。

マーガレット

「約束して、祝福を！」

ファウスト

「ああ、もちろん！」

マーガレット

「では、あなたは宗教についてどう感じてらっしゃるの？

　あなたはとても良い人です。でも、信心深いとは思えませんの」

ファウスト

「それは置いておこう！　私は君に良くしているつもりだよ。

　私は愛する人に体や血はいくらでも捧げよう。そして誰の心からも、感情や信仰は奪わないつもりだ」

マーガレット

「そうではなく、信じなければならないのです」

ファウスト

「絶対に？」

マーガレット

「ああ！　私があなたに何か出来れば！　あなたは聖なる秘蹟も尊信しないのでしょう」

ファウスト

「私だって尊ぶさ」

マーガレット

「でも願い事が無い訳では無いでしょう。久しく教会に懺悔へ行ってらっしゃらないわよね。

　あなたは神様を信じますか？」

ファウスト

「最愛の人よ。敢えて、神を信じると言うのかい？

　そう言うのは聖職者や賢人に尋ねると良い。彼らの返事は質問者を嘲笑するに決まっているさ」

マーガレット

「やはり、信じてらっしゃらないの？」

ファウスト

「ああ、可愛い顔を曇らせないでくれ！

　誰が神の名を口に出来ようか？

　誰が『私は神を信じる！』と公言出来ようか？

　誰が感じるままに『私は神を信じない！』と言い放てようか？

　全てを包む者、全てを擁護する者。その庇護は君も私も、そして神自身にも賜っているのでは無いか？

　空は天球を覆うか？

　大地はしっかりと横たわっているか？

　星々は永遠に暖かな眼差しで昇るのか？

　目と目が合うと衝動が起きるのだよ。君の頭と心に、可視と不可視の永遠の秘密が織り込まれるようだよ？

　それはとても偉大で心を満たす。そしてすっかり胸中に満ちた時、それを呼ぶのだ。幸い！　想い！　愛！　神！　私はその呼び方を知らないけれど！　その代わり気持ちが全てだろう。

　名前など、天空の輝きを煙で曇らせるような響きに過ぎない」

マーガレット

「仰ることは素晴らしいですわ。

　お坊様も少し違う言葉で仰っていました」

ファウスト

「天から命を受けた者は各々の言葉でどこでも同じことを言う。

　これが私の言い方なのだよ？」

マーガレット

「あなたからそう聞くと、そうだと思えますが、歪んでいる気がします。

　だって、あなたはキリスト教を信じていないのでしょう？」

ファウスト

「ああ、幼稚だな！」

マーガレット

「私はずっとイヤなことがあるのです。あの一緒にいらっしゃる方」

ファウスト

「なぜ？」

マーガレット

「あなたと一緒にいらっしゃる方は、どうも私の魂に合わなくてイヤなのです。

　人生で初めて、あの疎ましい顔を見ただけで心に刺されたような痛みがするのです」

ファウスト

「可愛い君よ、怖がることは無い！」

マーガレット

「彼の存在が私の血を凍らせるのです。

　私は誰にでも好意を持って接しているつもりです。

　でも、どんなにあなたに会いたくても彼への密かな恐怖のせいで尻込みしてしまいます。悪い人なのかしら！

　間違いだったらどうかお許し下さい！」

ファウスト

「ああいう変人も必要なのだよ」

マーガレット

「彼と一緒にいたくありません！

　彼はドアから入る時、いつも冷笑的で、更にちょっと怒っているような気がします。

　見ただけで度量の乏しい人だと分かるわ。

　額に『魂から人を愛せない』と書いてありますわ。

　あなたの腕の中に抱かれていると、自由と温もりを感じますの。なのに、彼の前へ出ると締め付けられる思いがしますの」

ファウスト

「君は多感な天使だね！」

マーガレット

「そう感じる余り、もうあなたのことさえ愛していないとすら感じてしまうの。

　彼がいると祈ることすら出来ないの。私の心を侵食するのよ。

　気高き人、あなたもそうでは無いのかしら」

ファウスト

「反りが合わないのだな！」

マーガレット

「私、もう行かなくては」

ファウスト

「おお、たったの一時間も静かに君の胸の中で、胸と胸、魂と魂を感じ合わせることも出来ないのか？」

マーガレット

「ああ、一人で寝るのなら良いのに！

　そうなら今夜は閂を掛けなくて済むのに。

　でもお母様はすぐに目を覚まします。もし、この場を見られたら私はすぐに死んでしまうわ！」

ファウスト

「その心配は無いよ。

　この小瓶を使えばね！

　三滴お母さんの飲み物に垂らせば自然と心地よく、深い眠りに就くはずだ」

マーガレット

「あなたのためなら、何でもしますわよ？

　でも、危険を冒したく無いわ！」

ファウスト

「愛する君に災いのあるモノを薦める訳が無いだろう？」

マーガレット

「私、あなたを見ているだけで、あなたの意志通りにしてしまいます。今まであなたのために色々しましたけれど、もうやることが余り残っていない気がするわ」

（退出）

（メフィストフェレス登場）

メフィストフェレス

「取るに足りない奴め！　もう遠くへ行ったかな？」

ファウスト

「また探偵ごっこか？」

メフィストフェレス

「一から十まで聞いておりましたが、学者先生が宗教試問を受けられていましたね。

　及第点が取れると良いですね。

　小娘とは信仰深さと古い習わしに朴直かどうかにとても関心があるモノです。

　信心深い男なら、簡単に自分に従うと考えているのですよ」

ファウスト

「真に魂から愛する相手がこの上なく幸せになるかどうか一人で苦悩しているのだ。信仰を失うことを恐れている。お前のような化け物には分かるまい。」

メフィストフェレス

「超感覚的で色欲に塗れた求婚者よ、あなたは小娘にやられたのですよ」

ファウスト

「汚物と火から出来た分際のくせに！」

メフィストフェレス

「更に言うと、彼女は人相を読み取るが上手いですな。

　私が立ち会うと彼女はどういう訳か、異変を感じるのですね。私の顔の後ろに隠れた実相を感じ取る力があるらしい。

　彼女は天才かも知れない。もしかすると、私が悪魔だと気付いているかも知れない。

　さて、今夜の予定はどうしますか？」

ファウスト

「お前の知ったことでは無いぞ？」

メフィストフェレス

「でも愉悦ですからね！」


泉の辺

　グレーチェンとリースヒェン、水差しを持つ。

リースヒェン

「バーベルチェンのこと、何も聞いてないのかしら？」

グレーチェン

「ええ、何も聞いていないわ。私、世間に疎くて」

リースヒェン

「確かにあなたはそうね。シビーユも言っていたわ。

　遂に男に騙されたらしいわ。

　お淑やかにしているのにね！」

グレーチェン

「なぜ分かるの？」

リースヒェン

「下らないわね！　食べ物や飲み物が二人分なのよ」

グレーチェン

「ああ！」

リースヒェン

「本当に良い暮らしじゃないの。

　長い間、あの男に首ったけだったモノね！

　村を一緒にぶらついたり、踊場へ案内して貰ったり、どこでも一番に扱って貰ってパティと葡萄酒でもてなされていたわ。

　自分が美女だと勘違いして、彼からどんな贈り物を受け取っても恥とも思わないと悪い噂よ。

　愛撫したり咥えたり。なんて破廉恥。

　花が咲き終えたのかしら！」

グレーチェン

「可哀想に！」

リースヒェン

「何ですって！　私達は糸を紡いで、夜は母に束縛されているのよ。その間、あの色男の甘言につられるとは良い身分よ。

　ドアやベンチや暗い廊下でずっとベタベタしていたのよ。

　今に、罪の下着を着せられて、教会前にうずくまるべきだわ！」

グレーチェン

「でも、確か結婚するのよね」

リースヒェン

「あのバカ！　軽薄な男は余所で良い空気吸っているはずよ。

　もう、どこかへ行ったわ」

グレーチェン

「酷い話ね！」

リースヒェン

「あんな男と一緒になったら不幸になるわ。男の子達は花冠を引き裂くでしょうし、私達は籾殻を玄関にばらまくでしょうね！」

（退出）

グレーチェン（帰路で）

「もし、どこかの娘が堕落したら奮然と非難していたはずなのに！

　他人の悪事を責め立てる言葉はいくらあっても足りないほどだったのに！

　黒く汚れたことに、自分は関係無いと思っていたのに。こんなに自分を祝福する私は罪人よ！

　でも、私は欲求通りに動きました。ああ神よ！　なんて素晴らしいのでしょう！　大好きよ！」


外郭

　壁の窪みにドロローサ聖母像の前がある。その前に花の水差しがある。

グレーチェン（新しい花を水差しに活けて）

「衰運の聖母様。悲しみと私の苦痛に慈悲深い顔をお向け下さい！

　あなた様は胸を剣で刺され、息子の死を見て無数の苦難をお受けになりました。

　天上の偉大な父を仰ぎ見て、あなた様の悲境を天上へ送り届けます。

　誰が感じる。どのように省みてくれる。私の骨に染み入るこの悲痛を？

　私の哀れな心が怯え、震え焦がれていることを知っているのはあなた様だけです！

　どこへ行っても、私の胸が締め付けられる思いです！

　私もあなた様と同じ苦しみを受けています！　泣いて、泣いて、泣いて、私の心臓が砕けそうです。

　窓の外のカケラは涙で濡れています！

　早朝、花を摘んだ時に分かりました。

　太陽が朝早く昇り輝いた時、既に私は嘆き苦しんでいました。

　お助け下さい！　私を不名誉と死からお救い下さい！

　悲嘆を。あなたの慈悲深いお顔を私の悲境にお向け下さい！」


夜のグレーチェンの家への道

ヴァレンタイン（グレーチェンの兄で兵士）

「宴会の席では仲間が乙女を高らかに讃えて、杯になみなみと注がれた酒を飲む。俺は肘をついて物静かに、顎髭を撫でながら皆の大言壮語を聞いている。手元の杯は満ちている。そして『様々な意見があるだろうが、国中探しても俺の妹のグレーチェンに比肩する乙女がいようか？』と言った。すると周りは『最高！　最高！』『その通り！　全くだ！』と言った。

　また、『その通り。我ら民族の誇りだ』とも叫ぶ。

　座って静かに褒め称える者もいた。

　それが今は、髪を毟り、壁を登らんばかりの勢いだ！

　曲者が俺に罵声を浴びせたり、鼻であしらったりする！

　まるで借金取りに責め立てられるように、不規則発言で汗をかかされている！

　奴らを投げ飛ばしてやりたいが、全部が嘘という訳では無いから仕方が無い。

　おや、誰だ？　忍び寄るのは誰だ？

　多分、二人組だな。

　もし俺の妹の悪口を言う奴らだったら、袋叩きにして生かして帰さないぞ！」

（ファウスト、メフィストフェレス登場）

ファウスト

「聖具室の窓から常夜灯の明かりが弱々しく見える。夜明けの闇が辺りに立ち込める！

　胸に闇を抱いて夜を過ごすのだ」

メフィストフェレス

「私にとっては虚弱な仔猫のような感じですよ。壁に沿って静かに歩み、避難梯子に忍び寄る。

　とても高潔ですよ。ちょっと泥棒の熱望と興奮がありますからね。

　体中で素晴らしいワルプルギスの夜の気配を感じていますよ。

　遂に明後日だ。起きている価値がありますよ」

ファウスト

「あの高い場所が揺らめいているが、埋められた宝物が出てくるのか？」

メフィストフェレス

「宝の釜を拾い出す楽しみはもうすぐですよ。

　先日、覗き見したのですが、驚くほど沢山の獅子銀貨が入っていましたよ」

ファウスト

「私の愛するあの娘を飾る指輪のようなジュエリーの類いは無いのか？」

メフィストフェレス

「確か、真珠の首飾りがあったような」

ファウスト

「そいつは良い！　プレゼント無しで訪ねては可哀想だからな」

メフィストフェレス

「一文も使わないで楽しませて貰うことに罪悪感を抱く必要は無いと思いますよ。

　今、空は星々で照り輝いています。では真の離れ業をお聞かせしましょう。

　あの娘を惑わす、とある道徳的な歌を歌ってあげましょう。

（チターに合わせて歌う）

　君は何をしているの。ここで、夜明け前で、愛する人の扉の前で、カトリーナ？

　そのままで良い！

　君は君のままでいてくれ。

　用心せよ！

　やることやれば、さようなら。可哀想なモノですね！

　愛するならば、指輪は填めたまま。曲者にも肌は許さない」

ヴァレンタイン（歩み出て）

「誰を丸め込むつもりだ？　おい！

　忌々しいハーメルンの笛吹き男め！

　まず楽器をぶち壊してやる！

　その次は歌う奴をぶちのめしてやる！」

メフィストフェレス

「チターがバラバラだ！　もう使い物にならないぞ」

ヴァレンタイン

「今度は脳天をかち割ってやる！」

メフィストフェレス（ファウストへ）

「先生、怯んではいけません！　堂々と！

　私の指示通りにして下さい。

　はたき（訳注：刃物）を抜くのです！

　押し込むのです！　私が受けて守ります」

ヴァレンタイン

「受け止めるだと！」

メフィストフェレス

「そうせざるを得ないでしょう？」

ヴァレンタイン

「これでどうだ！」

メフィストフェレス

「ふむ、なかなか！」

ヴァレンタイン

「コイツは悪魔かも知れない！　なぜだ？　手が怠くなってきたぞ」

メフィストフェレス（ファウストへ）

「さあ、一撃を！」

ヴァレンタイン（切り倒されて）

「ああ！」

メフィストフェレス

「ざまは無いな！　さあ行きましょう！　険悪な叫びがもう聞こえています。

　警察などは血祭りに上げてやるが、話し合いは御免だ」

マルト（窓から）

「事件よ！　事件よ！」

グレーチェン（窓から）

「灯りを！」

マルト（窓から）

「刃物沙汰の大喧嘩よ」

人々

「ああ、もうやられている！」

マルト（歩み出て）

「犯人はもう逃げてしまったの？」

グレーチェン（歩み出て）

「誰か刺されたの？」

人々

「あんたの兄さんだよ」

グレーチェン

「ああ、神様！　なんてこと！」

ヴァレンタイン

「俺はもうダメだ！　と言っている間に死んじまう。

　女共、なぜそんなに泣き悲しむのだ？

　こっちへ来て俺の話を聞け！

（皆、歩み寄る）

　グレーチェンよ、今だから言おう！　お前はまだガキで、全然利口では無い。酷いモノだ。

　この際だから言ってしまおう。

　お前は売春婦のように淫らだった。だが、それでも良かった」

グレーチェン

「兄さん！　ああ！　それはどういう意味？」

ヴァレンタイン

「寝言は寝て言え！

　生憎、もうやってしまったからな。

　最初は一人の男とこそこそ楽しんでいても、どんどん増えて、町中の男達とやりまくるのだ。

　秘密裏に穢れた子を産み落とし、闇のベールを頭から被せるのだろう。

　ああ、出来れば殺したいだろう。

　だが、いずれ大きく育てば世間に出て行く。醜い評判が纏わり付くはずだ。

　世間体は酷い。だが厚顔無恥に陥るだろう。

　もう俺は長く無い。だが、街の人々は流行病の死体を避けるように、売春婦のお前を避けるだろう。

　冷たい視線を向けられて、心臓が苦しくなるだろう！

　お前はもう、黄金のネックレスは身につけられない！

　教会ではもう祭壇の前に立てないのだ！

　綺麗なレースの襟を付けてダンスを楽しむことも出来まい！

　薄暗い惨めな街の隅で、乞食や不具者と一緒になるだろう。たとえ神様の赦しがあっても、お前は呪われた最低の人生を過ごすのだ！」

マルト

「神様の恩寵で自分の魂をどうにかなさい！

　まだ冒涜をするつもりですか？」

ヴァレンタイン

「煩い。骨張ったこの見苦しい遣り手婆め！

　俺の罪などお前に比べれば可愛いモノだ」

グレーチェン

「兄さん！　とても苦しいのですね！」

ヴァレンタイン

「俺のために泣くのか！

　お前が恥知らずになったことが、一番重い心臓への一撃だったのだ。

　俺は永遠の眠りに就き、神の下へ軍人として振る舞って行くのだ」

（ヴァレンタイン、死ぬ）


大聖堂

　ミサ。オルガンと歌唱。グレーチェン、大勢の人々に混じる。悪霊、グレーチェンの後に立つ。

悪霊

「この変わり様はどうだ、グレーチェン。お前がまだ天真爛漫だった頃、祭壇に歩み出て舌足らずで小さな祈祷書を開いたことを思い出したか。半分は子供の遊びで、半分は神を信じていたはずだったな！

　グレーチェン！

　お前の頭は大丈夫か？

　お前は心にどんな罪を抱えているのだ？

　お前は母親に盛った眠り薬で、永劫の魂の苦しみを与えることを祈っているのか？

　お前の家の敷居は誰の血で濡れている？

　そして、既にお前の腹で蠢くモノは恐怖の予感を与えているのでは無いか？」

グレーチェン

「イヤ！　もうイヤ！

　もし、この悩みから早く解放されるなら何だってするわ！」

合唱

「この怒り。この悪。微睡みは煌めき焼け落ちる」

（オルガンの音）

悪霊

「神の憤怒はお前自身にかかるのだ！

　終末の角笛が鳴り響く！

　墓が震える！

　そしてお前の心は、灰になっても炎の苦しみで再び打ち震えるだろう！」

グレーチェン

「こんな所に来なければ良かった！

　オルガンの音が私の息にとどめを刺し、歌声が心臓の奥深くを溶かすようだわ」

合唱

「裁定者が席に着く時、隠されたモノが何であれ、全て処罰されるであろう」

グレーチェン

「苦しい！

　壁柱が倒れて私を投獄する！

　丸天井が私を責めるわ。ああ！」

悪霊

「逃げるが良い！　罪と恥は決してお前から消えることは無い。

　空気？　光？

　災いだ！」

合唱

「お前は何を口にする？

　誰に問うため？

　正しいモノも時には害となる」

悪霊

「顔を背けられ、お前への扱いは変貌した。

　清い者はお前の手が触れそうになると身震いする。

　災いだ！」

合唱

「お前は何を口にする？」

グレーチェン

「お隣様！　小瓶をどうぞ！」

（気絶する）


ワルプルギスの夜

　ハルツ山地のシールケとエーレント地方。

　ファウスト、メフィストフェレス。

メフィストフェレス

「箒の柄を欲しいと思いませんか？

　私は荒々しい雄山羊が欲しいですね。

　目的地まで大分遠いですから」

ファウスト

「私の足がピンピンしている内は、この瘤だらけの杖だけで大丈夫だ。

　急いで何になる！

　迷路のような谷の小道を歩き、岩に登り、永久に湧き出る泉を眺めるのだ。それが旅の醍醐味であろう！

　春の息吹がカバに織り込まれ、既にトウヒにも感じられる。

　我々の手足に響かないはずがあろうか？」

メフィストフェレス

「ふむ。ですが私は何も感じませんな！

　私の体は冬なのです。行く道に雪や霜があると嬉しいですね。

　不完全な赤い月が痛ましく昇ってきました。燃えさしのような月光は弱々しく、走ると木や岩に足を取られそうになる！

　鬼火を一つ呼び出しますよ！

　あそこに丁度良く燃えているのがいますね。

　おい！　友よ！　ちょっと頼みを聞いてくれるか？

　無駄に燃えてやがるのか？

　ちょっと、登り道を照らしてくれ！」

鬼火

「おお、これはどうも。どうか私の性分を御して下さいませ。

　しかし、フワフワ動くことが私共にとっては当然でして」

メフィストフェレス

「はっ！　傑作だ！　お前は人間を模倣するつもりか。

　悪魔の名の下に命ずる。真っ直ぐ行け！

　さもないと、お前のフワフワした炎を消すぞ」

鬼火

「あなた様がこの辺りの主人と言うことは充分承知しております。あなた様の仰せのままにしたいのです。

　しかしながら、どうか今は！　山はワルプルギスの夜です。我ら鬼火に道案内を命じられるのはどうか御勘弁を願えませんか」

ファウスト、メフィストフェレス、鬼火（交唱をする）

「夢幻と魔法の領域へ、既に入り込んでいたようだ。

　名誉に賭けて導いて、広大な旅路へ至るのだ！

　木々は後へ去って行く。猫背の岩と、長鼻の岩。いびきの岩と、一吹き岩！

　石や芝の傍を河や小川が流れ下る。

　せせらぎが聞こえたか？　歌声は聞こえたか？

　あの天空の甘い愛の声が聞こえたか？

　我らが愛するモノに希望を！

　古代の伝説のように木霊よ、鳴り響け。

　フクロウやミミズクが近くで鳴いている。オオバン、タゲリ、カケスもだ。

　眠らずに留まっているのか？

　イモリは低木を通ったか？

　長い足に太っ腹！

　蛇のように捻れたグロテスクな木の根が岩と砂からその手を伸ばす。我らを捕まえようと恐れさせる。

　その木々は麻疹が人を襲うように、蠢く粗野な瘤ばかりの足を旅人へ向ける。

　万色の鼠が群れをなして苔やヒースの上を走り抜ける！

　蛍は目まぐるしく群れて、こんがらがった伴走を申し出る。

　我らは進んでいるのかどうなのか？

　全てが捻れ、岩や木も、その表面が蠢く。鬼火もどんどん増えて行く」

メフィストフェレス

「私の逸物をしっかり掴んで下さい！

　ここが山の中央ですかね。ご覧なさい。山が黄金に輝いているでしょう。驚きましたか」

ファウスト

「怪しい煌めきが朝焼けの濁りのように届いている！

　奈落の奥底への道まで届くようだ。

　蒸気が吹き出ているし、あっちは煙が立ち上っている。灼熱の溶岩も流れ出て、細い糸のようになるかと思いきや、泉のように現れ出ることもある。

　火炎は通る幾百の脈に注ぎ込んだり孤立したりする。

　その場はまるで金の砂を撒いたようだ。火花が舞う。

　あっ、見ろ！　火炎が岩の壁を覆っているぞ」

メフィストフェレス

「黄金の主が豪勢な宮殿を今晩のお祭りのために照らしているのですよ？

　これを見られるとはあなたは幸運ですね。おっ、騒がしいお客がやって来たようですよ」

ファウスト

「うわ、物凄い暴風だ！

　私の首に目がけて吹き付けてくる！」

メフィストフェレス

「その古い岩の肋に掴まりなさい。さもないと山道まで吹き飛ばされて、そこがお墓になりますよ。

　霧が夜を濃くして行く。森が轟くのが聞こえますね！

　驚いたフクロウが飛んで行きます。

　お聞きなさい。悠久の時を経た緑の宮殿の柱が張り裂けますね。

　枝を鳴らし圧壊する！

　太い幹を轟かせる！

　根は軋み、あくびをする！

　酷く絡み合って、重なり合って落ちて轟く。その残骸の崖の上で風がピューピュー吹いて行く。

　あの高所の声が聞こえますか？

　遠くと近くは？

　山を覆う猛烈な魔法の歌が流れているのですからね！」

魔女（合唱）

「魔女はブロッケン山に詣でるぞ。切り株は黄色で種は緑。

　大勢集まる会合は、ユリアン様がお頭だ。

　砂利や小枝に構わずに、魔女は放屁するし、雄山羊は臭い」

声

「老婆バウボが一人で来たぞ。雌豚に跨がりやって来た」

合唱

「面子を認める度量を持つのだ！

　バウボ様が引き連れる！

　みっちり豚を躾けるぞ。魔女は次々ついて行く」

声

「あんたはどの道から来たのだい？」

声

「イルゼンシュタインさ！　フクロウの巣を覗いたら一組の視線が刺さったね！」

声

「地獄へ落ちな！　何でそんなに急ぐのだ！」

声

「皮が剥がれてしまったじゃないか。くそっ、傷が痛む！」

魔女、合唱

「道は広く長いのに、何でそんなに急ぐのさ？

　鍬は刺す。箒は引っ掻く。胎児は窒息。母は爆ぜる」

魔女の師、合唱の半分

「我らは家を背負ったカタツムリだが、女共はサッサと先に行く。

　だから邪悪な奴の所に行くには女が先に着いてしまう」

他の半分

「それは正しく無いだろう。女の歩数は千倍多いがね。

　しかし、いくら急いでも、男がジャンプで追いつくだろうね」

声（上から）

「さあ、来い、フェルゼン湖の奴」

声達（下から）

「喜んで登って行きたいな。

　洗っているから清潔さには自信があるぞ。

　そして、決して孕んでいないぞ」

両方の合唱

「風は沈黙し、星は逃げる。暗鬱な月は潜み隠れる。

　魔法の合唱が鳴り響き、幾千の火の粉が飛び散り撒かれる」

声（下から）

「待て！　待て！」

声（上から）

「岩の裂け目から呼ぶのは誰だ？」

声（下から）

「頼む！　私を一緒に連れて行ってくれ！

　三百年間も登っているが、頂上へ辿り着けない。私の仲間に会いに行きたい」

両方の合唱

「箒が運ぶ。杖が運ぶ。鍬を運び、雄山羊を運ぶ。今夜登れない奴はいつまで経っても登れない」

未熟な魔女（下から）

「長い間何度も挑戦したのよね。

　他の人達はもう遠くへ行ってしまったわ！

　自宅でも休まらないし、ここへ来ても変わらないわ」

魔女の合唱

「我ら魔女は塗り薬で元気が出る。ボロ切れも船の帆になるさ。今夜飛ばずに、いつ飛ぶつもりだ」

両方の合唱

「我らは山頂を越えて行く。地面を擦って広い荒野を魔女の一団が埋め尽くすのだ」

（魔女達、降りる）

メフィストフェレス

「押し合ったり、ぶつかり合ったり、摩ったり、がたついたり！

　迸ったり、泡立ったり、引っ張ったり、ほざいたり！

　光り、輝き、臭い、燃える！

　これこそ真の魔女の領分だ！

　ギュッと掴まって下さい！　さもないと、すぐにはぐれてしまいますよ。

　おや。どこにいらっしゃいますか？」

ファウスト（遠くから）

「ここだ！」

メフィストフェレス

「何と！　もうそこまで心を奪われたのですか？　どうやら私の権限を見せつける必要がありそうだ。

　道を空けろ！　フォーラント様のお通りだ。烏合の衆よ、サッサと退いた！

　ほら、私に掴まって！　一飛びでこの人混みから逃れましょう。

　流石の私でも、この気が狂ったような騒ぎは勘弁です。

　あっちの低木に特殊な光を出すモノがありますね。興味があります。

　ちょっと来て下さい！　すり抜けて行ってみましょう」

ファウスト

「理不尽な奴だな！　まあ良い！　案内してくれ。

　なかなか気が利いているな。

　ワルプルギスの夜にブロッケン山を彷徨って、わざわざ自ら寄り道をするのだからな」

メフィストフェレス

「見て下さいよ。なんて多彩な炎が舞っているのでしょう！

　陽気な奴らが一緒にいますよ。

　この少人数なら独りぼっちにはならないでしょう」

ファウスト

「しかし、むしろあの上の方へ行きたいぞ！

　残り火や煙が渦を巻いているのが見える。

　幾千万の流れが悪の元へ下って行く。

　数多の謎が解けるに違い無い」

メフィストフェレス

「ですが、多くの謎も絡みついてきますよ。

　大世界ではどんちゃん騒ぎをさせておいて、我らは静かにしていましょう。

　大世界から小世界などを作るのは長い伝統があるのです。

　若い魔女は素っ裸ですが、年寄り連中は上手いこと隠していますね。

　どうかよろしくお願い申し上げます。

　苦労は少なく、楽しみは多い。

　おや、楽器の音が聞こえますね！

　呪わしく耳障りな音だ！　慣れるまで一苦労だ。

　さあ！　さあ！　もう後には引けないですよ。私が案内致しますので、新しい絆を結びつけて下さい。

　どうでしょう、友よ？　狭い世界ではありませんよ。

　辺りを見てご覧なさい！　果てがほとんど見えないでしょう。

　幾百の火が燃え並んでいます。人々は踊り、駄弁り、煮炊き、飲み、愛する。今、これよりも良い場所がどこにあるでしょうか？」

ファウスト

「君は魔法使いとしてここにいるのか、悪魔としてここにいるのか。どちらだ？」

メフィストフェレス

「普段は身分を隠すのですが、このお祭りでは勲章を見せつけましょう。

　ガーター勲章よりも誉れ高い双蹄を御覧入れましょう。

　あの這い出てくるカタツムリが見えますか？

　奴は手探りで私が何者か嗅ぎ取ったらしい。

　不本意ながらここでは隠し通せないようだ。

　さあ！　火から火へと回りましょう。私が案内致します。

（燻る残り火の周りに座る数人に向かって）

　御年配方、こんな端で何をしてらっしゃるのですか？

　若い衆の中に進み出て、称賛を受けても良いと思うのですがね。

　せっかくここまで来たのですから話し合いなどいかがですか」

将軍

「誰が国民なんて信頼出来るか！

　アイツらのためにどれ程俺が苦労したことか。

　庶民は婦女子のように、いつも若者を担ぎ上げる」

大臣

「今は余りにも道から外れている。古き良き時代が懐かしい。

　我らが重用されていた時こそが黄金時代だった」

成金

「私達も救いようの無いほど愚かでなかったが、しばしば悪に手を染めたな。

　しかし、今では収益を維持することが難しいほどだ」

文筆家

「総じて近頃の者はマトモな内容の本を読んでいない！

　更に若者について言えば、小生意気なことこの上ない」

メフィストフェレス（突然、老人を装い）

「末世だと感じましたので、これで最後だと思いこのブロッケン山に登ってきました。私も老い先短いですが、世界の落ち目も目に余りますな」

ガラクタ屋の魔女

「皆様、素通りは良くありませんわ！

　このチャンスを逃してはいけませんわよ！

　しっかりとご覧下さい。本当に様々なモノを取り揃えておりますわ。

　私の店はこの世の他の店とは明らかに違います。人間共や世界に凄まじい害悪を与えなかった品は一つもございません。

　血塗れでない短剣、健康な人間を食い殺す毒が注がれなかった杯、素敵な女性を誘惑しなかったジュエリー、同盟を破り背後から突き刺さなかった剣。そんなモノは一切ありません」

メフィストフェレス

「おばさん！　あなたは御時世を分かっていませんね。

　終わったこと、やったこと！　起こったこと、やってしまったこと！

　新奇性のあるモノを扱わなくては！

　私達の気を引くのは新しいモノだけさ」

ファウスト

「自分が何者か分からなくなりそうだ！

　ここは盛大な縁日と思えば良いのか！」

メフィストフェレス

「彼らは渦中へ登りたがっている。

　押しているつもりでも押されているのでしょう」

ファウスト

「アレは誰だ？」

メフィストフェレス

「良くご覧下さい！　リリスですよ」

ファウスト

「誰なのだ？」

メフィストフェレス

「アダムの最初の妻ですよ。あの美しい髪に気をつけて下さい。アレが最上のジュエリーって奴ですよ。

　若い男を一度魅了したら、滅多に獲り逃すことはありません」

ファウスト

「あそこに二人、老婆と若い奴が座っている。

　もう相当はしゃいだ後だろうな」

メフィストフェレス

「まさか。今夜、休憩する奴なんていませんよ。

　さあ、ダンスを始めましょう！　誘って引っ張って踊りましょう」

ファウスト（若く美しい魔女と踊る）

「かつて見た夢、素敵な夢。私はリンゴの木を見たさ。胸に二つの豊かなリンゴが光る。昂ぶり跨がり登ったさ」

若く美しい魔女

「リンゴは楽園の頃から、とても人気があるのよ。

　快楽を感じるために私の胸の庭にも二つ実を結んだのよ」

メフィストフェレス（老いた魔女に）

「かつて見た夢、野蛮な夢。私は幹に割れ目を見たさ。巨大な穴が空いていた。緩いそいつを気に入った」

老いた魔女

「蹄の足の騎士様にお目にかかれて光栄です！

　こんな緩い穴で良ければ、栓をして貰う準備は出来ています」

尻の霊の人

「くそったれ共が！　何をしてやがる？

　全く。とうの昔に証明済みだ。

　幽霊に足は無いのは当たり前だろ？

　お前達が人間と同じ踊りをするのは滑稽だ」

若く美しい魔女（踊りながら）

「彼は私達の舞踏会で何をするつもりかしら？」

ファウスト（踊りながら）

「気にするな！　どこにでも湧く奴だ。

　他人の踊りを扱き下ろさないと気が済まない奴だ。

　どんなステップでも自分が評価出来ないとステップとは認めないらしい。

　奴が憤慨する時は我々が前進することだ。

　単に古い製粉機のように回って踊ることが奴にとっては良いらしい。格段、奴におべっかを使えば尚よろしい」

尻の霊の人

「まだここにいるつもりか！　鼻持ちならない奴だ。

　サッサと消え失せろ！　俺達が道を開いたのだぞ！

　悪魔の一味は規則を無視する。俺達は賢いにも関わらず、テーゲルには幽霊がいる。

　どんなに長い間、俺が妄念を掃引しているのか分かるか。未だに無くならないのだぞ。途方も無いことだ！」

若く美しい魔女

「そんな退屈な話をしないでよ！」

尻の霊の人

「貴様達に世の中というモノを教えてやろう。

　俺は幽霊の専制は害だと思っている。

　俺の幽霊はそれが出来ないからな。

（皆、踊り続ける）

　どうやら今日は調子が悪いらしい。

　だが常に旅の記録は持っている。最後の一歩を踏み出す前に、悪魔と詩人を打ち負かしてやりたい」

メフィストフェレス

「彼はすぐに水溜まりに座りますよ。それが彼にとっての命の洗濯ですからね。ヒルが尻にくっ付いている間のみ、精神が幽霊に煩わされないのです。

（踊りから離れたファウストへ）

　なぜあんなに綺麗で素敵に歌う女を手放したのですか？」

ファウスト

「ああ！ 　歌の真っ最中に、口から赤い仔鼠が飛び出してきたのだ」

メフィストフェレス

「それはどうってこと無いでしょう！　受け入れなさい。

　灰色の鼠ではなくて良かったではないですか。

　誰が指導者に時間を尋ねる真似をしますか？」

ファウスト

「だが、次は……」

メフィストフェレス

「どうしました？」

ファウスト

「メフィストよ。お前に、あの蒼白な美しい子が一人で立っているのが見えるか？

　彼女がゆっくり歩くことから察するに、足が繋がれているのだろう。

　あの子が私の可愛いグレーチェンのように見えて仕方が無い」

メフィストフェレス

「気にしないように！　確かなモノは何も無いのです。

　アレは魔法の幻で、生きていない偶像です。

　会ってはいけないモノなのですよ。

　アレに見つめられると人間は大抵、血が固まって石になってしまうのです。

　メドゥーサの話はご存知でしょう」

ファウスト

「いかにも。アレは死者の目だ。最期に愛情を込めた手で閉じられなかったのだな。

　あの胸はグレーチェンが私に捧げたモノだ。

　あの甘き体は私が楽しんだモノだ」

メフィストフェレス

「アレは幻術ですよ。あなたも簡単に誘惑されるほど間抜けだったのですね！

　誰にとってもそれは恋人のように思えるのですよ」

ファウスト

「何という喜びだろう！　何という苦しみだろう！

　私はもう目を離すことが出来ない。

　美しい首に一本、赤い紐の飾りがある。幅広の鈍い刃ほどの太さだが奇妙だな！」

メフィストフェレス

「確かに！　私にも見えます。

　アレは自分の頭を小脇に抱えることが出来る。ペルセウスが断った首ですな。

　そんなに見とれるとは淫欲塗れですな！

　あの丘まで行きましょう。確かプラーターのような、とても楽しい芝居がやっているはずです。

　演目は何ですか？」

使用人

「すぐに再開しますよ。七つの内、最後の一つで新作です。

　全てここの伝統に則ったモノでしてね。作者が素人で、役者も素人なのですよ。

　ちょっと失礼。あちらへ行きます。幕を開ける気になりました」

メフィストフェレス

「あなた達とブロッケン山で出会えたことは幸運だった」


ワルプルギスの夜の夢。または、オーベロンとティターニアの金婚式

　間奏曲。

劇場の職人

「今日はミーディング師匠の気高い弟子達も休むしか無い。

　古い山と湿った沢がそのまま舞台になるからな」

布告者

「金婚式というならば、五十年過ぎていなければならぬ。

　しかし、夫婦喧嘩だけの過去だとしても、金婚式ならマシになるのか」

オーベロン

「おお、霊達よ。もしいるならば今、姿を現せ。

　王と王妃は再び密接に結ばれたのだ」

パック

「回り踊るパックであります。足取りで円を描きましょう。

　後から何百人もやって来ますのでお楽しみ下さいませ」

アリエル

「アリエルは天上の純粋な音で歌います。

　その音はしかめっ面を誘いますが、美しい人々も誘引します」

オーベロン

「夫婦で仲良くしたい者は、我ら両名から学ぶが良い！

　二人が愛を確かめたいなら、引き離すべきだ」

ティターニア

「夫が激怒し妻が不機嫌になったら、すぐに妻を南へ、夫を北の果てへ送ると良い」

オーケストラ全員（フォルティッシモで）

「蠅の吻、蚊の鼻、その親族や、葉群の蛙、草の中のコオロギが我らの奏者です！」

独唱

「ご覧下さい。バグパイプの登場です！

　シャボン玉が出てきます。

　丸い鼻から聞こえる音はシュネック、シュニック、シュナックです」

最初に創られた霊

「蜘蛛の脚、ヒキガエルの腹。そのゴブリンには翼がある！

　残念ながら、そう言う小動物はいませんが、そう言う詩ならありますよ」

一組のカップル

「小さな一歩と高飛びで気取って振る舞う。甘露な香りにつられて気取った様子が充分だ」

物見高い旅人

「嘲笑を装っているのではないのか？

　私の目は確かだろうか。素晴らしい神オーベロンが今日ここにいらっしゃるのか？」

正教会信者

「爪も無ければ尻尾も無い！

　最早疑いの余地は無い。

　ギリシャの神々同様に、彼は悪魔だ。間違い無い」

北の芸術家

「私が今取りかかっている仕事はいかにも大ざっぱで、スケッチのようなモノだ。

　しかし遅くならない内にイタリア旅行の準備をしている」

純粋主義者

「ああ！　私は不運に見舞われるだろう。

　なんて酷い評判だ！

　魔女の大軍の中で髪粉を付けているのが二人だけとは」

若い魔女

「髪粉を付けるのは弱った老婆のすることよ。

　私は雄山羊に裸で乗って、この若い体を見せつけるわ」

寡婦

「生き様は沢山あるから、文句は余り言いたくありませんわ！

　ですが、あなたの若くて柔らかい体が朽ち果てるのを望みます」

楽長

「蠅の吻、蚊の鼻、裸の女に群がらない方が良いですよ！

　葉群の蛙、草の中のコオロギ、拍子はそのまま保持するように！」

風見（横を向いて）

「これは立派な方達で。願ったり叶ったりだ。

　本当に綺麗な花嫁だ！

　紳士諸君も男の中の男。前途有望な方ばかりだ！」

風見（他方を向いて）

「大地がコイツら全てを貪り食うのを見届けて、サッサと地獄に飛び込みたい」

クセニーエン

「研がれた小さいハサミを持った虫として我らはここに参上した。魔王の親父を崇め奉ろうという次第だ」

ヘニングス

「見ろ。なんて一緒に群れて居るおめでたい奴らなのだろう！

　最後にはきっと『自分は良心を持っている』と言うだろう」

ムザゲート

「喜んで魔女の軍団に入って人生を棒に振っても良い。

　なぜならミューズの神々を指揮するより勝手を知っているからだ」

前才能時代

「右寄りの奴と付き合うべきだな。

　さあ、俺の逸物に掴まれ！

　ブロッケン山もドイツのパルナッソス山も絶頂ならくつろげるからな」

物見高い旅人

「えっと、あの堅苦しい人は誰ですか？

　勝ち誇って歩いている。

　出来るだけ気をつけて、『イエズス会士を付け狙う』という奴だ」

鶴

「清らかな川での釣りも良いが、濁った川も捨てがたい。

　従って、紳士と悪魔が混ざっていても全く問題ない」

世界の子

「その通り。敬虔な信徒は何でも工夫しますとも。ここ、ブロッケン山でも秘密集会をしています」

踊り子

「新しい聖歌隊がやって来たのかしら？

　遠くからドラムの音がする。

　『お静かに！　葦の中で合唱しているのですよ』と聞こえてくる」

熟練の踊り子

「誰もが足を上げている！

　見ろ。自分を引き立てようと必死だ！

　歪んだ奴は飛び上がり、肥った奴は弾んでいる。見た目なんて気にしていない」

ヴァイオリン奏者

「あの悪漢共は血みどろになって憎み合っている。休まず掴み合う屑だ。

　オルペウスの竪琴に獣が集まるように、このバグパイプのおかげで屑が寄ってくる」

独断論者

「どんな批判や疑いが出ても、私は間違っていないことを証明出来る。

　『悪魔とは何か』である。

　その『何か』が理解し得ないと、悪魔は存在出来ないのではないか？」

理想主義者

「私の想像力も今回ばかりは高圧的だ。

　いかにも、もし全てが私の存在であると考えるならば、今日の私は愚かだろう」

現実主義者

「本質はかなり痛ましく、悩ましい。

　私の立ち位置は揺るぎないモノでは無いと分かった」

超自然論者

「全くもって楽しいな。はしゃぐにはもってこいだ。

　悪魔がいるから、良い霊もいるはずだな」

懐疑主義者

「鬼火の痕跡を追って行けば、宝の場所に近づけられると信じているようだ。

　悪魔の韻を踏むのは疑いだけだ。

　私にとってかなり場違いらしい」

楽長

「葉群の蛙、草の中のコオロギ、くそったれの素人め！

　蠅の吻、蚊の鼻。お前達は音楽家だ！」

辣腕家

「無憂宮は浮かれた生き物の軍勢だ。

　もう足では進めないので頭で行くしか無い」

役立たず

「そうでないと私達はちょっとした重荷を背負うことになるな。神の祝福を！

　踊ったせいで靴の底が抜けた。もう裸足で彷徨う他に無い」

鬼火

「我らは沼から来た。我らは沼から生じたのだ。

　しかし、我らはすぐにここの輪に入った。華々しく凛々しい仲間だ」

流れ星

「私は高みからここへ降ってきた。私は炎の光が眩い星である。今は草むらで寝そべっているが、誰か飛び出して起こしてくれないモノか？」

重苦しい人

「邪魔だ、邪魔だ！　場所を空けろ！

　草の葉を踏みつけるぞ。

　幽霊のお出ましだ。幽霊にだって手足はあるぞ。醜いけれどな」

パック

「デカい象の子みたいに来ないで下さい。今日、猛烈に肥えた奴は他でもない、このパックです」

アリエル

「優しい自然と霊は翼を授けてくれた。私に従い、軽い足取りで薔薇の丘へ行きましょう！」

オーケストラ（ピアニッシモで）

「雲の裾、霧の微睡み、天上より照らされ輝く。

　木の葉の隙間、葦の中の風、全てが消え散らばる」


曇った日

原野

　ファウスト、メフィストフェレス。

　ファウスト

「悲惨だ！　絶望した！　哀れな場所に久しくいたら、今では囚われの身になっていたとは！　罪人として牢屋に囚われ、ゾッとするような悩乱を、あの愛おしく悲惨なマーガレットが受けているのだ！　何ということだ！　危険で価値の無い霊め。これを隠していたのだな！　突っ立っていろ！　激怒して、悪魔の目をクルッとその頭の中で転がしていろ！　私は突っ立って無視する存在に耐えられない！　囚人なのだぞ！　取り返しのつかない悲惨なのだぞ！　悪霊に唆され、血も涙も無い人間に引き渡されたのだ！　それなのに、お前は私に不合理な娯楽を与え、腹の子の成長を隠し、無情な嘆きで滅ぶように謀ったのか！」

メフィストフェレス

「そんな境遇になったのは彼女が最初ではありませんよ」

ファウスト

「犬め！　忌まわしい鬼畜め！　永劫の霊よ、コイツの化けの皮を剥がしてくれ！　この虫けらを犬の形に戻してくれ。コイツは夜中、私に気に入られるために犬になり、無害の歩く者へ走り寄ったのだ。足下で忍び笑いして、崩れ落ちると肩に足をかけるのだ。永劫の霊よ、コイツを再びお気に入りの姿に戻してくれ。砂の上を蠢くコイツを踏み潰してくれよう！　『彼女が最初ではない』だと。ぬかしやがって！　全く嘆くしか無い！　人間の魂を弄びやがって。生き物を悲惨の深淵に沈めた負い目を全く感じていない。寛容な神の前で永遠の悶え苦みを受けて赦しを請うが良い。ただ一つの不幸を見るだけで心肝が引っ掻き回されて壊れるようだ。お前は幾千の運命を静かに嘲笑っているのか！」

メフィストフェレス

「ようやく機知の境界に戻ったようですな。人間の感覚では耐え切れないでしょう。なぜ取り捌けないのに我らと手を組んだのですか？　とんずらしたくてもインチキはイヤですか？　押し迫ったのはあなたからでしたか。それとも私からでしたっけ？」

ファウスト

「お前の卑しい歯を剥き出しにするな！　ウンザリする！　偉大で素晴らしい霊よ。私の魂の願いを知って現れたことに感謝する。しかし、なぜ人の惨害を食み、命運をぶち壊すような邪悪の達人を差し向けたのか？」

メフィストフェレス

「もう言いたいことは済みましたか？」

ファウスト

「彼女を救え！　さもないと酷いぞ。何千年も恐ろしい呪いを掛けてやる！」

メフィストフェレス

「私には復讐者の群れがかけた鍵を壊すことは出来ません。『彼女を救え！』ですか。誰が彼女を堕落させ破滅へと導いたのでしょうか？　私でしょうか。あなたでしょうか？

（ファウスト、乱雑に周囲を見る）

　雷でも呼び寄せますか？　まあ、幸か不幸か知りませんが、死すべき存在であることに変わりありません！　だが、あのあどけない娘を非難して叩きのめそうとするのは横暴の極みですな」

ファウスト

「さあ！　彼女を自由の身にするのだ！」

メフィストフェレス

「そんなリスクを負うつもりですか？　あの街にはあなたの人殺しの罪が残っているのをお忘れですか。殺害された場所の上には復讐の霊が浮かび漂い、犯人が戻ってくるのを待ち侘びているのですよ」

ファウスト

「そこまで言うか？　世界中の殺人と死くらい貴様のような化け物ならどうにかなるだろう！　私を導け。彼女を解き放つのだ」

メフィストフェレス

「よろしい。ならば案内しましょう。ですが良く聞いて下さい！　私は何でも出来る訳ではないですよ？　私が守衛の頭を曇らせて、あなたが鍵を奪うのです。そして人間である『あなたの手』で彼女を外へ導くのです！　私が見張りをして魔法の馬を用意しましょう。それで逃げて下さい。私が出来ることはそれだけです」

ファウスト

「よし、行くぞ！」


夜、開けた原野

　ファウスト、メフィストフェレス、黒い馬に乗り、音を立てて登場。

ファウスト

「彼らは烏羽色の石の傍で何をしているのだろうか？」

メフィストフェレス

「何かを煮たり作ったりしているようですが、良く分かりませんな」

ファウスト

「飛び上がったりしゃがんだり、屈んだりして良く分からないな」

メフィストフェレス

「魔女の集会でしょうかね」

ファウスト

「何かを振りかけたり捧げたりしているな」

メフィストフェレス

「ここはもう良い！　先に進みましょう！」


監獄

　ファウスト、鍵の束とランプを持って鉄扉の前に立つ。

ファウスト

「長いことご無沙汰だった戦慄を覚える。人類全ての嘆きが私につきまとう。このジメジメした壁の向こうにマーガレットが囚われているのだ。彼女の罪は良い迷いであった。躊躇うことは無い。行くぞ！

　再び彼女に会うのが怖いのか！

　進め！　私のグズグズした憂いは彼女の死を早めてしまう」

（ファウスト、錠前を掴む。歌が監獄の中から聞こえる）

　売春婦のように酷い母は私を殺しました！

　ならず者の父は私の存在を忘れました！

　小さな妹が私の骨を冷たい場所に埋めました。

　私は美しい森の小鳥になりました。

　飛んで遠くへ、遠くへ飛ぶわ！

ファウスト（扉を開けながら）

「愛する彼女は私が歌を聴いていることに気付いていないのだ。枷のチャリンという音や藁床の音が聞こえる」

（歩み入る）

マーガレット（寝床に隠れて）

「ああ！　ああ！　遂に来た、殺されるわ！」

ファウスト（小声で）

「静かに！　静かに！　私だ。助けに来たのだ」

マーガレット（ファウストに平伏して）

「あなたが人間なら、私の苦しみを理解して下さい」

ファウスト

「そんなに喚くと守衛が起きてしまうぞ！」

（ファウスト、枷を解錠しようとする）

マーガレット（跪き）

「誰が死刑執行人のあなたに私を自由の身にする権限を与えたのですか！

　こんな真夜中に私を迎え入れようだなんて。

　もう少し待って頂けませんか！

　明日の早朝でも充分ではありませんか？

（立ち上がり）

　私はまだ若いのに。こんなに若いのに！

　なのに、もう死ぬなんて！

　私は綺麗だったけれど、それが破滅への道だったのだわ。

　思い人は大好きだったけれど、今はもう遙か彼方に行ってしまったわ。

　花冠は引き裂かれ、花は散乱してしまった。

　そんな強引に掴まないで！

　やめて！　私があなたに何をしたって言うの？

　私の心からの願いを聞いて下さいませんか。見知らぬ人よ！」

ファウスト

「何という悲劇だろうか！」

マーガレット

「私は最早どうしようも無いのです。

　どうか、赤ちゃんに乳を飲ませて下さい。

　一晩中、抱っこさせて下さい。

　周囲の人は私を苦しめるために赤ちゃんを取り上げて、私が殺したと言うのです。

　私は決して二度と喜ぶことは無いでしょう。

　私を評した歌を歌うなんて！　意地の悪い人達だわ！

　古いおとぎ話の終わりがそうなの。誰が自分のことだと解釈するの？」

ファウスト（自らを投げ入れて）

「恋人の私だ。緊縛を解きに鍵を持ってきたぞ」

マーガレット（ファウストの横に身を投げ）

「ああ。跪いて、聖者様に呼びかけましょう！

　見て下さい！　階段の下や敷居の下に灼熱の地獄の火があります！

　邪な悪魔が恐ろしい憤怒の勢いで狂騒をしています！」

ファウスト（高らかに）

「グレーチェン！　グレーチェン！」

マーガレット（気を取り直して）

「思い人、あの方の声だったわ！

（マーガレット、飛び上がる。枷が外れて落ちる）

　どこにいらっしゃるの？　私を呼ぶ声がしたのだけれど。

　私はもう自由よ！　誰も邪魔出来ないわ。

　彼の首に抱きついて、胸の中で眠りたい！

　グレーチェンと呼ばれたわ！　彼は敷居に立っていたはずよ。

　地獄の唸りの真ん中から、荒々しい残忍な悪魔の嘲りの中から、愛するあの人の声が聞こえたわ」

ファウスト

「私だ！」

マーガレット

「ああ、あなた！　もう一度呼んで！

（ファウストを掴む）

　あなたね！　あなたなのね！　苦しみは全て消えたのね？

　監獄の不安は無いのね？　枷も無くなったのね？

　ああ、あなた！　私を助けに来て下さったのね。

　助かったわ！

　初めてあなたに会った街路のことを思い出すわ。明るい庭園でマルトおばさんとあなたを待ったことを思い出しますわ」

ファウスト（無理矢理導こうとして）

「さあ！　さあ！」

マーガレット

「ちょっと待って下さいませんか。あなたと一緒にいたいのです」

（愛撫する）

ファウスト

「急いで！

　急がないと、とんでもなく酷い目に遭うことになってしまうぞ」

マーガレット

「どうして？　もうキスをしてくれないのかしら？

　愛しい人、こんな少しの間にキスを忘れてしまったのかしら？

　なぜあなたを見ると恐怖を覚えるようになったのかしら？

　あなたの言葉、視線を感じると、天にも昇る気持ちになるわ。あなたのキスは私を窒息させそうなほどだったのに。

　キスして！

　そうでなければ私がキスをするわ！

（掻き抱く）

　ああ！　あなたの唇は冷たく、沈黙しているのね。

　あなたの愛情はもう残っていないの？

　誰が巻き上げたの？」

（顔を背け離れる）

ファウスト

「さあ！　私に付いてくるのだ！　愛すべき人よ。勇気を持って！

　何千倍も心から愛してあげるから、どうか私に付いてきてくれ！　お願いだから！」

マーガレット（ファウストへ向いて）

「あなたなの？　本当にあなたなの？」

ファウスト

「私だ！　さあ！」

マーガレット

「あなたが足枷を取り除いて下さるのね。また膝に抱いて下さるのね。

　どうしてあなたは私を恐れないの？

　愛するあなた、私が解放されるのをなぜ知っているの？」

ファウスト

「早く！　急いで！　もう夜が明けてしまう」

マーガレット

「私はお母様を殺しました。そして自分の赤ちゃんを溺死させました。

　あなたと私の間に授かった赤ちゃんですよ？

　あなた！　本当にあなたなのか信じがたいわ。

　手を差し伸べて！　夢では無いのね！

　愛するあなたの手。あら、濡れているわ！

　拭って下さい！　血が付いているようだわ。

　ああ、なんて言うこと！　あなた、何をしたの！

　剣を納めて下さい。どうか、お願いします！」

ファウスト

「在りし過去はどうしようもならない。私を煩わせないでくれ」

マーガレット

「いいえ、あなたは死なないで下さい！

　お墓のことでお願いがあります。悩ましいことですが、明日すぐにお願いします。

　お母様のお墓は一番良い場所にして下さい。兄の墓はそのすぐ横に。私の墓は少し離れた所で。でも遠過ぎるのはダメよ！

　赤ちゃんの墓は私の右胸に。

　他の誰も私の傍に置かないでね！

　私はあなたの傍にいた時が幸せだったわ！

　でも失敗だったかしら。

　私はワガママで、何でもあなたに強いてしまったわね。ぶつけても押し戻されてしまったわ。あなたは優しく悲しそうに私を見るのですね」

ファウスト

「私だと分かったなら、早く来るのだ！」

マーガレット

「その後は？」

ファウスト

「外へ出るのだ」

マーガレット

「外に墓があり、死が潜んでいるならそうしましょう！

　ここから永遠の眠りに就くのね。もう歩くことは無いわ。あなたはもう行ってしまうの？　一緒にいられたら良いのにね！」

ファウスト

「いられるのだ！　望むだけだ！　扉は開いている！」

マーガレット

「私はもう先が無いの。希望が無いの。

　逃げてどうなるって言うの？　きっと待ち伏せされているのよ。

　惨めな物乞いになるのだわ。その上、良心の呵責を背負って！

　外国を流離っても、それは悲惨ですわ。更にそれでも捕まってしまうわ！」

ファウスト

「私が一緒にいるさ」

マーガレット

「早く！　早く！

　哀れな赤ちゃんを救い出して！

　さあ！　小川沿いの道を上に行き、橋を渡り、森に入った左手の池の下に置いてあるわ。

　すぐに掴まえて！

　浮かび上がろうとしてまだ蠢いています！

　助けて！　助けてあげて！」

ファウスト

「しゃんとしろ！

　たった一歩で自由になれるのだよ！」

マーガレット

「この丘を越えたいわ！

　私のお母様が石の上に座って、冷たい手で私の髪を掴むわ！

　私のお母様が石の上に座って、首を横に振るわ。合図もしない、首を縦に振らない。頭が血塗れね。長いこと眠っていて二度と起きることは無いわ。

　私達が楽しむために眠っていたのね。あの時は幸せでした！」

ファウスト

「助けようとこれだけ頼んでもダメなら思い切って運び去るしか無いようだ」

マーガレット

「イヤ！　暴力は止めて！

　そんなに強く掴まないで！

　あなたの愛のために全てを捧げたのに」

ファウスト

「夜明けが来た！　可愛い子！　さあ逃げるぞ！」

マーガレット

「夜明け！　日が出た！　最後の日が来たのね。

　私の結婚式の日はこうであったのに！

　人っ子一人、グレーチェンの所へ行ったなんて言わないわ。

　私の花冠は引き裂かれたわ！

　そんなこともあったわね！

　私達は再会するでしょう。

　でもそこは踊場では無いわ。

　群衆が責め立てて、何も聞こえないわ。

　広場、道路。信じられないわ。

　鐘が鳴り、小枝が折られるのね。

　掴まれて縛られるのね！

　処刑台に据えられる。

　見物人は、私を切り落とす先鋭の刃物を自分の首に感じているのね。

　何も聞こえない。世界は墓場のように沈黙している！」

ファウスト

「ああ、耐えられない！」

メフィストフェレス（外に現れて）

「出ましょう！　あなたまで酷い目に遭いますよ。

　何を下らないことで躊躇うのですか！　迷っている暇はありません。お喋りはここまでです！

　私の馬が戦慄いている。夜明けだ。朝が来た」

マーガレット

「何が大地から突き出てきたのかしら？

　あれ！　あの人！　彼を叩き出して下さい！

　この神聖な場所で何がしたいの？

　私の命が欲しいのね！」

ファウスト

「君を死なせて堪るか！」

マーガレット

「神の裁きを！　私はあなた様に託します！」

メフィストフェレス（ファウストへ）

「こっちへ！　さあ来て！　さもないと、この窮地に置き去りにしますよ」

マーガレット

「主よ！　私をお救い下さい！

　天使よ！　聖なる群れよ！　重なり合って私をお守り下さい！

　愛する人！　私はあなたが恐ろしい」

メフィストフェレス

「裁かれたか！」

声（上から）

「彼女は救われた！」

メフィストフェレス（ファウストへ）

「こちらへ！」

（ファウストと一緒に退出）

声（内部から消え行きながら）

「祝福せよ！　祝福せよ！」

（第一部完）


悲劇　第二部

第一幕

優雅な土地

　ファウスト、花の咲き乱れる草むらに疲れた体を預け、なんとか寝ようとする。

　黄昏。

　小さな形状で優雅に浮かび漂う精霊の輪。

アリエル（アイオロスの竪琴による伴奏で歌う）

「花々が春雨のように全てのモノに浮かび落ち、田野の緑の祝福は地上で生まれたモノへもたらされる。小さな妖精の偉大な心は助けられるモノの所へ急ぐ。

　神聖であろうが邪悪であろうが、不運な人類を嘆く。

　この人の頭の周りに浮かび漂い、高貴な妖精の調べを奏でよ。

　憤怒の束を鎮め、激しい痛みの矢を取り除き、内なる恐怖の経験を浄化せよ！　

　夜は四つの間で分かれている。

　今、遅滞無く、親切を満たそう！

　最初に彼の頭を冷たい枕に押さえ込み、レーテの露の風呂に入れよ！

　痛みは遠からず麻痺し、節々の強張りも日に日に休息で弱まるだろう。

　妖精が最高の義務を達成する。

　彼を聖なる光へ帰すのだ！」

合唱（個々に、三々五々に、交互に集まって）

「生温い空気が満ちて緑の場所へ至れば、甘美な香りが黄昏時に霧の洞窟へと落ちて行く。舌足らずに仄かに甘い平穏を説くと、心は揺さぶられ子供のように鎮まる。疲れた人の目の傍で昼の門は閉ざされる。

　夜の帳は既に落ち、神々しい星々が繋がり合う。

　大きな光と小さな火花が閃き、此方と彼方で光り輝く。

　湖の水鏡に輝き、天上で浄く輝く。

　最深の幸せな休眠は封じられ、満ちた月が煌びやかに支配する。

　既に死ぬ時間であり、痛みも愉悦も消え失せる。

　前進せよ！　お前は治癒される。

　新しい日の眺めを信じよ！

　谷は緑、丘は膨潤。茂みの影がある。

　銀の波が揺れ、農作物の収穫期が押し寄せる。

　志を望み、素晴らしき場所へ至れ！

　お前は静かに締め付けられた。

　眠りは殻だ。破り捨てよ！

　不遜に境界を犯す群衆は邪魔なので掃引せよ。

　全てを高貴にして、素早く理解するのだ」

（途方も無い轟音が太陽の接近を知らせる）

アリエル

「耳を傾けよ！　ホーライの嵐を聞くのだ！　　

　霊の耳は共鳴し、既に新しい日を生んでいる。

　フォボスの車輪はバチバチ鳴り、岩戸は激しく軋む。何と光は轟音をもたらすか！　

　トランペット、トロンボーンは鳴り響く。目は瞬き、耳は仰天。前代未聞の音は聞こえない。

　花冠は滑り落ちる。深く、より深く、黙々と岩間と葉群の間に宿る！

　音が当たれば耳をつんざくだろう」

ファウスト

「生命の脈動が鮮やかに打たれ、天上の黄昏が優しく歓迎をする。

　大地よ。夜も安定して呼吸し、新しく颯爽と私の足下へ来るのか。熱意で私を取り囲み始めたか。

　お前は強い決意の下、最高の存在として不断の努力をするのか。

　夜明けに光が世界に解放される。森林には幾千もの生命の声に合わせて谷へ霧の断片が注ぐ。

　空の清らかさは深部まで降り立ち、枝が溌剌とする。疲れて眠っていた深淵から香りが届く。

　鈍い葉や、うろたえる真珠から滲み出た澄んだ色が染め上げる。

　私の周りは全て楽園のようだ。

　見上げよ！　偉大な山脈の頂が最も厳粛な時間を告げる。

　永遠の光が降り注ぎ、我らは浴する。

　今、アルプスの低い緑の大草原に新たなる明瞭な施しがされて、徐々に光が満ちる。

　太陽が姿を現す！　しかし生憎、私は目が見えない。光が目に染み込む痛みから背を向ける。

　そして大願が最高の志となり、成就の門が発見され翼を広げる時となる。

　しかし今、永遠の分別から過大な炎が吹き上がる。それに我らは圧倒される。

　生命の松明を灯そうとしたが、火の海に抱擁されてしまう。その意気込みの炎よ！

　それは愛か憎悪か。もつれる沈痛と快楽を交互に繰り返し、偉大な大地を顧みて若々しいベールで引き揚げるのか？

　太陽に背中を向けよう！

　岩礁に轟く滝を見ると喜悦が高まる。

　滝は流れ落ち、幾千もの流れが今、押し寄せる。大気に飛沫が舞い響く。

　何と素晴らしい嵐が跳ねるのであろうか。

　カラフルな虹が変化して、綺麗になったり虚空に消えたりして涼しい香りを漂わせ、戦慄させる。

　それは人間の苦心を反映した鏡である。

　更に正確に人間の精神というモノが理解出来るであろう。

　虹の色は我らの命を表現する」


皇帝の居城

玉座の広間

　大臣、皇帝を待つ。

　トランペットが鳴る。

　全ての廷臣、立派な衣装で進み出る。

　皇帝、玉座に着く。右手には占星術師がいる。

皇帝

「愛すべき忠実な皆よ。様々な場所から良く集まってくれた。

　賢者は余の傍らにいるが、あの道化はどこへ行った？」

貴公子

「陛下の外套のすぐ後ろにある階段で倒れていました。あの肥満体は運び出しておきました。

　死んでいたのか酔っ払っていたのか分かりません」

第二の貴公子

「そうしたら、とんでもない勢いで他の男が迫って来ました。

　あくどいほど上手く着飾っているので、皆が滑稽に思うほど奇妙です。

　敷居で衛兵が、十字にした矛を使って押し返そうとしていますが、ああ、臆面も無く戯け者が入ってきました！」

メフィストフェレス（玉座に跪き）

「呪われても常に歓迎されるモノは？　

　希望されて常に追いかけられるモノは？　

　絶えず寵愛を受けるモノは？　

　激しく叱られ侮辱されるモノは？　

　陛下が召喚出来ないモノは？

　誰もが好んで名を呼ぶモノは？

　玉座の階段に近づくモノは？

　追放するように自分自身で仕掛けたモノは？」

皇帝

「そのような台詞を言うな！　

　ここは謎解きをする場所では無い。

　それはここにいる者の仕事だ。

　自分で解け！　そうすれば聞くこともやぶさかでない。

　前の余の道化はもう遠くへ去ったようだ。

　アイツの代わりにお前が余の傍に来るが良い」

（メフィストフェレス、登って皇帝の左に控える）

群衆の呟き

「新しい道化か。面倒だな。

　どこから来たのだ？　どうやって入ったのだ？　　

　前の道化は失せた。死んだのだ。

　アレは樽だった。新しいのは削り屑だ」

皇帝

「まあ良い。愛すべき忠実な皆よ。様々な場所から良く集まってくれた！　　

　良い星回りの下、集まって貰ったのは他でも無い。幸福と救世の証拠があるのだ。

　このような日は心配など放り捨て、髭や被り物を纏って陽気に楽しむべきだろう。それなのに、なぜ思い詰めて評定をせねばならないのだ？　　

　そなた達がどうしてもと言うから評定を開く。異存は無いな」

首相

「最高の美徳が光輪のように陛下の頭を囲っています。陛下だけがその美徳を有効に行使出来るのです。

　それが正義！　全ての人類が愛し、願い欲する欠きがたい願いです。それは陛下の御意向次第でございます。

　ああ！　国民は心に分別を、心に善を、手に熱望を求めはするものの、いやはや。悪が培養されて国が根っから吹き荒ぶ状態であります。この邪悪は精神が何の助けになるでしょうか？　　

　この高みから国内を見渡すと、酷い悪夢のようであります。異形が闊歩して不法が法を押し退けて、誤謬がそこかしこに広がっております。

　家畜を奪い、女子を犯し、祭壇から杯、十字架、燭台を略奪する。そして長い間お咎め無しの状態を誇っているのです。

　今、法廷には告訴人が押し寄せています。裁判官達は自分の地位を誇示しておりますが、押し寄せる雑踏が増長して革命が起きんばかりの勢いです。

　恥と冒涜を叩かなければなりません。奴らは地位ある者と共謀して大手を振って罪を犯しています！　無実のモノは自分で身を守るほか無いのです。

　こうして世界は切り崩され、万事の理が破壊されるのです。

　そのような状態で、正しい感覚を磨き導くことが可能でありましょうか？

　最近では善人もおべっかを使うモノや賄賂を贈るモノに偏り、公正な裁きの出来ない裁判官が犯罪者の仲間になる有様です。

　出来ることならこの酷い世間をという絵を塗り潰したいほどであります。

（一区切り）

　どうか御英断を。

　どんな害も苦しみも、陛下の威儀すら剥奪されかねません」

将軍

「日に日に不安定な世になっています！　　

　誰もが殴り合い、斬り合い、命令に耳を貸さない有様です。

　市民は城郭の背後に隠れ、砦の騎士達は共謀して徹底抗戦をしています。

　傭兵は己の報酬をせっかちに要求し、金を貰えばサッサと去る。それどころか狼藉をする有様です。

　禁じようモノなら蜂の巣を突いたような惨事になるでしょう。

　彼らが守るはずであった帝国は略奪され荒廃しています。国土の半分は手の施しようの無い有様です。

　他国の王も、この乱世の対策をしていません」

出納官

「同盟国が何だと言うのだ！　　

　約束された義援金など水が止まった管のようなモノだ。

　ですが陛下、この広い国家は誰の所有に陥っているでしょうか？　　

　どこへ参じても新参者がのうのうと暮らし、傍観せざる得ない有様です。

　もう我らのほとんどの権利が打ち捨てられ、形骸化しています。

　昨今、どの党も最早信頼に足るとは言えません。

　叱っても褒めても、熱愛にも憎悪にも無関心です。

　皇帝派も教皇派も隠れて休憩をしています、

　こんな状態で誰が隣国に救いの手を差し伸べるのでしょうか？

　どの国も自身のために精一杯です。

　金融は停滞しています。誰もが引っ掻いたり足掻いたりして金を集めますので、我らの国庫は儚く空っぽです」

元帥

「私もまた酷い惨禍を経験しております！　　

　毎日倹約を致しましても出費は日に日に多くなります。連日、新たな頭痛の種が出来る有様です。

　幸いにも料理に不自由はしておりません。

　猪、赤鹿、野兎、ノロ鹿、七面鳥、鶏、雁、鴨などの現物は割と入ってきます。

　しかしながら、葡萄酒の貯蔵は尽きました。

　以前の地下室には酒樽が山のように積み重なって、銘柄も豊富でした。しかし貴族の方々が果てしなく饗宴を続けて最後の一滴まで飲み干されました。

　市の倉庫を頼ってみると、ジョッキやカップで飲んでいて、机の下へ零す有様です。

　更に支払いは直ちにしなければならない状況です。

　ユダヤ人は容赦無く前貸しの分を請求してきます。豚は肥る余裕も無く、ベッドの枕まで担保にされ、パン代すらも未払いです」

皇帝（少々思案した後、メフィストフェレスへ）

「道化よ。お前も何か不満があるか？」

メフィストフェレス

「私ですか？　全くありません。陛下の威厳と信頼を以て命ぜられれば、抵抗するモノを打ち払う準備は出来ておりますよ？　　

　人徳、逞しい頭脳、活力を併せ持った立派な家来がいらっしゃるでしょう？　　

　どんな厄難も暗黒も、星の輝きが照らすでしょう？」

呟き

「曲者だ。勝手を知ってやがる。

　長々と。嘘つきめ。

　手の内は分かっているぞ。何を隠しているのか。

　そして何だ？　次の策略をお聞かせ願おう」

メフィストフェレス

「この世界に『不足』は消えませんよ？　　

　これが無い。それが無い。しかし金が無い。

　確かに金は土間から湧くモノでは無い。

　しかし、知恵を働かせれば深淵から持ってくることも可能です。

　山の鉱脈や壁の基礎から金貨や地金が見つかるのですよ。そして誰にそれを頼むかをお尋ねになるでしょう。

　それは天から与えられた男の才能と精神力であります」

首相

「才能と精神か。キリスト教徒と対話する気は無いようだな。

　そう言う無神論者の弁舌は危険極まり無いので焼き殺すしか無い。

　才能は罪悪、精神は悪魔。この二つの懐疑の間に産まれるのは歪なフタナリだ。

　それらは我らに関係無い！　伝統ある帝国の領地と玉座は二つの種族が産み支えているのだ。

　聖人と騎士がそれである。

　彼らはどんな嵐にも耐え、その報酬として教会と国土を運営しているのだ。

　混乱の精神が雑多な群衆の反発を引き起こすのだ。

　それは異端者！　魔法使いだ！

　奴らが都市や国土を腐らせる。

　臆面も無い悪ふざけで、お前はこの高貴な場所を燻すのか？

　貴殿達もこの狂人と同じ思想をお持ちではありますまいな」

メフィストフェレス

「なるほど、やはり立派な学者様ですな！　　

　あなたが触らぬモノは何マイルも離れている。あなたが纏めないモノは存在しない。あなたが数えないモノは現実では無い。あなたが量らなかったモノは重さが無い。あなたが鋳造しなかったコインは通用しない。そう言うことですね」

皇帝

「言うだけ言っても、我らの欠乏は終わらない。今更、四旬節の説教は聞きたくは無いぞ？　　

　もうアドバイスなどは耳にタコが出来るほどだ。

　金が無いのだ。作れるモノなら作ってくれ」

メフィストフェレス

「お望み通り作ってみせましょう。いや、それより多く作ってみせます。

　それは簡単ですが、その簡単なことが難しいのです。

　金は既にそこにありますが、手に入れるためには術が要る。どなたがそれに取りかかりますか？　　

　お考え下さい。恐怖の洪水が音を鳴らして押し寄せ、土地と民を溺死させました。パニックに陥った人々は最も大事なモノをそこかしこに埋め隠したのです。

　栄華を極めたローマ時代もそうでしたので、それ以降は昔も今も同じであります。

　それらの財宝は地中に静かに眠っています。その土地を持っているのは陛下の他ありません」

出納官

「道化にしては悪く無い意見だな。いかにも国土は古来より陛下のモノである」

首相

「悪魔が金糸で編んだ罠を置いているのですぞ。

　それは敬虔で正しいこととは思えませんぞ」

元帥

「もし宮廷に喜ばしい贈り物を持ってきたなら多少の不正は見逃してやろう」

将軍

「道化にしては利口だな。約束は履行出来るのか。

　軍人はどこから金が出てこようが気にしないのだ」

メフィストフェレス

「私が皆様を騙しているとお考えでしょう！　ならば、ここにいらっしゃる占星術師の意見をお聞き下さい！　　

　世界のことを隅から隅までご存知だ。

　伺いますが、今、天上の様子はどうでしょうか？」

呟き

「悪党が二人。謀っている。

　道化と夢想家。玉座に近いと言うのに。

　奏でる。歌う。

　道化が吹き込む。賢者が話す」

占星術師（メフィストフェレスの小声と同じことを喋る）

「太陽とは純金であります。水星は使者で寵愛と俸禄を求めます。金星は夫人で、朝の早くと夕の遅くに愛らしい姿を覗くことが出来ます。

　月は貞淑で酔狂な気紛れです。

　火星は飢えて皆様へ力任せに迫り来ます。

　そして木星は最も美しい輝きを保っています。土星は大きいですが、遠く小さく見えてしまいます。

　金属としての価値は低く、目方は非常に重いです。

　何より！　太陽と月が結合すると金銀が世界を明るく照らします。

　つまり全てを手に入れることが出来ます。

　宮殿、庭園、美乳、紅の頬、これらは最高の学者がもたらすことが出来るのです」

皇帝

「お前の声が二重に聞こえる。それでも余は確信出来ぬ」

呟き

「何を言っているのだ？　聞き心地の良い戯れ言だ。

　占星術。錬金術。

　しばしば耳に入るが。信頼出来ぬ。

　どんな奴が来てもな。品の無い奴だ」

メフィストフェレス

「皆さんはそこら辺で驚き立ち尽くし、価値ある拾得物の存在を信じないのですね。一方でマンドラゴラの戯れ言や黒い犬の噂は信じるのですね。

　ジョークを言ったり魔法を訴えたりするでしょうね。ですが、隔靴掻痒で足取りが危うくなるでしょう。

　神秘的な事象が起きる得ると感じていらっしゃるでしょう。永遠に自然を支配するモノが最下の領域から生まれます。その証が昇ってきているのです。

　もし、節々が痛み、得体の知れない感じがしたら、その場所を思い切って鍬で掘ると良いでしょう。吟遊詩人の亡骸があったり宝物があったりしますからね！」

呟き

「足が鉛のように重たいぞ。

　腕が痙攣する。痛風だろうか。

　足の親指に何かが這いずっているようだ。

　背中全体が痛い。

　そうすると、これが金銀財宝のたんまり埋まっている印なのか」

皇帝

「さあ急げ！　お前を逃がすモノか。お前が嘘つきで無い証拠を示せ。

　剣と笏を置いて余自らこの手で掘ってみせよう。嘘で無いならお前を褒める。大嘘であったらお前を地獄へ送ってやる！」

メフィストフェレス

「地獄へ行く道は存じ上げておりますし、誰もが辿る道でしょう。

　ですが、掘り起こされることを待っている宝を全て告げることは無理でございます。何しろ沢山あり過ぎますので。

　畝を耕す農民が、土塊と一緒に金のポットを掘り出しますし、膠の壁から硝石を取り出そうとして、金塊を発見して驚き喜ぶ貧乏人もいるのです。

　金庫室を爆破したり、谷や岩脈、あの世の傍まで出向いたりしなくても宝物にありつけるのです！　　

　古くて広い酒蔵には黄金のジョッキ、ボウル、皿がずらっと並んでいるのです。

　ルビー製のカップも置いてあり、おまけに古酒で潤っています。

　ですから、私の首を切らずに信じて下さいませ。

　腐った樽木の代わりに酒石が支えになっております。

　そのような高貴な葡萄酒の本質や金銀財宝が夜闇の恐怖を纏って点在しているのです。

　その道の探究者は怯まず進むのです。

　日中に見つけようとするのは悪手で、闇の奥深くにこそ良いモノが鎮座しているのです」

皇帝

「闇などどうでもいい！　何の助けになるというのか？　　

　価値のあるモノは明るみに出なくてはならない。

　誰が真夜中に曲者を詳しく調べられようか？　　

　暗闇では雌牛は黒く、猫は灰色に見えるでは無いか。

　よし、金がギッシリ詰まったポットを見つけてこい。

　鋤を持って掘り出してくるのだ」

メフィストフェレス

「御自身で鍬と鋤をお持ちになってお掘り下さいませ。陛下が野良仕事をなされますと、その影響で黄金の仔牛の群れが地面を割って現れますぞ。

　迷わずに掘れば陛下もお妃様も飾り、喜悦に包まれるでしょう。

　輝かしい色とりどりの宝石で、威厳と佳麗を増すでしょう」

皇帝

「すぐに掘れ、さあ掘れ！　一体いつまで待たせるつもりだ！」

占星術師（先ほどと同様に）

「陛下、そのような重大な案件は一度隅に置いて、過去の派手な喜びを思い出すのがよろしいかと。

　集中せねば目標に達することは出来ませぬ。

　まず、落ち着いて不信心を償った後、天上へ接すると良いと思われます。

　善を欲するなら、まず善を行うべきです。

　悦楽を欲するなら、まず己の血を鎮めるべきです。

　葡萄酒を欲するなら、熟れた葡萄を絞り器に入れるべきです。

　奇跡を欲するなら、己の信仰を強くすべきです」

皇帝

「それでは喜びの時を過ごそう！　　

　丁度良く灰の水曜日がもうすぐ来る。

　ならば何事も面白おかしく、謝肉祭を祝おうではないか」

（トランペット鳴り、退場）

メフィストフェレス

「努力と幸福が繋がっていることを愚か者は終ぞ知ることは無い。

　仮に賢者の石を得たとしても、賢者無くして単なる石だ」


立派な部屋を備えた広々としたホール

　仮面舞踏会のため、絢爛と飾ってある。

布告者

「ドイツ国内で悪魔、荒武者、死の舞踏をやろうと思ってはいけません。

　陽気なお祭りがお待ちしております。

　陛下はローマへの旅路で皆様に役立ち、楽しみになると思い、高いアルプスを越え陽気な国を見つけました。

　陛下は法王の靴に跪き、統治の権利を嘆願して王冠を持って帰られて来ました。その際、我らにもこの頭巾をもたらして下さった。

　我らは皆、新生したのです。

　上手者は心地よく頭から耳までこの頭巾を被るのです。

　確かに狂ったバカにも見紛いますが、この中では賢くいられます。

　沢山集まったようです。フラフラしているがい心地よく組み合わさっているようです。

　押し付けがましい聖歌隊がやって来ました。

　中も外も倦まず弛まずやって下さい。

　結局は、死者も生者も十万の悪ふざけで、唯一の大バカ者なのですよ」

女の庭師（マンドリンの伴奏で歌う）

「今夜、皆様の喝采を得るために、我らフィレンツェの若者は着飾り、壮麗なドイツの宮廷へ参上しました。

　茶色の巻き毛を被り、多くの明るい花で飾ります。

　絹糸、絹片をヒラヒラと手元で遊ばせています。

　この造花は称賛に値します。燦々たる花盛りは一年中でございます。

　あらゆる色づいた切り屑を左右対称に置いてみました。

　好ましい一片を全体に調和させて惹き付ける楽しみがありますよ。

　可愛く見える、凛々しい我ら庭師。

　なぜなら女性の気質は芸術と密接しているのですから」

布告者

「カラフルな花で満たされた篭を頭に冠したり、腕に下げたり。お好みの花をお選び下さい。

　急いで下さい。木の葉の回廊が暴かれて庭になる前に！　　

　周りの群衆は雑貨商の立派な物資を扱いますよ」

女の庭師

「陽気な場所で花を売り捌きます。でも、値切るのだけは止めて下さいね！　　

　お買い上げされた花の名は、全て添えてありますよ」

実の付いたオリーブの枝

「どんな花も私は羨みません。諍いは全て御免被ります。

　凡そ、私の性分に合わないのです。

　私は土地の真髄を確保します。誓いの下、全国土の平和の象徴となるからです。

　今日は皆様の凜とした頭を美しく飾りたいのです」

名誉ある花輪（黄金色）

「ケレスの贈り物はあなた方を磨いて、可愛らしく、愛らしくさせるでしょう。

　最も望ましく有益な美を添えるでしょう」

想像の花冠

「ゼニアオイに似たカラフルな花々が苔の中から素晴らしく突き出ています！　　

　自然ではこのような花はあり得ませんが、流行がこのようなモノを作り出させるのです」

想像の花束

「私の名前を教えることはテオフラストスでも出来ないでしょう。

　ですが、ほんの少しでも私を髪に織り交ぜて、心の余白に置いて頂けると幸いです。

（誘う）

カラフルな空想の花を咲かせましょう。日々の流行に沿って咲きましょう。自然には咲かない奇妙な造形を顕すのです。

　緑の茎に黄金の鐘を付けた豊かな巻き毛を見て下さい！」

薔薇の蕾

「しかし、我らは隠れたままでいるのです。

　私達を発見する人は爽やかな幸福に包まれるでしょう。

　夏が本格化すると、薔薇の蕾は切なくなる。誰が幸福無しで耐えられるでしょうか？　　

　約束と履行。思慮深い花の国は目と精神、心をも同時に支配するのです」

（女の庭師、緑の葉の中で己の雑貨を選り好みして整理する）

男の庭師（テオルボの伴奏で歌う）

「花は静かに萌え出でて、魅力的に頭を飾ります。

　果実は唆しません。思う存分味わって下さい。

　浅黒い顔でサクランボ、モモ、スモモを提供します。お買い求め下さい！　目で見るだけで判断しないで下さいませ。舌で判断して下さい。

　いらっしゃい。美味しい完熟の果物を召し上がれ！　　

　薔薇は詩になりますが、リンゴは齧り付くモノです。

　さあ、豊かな若い花はいかがでしょうか。沢山の熟した果実を隣に陳列しましょうね。

　面白い枝の下で装飾された東屋の湾曲部で、全てが一緒に見出せます。

　蕾と葉と花と果実です」

（ギターとテオルボの伴奏で聖歌隊が交互に歌う。己の商品を段々に陳列し、客を呼ぶ）

　母とその娘。

母

「娘よ、あなたがこの世に生を受けた時、小さな帽子を被せてあげたのよ。

　それはそれは愛らしい顔で、体は小さくて柔らかかったのよ。

　すぐに、あなたの花嫁姿を想像したのよ。そして裕福な人と結婚するのを夢見たわ。

　でも！　今では多くの歳月が徒に過ぎ、金蔓の群れが消え去ってしまったのよ。

　颯爽と雅な社交界でダンスをしたり、肘で合図をしたりしたのよね。

　祭りも催してみたけれど、結局ダメだったわね。罰ゲームをしても誰も絡んでくれなかったわね。

　今日は何でもありよ。股を開いて愛すべき人を探し出してモノにするのよ」

　若くて綺麗な相方が加わり、秘密のお喋りを高らかにする。

　網を持った鳥刺し、釣り竿等、様々な道具を持った漁師登場。美しい娘達の間に交ざり、交互に射止めようとしたり逃げたりして楽しい会話のチャンスを作る。

木こり（粗野で厳つい歩みで登場）

「邪魔だ！　退いた！　　

　場所が要るのだ。俺達が木を伐り倒すとドスンと轟くのだ。

　そして背負えばそこかしこにぶつかるぞ。

　俺達がもたらすモノは清いモノだ。

　粗野な俺達の働きが無ければ国は回らないし、社交界の奴らも冗談の一つも言えなくなるぞ？

　教わらなかったのか！

　俺達が汗をかかないとお前達は凍え死ぬのだぞ」

道化師（不格好に、本当に愚かに）

「あなた達は本当にバカですな。猫背で生まれて来たのですね。

　私達はスマートで、そんな重いモノを背負ったことなど一度も無いですぞ。

　私達の帽子、上着、ボロ切れは軽くて簡単に運べますよ。

　満足して常に安閑としてスリッパのままで市場や人混みに行って、ぽかんと突っ立って喜びの声を上げるのです。

　雑多な輩の中でその様な声を上げて騒ぎ、一緒に仲睦まじく飛び跳ねるのです。

　あなた達が褒めても叱っても私達は受け入れますよ」

居候（嫌らしくおべっかを使って）

「あなた方の立派な背負い手や、義兄弟の炭焼き職人の殿方達は猫背で頷きますね。遠回しな空念仏を唱えたり、茶化したり冷やかしたりしますが、一体何の手助けになるのですか？　　

　もし恐ろしい火が天から降ってくるなら話は違いますが、炭が無ければどうやってストーブに火が付きますかね。

　だから煮炊きが出来るのですよ。

　真の美食家なら肉や魚の種類が匂いで判断が付くのです。

　そうすればどんな恩人の食卓に呼ばれても困りはしませんモノね」

酔っ払い（思わず）

「今日は嫌がらないでくれ！　　

　気安く、心置きなく、全く良い気持ちだ。

　この俺が清爽な空気と陽気な曲をここへもたらしてやったのだぞ。

　さあ飲むぞ！　飲めるぞ。飲もうぜ！　　

　咥えろ！　さあ、飲め。飲むのだ！

　こっちへ来いよ、さあここだ！

　飲み干せ。ああ、良い感じだ。

　俺の女房は叫んで怒り、俺の自慢の一張羅が気に食わないらしく、どんなに自慢しても仮のハンガーだと罵倒しやがった。

　だが俺は飲む！　飲むぞ、飲むぞ！

　杯を交わすぞ！　さあ、飲め！

　ハンガーが何だ。一発ヤるぞ！

　音が鳴ればそれで終わりだ。

　世迷い言だと思うなよ。俺はここが気に入っているのだ。

　宿主が貸してくれないなら女将さんに借りるさ。それでもダメならメイドに借りるさ。

　ずっと飲むぞ！　何が何でも飲み続けてやる！

　みんな来い！　さあ飲め、飲むのだ！

　みんな！　将来へ乾杯しよう！

　そうだ。その調子だ。

　俺がどこで何をしても気にするな。

　寝たい所で寝るのだ。何しろ万事どうでも良くなってきたからな」

合唱

「同胞達よ、さあ飲め、飲め！　　

　上も下もさあ乾杯だ。飲め！　　

　親の脛をしっかり囓ってさあ座れ！　　

　机の下の奴らはそのままで良いぞ」

（布告者が自然詩人、宮廷詩人、騎士詩人、官能詩人、愛好詩人などあらゆる種類の詩人を紹介する。我先に吟じようとして大混雑。一人が数語述べて静かに退場）

風刺作家

「私のような詩人が一番喜ぶことを知っていますか？　　

　人っ子一人聞きたがらない歌唱やスピーチをすることですよ」

（夜の詩人と墓の詩人は新生した吸血鬼の会話で盛り上がる。新しい型の詩が発展する。仕方が無いので布告者は次の呼び出しには応じるように説得。ギリシャ神話の人物を呼び出す。現代の仮面を被っているが、品の良さは失っていない）

　優雅の三女神カリス。

アグライア

「生に美をもたらしたのは私です。

　呈上する際にも優雅にしなさい」

ヘゲモネ

「頂戴する際にも優雅にしなさい。希望が叶うことは幸いです」

エウプロシュネ

「静かな日々で最も優雅なのは感謝です」

　運命の三女神パルカ。

アトロポス

「今回は最年長の私が糸を紡ぐために招待されました。

　命の糸はか弱いので、良く心がけなければなりません。

　柔らかく良く曲がるように最高級の亜麻を選り分けてきました。

　滑らかにすらっと仕上がるように念入りに指で取り捌きます。

　遊びも踊りも過度に望んではいけませんよ。この糸の限界を考えて下さい。御注意を！　切れやすいのですからね」

クローソー

「ご存知でしょうけれど、最近、私の手にはお馴染みのハサミがあるのです。

　なぜなら姉アトロポスの振る舞いを皆様が快く思っていないからです。

　役に立たない糸の筋を違えて、長々と光と空に繋ぎ、最も輝かしい希望の糸を切って墓へ引きずるのです。

　しかし私も若さ故の過ちを何百も犯しました。

　今日は過ちを犯さないように、ハサミを鞘に仕舞っています。

　この場は手厚く見守るだけにします。

　今は自由な時間です。さあ、どんどん遊びなさい」

ラキシス

「私だけが思慮深く、秩序を司ります。

　私の相棒は常に働き続け、無闇に先を争うことはありません。

　糸は行き、糸は帰る。正しい軌道に導き、一つも彷徨わせません。輪になっていなさい。

　もし、私が気を緩めると、世界が恐怖に包まれるかも知れません。

　時を操り、歳月を争う。機織は一道を受け入れるのです」

布告者

「皆さんがどんなに学究的であって古い書物に精通していても、これから登場する人々は分からないでしょう。

　とんでもなく邪悪なことをするのですが、呼ぶだけならありがたいお客様です。

　復讐の女神達です。美形で端正で親切で若い、と誰もが思うのですけれどね。

　しかし、すぐに知るでしょう。ハトのようだが蛇のように咬むとね。

　確かに狡い奴らです。しかし今日はバカ者が自分の欠点を大声で言う日なので、天使という名声を欲したりせず、町や村を襲う黒死病だと告白します」

　復讐の女神達。

アレクト

「誰が私達の代わりにあなたを助けるでしょうか？　信頼して下さいな。こんなに美人で若くてフワフワした仔猫のようなのに。

　あなた達の中で愛しい人を持っている方は、見つめ合って耳をそっと撫でるのです。

　彼女達は同時に様々な人に色目を使うのです。頭はバカで、背は曲がって、足は引きずっています。新婦になっても何の役にも立ちません。

　今度は新婦に良いことをお教えしましょう。

　数週間前に友人になったあの人は暴言を吐いていました！

　和解しても何かしらシコリが残るでしょう」

メガイラ

「冗談でしょう！　結ばれたら私の番です。どんなに最上な幸福も『気紛れ』という毒を一服盛ります。

　人間は不平等ですし、時間も不調和です。

　そして誰もが望んで得たモノを揺るぎなく抱いていないのです。そして更に憧れのモノを望む困難に陥り、最高の幸福すら慣れて飽きてしまうのです。

　太陽から逃げ、霜を暖めるようですね。

　私は良くこのことを知っているので、アスモデウスという相棒を連れて丁度良い頃合いに不幸の種を播きます。そうして世界中のカップルの仲を破壊するのです」

ティシフォネ

「裏切り者には毒を盛り、短剣を研いで待ち構えます。毒舌の代わりにね。

　後から他の女を愛するのなら、全てを破壊し尽くしますわ。

　甘い瞬間も胆汁の飛沫へと変えるわ！　　

　値切れないし、駆け引きも出来ない。

　だから彼は自滅しました。

　絶対に許しません！

　崖に私の痛嘆を訴えれば、『復讐』と答えが響いて返ってきます！

　女を取っ替え引っ替えする奴は生かしておけない」

布告者

「少し横へずれてくれませんか。今、毛色の変わった方がいらっしゃいました。

　山が迫ったような方です。派手な絨毯を揚々と掲げています。長い牙と蛇のような胴体、神秘的ですので手がかりを御覧入れましょう。

　襟首には可憐で繊細な女性が鎮座して、細い鞭で正確にこの山のような化け物を操っています。

　一方、上には華々しく崇高な人が立って、燦々たる輝きを辺りに撒き散らしています。

　横には鎖で繋がれた気高い女性がいますが、一人は怖がり、もう一人は喜んでいます。

　一人は自由を欲し、もう一人は自由を感じているのです。これが誰だか御教授願いましょう」

恐怖

「燻る松明、ランプ、蝋燭が混沌とした祭りに明け暮れる奴らの中で光り続けています。

　朧の間に葬って下さい。ああ！　キツく鎖で繋がれています。

　去れ。バカげた戯れ言を垂れ流す輩よ！　　

　お前の薄笑いが疑わしい。

　今夜、私の敵が衝動に駆られてやってくるでしょう。

　おお！　友が敵になりました。あの仮面は既に知っています。

　彼は私を暗殺しようとしました。今は隠れて逃げて行きます。

　ああ、どこでも良いから、世界から逃げ出したいモノです。

　しかし、破滅の恐れがあります。煙霧と不安の間で苛まれます」

希望

「やあ。親愛なる皆様！　　

　昨日今日と変装してお楽しみでしたね。ですが私には全てお見通しですよ。

　朝、皆様は化けの皮が剥がれるでしょう。

　そして松明の灯りでは特に満足はしませんが、陽気な日には全て自分の欲望に忠実な行動をします。ある時は社交的に、またある時は一人で、と言った具合にね。休日は美しい草原をぶらつき、行動したい時に遊んで、左扇な人生を送りたい。決して困窮せず、不断の努力をします。

　我らはどこへ行っても歓迎されるお客です。臆すること無く仲間になれます。

　恐らく、どこかで最高のモノを見つけることが出来るでしょう」

思慮

「人間最大の敵の二つ。つまり恐怖と希望を鎖に繋ぎ、社会から隔離しますよ。

　場所を空けて下さいな！　あなた方は助かったのです。

　生きた巨像が塔を背に乗せています。そして私が鳶職人のように導きます。一歩一歩倦まず弛まず、険しい道を進みます。

　しかし、あそこの頂点には機敏に広げる翼を持った女神が獲物を仕留めようと、隙を窺っています。

　あの女神は威風堂々と遠くまで燦々と輝き照らしています。

　勝利の女神と呼ばれてあらゆる活動をしています」

ゾイロスとテルシーテース

「ほう！　ほう！　丁度良い頃合いだな。どいつもこいつもお粗末だ！　　

　けれども俺の目標は上の方の勝利の女神だ。

　白い両の翼を広げ鷲のように羽ばたいて、全ての民と国を見聞きしたと考えている。

　しかし、称賛に値する成功も直ちに怒りをもたらすのだ。

　低いモノは高く、高いモノは低い。曲がったモノは真っ直ぐ、真っ直ぐなモノは曲がる。そうすれば俺は元気になれる。地上全てがそうなって欲しいのだ」

布告者

「ここで会ったが百年目。この悪党め。この棒の神業を受けるが良い！　　

　直ぐさま身悶えしろ！　　

　ドワーフ二体分のお前をサッサと忌まわしい塊に固めてやる！　　

　ああ、奇跡だ！　塊が卵になったぞ。蠢く卵が破裂して二つに割れた。

　双子が生まれ落ちたぞ。毒蛇とコウモリだ。

　毒蛇は埃の中を這い蠢き、コウモリは天井へ腹黒く舞う。

　急いで外へ出てまた合流しようというつもりだな。

　全く関わりたく無いぞ」

呟き

「さあ！　既にあそこで踊りが始まっていますよ。

　イヤ！　もう沢山だ。

　感じるか。不気味な蛮族がしがみついているようだ。

　頭の上をぶっ飛んでいやがる。

　足下に何かいるぞ。

　傷つけられた訳では無いらしい。

　皆が怯えている。

　遊びが台無しだ。

　この畜生が望んだのだな」

布告者

「布告者は仮面舞踏会の役目のため、門を一心に見張ります。この面白い場所へ腐りやすいモノが入らないように揺るぎない精神でいるのです。

　しかし、窓から幽霊が入って来ないか心配なのです。呪術を使って退散させる術を知らないのですよ。

　あのドワーフも怪しいモノだ。おお！　あそこに力強い奴がいるようだ。

　あの造形の心を法の下により顕したいと思います。

　しかし、理解し得ぬモノは説明出来る訳が無い。

　どなたか教えて頂けませんか！

　彷徨う群衆の中に何かが見えますか？

　四頭立ての壮大な馬車が、何もかもをすり抜けて移動しています。

　見た感じ、不思議と群衆を押し退ける訳では無いようです。

　遠方には色づけられた瞬きがある。カラフルな星が揺らめき輝き、幻想的なランタンのようです。馬車は嵐のように荒い鼻息を立てています。場所を空けて下さい！　ゾッとしますよ！」

男児の御者

「止まれ！　　

　馬よ、翼を閉じろ。手綱には慣れているぞ。完璧にな。私が拍車を掛けたら唸れ。

　この場所に名誉あれ！　　

　周囲を見よ。崇拝者達がどんどん増えて円の周りに円を描く。

　布告者よ！　あなたのやり方で我らが逃げない内に名前を呼んで頂けまいか。

　我らは『寓話』である。これで分かるはずだな」

布告者

「あなたをその名で呼ぶことは出来ません。物語ることはまだ出来そうですけれど」

男児の御者

「ならば、試してみろ」

布告者

「告白致します。

　まず、あなたは若くて美しい。

　あなたは思春期です。女性達はあなたの成人した姿を見たいと誰でも思うでしょう。

　あなたは将来、女を誘惑して連れ込む女たらしになるでしょうね」

男児の御者

「それは傾聴に値する言葉だね！　そのでっち上げの陽気な謎を解いてくれないか」

布告者

「暗黒の瞳は稲妻のように輝き、昏い巻き毛はジュエリーのリボンで引き立てられています！　　

　そして何と言っても双肩から流れるように纏っている紫色のボーダーと華やかな金糸で輝く小柄な衣装が素晴らしい！　　

　あなたは女の子を叱るかも知れない。

　幸せにしろ悲しみにしろ、今では女の子に声を掛けられるようですね。彼女達から恋のイロハを教えて貰ったでしょう」

男児の御者

「ふむ。ではこの見事な玉座の車駕は？」

布告者

「豊かで優しい王ではないでしょうか。寵愛を受けるのは幸せの極み！　　

　困窮する者へ目を向けて施しをするという純粋な喜びが彼の偉大な幸福でしょう」

男児の御者

「さあ、途中で止まらないで最後まで言え。正確かつ詳細に頼むぞ」

布告者

「あの威厳は説明出来るモノではありません。

　健康そうな丸顔。豊かな口許。花開く頬。ターバンの装飾の下に輝く眩いお姿です。

　豪奢なお召し物に御満悦のようです！　　

　端正な御様子に何か言うことがあるのでしょうか？　　

　君主とはあのお方のためにある言葉でしょうね」

男児の御者

「富の神と呼ばれるプルートス様だよ！　　

　皇帝陛下が切望されたから、壮麗なプルートス様がいらっしゃったのだ」

布告者

「ところで、あなたは何をどのようにするのでしょうか！」

男児の御者

「私は『無駄遣い』と『詩』だ。

　もし詩を吟じ終えたなら、私の自堕落は価値があったと言うことだ。

　私もプルートス様に負けず劣らず莫大な財を持っている。ダンスや饗宴で活気づけて飾り立てるのは私だ。持たざる者に施すモノが私なのだ」

布告者

「素晴らしい自慢ですね。ではあなたのお手並み拝見と行きましょうか」

男児の御者

「ここでちょっとパチンと鳴らすと馬車が眩く輝く。

　玉の緒が飛び出してきた！

（絶えず弾き出す）

　黄金の首飾り、イヤリングを取るがいい。

　この櫛や無傷の宝冠はいかがかな。最も貴重な指輪の宝石はいかがかな。

　時と場合によっては炎が吹き出す。どこかに火を付けられないか期待しながらね」

布告者

「うわ。群衆が我先に掴みにかかる！　　

　皆が男児の御者に殺到して姿がもう見えません。

　彼が宝石を夢のように弾き出すと、広い部屋中で奪い合いが始まります。

　おや、新しく口笛を吹いていますね。

　頑張って掴んだ惨めな稼ぎがヒラヒラと飛び逃げます。

　玉の緒は解け、手には甲虫が這っています。彼らは投げ捨てますが、哀れなバカの頭の周りで音を立てて跳び回ります。

　確かなモノを掴まえたはずが蝶でした。

　驚くほど大言壮語を並べましたが、与えたのはかすかな輝きだけでしたね！」

男児の御者

「私が思うに、あなたは仮面の人々の紹介は出来るようだが、真の人格を掘り下げることは出来ないようだな。それは宮廷の布告者がする仕事では無いようだ。

　どうやらもっと眼差しを研ぎ澄ます必要があるようだったな。

　まあ、私はどんな確執も避けたい。

　さあ、王様。あなたが喋る番ですよ。

（プルートスに向く）

　風を切る四頭立ての馬車をあなたは私に預けましたよね？

　喜んであなたのために導きましたよね？

　あなたの指示する場所へ赴きましたよね？

　大胆に翼を広げ、敵の大将首をもぎ取ってきましたよね？

　どんな戦いでもあなたのために常に勝利しました。

　あなたの額を飾る月桂樹も私が真心込めて編んだモノですよ？」

プルートス

「お前が私に証言を望むなら、快く答えよう。『精神の勇気の賜物』とな。

　お前は常に私の心を汲んで働き、私よりも裕福なのだ。

　お前の奉仕に報いた緑の小枝の前では私の王冠も霞むのだぞ。

　皆に私の本音を告げよう。

　『親愛なる息子よ。私はお前を寵愛する』とな」

男児の御者（群衆へ）

「私の偉大なプレゼントはもう手放してしまった。ほら！　もうばらまいてしまったのだよ。

　それらは皆の頭の周りで炎を上げて照り輝いている。

　炎はぴょんぴょん頭の上を弾み逃げる。熱烈な輝きは本当に短くて一瞬の花火のようだ。

　悲しいことに多くは燃え尽きるのだ」

女性の雑談

「あそこの四頭立ての馬車に乗っている人は間違い無く香具師よ。

　後の道化師なんて飢えと渇きでやつれているわ。見るに堪えないわよ。

　多分、引っ張っても気付かないのでは無いのかしら」

痩せ衰えた男

「離れろ。忌まわしい女共め！　　

　俺が望まれないのは百も承知だ。

　俺は女が囲炉裏を知った時には既に『強欲』と呼ばれていたのだ。

　あの頃は家庭というモノも良かったのにな。

　沢山収入があり、支出は一切無かった！

　食べ物と信仰のために働き貯めた。

　だが、それは病だったらしい。

　最近の女は節約という習慣を知らないらしい。タチの悪い支払人のように金が無いのに欲望ばかりだ。夫は借金の返済に苦しんでいる。

　食器洗いで稼いだ金を間男に貢ぐ。

　良く食べ、より一層酒を飲む。その保証人は厄介な野郎だ。

　そして金が更に欲しくなる。

　結果、性別が男になって『強欲』となった訳だ！」

女性の代表

「『強欲』の竜はお仲間でケチり合いなさいな。

　最後まで虚偽と欺瞞で満たされなさい！　　

　男を興奮させて、充分不快にさせているからね」

大勢の女性

「傀儡め！　金持ちを引っぱたけ！　　

　殉教の木が何になるのさ？　　

　私達はそのしかめっ面を避けたいのよ！　　

　その竜だって木材と厚紙で出来ているのでしょう。ぶち抜いてあげましょうか！」

布告者

「下がりなさい！　静かにしなさい！　　

　しかし、私の助けは必要無いようですな。

　ご覧なさい。憤怒の無形が素早く部屋を支配して、対の翼を広げました。

　憤然した竜が喉から灼熱の炎を吐きます。

　群衆は逃げ惑い、ここはすっからかんになりました。

（プルートス、馬車から降りる）

　王が堂々と歩まれる！

　王の手招きで竜は動き、黄金と『強欲』の入った箱を王の足下に置きました。

　何と不可思議なことでしょう」

プルートス（御者へ）

「これで、お前は余りにも重い役から解放されたのだ。心置きなくサッサと己の領域へ下がれ！　　

　ここはお前のいる場所では無い！　雑駁でけばけばしく猛烈な群衆がグロテスクな形容で辺りに集まっている。

　お前は素敵で明瞭な場所を見渡し、己のみを信頼出来る場所にいろ。『善』と『美』のみの孤独な場所！　そんな世界を創るが良い」

男児の御者

「あなた様を私に相応しい主と認めましょう。近しい親族としてお相手致しましょう。

　あなた様がいらっしゃる場所は財宝で満ち溢れます。私がいる場所には誰もが莫大な儲けを享受出来るでしょう。

　人はしばしば不合理な人生の選択を迫られます。

　あなた様側につくべきか？　私の方につくべきか？　　

　もちろん、あなた様側ならぼんやり休むことも出来ますでしょう。ですが私側では常に何かに追われるでしょう。

　私の所業は陰でこそこそ出来るモノではありません。呼吸をするだけで物語ってしまうのです。

　ではごきげんよう！　私の幸福を嫉まないで下さいませ。

　ですが小声でお呼びになれば、私はすぐに戻ってきます」

（御者、来た時と同じように退出）

プルートス

「さあ、遂に財宝の束縛を解き放つ時が来たぞ！　　

　布告者の杖を錠前に当てるだけで良い。

　おお、遂に開いたぞ！　見ろ！　真鍮の鍋には黄金が溢れ出すぞ。まず冠、チェーン、指輪が出てきた。

　黄金がうねって融けて、立派なジュエリーが貪り食われそうだ」

交代に叫ぶ群衆

「おお、見ろ！　井戸の水のように箱が縁まで満たされたぞ。

　黄金の器物が融ける。金貨を繋ぐ紐が転がり回る。

　真新しいドゥカート金貨が飛び跳ねる。おお。胸が躍るぞ。どれも私の欲望を具現化したモノだ！　　

　床に転がった。ガツガツ頂こう。

　這いつくばって拾い上げるぞ。金持ちになるのだ。

　電光石火の勢いでサクッと箱ごと頂いてしまおう」

布告者

「頭は大丈夫ですか？　平気ですか？　　

　これは単なる仮面舞踏会の余興ですよ。

　今宵はそんなに欲望を出してはいけませんよ。

　これが本物の黄金で、価値があると信じているのですか？　　

　こんなお遊びには小銭だって勿体ないですよ。

　皆さん、鈍臭いですね！　お遊戯が真実である必要などどこにもありませんよ。

　皆さんにとって真実とは何ですか？　自分の逸物が本物かどうか掴んでみてはいかがですかね。

　プルートスの仮面を被った仮面舞踏会の英雄様。ここから大衆を打ち払って下さいな」

プルートス

「君にはその杖があるでは無いか。ちょっと私に貸してくれ。

　これを熾火の中へ、スッと潜らせる。

　さあ、仮面を被った皆さん。ご覧なさい。

　ほら、火花が弾けて閃き、点滅して飛び散るぞ！　　

　杖はもう赤熱している。

　近寄ると容赦無く焦がされるぞ。

　さて、皆に近寄るぞ」

叫ぶ群衆

「うわ！　コイツは酷い。

　動ける奴は皆逃げろ！　　

　おい、下がれ。押すな！　　

　顔に火花が吹き付けられる。

　赤熱した杖が押し付けられる。ダメだ。俺達はもうダメだ。

　おい、下がれ。仮面の皆よ！

　おい、下がれ。少しは考えて行動しろよ！

　ああ、翼があれば飛んで逃げるのに」

プルートス

「ようやく奴らを押し出したぞ。焦がして退け人っ子一人いなくなった。

　群衆を脅して追いやった。

　秩序の誓約として目に見えない紐を張り巡らそう」

布告者

「素晴らしい手際と賢い仕事に感謝します！」

プルートス

「高貴な友人よ。まだ感謝は早いようだ。

　まだ多くの騒ぎが起きそうだ」

強欲

「これでいい。市井の暮らしの調査が出来る。

　女達は常に何かがあると野次馬になり、食べ物があれば盗み食いをする。

　俺も男として完全に錆び付いた訳じゃ無いぞ！　　

　素晴らしい女性はいつだって美しいモノだ。

　更に今日はコスト要らずで自信を持って活動出来る。

　だが、ここはとんでもない人混みだ。必ずしも全ての台詞が耳に届くとは限らない。知恵を使ってパントマイムで表現してみよう。

　手足のジェスチャーのみでは充分では無いだろうから、茶番を演じる努力が必要だな。

　この黄金を濡れた粘土のように扱おう。この金属はどんなモノにも変わるからな」

布告者

「この痩せこけたバカは何をやっているのでしょう！　

　この『強欲』のガキにユーモアは通じないのでしょうか？　

　黄金を練り粉にして捏ねています。奴の手にかかれば柔らかくなるようです。

　押したり固めたりしています。柔らかくなっていますが、なんとも不格好な形を保っています。

　女性達の方へ向かって行きます。皆、叫んでいます。なかなかいけ好かない振る舞いですね。

　腐った悪戯をかなりやっています。

　あの痩せ衰えた奴が風紀を乱さないか不安です。

　このまま黙ってみている訳には行きません。奴を追い出すために杖を返して下さい」

プルートス

「奴は外から何が来るか感づいていないようだ。

　奴にはバカな仮装をさせておけ！　　

　あんな悪ふざけをいつまでもやっている余裕は無いだろう。

　法は力強いが、欲求は更に強力だ」

混乱と歌

「野蛮な群衆が山頂と森の谷から否応なしに段々来るぞ。

　彼らは偉大なる牧神を讃えるぞ。

　誰も牧神の中の人を知らない。

　我らは円の中へ入って行く」

プルートス

「私はお前や偉大なる牧神を知っている！　　

　一緒に凛々しい足取りで色々やったのだ。

　私は秘密を良く知っているのだ。この狭く後ろめたい円を開けてやろう。

　幸運が付き添ってくれると良いのだが！　　

　不可思議なことが起きるかも知れない。

　奴らはどこを歩んでいるのが分かっていない。先見の明が無いのだ」

野蛮な歌

「着飾った庶民は金銀花だ！　　

　卑しく来るぞ。粗く来るぞ。高く飛んだり、勢いよく駆けたり、口汚く巧いこと歩み出た」

森の神ファウヌス

「ファウヌスの群れは浮かれて踊る。カシの花輪を縮れ毛の頭に乗せ、尖った耳は巻き毛から飛び出ている。鼻は潰れて顔は長いが、女性は嫌がらないモノだ。

　最高の女性も我らが踊りに誘うとあっさりと受け入れるのだ」

豊穣の化身サトュロス

「その後から山羊の足と干涸らびた脛のサトュロスのお出ましだ。げっそり痩せ細っているが、それが逞しい。シャモアのように山頂から愉快に動き回るのだ。

　爽快なる自由の空気を吸っている。女子供、紳士諸君も関係無いね。蒸気で煙る谷の生活を心地よいと言う。浄く穏やかな世界は我らの領域なのだ」

地の精霊ノーム

「我らは気取って振る舞う小さな群れだ。我らはコンビが苦手でね。

　苔の衣装と明るい小さなランプを持ってちょこまかと素早く動く。動く理由は自分のため。点灯夫のように御しにくい。

　あくせく急ぎ、忙しなく縦横無尽に動き回る。

　偽善者に近い一味でね。外科医として知られているのだ。

　我らは高い山の脈から瀉血をするぞ。

　鉱石をたんまり掘って『頑張れ！　幸運を祈る！』と挨拶をする。

　これは心底からの善意の言葉だ。

　我らは善き人の友である。

　しかし我らが掘った黄金を盗み掠め取る輩がいる。鉄を充分供給させると、頭の中は凶器を作ることで一杯になる。

　あの『三つの戒律』を軽んじる奴は他の戒律も気にしない。

　コイツは我らのせいでは無い。

　だから皆も我慢するべきだ」

巨人達

「ハルツ山地で良く知られた荒くれ者とは俺等のことだ。

　もちろん全員、裸で力持ちの巨人だぞ。

　右手にはトウヒの幹。腰には厚いバンド。小枝と葉っぱで粗く編んだ草摺りだ。法王だってこんな護衛兵は持っていないだろう」

水の精霊ニンフの合唱（偉大なる牧神パンを囲んで）

「いらっしゃった！　　

　偉大な牧神様は全ての理想を具現化していらっしゃる。

　まずは陽気に囲って踊り、生命の躍動を周りで踊りましょう。

　何事にも真剣に取り組む方ですが、皆が喜ぶのを望んでいらっしゃる。

　青き空の下、眠らずに奥ゆかしくしていらっしゃる。

　小川が流れ、そよ風が優しく吹くと休眠します。

　正午に眠る際には万朶の葉、たったの一つも動かしません。

　旺盛な本草やバルサムの香りが沈黙する虚空を満たします。

　その時、ニンフは騒いだりしません。その場で眠りに落ちるのです。

　しかし突然、声が鳴り響きます。電光がガラガラ鳴り、疾風怒涛の大荒れとなります。そうなると誰もどうしたら良いか分からなくなります。戦場の勇敢な軍隊も散り散りになり、英雄ですら恐れ戦くのです。

　名誉あるべき者に名誉を。救いを導く者に祝福を！」

ノームの代表（偉大な牧神へ）

「燦々たる豊かな真善美は絶壁の狭間を糸のように彩ります。唯一その宝を見つけ出せるのは魔法の杖だけです。その暗い迷路が示すモノは思い上がった隠者達の墓穴です。あなた様は恵み深く太陽の下で富を分け与えて下さる。

　我らは今、ここで素晴らしい泉を見つけ出しました。それは得がたいモノを楽に与えてくれると約束してくれました。

　これを手にすることが出来るのはあなた様だけなのです。さあ、取って下さい。

　あなた様の手にある全ての宝は全世界に与えないと勿体ないです」

プルートス（布告者へ）

「私達は高い志を持って、何が起きても勇猛果敢に立ち向かう。常に最も勇敢なモノだ。

　今、惨憺たる出来事が発生する。

　忠実に記録として書き残すべきだ」

布告者（プルートスが持つ杖を賜る）

「ノームは偉大なる牧神を火元までそっと導いています。

　炎は奈落の底で沸き立ちます。奥底で暗い口を開けて獲物を待っています。

　うねりはカッカと灼熱で燃え立ちますが、偉大な牧神は陽気でご機嫌です。この素晴らしい状況を喜んでいらっしゃる。真珠の泡が右から左へ飛び散っています。

　このような状態がお好みなのでしょうか？　　

　深く身を屈めて仄めかしています。

　ああ。髭が火の中に落ちてしまいました！

　あの髭の無い滑らかな顎を持つのはどこの誰でしょう？

　手で顔を覆っています。

　もう大惨事です。

　髭は燃え舞い上がります。花冠と頭、胸まで焼け爛れました。欲望が苦しみへと変わったのです。

　皆が火を消そうと集まりますが、逆に炎に囲まれます。叩き消そうと頑張りますが、新たな炎が轟々と解き放たれます。

　仮装をして集まっていた人は皆焼き殺されてしまいました。

　果たして、耳から耳、口から口へ伝わる言葉は何でしょう！

　ああ、終わることの無い不幸な夜です。何という苦痛をもたらしたのでしょうか！

　明日は誰もが聞きたく無い惨事が話題に上ります。

　どこもかしこも、聖堂ですらその話で持ちきりのはずです。

　『皇帝が苦痛を抱えた』とまことしやかに噂されるでしょう！

　皇帝も従者も皆、焼け死にました。

　忌まわしくも誘惑に落とし込み、樹脂塗れの枝を差し込んで、吹き荒ぶように歌います。あらゆる人を破滅へと落とし込んだモノは誰でしょう。

　おお、青春よ。若さよ。お前は愉悦の純粋な喜びにいてはくれないのでしょうか？

　おお、陛下。気高い人よ。全能で最も合理的なそのお力を奏し下さらないのでしょうか？

　既に森は炎に包まれています。突き刺す炎が木々を舐め、木組みの天井を包み込んで行きます。

　我らは火に囲まれました。

　有り余る悲惨です。助かる見込みがありません。

　この一晩で帝国の輝きも灰の山と成り果てるのです」

プルートス

「恐怖が大分回ったようだ。そろそろ助け出してやるかな！　　

　聖なる杖で大地が鳴り響くほど力強く打ち付けてやろう！　　

　洋々と広がる大気に涼やかな薫りを充満させよう！　　

　ここらの炎に覆われ彷徨う群衆を一掃してくれまいか！　　

　水の流れ。呻き。片雲の縮れ。のたりのたりと突っかかり、静かに炎を押し鎮めよ。どこでも炎をなだめて濡らしてしまえ。虚名な炎の戯れを雷光へと変えるのだ。

　霊達が邪魔になったら術を発動させねばならないな」


喜びの庭

　朝日。

　皇帝、廷臣、ファウスト、メフィストフェレス。

　　礼儀正しく目立たないが、きちんとした服装。二人共跪く。

ファウスト

「陛下、この炎のお遊びをお許し下さいませ」

皇帝（立ち上がるように合図する）

「余はこのような戯れ事が大好きなのだ。

　突然、白熱に包まれて冥界の王になったと思ったぞ。

　漆黒の夜に、岩地から炎が激しく吹き上がった。あれこれの喉元から幾千の荒々しい炎が揺らめき、丸天井を飲み込んだ。

　最も高い位置から舐めるように炎が這った。

　曲がりくねる火柱があらゆる部屋に移動していた。人々は長い行列を作り、円を描いて余を崇め奉った。

　余の宮廷の者も数名見たが、まるで幾千もの火の精霊の君主になったようだった」

メフィストフェレス

「陛下！　陛下は火の精霊のみならず四大精霊の王でございます。

　火の精霊の恭順は今、ご覧になった通りです。

　途方も無く荒れ狂う海に御身を投げても、豊富な真珠のある海底につくでしょう。まろやかな起伏は華々しいモノでしょうね。

　薄緑に揺れる波紋は紫に縁取られ、陛下を中心として最も美しい玉座の間を作るでしょう。宮殿は歩みにどこまでもついて行きます。

　城壁の壁も溌剌として、矢のような急流となり、唸り声を上げて行き来するでしょう。

　海の幻獣も穏やかな光を目指して押し迫ってきますが、内側に入ることは出来ません。

　金鱗の竜も遊び奏でますし、サメも大口を開けます。その様をクスクスと笑うことが出来るでしょう。

　宮廷のどなたもその光景を見たことは無いでしょう。

　最も美しい場所から離れることは無くなるはずです。

　好奇心旺盛なネレイド達が永遠に新鮮な住み処の豪華絢爛さに惹かれて集まります。最初は怖ず怖ずと魚のようにスケベに。その後は賢くね。

　テティスは陛下を知るや否や、第二のペレウスとして手と口で充分もてなすでしょう。

　オリンポス山の領域に玉座を設けましょう」

皇帝

「そう言う空想はお前に任せる。

　その玉座なら簡単に登れるだろうからな」

メフィストフェレス

「流石は陛下！　もう地上の主でいらっしゃる」

皇帝

「お前がここに幸福を突然もたらしたのは千夜一夜物語のようだな？　　

　お前がシェヘラザードのように豊穣をもたらし、あらゆる寵愛を遣わすこともやぶさかでは無い。

　余がこの世に嫌気が差した時にはお前を呼びつけるので常に準備しておくように」

元帥（急ぎ飛び出る）

「陛下。人生で最も素敵な通達に立ち会えるとは至福でございます。

　請求に次ぐ請求をする高利貸しの爪をなだめ終え、地獄の痛みを終えることが出来ました。

　天国ですらここまで愉快では無いでしょう」

将軍（続いて急いで登場）

「滞っていた給料の支払いが済み、全軍人とも新しい契約を結びました。皆、とても上機嫌で酒を飲んだり女を抱いたりしております」

皇帝

「なんとも一息つけたようだな！　　

　嗄れた顔もウハウハだな！　　

　大分急いでここへ来たようだが何かあったのか！」

出納官（登場）

「この業績を残した二人の話を聞いて下さい」

ファウスト

「首相様の口からお聞き下さいませ」

首相（ゆっくりとやって来て）

「長い人生も悪くありません。

　この運命を決した資料をご覧下さい。これは全ての苦しみを幸せへと変換したのです。

（資料を読み上げる）

　『全帝国民に告知する。

　この紙片は千クローネの価値がある。

　担保は帝国の領地に埋められている億兆の財貨である。

　必要とあればこの豊富な宝をすぐに掘り、兌換するが良い』とあります」

皇帝

「そんな非道、虚偽が許されようか！　　

　誰が余の筆跡に似せて署名をしたのだ？　　

　このような重罪、見過ごす訳にいないぞ？」

出納官

「お忘れでしょうか！　陛下が署名されたのですぞ。

　昨晩、陛下は偉大な牧神に仮装され、私共へ話されたではありませんか。

　『この祭りの喜び、国民の幸福を僅かなペン先の動きで叶えてみせよう』と仰った。

　陛下は昨晩、その浄い筆跡で魔術師のように早く何千枚もしたためられました。

　国民に等しく繁栄が及ぶようにと順に押印し、十、三十、五十、百クローネ紙幣が出来上がった次第です。

　国民の喜ぶ様は想像以上のモノでしょう。

　街をご覧下さいませ。半分死んでカビが生えていたモノが、今では活き活きとして蜜蜂のように楽しく動き回っています！

　陛下の御名は世界中へ轟いておりましたが、ここまで幸福をもたらすとは思ってはおりませんでした。

　御名の文字以外は余計であります。印一つで全国民が恵まれるのです」

皇帝

「民草にとって、この紙切れが金貨と同等なのか？　　

　軍隊、宮廷の費用がこれで全額賄えるのか？　　

　不思議な話だが、受け入れなくてはならないようだな」

元帥

「一度流通したモノは回収出来ません。

　閃光のような勢いで散らばりましたからね。

　両替商には長蛇の列です。

　手数料を取って紙幣を金貨銀貨へ交換するのです。

　その貨幣を持って、肉屋、パン屋、居酒屋へ赴くのです。

　半分はご馳走を食べようとし、もう半分は服を新調しようとします。

　雑貨屋がハサミを入れ、仕立屋がそれを縫う。

　地下の酒場では『皇帝陛下万歳』と言いながら、皿に盛り付けて食べることが続いております」

メフィストフェレス

「テラスを一人で散策しますと、最高の女性が華やかに飾り立てていました。誇り高い孔雀の尾羽に隠された目。その奥にはニヤニヤ笑う頭脳が潜んでいます。

　そしてウィットと話術はもう要らないのです。最も豊かな愛があればそれで良いのです。

　紙幣なら贋金に惑わされることも無く、持ち運びも懐中に入れられて容易です。ラブレターと組み合わせることも可能です。

　坊主は恭しく祈祷書の間に挟んで身につけます。兵士はベルトの裏に挟んで命令に素早く対応出来るようにしています。

　陛下の燦々たる業績を地に落とすように見えましたなら、どうかお許し下さいませ」

ファウスト

「有り余る宝物が地中深くに使われずに眠っています。最果ての思想ですらこの巨万の富を使い果たすことは叶いません。

　どんな高尚な空想の飛翔をしましても、その富は充分過ぎます。

　しかし、凜として気高い精神を持った者なら、無限の富に限りない信頼を寄せるでしょう」

メフィストフェレス

「黄金や真珠の代わりになるこの紙幣は見ただけで価値が分かり、扱いが楽なのです。

　値切ったり換金したりする必要がありません。可愛い女と葡萄酒に酔うことが出来るのです。

　硬貨が欲しい時は両替商に行けば良いのです。硬貨の用意が無い時はちょっと地面を掘れば良いのですから。

　掘り出した杯やチェーンを競売に掛ければ直ぐさま紙幣の分は支払えるでしょう。厚かましくバカな懐疑論者は恥ずかしい思いをする訳です。

　慣れてしまえば以前の方法へは戻れないでしょう。

　今後、全ての帝国領地では宝石、黄金、紙幣の不足に困ることは無いのです」

皇帝

「大変な幸せを我が国は得ることが出来た。

　すぐに慰労を与えよう。

　帝国の奥底にある富はお前達が管理するが良い。

　お前達は良く宝の場所を知っているはずだ。掘る時にはお前達の言葉に従おう。

　今こそ、我らは連合するべきだ。宝探しの名手のお前達が名誉と色欲を叶えるのだ。地上と黄泉を幸せの内に合致させるのだ」

出納官

「この者達と争うことは無いでしょう。魔法使いの同僚もなかなか良いモノでございます」

（ファウストと一緒に退出）

皇帝

「では今、宮廷に仕える者一人ずつに紙幣を贈ろう。ただし、何に使うかを言うのだぞ」

召使い（受け取りつつ）

「私は面白おかしく、朗らかに生きるつもりでございます」

他の召使い（同様に）

「私は最愛の恋人にチェーンと指輪をプレゼントするつもりでございます」

侍従（受け取って）

「今後は二倍上等な葡萄酒を飲むつもりです」

他の侍従（同様に）

「懐中のサイコロがムズムズしております」

尊敬された騎士（丁寧に）

「城と畑が担保に入っていますので、それの返済に充てます」

他の騎士（同様に）

「この財は大切にさせて頂きます」

皇帝

「余は熱意と勇気を持った新しい事業を興すことを期待していたのだがな。

　しかし、お前達のことは良く知っている故、簡単に推測出来たぞ。

　余は覚えている。全ての富の花が咲いても、お前達は以前のままなのだな」

道化師（やって来て）

「私めにも寵愛をお願い致します！」

皇帝

「生き返ったのか。お前は飲み明かすだけだろう」

道化師

「魔法の紙幣！　理解出来ませんな」

皇帝

「そうだろう。お前はろくなことに使わないだろうからな」

道化師

「あっ、一枚落ちました。どうすれば良いのでしょうか」

皇帝

「取っておけ、お前のために落ちたのだろう」

（皇帝、退出）

道化師

「五千クローネが私の手中に！」

メフィストフェレス

「二本足の酒の管、復活したのか？」

道化師

「いつものことだが、今回はとても良く行った」

メフィストフェレス

「脂汗塗れで喜んでいるな」

道化師

「これを見て思うのだが、本当にお金の価値があるのかい？」

メフィストフェレス

「それで腹が膨れるのだ」

道化師

「それで、農地や家、家畜も買えるのかい？」

メフィストフェレス

「当たり前だ！　欲しいモノは何でも買えるのだ」

道化師

「狩猟や魚釣りが出来る森と一緒の城も買えるのかい？」

メフィストフェレス

「長ったらしいな！　　

　お前の立派な姿が見たいモノだ！」

道化師

「それでは今夜は地主になる夢を見るかな！」

（道化師、退出）

メフィストフェレス（独りで）

「誰か俺のバカげたジョークを疑わないのかね！」


不吉な廊下

　ファウスト、メフィストフェレス。

メフィストフェレス

「なぜ私をこんな重苦しい廊下に引っ張ってきたのですか？　　

　熱意に溢れた派手な宮廷の中で歌い楽しむチャンスを欺瞞と仰るのですか？」

ファウスト

「靴を履き古すように長々と言っているぞ。

　だが今、お前は私に話しかけられないように逃げ回っていただろう。

　私は悩まされているのだ。

　元帥と侍従は今か今かと駆り立てる。

　皇帝はヘレネとパリスの姿を一度見たいと仰っている。

　男や女の亀鑑の造形をハッキリ見たいと仰るのだ。

　早く仕事を進めてくれ！　私は言葉を踏みにじれないのだ」

メフィストフェレス

「バカげた無謀な約束をしてしまったモノですね」

ファウスト

「お前の術で私達がどういう状況へ陥るか考えなかったのか。

　まず皇帝に富を与えた。次は愉悦を与えるべきだ」

メフィストフェレス

「あなたは簡単に出来るという迷妄をしていますよ。

　私達は崖に直面しています。大きなお世話の領域に手を出して、穢らわしい借金を増やすだけです。黄金と同じという紙幣の幻影と同じようにヘレネを簡単に呼べるとお考えですか。

　亡霊の繭に包まれた魔女や妖精、ドワーフならすぐに御用意出来ますけれどね。

　しかし、悪魔のヒロインを代わりに提供するのも気が乗りませんな」

ファウスト

「また一つ覚えを聞かせるのか！　　

　お前と話しているといつもことが覚束なくなる。

　お前は万難の元祖だな。何でもかんでも報酬を要求する。

　少し呪文を呟けば済む話では無いか。

　ちょっとの間で彼らをここへ連れてこられるだろう」

メフィストフェレス

「異教徒とは縁が無いのです。奴らは他の地獄にいますからね。

　しかし、方法は一応あります」

ファウスト

「サッサと言え！」

メフィストフェレス

「最高機密なのですけれどね。

　女神達は孤高の場所に君臨しています。あそこには時空が無いのです。

　口にすることすら困難なのですよ。

　母達なのですよ！」

ファウスト（動揺して）

「母達！」

メフィストフェレス

「身震いしましたか？」

ファウスト

「母達！　母達か！　奇妙な調べだな！」

メフィストフェレス

「その通りです。女神達は定命の者に呼ばれることすら無く、存在すら知られたがらないのです。

　住み処に行こうと思うなら、最奥の場所へ潜り込まなくてはなりません。

　こんな目に遭うのもあなたのせいですからね」

ファウスト

「どうやって行くのだ？」

メフィストフェレス

「まさか！　道なんてありませんよ。誰も踏み入れたことの無い場所です。覚悟はありますか？　　

　錠前も無く閂も無い。ただ孤独感に翻弄されるのを耐えるのです。

　あなたは荒涼と寂寞の概念を分かっておいでですか？」

ファウスト

「思うに、それは言い方一つだろう。

　魔女の厨房の話ならまだしも、アレはとうの昔の話だろう。

　私は世間に交ざってはいけないのか？　　

　無を学び、無を教えたはずだろう？　　

　私は合理的に話した。だが、反対する矛盾だらけの奴らは倍増して騒がしく鳴り響いたモノだ。

　だから憎い場所を忘れるために孤独の荒野に逃れた。だが孤独もイヤになったので遂に悪魔へ己を引き渡しのだ」

メフィストフェレス

「例えば、海洋を泳ぎ、無限の最果てを見つめることもありましょう。ですが、次々と押し寄せる波を、溺れる恐怖と共に見ることも出来るでしょう。

　そして何かしらを見ることになるはずです。静かな青い海を一泳ぎするイルカも見えるでしょう。

　雲、太陽、月、そして星を見る。ですが、あの虚空では遙か彼方まで何も見えないのです。自分の足音も聞こえないし、休もうにも食事など存在しないのです」

ファウスト

「お前は今まで秘儀伝授者のように忠実な修練者を騙してきたからな。

　しかし今は逆だ。お前は虚空の中で私を見つけ、私の術の力を掛け合わせて増そうとするのだ。

　私を燃え止しから栗を掻っ攫う猫のように扱うつもりだな。

　いいだろう！　無から全てを掘り出してみせようでは無いか」

メフィストフェレス

「お別れの前に称賛しておきましょう。あなたは悪魔というモノを良く知っていらっしゃる。

　この鍵をどうぞ」

ファウスト

「なんて小さいのだ！」

メフィストフェレス

「この至宝を舐めてはいけませんよ」

ファウスト

「手に取ると大きく育ったぞ！　煌めいて点滅している！」

メフィストフェレス

「今持っているモノがどれ程か、すぐに分かりますよ？　　

　この鍵が正しい場所を嗅ぎ付け、母達の場所へ導くでしょう」

ファウスト（身震いして）

「母達の場所！　それはいつも私に一撃を与える！　　

　決して耳にしたく無い言葉だな？」

メフィストフェレス

「耳慣れない言葉で混乱する程、あなたは視野が狭いのですか？　　

　慣れ親しんだ言葉だけ聞きたいのですか？　　

　言葉が鳴り響いても動揺してはいけません。既に最高のモノに慣れているはずですからね」

ファウスト

「だが、私は救済を求めない。新しいことに怯えることこそ、人類の最高の部分では無いのか。

　人間は感じるままに、計り知れない深淵の衝動に駆られるだろう」

メフィストフェレス

「では沈んで下さい！　ああ、『登って下さい！』の方が良かったかも知れませんね。

　同じことを意味しますからね。帝国から全ての束縛を解かれた形状の無い場所へ行ってらっしゃい！　　

　もう『存在』する理由がありませんね。

　雲の一群が漂流してきたら、鍵を振って逃げて下さい！」

ファウスト（熱っぽく）

「さあ！　鍵を握って新しい力を感じ、胸を膨らませて高尚な作業に取りかかろうでは無いか」

メフィストフェレス

「白熱する五徳が置かれている場所が本当の最深部なのですよ。

　その光で母達を見ることが出来るでしょう。座っていたり、立っていたり、歩いていたりするでしょう。その形成、刷新などは、永遠を意味する永劫の余興です。

　その周りでは、ありとあらゆる生き物の様相が浮かび漂っています。

　母達はあなたを見ません。何しろ化け物しか相手にしないのですからね。

　それでも危険は大きいです。心して五徳まで急いで行って鍵を触れさせるのですよ！」

（ファウスト、決然として鍵を握って指揮をしようとする）

メフィストフェレス

「その意気です！　　

　五徳が忠実な下僕となってあなたについて行くでしょう。

　徐に登って行けば幸福が掬い上げてくれて、母達にバレずに、五徳と一緒に元通りに帰れます。

　そうすれば暗黒からヒーロー、ヒロインを好きなように呼び出せるのですよ。

　成功したならば、あなたは最初の英雄です。

　機は熟した。あなたはやってのけたのです。

　それ以後は、魔法の処理をします。香る霧が神へと変わるのです」

ファウスト

「今は何をすべきだ？」

メフィストフェレス

「下を目指すのです。

　下へ踏み込み、その後はまた登ってくるのです」

（ファウスト、下へ踏み込み沈んで行く）

メフィストフェレス

「鍵が仕様通りに働けば良いのだがな！　　

　彼が戻ってくるのを楽しみに待っていよう」


明るいホール

　皇帝、諸侯、廷臣、浮き足立つ。

侍従（メフィストフェレスへ）

「幽霊劇がまだのようですね。

　直ちに始めて下さい！　陛下がお待ちです」

元帥

「たった今、御下命があった。

　貴様！　陛下に恥をかかせるつもりか」

メフィストフェレス

「私の相棒が今、支度をしています。

　開始の方法は既に知っているはずです。静かに閉じ篭もって準備をしています。格別な苦しみが必要な作業ですからね。

　何と言っても、『美』という宝を掘り出すなら、賢者の魔法という最高の術が必要になるのですからね」

元帥

「術がどうこう関係無いぞ。

　陛下はもう待てないと仰っているぞ」

金髪の美女（メフィストフェレスへ）

「あの、旦那様！　私の顔は夏を嫌がりますわ。

　何百という茶色がかった吹き出物が出来て、白い肌を覆ってしまうのよ。

　どうにかなりませんこと！」

メフィストフェレス

「それは酷い！　あなたのような美人が五月になると斑の仔ピューマのようになるとは。

　蛙の卵とヒキガエルの舌を満月の灯りで慎重に蒸留しなさい。月が欠ける頃にそれを塗れば吹き出物が春には綺麗になるでしょう」

褐色の美女

「多くの方が押し寄せていらっしゃいますわね。

　私にも術を教えて下さいませ！　凍傷を負った足のせいで歩くのにも踊るのにも難儀しておりますのよ。移動やお辞儀も出来やしませんわ」

メフィストフェレス

「ちょっと私の足で踏ませて貰いましょう」

褐色の美女

「それは愛し合う人の間でやることでしょう」

メフィストフェレス

「いえいえ！　私が踏むのには深い意味があるのですよ。

　痛む場所を癒やすには同じ場所が適当なのです。

　足は足で癒やす。他の部分も同じことです。

　さあ！　集中して！　お礼は結構ですよ」

褐色の美女（毒づいて）

「いやっ！　痛い！　火傷のようだわ。馬の蹄で踏まれたように酷いわ」

メフィストフェレス

「ほら、治りましたでしょう。

　これで好きなだけ踊れますし、愛する人と大いにお楽しみ出来ますよ」

貴婦人（急ぎ割り込んで）

「ちょっと失礼しますわ！　私の凄まじい苦しみをどうにかしてくれませんこと。腸が煮え返る有様ですのよ。

　昨日までは私を見つめて幸せを約束してくれたのに、今は背を向けて他の女と喋っているのよ」

メフィストフェレス

「疑わしいですが、私の話を聞きなさい。

　彼に近寄って体をそっと押し付けなさい。

　そしてこの木炭で、彼の袖でもコートでも肩でもいいから、一画線を引きなさい。

　そうすれば彼は悔い改めるでしょう。

　ですが、その木炭はすぐに飲み込まなければなりません。葡萄酒や水と一緒に口許へ運んではなりません。

　彼は今夜、あなたの扉の前でため息をつくでしょう」

貴婦人

「毒じゃありませんわよね？」

メフィストフェレス（憤然として）

「敬意を示しなさい！　　

　この木炭はちょっとやそっとじゃ手に入りませんよ。

　コイツは火刑の薪からコツコツとかき集めたモノなのですよ」

召使い

「私は惚れ込んでいるのに、全く相手にされないのです」

メフィストフェレス（脇台詞）

「どうしようも無い奴だな。

（召使いへ）

　若い奴をターゲットにしてもダメですよ。

　年老いた奴を相手にすればチヤホヤされるでしょうね。

（他の人々が押し寄せる）

　新手だ！　堪ったモノでは無い！

　真実を告げてどうにかやり過ごすしか無い。

　最悪で姑息な手段だが！　背に腹はかえられない。

　おお、母達、母達よ！　ファウストを戻してくれ！

（周りを探して）

　大広間の灯りが弱くなってきた。宮廷の人々がいきなり動き出した。

　礼儀正しく長い列を作り、廊下まで延びている。

　ふむ！　彼らはあの広く古い『騎士の間』に集まろうとしているのだな。

　広い壁には紋章が掲げられ、隅や隙間には鎧が飾られている。

　どうやらここなら、魔法の呪文は必要無いようだな。

　幽霊が自ずと出てくる場所であるな」


騎士の間

　照明は落ち、皇帝と廷臣は登場している。

布告者

「私の古くからの勤めである芝居の前置きも、幽霊のせいで気が散って上手く行きません。

　敢えてパッパと順序立てて説明しても無駄に終わるでしょうね。

　席は既に用意済みです。

　陛下は壁の真ん前にお座りになっています。

　そこから見える壁に描かれている帝国最盛期の戦場をご覧になっています。

　さあ、陛下も仕える者も皆座りました。背後の椅子は押し合いへし合いですよ。

　愛すべき人と一緒にいる人も、暗鬱な幽霊の時間を見ようと近寄っています。

　さあ、お立ち会い。準備は整いました。幽霊達よ、出てくるのです！」

（トロンボーンが鳴る）

占星術師

「さあ、すぐに芝居を始めよ。陛下の御命令だ。壁を開け！　　

　妨げるモノは無い。魔法は手中にある。

　紋章は火で焼かれ、巻かれ、衰えた。

　壁が割れ、逆転し、深い劇場が登場した。神秘的に栄え輝く。私は前舞台に登らせて貰う」

メフィストフェレス（プロンプターの前から現れて）

「ここから私は皆様の御贔屓を頂きます。押し出すのは悪魔の話術です。

（占星術師へ）

　あなたは星の周期をご存知のはず。なので私の囁きも見事に理解なされるだろう」

占星術師

「今この場は神通力に満ちている。山塊のような古代の神殿が現れる。

　天空を支えたアトラスのように、柱が見渡す限り立っている。

　二本の柱でも巨大な建物を支えられたのだ。だから全ての柱を合わせれば、どんなに重い岩の負荷にも耐えられるだろう」

建築家

「コイツはアンティークか！　これは褒めることは出来ませんな。不格好で迷惑だと申さざるを得ませんね。

　粗野なモノが高貴だと呼ばれ、空気を読まないモノが偉大だと言われる。

　私は細い柱が限り無い大志を抱くことを望みます。

　鋭く天頂まで精神を上昇させるモノが良い。

　そう言う建築物を建てることが何より良いのです」

占星術師

「星が与える時を畏敬しなさい。

　魔法の言葉で分別を縛りなさい。

　それに対して、空想を驚くほど大胆かつ自由に走らせるのだ。

　両の目で見て、今、正に凛々しく向かうのだ。不可能を信じることこそ信仰の価値があるだろう」

（ファウスト、前舞台の反対側から登場）

占星術師

「司祭の恰好をした奇妙な男が、堂々と始めたことを達成しようとしている。

　穴から五徳が上がってくる。もうあの鉢のお香が匂うな。

　彼は偉大な仕事を祝福する準備をしている。

　今後は幸福なことばかり起きるだろう」

ファウスト（壮大に）

「果てしない永遠の孤独に住む母達よ。汝の名において、儀式を始める。汝の頭の周りで緩やかに飛び回る像よ。活発なお前達には命が無い。

　かつて光り輝いたモノは見せかけだったのだ。なぜなら永遠とは不可知だからだ。

　全能の権力を分散し、昼の天幕と夜の丸天井へ喧伝する。

　ある者は生の勢いを抱き、またある者は臆面も無く魔法使いを求める。

　魔法使いは自信を持って技を見せるだろう。奇跡の威厳を存分にご覧に入れましょう」

占星術師

「輝く鍵が鉢に触れると直ぐさま、部屋が霞で覆われる。

　霞は雲のように押し寄せ、伸び、集まり、交錯し、分裂し、対をなす。

　さあ、今こそ幽霊の傑作を御覧入れよう！　　

　奴らが彷徨えば音楽になる。

　大気のようにうねる真っ白の音が、なんとも言えないメロディーを奏でる。

　トリグラフの柱が音を奏で、神殿全体が歌うように音を立てる。

　霞が晴れてきた。僅かな光の中から美しい若者が拍子を取って歩み出てきた。

　もう、私の役目は終わった。もう沈黙するしか無い。あの若者の名を呼ぶ必要はないだろう。美しいパリスを知らない者がいようか！」

（パリス、登場）

貴婦人

「まあ！　なんて活力に溢れた艶のある若者なのでしょう！」

第二の貴婦人

「果汁たっぷりの新鮮なモモのようですわね！」

第三の貴婦人

「きめ細かく描かれた、甘くふくよかな唇ですこと！」

第四の貴婦人

「あのような杯を啜りたいのでしょう？」

第五の貴婦人

「奥ゆかしくありませんが、とても麗しいですわね」

第六の貴婦人

「もう少し鮮やかだと良いですが、好みですわ」

騎士

「羊飼いの家畜以下だな。王子でも無ければ行儀作法もなっていない」

他の騎士

「全くだ！　半裸であるから美しいが、鎧を着たらどうなることか」

貴婦人

「腰を下ろしましたわ。柔らかな物腰で、初々しいですわね」

騎士

「あの膝の上で心地よくなりたいのでしょうか？」

他の貴婦人

「優美に腕を頭の向こう側に置きましたわ」

侍従

「傲慢無礼な！　ここがどこだと思っているのだ。不法侵入だ！」

貴婦人

「紳士は揚げ足ばかり取りますわね」

侍従

「陛下の御前でだらしなく座るとはどういう了見なのだ！」

貴婦人

「良い感じだわ！　誰にも見られていないつもりなのでしょう」

侍従

「芝居だとしてもマナーがある」

貴婦人

「優しい顔で可愛く眠りましたわね」

侍従

「すぐにいびきをかくさ。間違い無い」

若い貴婦人（うっとりして）

「お香の煙には何が混じっているのかしら。心の奥から清々しくなりますわ」

年増の貴婦人

「確かに！　深く心の奥まで染み入る息吹はあの方自身から漂ってきますわ」

年長の貴婦人

「成長する花のようですね。神々の食物を内に溜め込み、周囲へ拡散するのですよ」

（ヘレネ登場）

メフィストフェレス

「ふむ！　これなら私も安泰だ。

　見目麗しいが、私は虜にはならないぞ」

占星術師

「この度ばかりは何も言えぬ。いくら紳士面をしてもこれほどの美人を前にしたら虜になってしまう。

　あんな美人は私の知識の光では形容出来ない！　　

　あの『美』に中てられたら、常に夢中になってしまう。手に入れた男は幸福過ぎるだろう」

ファウスト

「私はまだ目があるのだろうか？　とりわけ、私の心の根源に『美』は注いでいるのだろうか？　　

　あの恐怖の旅路がここまで恵まれた獲物を与えるとは思いもしなかった。

　今までの世界は何と下らなく未開拓だったのだろうか！　　

　しかし、私が司祭になってからはどうだ？　　

　好ましく、妥当で、恒久的なモノとなった！

　もしお前を拒否するようになったら、私の息の根を止めるが良い！

　かつて私を魔法の鏡で魅惑した典麗なる姿も、この本物の前では泡沫だな！

　お前は激情の化身だ。性癖と愛、狂乱を崇拝して与える存在だ」

メフィストフェレス（箱の中から）

「自分の役目を忘れてはなりませんよ！」

老いた貴婦人

「大きくて端正だけれども、頭が小さ過ぎでは無いかしら」

若い貴婦人

「足を見て！　なんて酷い足なのかしら！」

外交官

「高貴な女性にもこういう種の足をした方がいらっしゃったはず。頭の先から足先まで『美』を体現していますな」

廷臣

「眠っている若者に静かに近づいて行く」

貴婦人

「純粋な若者に対してなんて醜いのかしら！」

詩人

「美を浴び照らされています」

貴婦人

「エンデュミオンとルナですわ！　絵画のようですわね！」

詩人

「そう！　女神は身を屈めて彼の息吹を召すつもりです。

　羨ましい！　キス！　勘弁ならない」

女官長

「公衆の面前で！　すごいわ！」

ファウスト

「ガキのくせに寵愛を受けるとは関心ならぬ！」

メフィストフェレス

「静かに！　しーっ！　　

　幽霊には好きなようにさせておきなさい」

廷臣

「女が気軽に離れたぞ。若者が目覚めたようだ」

貴婦人

「女は周囲を見渡しますわ！　私の考えた通りだわ」

廷臣

「驚きしか無いでしょう！　奇跡が彼の目の前で起きたのですからね」

貴婦人

「でも女にとってはなんてことの無いモノでしょう」

廷臣

「優雅に彼の方へ戻って行きますな」

貴婦人

「気付きましたわ。彼を搦め捕るつもりですわ。

　こういう時に男性は愚かですわね。彼はきっと一番の男前だと信じているでしょうね」

騎士

「あの女は良いな！　威風堂々として細やかだ！」

貴婦人

「娼婦だわ！　卑しいわね」

召使い

「彼の代わりにあの場所にいたいな！」

廷臣

「ああいう網なら誰だって虜になりたいのでは？」

貴婦人

「あの宝石は多くの人手を渡りましたでしょう。金箔はもうボロボロに使い古されているわ」

他の貴婦人

「十歳の時から純潔が無いのよ」

騎士

「時折、誰でも一番良いモノを取るのです。

　こんなに良いモノなら使い古されていても構わない」

学者

「この目で彼女を見ておりますが、明白なことを喋らせて貰おう。

　本物か偽物か疑わしい。

　あの存在はかなり魅惑的だが、私は書物の方を信じたいのだ。

　私が読んだモノには『トロイの年寄りに特に気に入られた』とあるのだ。

　そして彼女は私にとても合う。

　なぜなら私はすっかり年老いているからな」

占星術師

「もう少年では無い！　大胆な主人公のようだ。彼から身を守る術は無い。

　増強された腕で彼女を抱き上げ誘拐するつもりか？」

ファウスト

「蛮勇だな！　　

　試すな！　聞いていないぞ！　止めろ！　やり過ぎだ！」

メフィストフェレス

「あなたまで幽霊芝居に出ては困りますぞ！」

占星術師

「もう一言！　この事件を見守った所で、この劇は『ヘレネの強奪』と名付けたい」

ファウスト

「強奪だと！　私が何も手を打たないと思っているのか！　　

　私の手中のこの鍵が目に入らぬか！　　

　この鍵が私を導き、恐怖の怒濤と孤独の波を抜け、この驕れる海岸に着いたのだ。

　私はこの足で歩いている！　現実は霊と精神が揉み合っている。素晴らしい二重の帝国を築く準備は出来ている。

　遙か遠くにいた彼女が、何と近くにいるのだろうか！

　私は彼女を救うのだ。それも二回な！

　敢えてやる！　母達よ！　母達よ！　許し給え！

　一度でも彼女を見た者は、彼女無しではダメなのだ！」

占星術師

「何をするのです、ファウストさん！　ファウストさん！　そんな暴力を振るわないで下さい。おや、女の姿が曇ってきたぞ。

　若者に鍵を向けた。触れると……ああ！　何ということだ！　閃光が！」

（爆発。ファウスト床に倒れる。幽霊は霧となって消える）

メフィストフェレス（ファウストを肩に担いで）

「全く！　とんだ命知らずだな。悪魔の俺様でさえ、遂に害を被った」

（暗転、騒然）


第二幕

狭いゴシック式の高い丸天井の部屋

　以前のファウストの部屋。何も変わっていない。

メフィストフェレス（カーテンの後ろから現れる。カーテンを引き上げ、振り返ると古びたベッドの上にファウストが寝ているのが見える）

「そこで寝ていろ！　全く放蕩者は困る。硬い蝋で固まった愛の絆は解きにくい！　　

　ヘレネの魅惑に取り憑かれた者はちょっとやそっとではマトモにならないのだ。

（周囲を探る）

　上も、ここも、向こうも見る限りでは何も変わっていない。

　しかし、カラフルだった色ガラスは濁って見えるし、蜘蛛の巣も増えた。

　インクは固まり、紙も黄ばんでいる。

　しかし、全て元の場所にある。

　私との契約の証書を書いた羽ペンもまだあるな。

　おお！　管の奥に私がせしめた一滴の血まで残っているぞ。

　こういう一品を、偉大なコレクターに渡して大喜びさせたいモノだな。

　古い毛皮が古いフックに掛かっているな。あの若輩者の蚊蜻蛉を弄ったことが思い起こされるな。

　今頃何をしているだろうか。燻されたコートを羽織ってもう一度、講師として私の考えを仕込んでみたいモノだ。

　学者は知識を仕入れる方法を知っているが、悪魔は最早そんなことをしたいとは思わない」

（毛皮を振るとヨコバイ、甲虫、蛾などが出てくる）

昆虫の合唱

「ようこそ！　歓迎致します。我らの古い旦那様！　　

　我らは浮かび漂い歌う。旦那様のことは存じ上げております。

　旦那様は丁寧に我らを毛皮へ植え付けました。

　代々育って数千匹になり、踊っています。

　懐中の曲者ならすぐに隠れるモノなのだが、我ら毛皮の虱は自ら颯爽と飛び出すのです」

メフィストフェレス

「なんとも嬉しいね。アレの子孫と会えるとは、仕込んだ甲斐が合ったというモノだ！　　

　種を播いておけば、適切な時期に刈り取ることが出来る。

　古い羅紗をはためかせると、出てきてくれるのか。

　駆け上がれ！　這い回れ！　数十万の隅々に急いで君達は隠れるのだ。

　あの古い箱でも茶色くなった羊皮紙にでも、ほこりっぽい古いカケラの中でも、頭蓋骨の眼窩にでも入っておけ。

　こういうカビ臭い生活には常にコオロギが必要なのだ。

（毛皮をするりと着る）

　さあ、もう一度俺の肩へ来て覆うのだ！

　今日はまた俺がマスターだ。

　だが、こう名乗っても何の役にも立たないな。

　誰が俺を褒め称えてくれるだろうか？」

（呼び鈴が引かれ、耳障りな音が鳴る。響いて揺れて、ドアが飛び開く）

助手（長く暗い通路から覚束ない足取りでやって来る）

「何という響きだ！　戦慄が走る！　　

　階段は揺れるし壁も震える。

　色ガラスの窓から閃光が見える。

　土間は割れ、石灰や瓦礫が落ちてくる。

　ドアはしっかり鍵をしたはずなのに奇特にも開いている。

　ああ！　巨漢がファウスト先生のコートを纏っている！

　彼の目の動きを見ると、私は膝が崩れてしまう。

　私は逃げるべきか？　立ち向かうべきか？

　ああ、どうすればいいのだ！」

メフィストフェレス（合図をする）

「やあ、友よ。君の名はニコデモだったかな」

助手

「その通りです！　先生。ああ、祈ります」

メフィストフェレス

「堅苦しいな！」

助手

「私を覚えて下さっていたとは嬉しいです！」

メフィストフェレス

「良く知っているとも。歳のとった学生だね。苔が生えていそうだな。どうにも手の付けようが無いからすぐ分かる。

　そうやって慎ましい砂上の楼閣を建てようと努力するのだな。偉大な精神を持った者でさえ完成出来ないのだよ。

　しかし、君の先生は一皮剥けている。

　今や、『ドクター、ワーグナー』先生を知らない者はこの世にいないのだよ。学界で一番の凄腕だからね！　　

　彼は常に独りなので、その知恵を求める者が日々増す一方だ。

　受講生はどんどん周囲に集まる。

　講壇で独り輝いている。

　先生は聖ペテロよろしく鍵を操り天界も下界もぼかせてみせる。

　あのように煌めく方だから、どんな評判も名声も足りないほどだ。

　ファウスト博士の名前はもう薄暗い。斬新なのはワーグナー先生だけだ」

助手

「お言葉ですが！　反論させて頂きます。

　ファウスト博士の件は大問題です。

　謙虚な方でいらっしゃいましたからね。

　博士の不可解な失踪での件では、自我を保つことが精一杯です。

　博士が戻ってこられることを嘆願しています。その望みが唯一の慰めです。

　この部屋は博士が在りし頃をそのままにしております。

　私は中に入ることは出来ません。

　現在、星から察してどれくらいの時刻でしょうか？

　壁がまだ震えているようです。

　柱も震え、閂も開いている。ところであなたはどこから中に入られたのですか」

メフィストフェレス

「君の先生はどこにいるのかな？　　

　私を先生の居場所へ連れて行くか、彼をここへ連れて来てくれまいか！」

助手

「ああ！　なぜだか私には分かりませんが、先生は絶対ダメだとキツく言っております。

　数ヶ月の間、偉大な仕事に取りかかりきりで、食事すら満足に取っていないのです。

　学者の中でもか弱い方なのに、炭焼き人のようになっています。耳から鼻まで黒くして、赤い火炎を上げて目許が渇いている次第です。

　その火箸の音が音楽になっています」

メフィストフェレス

「しかし、私が立ち入るのを拒否出来ないだろう？　　

　私は彼の成功を加速させるモノだからね。

（助手、退出。メフィストフェレス、重々しく座る）

　俺がここに座ると同時に後から高名な客人がやって来たぞ。

　だが、最新のモノを求める野郎だから、限りなく不遜な態度だな」

文学士（通路を大慌てで走り）

「門とドアが開いているぞ！　　

　おお、遂に腐ったモノにカビが生えるぞ。『生』は『死』へ、干涸らびたモノは自ら命を絶つのだ。

　これらの塀、これらの壁も落ち目で、終いには崩れるだろう。すぐに逃げ出さないと落ちてくるモノに潰されてしまう。私は思い切りが良いが、誰もこの先へは行けないはずだ。

　今日は何の日だ！　　

　僕は何年も前にここへ恐る恐る来たモノだ。そして狐につままれたのだよな？

　髭面の先生を信じて戯れ言を拝聴したのだよな？

　古い本を盲信し、書いてあることを適当に解釈し僕の時間を簒奪した。

　何だ？　暗がりの部屋に近づくと、誰か座って居るぞ！

　全く驚きだ。あの先生が茶色の毛皮を着て、僕と会った時と同じ恰好で、粗い毛に包まれているとは！

　あの時は、そうだ、僕はまだ小童だった。

　しかし今はそんなこと関係無い。もう僕も高みへ到達しているのだ！

　どうも、老いた先生。そのボケて暗鬱な禿げ頭が濁った水を泳ぎ切れるようなら、昔の門下生を思い出して下さいませんか。

　先生はお変わり無いようですが、僕は昔のままではありませんよ」

メフィストフェレス

「会えて嬉しいよ。

　あの頃はもう少し伸び代のある男だと思っていたけれどね。

　青虫やサナギの内、将来素敵な蝶になるモノは最初から分かるモノだ。

　君は巻き毛の頭、レースの襟を子供のように喜んでいたがね。

　君は弁髪にしたことは無いようだね？

　今はスウェーデン風の頭かね。

　キリッとして精悍な風体にように見えるよ。

　絶対主義にかぶれないようにしなさい」

文学士

「老いた先生！　昔は子弟の立場でしたけれどもね。

　しかし『時の流れ』をお考え下さい。曖昧な言葉は慎んで下さい。

　今ではすっかり違う考えなのですから。

　僕はもう、あなたの忠実なアホの子では無いのですから。

　あの頃は赤子の手を捻る程度だったでしょうけれど、もう、そうは問屋が卸しませんよ」

メフィストフェレス

「若者へ真実を純粋に聞かせても、嘴が黄色い内は喜んで聞かないのだよ。しかし、歳をとると口汚くなり、創造的だと化けの皮を被るのだ。

　そしてこう言う。『我が師は愚かである』とね」

文学士

「恐らく曲者だったのでしょう！　教師という存在は、我らに真実を直に語らないのですよ？　　

　誰もが知っている足し算や引き算を真面目に教えるかと思いきや、朗らかに巧く学生を欺くのです」

メフィストフェレス

「確かに『学ぶ』には時期というモノがある。

　君は最早、自分が他人に教える準備が出来ていると思い込んでいるようだ。

　何回も月や太陽が回るほど時間が経ったのだ。もう経験充分かも知れない」

文学士

「経験の性質が問題です！　泡や塵のようなモノですよ！　　

　論点は正に『精神』です。

　告白しますと、人類の英知は学ぶ価値があるのか疑問です」

メフィストフェレス（一区切りして）

「私も長いこと、愚かだと思っていたよ。今では自分がとても陳腐で下らないと思えて仕方ない」

文学士

「それはとても良いことだ！　僕が初めて出会った思慮深い老人だ！」

メフィストフェレス

「私は隠された金銀財宝を探しに行ったのだが、恐ろしい石炭を掘り出す羽目になったのだ」

文学士

「一つだけ言わせて貰うと、あなたの頭蓋骨と禿げた頭は何の価値があるのでしょうか？」

メフィストフェレス（気楽に）

「君もかなり無礼な奴だな？」

文学士

「礼儀正しいドイツ人は嘘をつくと言いますからね」

メフィストフェレス（座っているキャスター付きの椅子で前舞台へ出て、一階の観客へ）

「この上にいると光と空気で目眩がするのです。

　そちらへ退避してもいいですか？」

文学士

「おこがましく、最貧で何もし得ない存在だと認められない可哀想な人を見つけましたよ。

　人間の命は血の中にあります。若者の方がより血の巡りが良いのでは？　　

　新しい『生の血』から新鮮な力が生まれ、新しい生命を創造するのです。

　そこに全てが奮い立ち、ことがなされ、弱ったモノは落ち、有能なモノが進出するのです。

　一方、僕が世界の半分を手に入れた時、あなたは一体何をしていましたか？　夢を見て、常に計画だけを立てて何もしなかった。

　確かに！　歳というのは冷たい熱病で、ワガママの寒気という苦難がありますね。

　三十年が過ぎたら、もう死んだと同じですね。

　最上の方法はあなたを潰して殺すことでしょうね」

メフィストフェレス

「悪魔ですら何も言えませんでしょうな」

文学士

「僕が望まなければ悪魔は存在しません」

メフィストフェレス（離れて）

「その『悪魔』が近々一撃を入れるでしょう」

文学士

「それが若者の最も気高い使命だ！　　

　この世界は僕が作るまで、存在しなかった。

　僕が太陽を大海原から引きずり出したのだ。

　そして月の移り変わる様が始まったのだ。

　日は僕の考え通りに装飾され、地球は緑に覆われ咲き乱れて僕に応える。

　僕が合図すると、最初の夜に全ての星が煌めき現れるのだ。

　誰が教養の無い人を『妄念』という障害から解き放ったと思っているのだ？

　しかし、自由の身の僕は己の内側から、喜んで灯りを持って追い進む。前に光を求め、後に闇を背負い、心の内を喜悦と共に颯爽と進むのだ」

（退出）

メフィストフェレス

「なんとも独創的な変人だな！　　

　分別を害するとはコイツの存在のことだろう。

　あれほど愚かな人間はいないだろう。大抵の思想は既に先人が考え抜いているということが分からないのか？　　

　だが、あの程度なら危険性は少ないだろう。数年の内に考えが変わるはずだ。

　発酵前の葡萄の絞り汁がどんなに荒唐無稽でも、最終的には葡萄酒になるのだ。

（拍手をしない一階の若い観客に向かって）

　俺の台詞を素っ気無く聞くとは良い度胸だ。お子様だから水に流してやりましょう。

　良く考えると、悪魔は古めかしい。だから歳をとれば悪魔の言い分も理解出来るだろう！」


研究室

　中世様式の異様な目的のための扱いづらい道具が並ぶ。

ワーグナー

「鐘が鳴る。恐ろしい。煤けた壁が揺れる。

　ようやく秘密の深刻な事態が打開出来そうだ。

　既に闇が照らされてきた。

　小瓶の中心に活発に輝く石炭のようなカーバンクル。これが美しく雷光のように暗闇を照らす。

　白い光が出てきた！

　ああ、今回ばかりは失敗したくないぞ！

　おお、神よ！　なぜドアをがたつかせるのだ？」

メフィストフェレス（登場）

「今晩は！　ボランティアに来ました」

ワーグナー（ビクビクして）

「ようこそ。丁度いい星回りの時に来てくれました。

（静かに）

　しかし、口を閉じて下さい。正に作品が出来るかどうかの瀬戸際なのです」

メフィストフェレス（より静かに）

「それは何ですか？」

ワーグナー（同様に）

「人間を作っているのです」

メフィストフェレス

「人間？　愛し合うカップルを煙の穴へ閉じ込めたのですか？」

ワーグナー

「神よ、お守り下さい！　流行っている方法は儚い戯れ事のようなモノですよ。

　生命の神妙な跳躍は、力のやりとりによって己を描くのです。ですが、外部を内部へ吸収する威厳はもう無いのですよ。

　もし将来、獣が偉大な人類を乗り越えようとするならば、上回るほどの高貴さが必要ですね。

（窯へ向かって）

　光っている！　見て下さい！　本当に成就出来そうです。数百もの材料達を混ぜ合わせました。この調合具合が人の材料の肝なのです。フラスコの中で然るべき処置をして落ち着かせます。そして作品が完成するのです。

（窯へ向かって）

　この調子です！　材料が励起して光っています！

　遂に。遂に念願が叶います。

　我らが称賛してきた自然の神秘を解き明かすことが出来ました。我らの英知を結集して自然の営みを結晶化することに成功したのです」

メフィストフェレス

「長生きはしてみるモノですね。この世に絶対に起きないことは無いのだね。

　私も長年の旅行の結果、結晶化した人々を見てきましたよ」

ワーグナー（小瓶に気を配らせて）

「昇る。点滅する。あっという間に完成する。

　偉大な志が目覚ましい結果を出しました。

　我らはこれ以降、偶然を笑うことが出来ます。優秀な脳は同様な思想家の手によって作られるようになるのです。

（小瓶をうっとりと見て）

　小瓶は愛おしい力を奏でる。濁っては晴れる。それでは完成させる時です！

　楚々とした体つきだ。礼儀正しく身振りをする。

　世界でこれ以上何を望もうか？

　遂に神秘が暴かれたのです。

　ちょっとこの音を聞いて下さい。人の声です。声が段々言葉になってきましたよ」

ホムンクルス（小瓶の中からワーグナーへ）

「父さん！　ご機嫌いかがですか？　冗談では無かったのですね。

　私を優しく胸に抱いて下さい！　　

　でも余り強く抱くとガラスが割れてしまいます。

　事物の特性なのですよ。

　自然のモノは宇宙全部も足りないほどですが、人工のモノは閉じた空間が必須なのです。

（メフィストフェレスへ）

　ああ。曲者の旦那様もここにいらっしゃいましたか。一瞬のことでしたが、ありがとうございました。

　良い運命の巡り合わせでしたね。

　さて、生まれたからには活動しないと。

　すぐに仕事に取りかからないといけませんね。

　キリッとした方法を簡潔に教えて下さい」

ワーグナー

「まだ話がある！　老いも若きも恥を捨てて押し寄せてきたのだよ。アレは酷いモノだった。

　例えば、魂と肉体が素晴らしく一致する。固く結ばれるのだ。決して分離は出来ない。だが、日々絶えず嫌悪を催させられるのだ。

　その結果はこうだ」

メフィストフェレス

「待ちなさい！　私が尋ねよう。

　なぜ男と女は粗末にイかざるを得ないのか？　　

　友よ、これは決して分からない。何かがあるには違い無い。このおチビさんにやって貰おうか」

ホムンクルス

「何をするのですか？」

メフィストフェレス（脇のドアを指して）

「お前の力を見せてくれ！」

ワーグナー（まだ小瓶を見つめて）

「なんて可愛い坊やだろうか！」

（脇のドアが開き、ファウストが床で倒れているのが見える）

ホムンクルス（ビックリして）

「大変だ！

（小瓶がワーグナーの手から逃れ、ファウストの方へ浮かび漂い照らす）

　素晴らしい眺めに囲まれていますね！　森の中を澄んだ水が流れています！　最高の女性達が服を脱ごうとしています。もっと面白くなってきましたね。

　一人、燦々と輝く女性がいますが、さぞや名のある神々の末裔かも知れません。

　彼女が澄んだ水へ踏み入ります。

　その気高い命の炎が、柔らかな波動の結晶で冷やされます。

　しかし、翼の喧騒によって、滑らかな水鏡が乱され、ジャブジャブ音がするのはどうにかならないのでしょうか？

　女の子は怯えて逃げてしまいました。しかし、王女だけは平然としています。女性らしく悦びに満ちることが誇りなのでしょう。白鳥の王が膝へしつこく擦り寄っています。どうやらあの白鳥は人間に慣れているようです。

　しかし突然、霧が立ち込め、最も美しい光景をしっかり織られたガーゼで覆ってしまいました」

メフィストフェレス

「何でもかんでもベラベラ喋る煩い奴だ！　　

　体は小さいが、偉大な空想家だ。

　俺には何も見えないのに」

ホムンクルス

「そうでしょうね。あなたは北の出身でハッキリしない年齢です。騎士道や宗教の中で育ったので、自由な目を持つことが出来ないのです！　　

　暗く荒涼とした場所だけがあなたの住み処です。

（周囲を見て）

　こんがりした岩の、穏健で疎ましい壁。尖った天井は丸まって、低俗なこと極まり無い！

　この人がこんな場所で目覚めたら悲惨ですね。起きてすぐ死ぬ羽目になるでしょうね。

　彼の予知夢は森林の泉と白鳥と裸の美女が登場しました。

　彼がどうして耐えられましょうか！

　最も忍耐強い僕ですら、ここに耐えるのは我慢がなりません。

　彼を連れ出しましょう！」

メフィストフェレス

「そうして頂けると幸いだ」

ホムンクルス

「軍人は戦争へ行かせ、乙女は踊りへ行かせるべきです。

　それで万事が滞りなく済みます。

　ああ、たった今思い出したのですが、今夜は古代ワルプルギスの夜ですね。

　最高の出会いが待っているか知れません。

　彼を連れて行けば充実するかも知れませんよ！」

メフィストフェレス

「そんな夜は聞いたことが無いぞ」

メフィストフェレス

「あなたの耳に届かなくて当たり前ですよ？　　

　あなたが知っているのはロマンティックな幽霊の話だけですからね。

　本当の幽霊は古典的なのですよ」

メフィストフェレス

「だが、それはどこで行われているのだ？　　

　古代の仲間なんてウンザリだからな」

ホムンクルス

「北西の悪魔さんは欲望の川の住人ですね。我らは南東へ進もうと思います。広大なペーネイオスの流れが緩やかに流れ、木々を通って蒸し暑い入り江に注ぎます。

　切り開かれた平地は山の細道にまで伸び、新旧のファルサロスの街があるのです」

メフィストフェレス

「ああ！　勘弁願いたい！　あの圧政と奴隷制度の口論は避けたいのだ。

　退屈なことこの上ない。かろうじて議論が纏まったかと思うと、また最初からやり直しだ。

　アスモデウスが黒幕だと言うのに、誰も知らず、注意も出来ないという酷い有様だ。

　市民の自由のためだと宣っているがとんでもない。

　良く見れば分かることだが、奴隷が奴隷を支配しようとしているだけだ」

ホムンクルス

「人間の反抗的な本性はどうしようもありませんよ。皆、子供の頃から自分のことで精一杯で最終的に一廉の大人になれるとは限りませんからね。

　問題は、ここに横たわっている人をどう癒やすかですね。

　何か策があれば試して下さい。出来ないなら私がやってみます」

メフィストフェレス

「ブロッケン山で使う技ならどうにかなると思うが、異教徒の地ではどうにもならぬ。

　ギリシャ人は全くどうしようも無い！　　

　その一方で愉快に自由気ままに人生を謳歌する。胸に秘めた陽気な罪で惑わすのだ。

　我らはいつも根暗なのでしょうかね。

　ところで、一体何をするのだ？」

ホムンクルス

「あなたはなかなか賢いようですね。

　私が『テッサリアの魔女』と言ったらあなたはどういう反応をしますか」

メフィストフェレス（淫らに）

「テッサリアの魔女か！　ああ、幸せだ！　そいつの登場を長年待っていたのだよ。

　毎晩顔を突き合わせるのは不幸だろうね。

　ちょっと挨拶してみたいモノだ」

ホムンクルス

「そのコートをこちらの騎士（訳注：ファウストのこと）に引き渡しましょう！　　

　この布は今までと同じくあなた達を運ぶはずです。

　私が先に道を照らしましょう」

ワーグナー

「それで、私は？」

ホムンクルス

「ええと。一番重要なことをここでやって下さい。

　古い羊皮紙を広げて、掟通りに『生命の要素』を集めて繋げて下さい。慎重にお願いします。

　『何』よりも『どうやって』が頭を使うのです。

　私はちょっと世界を回って仕上げに着手します。

　そうすれば偉大な目的も達せられましょう。

　これだけ努力すれば相応の対価はあるでしょう。

　黄金、名誉、名声、不老長寿。学問や美徳すら得られるかも知れません。

　では、さらば！」

ワーグナー（物憂い顔で）

「さようなら！　胸を押し潰されたようだ。

　二度と会えないのが寂しくもある」

メフィストフェレス

「では、ペーネイオスの流れに行こう！　　

　小さな縁者よ、侮って悪かった。

（観衆へ）

結局、我々は己が作ったモノを頼るのだな」


古代ワルプルギスの夜

ファルサロスの平野

　暗黒。

エリクト

「いつも通りの恐怖の夜。一人震えるエリクトですよ。辛抱なりません。

　鼻持ちならない煩い詩人が謡うほど私は悪く無いはずよ。毀誉褒貶の終わりはありませんけれどね。心配の尽きぬ谷に晒されている悪夢のような夜。その名残が、灰色の宿営地に残っています。

　何回繰り返されるのでしょうか！　もう永遠に繰り返されるのでしょう。誰も国政を他人に任せません。誰もが嫉み合い、力で統治します。己に秘めたあらゆる自我すら治めることが出来ない者に限って、隣人を好んで統治しようとするのです。

　ですが、ここの戦いは偉大な例の一つです。

　暴力が格段に強くなり、自由を持つ千の花冠は涙します。覇者の頭には月桂樹が鎮座します。

　ここでマグナスが夢見た在りし日は、カエサルが見た揺るぎない覚醒です！

　それは勝負です。世界は誰が勝利したかを知っています。

　篝火が赤い炎を燃え広がせて、地面に流れる血に反射して息をします。やつれた希少な奇跡の光沢が、その夜、ギリシャのレギオンの伝説として蒐集されています。

　全ての炎に古く危険な形相が鎮座しています。

　月は満ちていませんが、燦々と輝き昇って、穏やかな輝きをどこまでも撒き散らしています。

　宿営地は消え、篝火は青く燃えます。

　ですが、上をご覧下さい！　アレは流れ星でしょうか？

　アレが熱烈に輝き、形ある球のように現れました。

　アレは生き物でしょうか。命を損なう可能性があるモノには近づいてはなりません。

　仮にそうすると私の評判は悪くなり、良いことは何も無いですね。

　ああ、もう落ちてきます。良く考えれば穏やかに避けるべきでしょう！」

（退出）

　空を駆ける者達。

ホムンクルス

「もう一度浮かび漂い、炎と身震いする恐怖の周りを飛びましょう。

　谷や平地の恐ろしい光景が見て取れます」

メフィストフェレス

「古い窓を通して北の乱雑な恐れが見える。とんでもなく怪異な死霊がそこかしこにいて、まるで我が家のようだ」

ホムンクルス

「見て下さい！　エリクトが大股でこちらの前を横切りますよ」

メフィストフェレス

「まるで私達を空気のように扱ったな。

　我らを恐れたのだろうか」

ホムンクルス

「見逃しましょう！　その騎士を降ろして下さい。すぐに回復するはずです。何しろ神話の王国を求めているのですから」

ファウスト（大地に触れる）

「彼女はどこだ？」

ホムンクルス

「ハッキリとは言えませんが、恐らくこの辺りでしょう。

　お急ぎでしたら炎から炎へ探し歩くと良いでしょう。

　母達の国まで行ったあなたですから、何も恐れなど無いでしょう」

メフィストフェレス

「私はここで野暮用がある。

　だが、己の望みを達しようとするならば、各自が炎に挑まなければならないだろう。

　再会する時には小さな君よ、その光が鳴り響くことを期待する」

ホムンクルス

「勢い良く音が鳴るほど光らせてみましょう。

（ガラスが震え、莫大な光が辺りを包む）

　さあ、新しい驚異を得ましょう！」

ファウスト（独りで）

「彼女はどこにいるのだろう？　問うのは止めておくか。

　これは彼女に付着していた土では無いな。これは彼女が穿った波か。これは彼女が放った言葉を受けた大気だ。

　ここだ！　奇跡だ、ここがあのギリシャだ！　　

　この土壌に立った時点で、私はすぐにギリシャだと分かった。

　私の眠っていた心の幻影が、立った瞬間にアンタイオスのような心になった。

　一つ奇妙なことがあるな。篝火の炎が尽きるまでこの迷宮を探求したいぞ」

（退出）


ペーネイオス川上流

メフィストフェレス（周囲を窺って）

「これらの炎の脇を通ってみると、俺は完全に余所者だと思い知らされる。皆、裸で希に布を付けている奴がいる程度だ。

　スフィンクスは恥知らず。グリフォンは厚かましい。どいつもこいつも巻き毛で翼があり、前も後も晒している。

　確かに俺等も汚らしい行為をするが、古代の奴らは生々しいな。

　こういうのは、最新のセンスで打ち破って、雑多な流行で上塗りするしか無いのか。

　疎ましい奴らだ！　しかし怒ってはいけない。新しい客として正々堂々と挨拶するべきだな。

　どうも、綺麗な御婦人、賢い御老人！」

グリフォン（耳障りな声で）

「老人では無い！　グリフォンだ！　誰も年寄り扱いされるのを好まないだろう。どんな言葉も起源がある程度残っている。

　『灰色』『不機嫌』『不平』『惨憺』『墓』『粗野』。語源から着実にグリフォンと似ているな。気分が悪い」

メフィストフェレス

「おや。脱線はしないのですね。お名前のグリフォンは『掴む』という意味があるでしょう」

グリフォン（同様な耳障りな声で）

「当たり前だ！　眷属には様々な奴がいる。確かにしばしば悪評もあるが、より多くの称賛がある。

　乙女、王冠、黄金を『掴む』のだ。欲深い我らには幸運の女神がいつも付いているのだ」

蟻達（巨大な種類）

「あなた方は今、黄金の話をされましたね。我々はそれをたんまり集めています。岩や洞窟に密かに隠しております。

　アリマスポイの奴らが感づいて、笑いながらそれを持って行ってしまいました」

グリフォン

「とっ捕まえて白状させてやろう」

アリマスポイ

「今夜だけは見逃して下さい。

　明日までに全部使うつもりです。今回で成し遂げられるはずなのです」

メフィストフェレス（スフィンクスの間に腰掛ける）

「なんだかここは居心地が良いな。なぜならここにいる奴のことを理解するのに慣れているからだ」

スフィンクス

「我らは幽霊の音で囁くが、お主は具体化してくれるのだな。

　今は何というお名前か。是非ともお聞かせ願いたい」

メフィストフェレス

「私は色々な名前で呼ばれていますよ。ここに英国人はいますか？　彼らは旅行を愛し、戦場跡、滝、崩れた壁など古く昏い場所へ好んで行きます。

　それが彼らに相応しい目的です。

　彼らから私は、古い舞台の『古い終末論』と呼ばれているのです」

スフィンクス

「どうしてそう呼ばれるようになったのか？」

メフィストフェレス

「私自身も分からないのですよ」

スフィンクス

「そうでしょうな！　お主は星の知識は得意かな？　　

　今の星回りでは何時かね？」

メフィストフェレス（見上げて）

「星は流れ、刈り込まれた月は見事に輝いている。私はここで落ち着いている。あなたの獅子の毛皮で暖まっているからね。

　天空まで迫り上がろうとは愚かだな。

　何か謎かけかパズルを頂戴したい」

スフィンクス

「お主は既に自分で謎かけをしているでは無いか。

　試しに自分で解いてみろ。

　『善人にも必要な悪である。禁欲的なレイピアから善の胴を守る。素晴らしき相棒となって悪を成し遂げる。両者ともゼウスの愉悦である』さあ答えよ」

最初のグリフォン（耳障りな声で）

「イヤな奴だ」

第二のグリフォン（強い耳障りな声で）

「何をさせようとするのだ？」

両者

「ここに来られては堪らない！」

メフィストフェレス（強引に）

「お前さん方にはその鋭い爪と俺の爪、どちらが優れているか分からないだろう？　　

　試してみろ！」

スフィンクス（優しく）

「好きなだけここに滞在しなさい。いずれ心の底からイヤになるでしょう。

　お里では好きにしていたようですな。しかし、悪いがここではイヤな気分になるだろうね」

メフィストフェレス

「あなたの上半身はかなり美しいが、下半身は獣とは恐れ入る」

スフィンクス

「間違いをすると後悔するだろうよ。私の竹篦はなかなか威勢が良いよ。

　馬の足の旦那には我らの仲間にはなれないだろうね」

（セイレーン、上流で歌い始める）

メフィストフェレス

「あの岸辺のポプラの枝に留まっている鳥のようなアレは何だ？」

スフィンクス

「注意しろ！　上々な奴でもあの歌にやられてしまうのだよ」

セイレーン

「ああ、なぜあなたは甘やかすの？　こんなに醜い私なのに！　　

　耳を傾けて。私達は集まり、良く調整された声で歌います。

　これがセイレーンなのですよ」

スフィンクス（セイレーンと同じメロディーで嘲笑って）

「奴らを引きずり落とす必要があるようだ！　　

　奴らは小枝に隠れるのだ。卑しい鷹の爪を隠し持っている。もし歌に耳を貸せばズタズタにされてしまう」

セイレーン

「唾棄！　羨望！

　天空の下、離れ離れの澄んだ光を集めましょう！

　水の上、大地の上。一番元気に身振りして獲物の歓迎を致しましょう」

メフィストフェレス

「綺麗な新手が出てきたぞ。喉から弦楽器で編んだような旋律を囀るのか。

　あの囀りには負けてしまいそうだ。

　耳に這い寄ってくるが、心に突き刺す訳では無いようだ」

スフィンクス

「お主のそれは心とは呼べないだろう！　儚いモノだ。

　むしろ、シワだらけの革袋と呼んだ方が適切だろうな」

ファウスト（近づいて）

「何と素晴らしいのだろうか！　目の保養になる。嫌らしい鷲鼻の中にも巧みなモノがあるのだな。

　どうやら運が私に向いてきたようだな。

　真剣な眼差しをすれば、私に主導権がありそうだな？

（スフィンクスへ）

　以前、オイディプスが立ったのか。

（セイレーンへ）

　以前、ユリシーズを不正と見なして縛り上げたのか。

（蟻達へ）

　最高の宝物は忠実に守られていたのか。抜け目が無いな。

（グリフィンへ）

　私は磨き上げた精神を感じている。

　造形が偉大で、回顧録も偉大だ」

メフィストフェレス

「前のあなたはこういうモノを呪ったでしょうけれど、今では目覚ましく力添えするとお考えでしょう。

　愛した人を探しに来たのだ。化け物も歓迎でしょう」

ファウスト（スフィンクスへ）

「私の妻の話はご存じないだろうか。

　ヘレネを見ていないでしょうか？」

スフィンクス達

「彼女のいた日に居合わせたモノは残っておらぬ。最後の者もヘラクレスに殺された。

　ケイロンに尋ねれば分かるはずだ。

　この祭りに参加しているはずだ。

　彼に会うことが出来たら、お主は本当に幸運だろう」

セイレーン

「ここから離れないで！　　

　ユリシーズも私達の所へ来たのです。急がないで知っていることを教えて下さいましたのよ？　　

　もし全てを信頼して下さるなら、緑の海洋でお話ししましょう」

スフィンクス

「欺かれてはならぬ。

　ユリシーズは繋ぎ止められたが、私のアドバイスを聞くのだ。

　高名なケイロンに会えたなら、お主は色々学べることは請け合いだ」

（ファウスト退出）

メフィストフェレス（イライラして）

「あの嗄れた声で羽ばたいて行くのは何だ？　　

　とんでもない速さで次々と飛んで行く。アレでは狩人も疲れるだろう」

スフィンクス

「冬の嵐のようだな。アルカイディの矢にも通じる。

　素早いステュムパーリデスの鳥だな。嗄れた声と禿げ鷲の嘴、ガチョウの足を持っている。

　輪になって鳴いているのは、親愛の印なのだ」

メフィストフェレス（怯えて）

「奴らの間で迸る武器がまだあるようだが」

スフィンクス

「ああ、心配するな！　　

　ヒュドラの頭だ。胴体から切り離されているが粋がっている。

　だが、お主はこれからどうするのだ？　　

　反抗的な態度は何だ？　　

　どこへ行くのだ？　早く来い！

　あの合唱隊を見たいのか。いいだろう、行くが良い！　沢山の魅力的な顔の奴らに挨拶するがいい！

　鬼女は僅かに楽しみつつ、厚かましく娼婦の笑みを浮かべている。色情狂のサテュロスがお喜びだ。

　山羊の足を持つ彼は何でもやり放題なのだ」

メフィストフェレス

「あなた達はここに残るのかい？　また会えるかい？」

スフィンクス達

「そうとも！　あの尻軽な情婦と交わって来い。

　我らはエジプト時代から千年もの長い間、留まることに慣れている。

　我らの場所を良く見なさい。月と太陽は我らが調節するのだ。

　ピラミッドの前に座り、数多の人民を裁く。

　洪水、戦争、平和。それらが我らの顔を歪ませることは無い」


ペーネイオス川下流

　干拓地でニンフ達と一緒。

ペーネイオス

「来い、葦の囁きよ！　　

　息吹の柔らかい兄弟よ。僅かにサラサラと音を立てる柳よ。舌もつれのようなポプラの茂みよ。夢に割り込め！　　

　恐ろしい戦慄が密かにあらゆるモノから臭ってくる。流れも休息も私を叩き起こした」

ファウスト（川へ近寄り）

「空耳では無いだろう。確かに聞こえた。

　折り重なった小枝や灌木、葉や花の後から、人の声らしき音が聞こえたぞ。

　輝く波もがお喋りしているようだ。大気も冗談を言っているようだ」

ニンフ達（ファウストへ）

「あなたのために言います。横になりなさい。涼しい場所で回復しましょう。疲れた節々を喜びと共に休ませるのです。

　我らはそよぐ。我らは流れる。我らは囁く。あなたのために」

ファウスト

「私は起きている！　ああ、しっかりしろ。比類の無い造形よ、私の目に見えている通りになるのだ。

　驚異的だ。私はやり遂げたのだ！　　

　これは夢か？　それとも記憶か？　　

　一度、私は幸せを手にした。

　新鮮な水が流れ、しっとりとした静かな低木がある。ざわつかず、かろうじて流れている程度だ。

　四方八方から流れ込む幾百の泉は、清潔さと明るさを兼ね備え、沐浴するのに相応しい場所となっている。

　健康そうな若い女性達が水鏡に二重に映り、私の目の保養となる！

　仲睦まじく楽しそうに水を浴びたり、大胆に浮かんだり、怖ず怖ずと水辺を渡ったりする。

　淫らな声を上げながら、水を掛け合っている。

　なかなか良い眺めだ。目の保養とはこのことだ。だが、私の心は常に先へ行っている。

　目に鋭く映るあの覆いは何だ。緑の木の葉が茂っている。あそこに気高い女王が隠れているのだろうか。

　不思議だ！　白鳥達が入り江から清らかにやって来た。

　優しく、愛想良く群れている。しかし横柄かつ独りよがりで首と嘴を忙しなく動かしている。

　中でも一羽、目覚ましいのがいるな。抜きん出て凛々しく自慢げに颯爽と進んで行く。

　羽を膨らませ、波立たせて進み、神聖な場所へ行こうとしている。

　他の奴らはただ静かに、艶のある羽を動かして泳いでいる。活発に争っている奴もいる。自分の身の安全だけを考える女性達は物怖じしている。彼女達の気を逸らすためにやっているようだ」

ニンフ達

「あなたの耳をこの緑の岸に当ててみなさい。

　馬の蹄の音が聞こえるはず。

　今夜の伝言を知らせるのは誰かしら」

ファウスト

「騒々しい早馬の蹄の音が地上に鳴り響く。

　そちらを眺めよ！　　

　チンケな運命が既に手元に来ているのか？　　

　希に見る驚異だ！　　

　後悔の念が近寄っている。奴は目覚ましい勇気と才能を持って眩い白馬となってやって来る。

　私の気が確かなら、アレは有名なピュリラーの息子ケイロンだ！

　お待ち下さい、ケイロンさん！　止まって下さい！　あなたに尋ねたいことがあるのです」

ケイロン

「どうした？　何かあったのか？」

ファウスト

「止まって下さい！」

ケイロン

「それは出来ない」

ファウスト

「お願いします！　連れて行って下さい！」

ケイロン

「では乗りなさい！　これで私に質問出来るだろう。

　どこへ行くつもりなのだ？　君は河岸に立っていたが、川を渡りたいなら運んであげよう」

ファウスト（馬の部分に跨がり）

「お気に召すまま。この御恩は一生忘れません。

　偉人、栄光の誉れある英雄、素晴らしき学識のある全てアルゴ号の勇士の高貴な教育者。そして詩人の世界で名を馳せたのはあなた様だけです」

ケイロン

「ゆっくり喋りなさい！　　

　パレスには師と認められていないのだがね。

　私が色々教えたとしても、結局は自分一人で育たねばならないのだよ」

ファウスト

「全ての植物の名を知り、根源を知り、苦しみを幸福へ、傷病を治癒し、知恵と力を兼ね備えたあなた様が目の前にいるのです！」

ケイロン

「勇士が私の傍で傷つけば治してやることは出来るし、知っていることはアドバイス出来る。

　しかし、私の技は結局、女医や僧侶にも出来るのだ」

ファウスト

「あなた様は本当に偉大な人です。称賛の言葉をお聞きになろうとしない。

　奥ゆかしく話をそらして、同様な人がいるように錯覚させる」

ケイロン

「君は他人を褒めるのが巧いね。諸侯も民衆も丸め込むのが得意なようだ」

ファウスト

「でもこれだけは聞いておきたいのです。

　あなた様は最高の人々に出会い、気高い時間を過ごし、半神として厳しい日々を生き抜いて行かれました。

　その英雄達の中で一番は誰でしょうか？」

ケイロン

「アルゴ号の勇士達は皆、勇敢で己のことを知っていた。欠けている部分を他の誰かが埋めていたね。

　若さと美貌ではディオスクライが常に最上であった。

　決心の素早さはカイラスとゼテスが最も優れていた。

　一方、強さと知恵を兼ね備え、口が巧く女性に人気があったのは船長のイアーソーンだった。

　また、オルフェウスは常に優しく、繊細に琴を圧倒的な巧さで弾いていた。

　眼光鋭いリュンケウスは昼も夜も神聖な船を暗礁から守ったのだ。

　社交性だけでも困難を打ちやることが出来るのだ。

　一つ仕事をすると皆が褒める感じであった」

ファウスト

「ヘラクレスの名をなぜ口にされないのですか？」

ケイロン

「ああ！　私の憧れを掻き立てないでくれ。

　アポロンはもちろん、アレス、ヘルメスも私は見たことが無い。

　だが、私の目は神と称されるヘラクレスを見たのだ。

　彼は生まれながらの王であった。若い頃から華やかだった。

　兄には恭しく、最愛の女性にはやはり優しかった。

　ガイアも二度とあの傑物は産むことは出来なかった。ヘーベーも二度とアレと同等の者を導くことは無いだろう。

　歌では彼の戦いを表せまい。石に残そうとしても徒労に終わるだろう」

ファウスト

「芸術家がどんな偉大な作品を造っても、決して本物には勝てないようですね。

　最上の男の話をされたのですから、今度は最上の女の話をお願いします！」

ケイロン

「ふむ！　女の美か。難しいな。それは無感覚な肖像になりがちなのだよ。

　喜びと快活に満ち溢れたモノで無ければ称賛は出来ないのだ。

　美人は己のみを考えさせて、他者を滅ぼせる。

　抑え切れない魅力があるモノこそ価値がある。私の運んだヘレネのようなモノだな」

ファウスト

「あなたがヘレネを運んだのですか？」

ケイロン

「ああ。背負ってやったよ」

ファウスト

「もうすっかり頭がこんがらがっているのか？　　

　彼女が乗った場所に私がいるとは幸せだ！」

ケイロン

「彼女は君と同じように私のたてがみを掴んでいたよ」

ファウスト

「ああ、何ということだ！　その時の様子をお聞かせ下さいませんか？　　

　彼女は私の唯一の希望なのです！　　

　どこからどこへ運ばれたのですか？」

ケイロン

「その問いに答えるのは簡単だ。

　ディオスクロイ兄弟が妹を賊の手から救い出した時のことだ。

　しかし、その賊はそれまで負けたことが無かったらしい。なので奮い立って後から追いかけてきたのだ。

　兄弟とヘレネは急いで逃げたが、生憎エレウシスの沼地が立ちはだかった。

　兄弟は泳いで渡ったが、ヘレネは私に乗って渡ったのだ。渡り終えると彼女は飛び降りて私の湿ったたてがみを撫でた。美しさの中にも凜とした芯がある感謝をしていたな。

　彼女は愛らしかった！　老いた私も年甲斐も無く覇気に満ちてしまったよ！」

ファウスト

「十歳程度でその魅力とは！」

ケイロン

「思うに、それは文献学者が君をも自身をも騙しているのだ。

　神話の女性というのは特別なのだよ。詩人はしばしば都合良く書き換えるのさ。

　成人することも無く歳をとることも無い。常に情欲を駆り立てる魅力的な姿。だから掠われるのだ。

　それ故、詩人には時間が枷とはならないのだ」

ファウスト

「ならば彼女は時間とは無縁なのですね！　　

　つまり、アキレスがペライで彼女を見つけたとしても矛盾はしない訳だ。奇跡的な幸運ですね。

　運命に抗い勝ち取った愛とは！　　

　私もこの唯一の命を賭ければ、憧れの彼女と一緒になり得るでしょうか？　　

　崇高な神に等しい、あの永遠に気高い彼女と対等になれるでしょうか？

　私は以前、彼女の姿を見ました。そして今日も見たのです。あの素晴らしく愛らしい姿と魅力的な美の虜へならざるを得ません。

　今、私の心は険しく押し潰されそうなのです。

　彼女を手に入れられなければ生きることが出来ません」

ケイロン

「君は奇妙な奴だな！　人間だからそのように魅了されるのだろう。

　しかし霊魂の観点からすると、君は狂っている。

　だが、そこにこそ幸福があるのかも知れない。

　私は毎年、ちょっとマントーというアスクレピオスの娘に会うのだよ。彼女は父の名誉を守るため、医者の啓蒙している。世間の医者による人殺しを悔い改めさせるために祈っているのだ。

　市井の中ではあの娘が愛らしい。醜さと対極で、優しく慈悲深い。

　彼女の所にいれば、君の狂気も癒えて幸せになれると思うよ」

ファウスト

「治療など必要ありません。私は正常です。

　治療などしたら私は浅ましい俗人と同様になってしまう」

ケイロン

「尊い救世の泉を、取るに足らないと思ってはいけないぞ！　　

　降りなさい！　着いたぞ」

ファウスト

「ここはどこですか！　真っ暗な恐ろしい夜の中、砂利敷きの川を渡ってどこへ着いたのですか？」

ケイロン

「ここはローマとギリシャの激戦地だ。右はペーネイオス川、その脇がオリンポス山だ。砂に埋もれ去った世界最大の国だ。

　王は逃げ、市民が勝利した。

　見なさい！　月明かりに照らされた永劫の時を経た神殿だ」

マントー（神殿の中から夢のように）

「馬の蹄の音が神殿の階段に鳴り響く。半神のお出ましだ」

ケイロン

「そうだ！　　

　目を開け！」

マントー（目覚めて）

「ああ、ようこそ！　私のことを覚えて下さったのですね」

ケイロン

「神殿が立っているからな！」

マントー

「あなた様は疲れ知らずのようですね？」

ケイロン

「君はいつも静かに暮らしているが、私はいそいそと周遊するのが好きなのだよ」

マントー

「私を除いたモノの時間が過ぎます。

　ところでこの方はどなたですか？」

ケイロン

「悪名高いこのワルプルギスの夜がこの男を巻き込んでしまったのだ。

　狂ったようにヘレネを求めているのだ。愛しているらしい。だが、どこでどうすれば良いのかをまるで分かっていない。

　まずはアスクレピオスに治療して貰わなければならないだろう」

マントー

「私は不可能を求める人が好きですよ。

（ケイロン、既に遠くに去る）

　さあ、お入りなさい。大胆な方、良い知らせがありますよ！

　この暗い通路はペルセフォネの居場所へ至ります。

　オリンポス山麓の洞窟で禁じられた挨拶を密かに聞くのです。

　私はオルフェウスがその悪事に手を染めるように仕向けました。

　彼より上手くやりなさい！　さあ！　勇気を出して！」

（両名、降りて行く）


再びペーネイオス川上流

セイレーン

「ペーネイオス川に飛び込め！　　

　音を立てながら泳ぎ歌い、呪われた人々をお上品に救うのだ。

　水が無ければ救いは無い！　　

　大軍を引き連れてエーゲ海に急いで行けば、あらゆる悦楽が手に入る。

（地震）

　白波が泡立ち周囲を一掃する。流れが全てを食い散らす。

　大地は震え、水は濁り、砂利の河原も岸辺も煙で爆ぜた。

　逃げましょう！　こちらへ皆で！

　不思議なことで誰が得をするのでしょうかしらね。

　さあ！　高貴で陽気なお客様。海の楽しいお祭りに行きましょう。震える波が岸辺を濡らし、僅かに隆起する場所へ行きましょう。

　あそこは月光が二重に輝き、聖なる露で我らを癒やすのだ。

　自由に動く『生』こそが惨たらしい地震なのだ。

　急げ、急げ。知恵が回るなら急ぐのだ！

　こんな恐ろしい場所は御免だぞ」

セイスモス（地下の奥深く、けたたましく轟音を立てる）

「もう一度、力ずくで押してみようか。肩で力強く押し込めよう！　　

　そうすれば上に行ける。誰も逃れられないはずだ」

スフィンクス達

「なんていけ好かない振動でしょう。ああ、イヤ。身の毛もよだつ気配がするわ！　　

　グラグラ揺れるのには抵抗出来ない！　　

　こんな苦しみは耐えられない！　　

　でもね、たとえ奈落が陥落しても、この場所からは一歩も動く気は無いね。

　ふむ、驚くべきことに丸天井が迫り上がってきたぞ。髪に白いモノが混じった老人が産婦のためにデロス島を創ったのだ。

　彼は大願を抱いてギュッとしたり押したりして、腕を突き出したり背中を曲げたりした。まるでアトラスのような動作で大地の上の芝生や土、砂利や粘土を私達の静かな河岸の寝床へ持ってくる。

　谷の静かな天蓋を力ずくで引き裂くのだ。

　全力だが疲れを知らない巨大な女性像のようだ。恐ろしい岩を地中から胸の高さまで持ち上げた。

　けれど、それ以上は許さない。スフィンクスが奮迅の勢いで阻止するぞ」

セイスモス

「アレは俺が独りで全部やったのだ。いずれ俺を認めるだろう。

　もし俺が大地を揺り動かさなければ、世界はこれほど美しくならなかっただろう？　　

　山々を隆起させ、見事なまでに純粋な永遠の青を描いたのだ。俺がやらなければこの大地の『展覧会』は活き活きとしなかっただろう？　　

　暗黒と混沌という大祖先様は詐欺まがいのことをやってのけた。巨人達とペーリオン山やオッサ山を俵のように打ち立てて、遊びふざけたのだ。若さの盛りでウンザリするほど遊び通したが、遂には両の山をパルナッソス山という二重頭の山に仕立てたのだ。

　アポロンは今、亜聖の女神を侍らせて幸せな気分に浸っておられる。

　だが、ジュピターやその勇猛な雷のためにも、私は椅子として大地を上へ押し上げたのだ。

　だから今夜は大願を抱き、奈落の底から這い上がった。騒がしい新人の門出を機嫌良く祝おうという算段だ」

スフィンクス達

「我らが山の成り立ちを見守っていなかったら、この山は古代より存在すると言わざるを得ないだろう。

　繁茂した森が広がり、岩は互いにせめぎ合う。

　だが、我らスフィンクスは決して怯みはしない。

　我らはこの聖なる座を侵されることは無いのだ」

グリフィン達

「黄金の一片や金箔が割れ目の奥にチラッと見えるぞ。

　宝が掠め取られてはならぬ！　蟻達よ、運び出せ」

蟻の合唱

「巨人のように持ち上げて、せかせかと足を動かそう！　　

　機敏に出入りするのだ！　　

　こういう割れ目にあるモノは、どんな小さな破片でも価値があるって寸法さ。

　どんな小さなカケラでも、隈無く探して全て見つけ出して集めなくてはならない。

　俺達は皆忙しく動き回る。

　黄金だけが目当てだ！

　残りは山にして捨てておけ」

グリフィン達

「さあ！　入れ！　黄金を塊にしろ！　　

　俺達が爪で守ってやるぞ。

　俺達の爪は最高の錠前だ。最高の宝を守るには打って付けだ」

ピグミー達

「本当に場所を押さえたのか。一体何が起きたのだ。

　どこから来たのかは尋ねないでくれ。何しろここにいることは間違い無いからな！　　

　どんな国でも順応して、面白おかしく暮らせるのだ。

　岩の割れ目が見つかればドワーフ達の出番だ。

　ドワーフの夫婦はとても勤勉で模範的だ。

　天国でも同じだったような違うような。それは些細なことだ。

　だが、ここは最高の場所だ。星回りに感謝して祝福しよう。

　東から西まで、母なる大地は進んで産み出すのだ」

ダクティル

「大地は一番小さい我らを一晩で産み出した。

　我らを見出す力は誰にも負けない」

ピグミーの長老

「急げ！　一番良い席を取れ！　　

　サッサと働け！　　

　強く、早く！　　

　まだ平和だから良いモノを。

　鍛冶場を建てて武器と鎧を造り、軍へ送るのだ。

　蟻はサッサと鉱石を掘り出してこい！

　皆の中で一番小さいダクティルよ。お前は薪を持ってこい！

　そいつをそっと燃やして炭を作るのだ」

大元帥

「矢をつがえろ！　いざ出陣だ！　　

　池に横柄に巣くう鷺を射殺せ。一羽も残すな！　　

　それの羽で我らの兜と装飾するのだ」

蟻とダクティル

「誰が我らを救ってくれる！　　

　我らが鉄を造れば奴らはそれで枷を造るのだ。

　逃げ出すにはまだ早いが、逃げる時はスッと逃げよう」

イビュコスの鶴

「殺戮と死の怨嗟！　　

　恐怖に戦き羽ばたく音。

　何という呻き、何という喘ぎがこの高みにまで上がってくるのだろうか！　　

　彼らは皆、処刑され、湖は血潮で赤く染まっている。貴族の歪んだ欲望が鷺の羽を掠うのだ。

　脂肪腹の屑のような悪党共の兜に羽が添えられている。

　我らの同胞よ。海を渡る仲間よ。縁者を追悼するための復讐の時だ。

　力と血をこと無く戦え！

　蔓延る永遠の敵に制裁を！」

（嗄れ声で大気に霧散）

メフィストフェレス（平野で）

「北欧の魔女なら巧く操れるのだが、外国の幽霊は巧く操れないな。

　ブロッケン山は非常に快適な場所だ。どこでも伸び伸びとしていられる。

　イルゼ姐さんは彼女の石の上で見張りをしてくれる。祝福された者は明るく過ごしている。いびき鼻は不幸を洗いざらい吐き出すが、千年経っても何も起きないだろう。

　しかしこの土地では、誰がどこで大地が蠢き隆起するか分からないだろう？　　

　楽しく谷間を歩いていると、後が急に山になるという塩梅だ。山とは滅多に呼ぶモノでは無いが、スフィンクスと分断する程度には充分高い。多くの篝火が揺らめいているな。炎が谷へと戯れ降りて行く。

　悪戯好きな聖歌隊が目の前で魅惑的に俺を屈服させようとする。

　さて、一丁やるか！　つまみ食いはもう慣れた。どこでも良いから、何か捕まえてみるか」

ラミアー達（メフィストフェレスを引き寄せながら）

「早く、もっと早く！　　

　さあ、おいで！　　

　そうしたらちょっと待って、お喋りでもしましょう。

　あの年老いた罪人にもっとキツい贖罪をさせようではありませんか。

　よろめいた足でアイツがよろめいてやって来る。

　私達が逃げると、足を引きずって追いかけて来る！」

メフィストフェレス（静かに）

「呪われた運命！　人類に騙される所だった！　　

　アダムから淫乱に騙され続けている！　　

　歳をとっても誰が賢くなれようか？　　

　緩い陰門に誑かされるとは！　　

　一般人はマトモな理由が無いくせに、腰を締め上げ、顔に化粧を塗りたくる。

　言うまでも無く、奴らは健康とは縁遠く、節々は脆く腐り落ちている。

　見れば分かる。掴めば分かる。しかし、あの痴女が口笛を吹くと一緒に踊ってしまうとは我ながら情けない話だ！」

ラミアー達（休み止まる）

「待って！　彼が考え込んでいる。グズグズしているわ。

　どうにかしなくては。逃すモノか！」

メフィストフェレス（歩き出す）

「この上ないことだ！　目移りする迷いは愚かだぞ。

　なぜなら魔女がいなければ、悪魔は存在価値が無い！」

ラミアー達（艶めかしく）

「この英雄を囲みましょう！　　

　愛は彼の心の中にしっかりとあるわ。誰かしら気に入って貰えるわ」

メフィストフェレス

「灯りは覚束ないが、あなた達は可愛く見えますよ。難癖付ける余地が無い」

エンプーサ（出しゃばって）

「私も仲間に入れて！　私にも可愛いと言って下さいませ」

ラミアー達

「コイツがいつも私達の輪を乱して、せっかくの楽しみをパーにしてしまう」

エンプーサ（メフィストフェレスへ）

「どうもよろしく、ロバの足のお兄さん！　　

　お兄さんの足は単なる馬の足ですけれど、素晴らしいと思いますわ！」

メフィストフェレス

「知り合いはいないと思っていたが、生憎、親類がいたとはな。

　古い家系図を調べなければならないな。

　ハルツ山地からギリシャまで親類がいるとは驚きだ！」

エンプーサ

「私は色々出来るの。様々なモノに変身出来るのよ。

　でも今夜は栄誉のためにロバの頭を載せてみました」

メフィストフェレス

「どうやらここの連中は縁が物言うらしいな。

　だが、どう考えてもロバの頭はイヤだね」

ラミアー達

「あんな卑しいモノは案山子だと思うと良いわよ。他の美しく可愛いモノを愛でなさい。

　何か愛おしいモノは無いかしら。ああ。来ないで。これ以上近寄らないで！」

メフィストフェレス

「私が思うに、あなた方も華奢ですが、どうも胡散臭いですね。

　バラ色の頬の下にはどんな恐怖が構えているか分かったモノでは無いですからね」

ラミアー達

「ではお試し下さい！　私達は沢山いますからね。

　好きに選んで下さいな！　運が良ければ最高の巡り合わせに当たるわよ。

　グダグダご託を並べないで下さる？　　

　あなたは威張って間夫を気取っているけれど、底が知れるわね！　　

　ようやく、私達の群れに交ざってきましたね。

　仮面を一枚ずつ脱いで、本性を見せてあげましょう」

メフィストフェレス

「最高の美女を手に入れたぞ。

（激しく掻き抱く）

　うわ、何だ！　酷い痩せ箒じゃ無いか！

（他のを触り）

　コイツはどうだ？　うわ、良く恥ずかしげも無く人前に出ようと思える面だな！」

ラミアー達

「もっとマシなのをお望みかい？　それは高望みだね」

メフィストフェレス

「小さい奴を捕まえたつもりだが。

　トカゲだったのか。手から逃げたぞ！　　

　お下げ髪は滑らかな蛇のようだ。

　やはり背の高い奴にしよう。

　おや、これは密錐花序の杖だ。頭がパイナップルになっている！

　さて、どうしたモノか？　今回は肉太の奴にするか。

　前回は危なかった！　今度こそ！

　本当に趣があるね。東洋人なら高値を付けるだろうね。

　ああ！　尻がバラバラにはち切れたぞ！」

ラミアー達

「離れて乗り付け、稲妻のように漂い浮かび、暗黒の姿で素早く飛ぶ魔女の息子を取り囲むぞ！　　

　不確かで惨い円を描くぞ！　　

　静かな翼はコウモリのモノだ！　　

　安っぽい奴は飛んで逃げた」

メフィストフェレス（震えて）

「どうやら俺もまだまだ賢く無いようだ。

　ここは不合理で北は愚かだ。どこでも幽霊は気難しく、人民と詩人は味気無い。

　丁度、仮面舞踏会をやっているが、こういうダンスは流行なのか。

　可愛い子を掴まえてみたら、戦慄するような奴だった。

　俺も、もう少し時間があれば騙されたかも知れないのだがね。

（混乱して岩の間を歩く）

　ここはどこだ？　どこへ続いている？

　この道も今では道とは呼べないな。

　平坦な道だと思っていたが、今では石ころだらけだ。

　岩を登ったり降りたりしても徒労に終わりそうだ。どっちに行けばスフィンクスにまた会えるのだろうか？

　一夜にしてこんなにデカい山が現れるとは誰が想像出来ようか！

　ブロッケン山を持ってくるとは魔女の研ぎ澄まされた技に違い無い」

オレイアス（天然石の上から）

「旦那、登ってらっしゃい！　私の山は古く、元の姿を残しているのだよ。

　岩登りは大変だろうけれど、ピンドスが最後の分かれ目なのだ！　　

　ポンペイがノミのように飛んで逃げた時も、私は不動でここにいた。

　加えて言えば、迷夢の教養などは鶏が鳴いて朝が来れば消え去るのだよ。

　そんなおとぎ話はしばしば出来るが、すぐに消え去るのだ」

メフィストフェレス

「誉れ高いあなたの尊い頭には、力強いカシがお似合いだ！　　

　煌めく月光も、あの闇を突き抜けることは出来ないだろう。

　しかし、あの茂みに遠慮深く輝くモノがあるな。

　何ということだろう！　　

　アレはまさしくホムンクルスだ！

　おい、小瓶の中のチビ。どうやってここに来たのだ？」

ホムンクルス

「私は最上の存在として完成したいのです。サッサとガラスを割って出たいのです。

　しかし、どこもかしこも見て回りましたが、踏み切って行きたい場所はありませんでした。

　あなたにだけ申し上げましょう。

　私は二人の哲学者の後を追っているのです。耳を傾けると『自然、自然！』と言うのが聞こえるのです！　　

　地上での在り方を知っているので、彼らとは離れたく無いのです。

　私は最後にどこへ突き当たるのか彼らから学ぶことが出来ると思うのです」

メフィストフェレス

「それは自力で学ぶべきだ。

　幽霊が漂う場所では哲学者は歓迎されるからな。

　哲学者の技を見せるために、新しい幽霊を一ダース作るのだ。

　お前は間違っていない。しっかり自分の頭で考えるのだ。

　完成したいなら己の手でやるのだぞ！」

ホムンクルス

「アドバイスはありがたいですが、自分の道を歩みたいです」

メフィストフェレス

「そうか！　ならば見守ってやろう」

（別れる）

アナクサゴラス（タレスへ）

「あなたは相当頭が固いようだね。信念を曲げないのか。

　どうすればあなたを説き伏せられるのかい？」

タレス

「波は風によって変化するが、険しい岩からは距離を置きたがるモノだ」

アナクサゴラス

「炎があるから岩もあるのだ」

タレス

「生物は湿気の中で生まれたのだ」

ホムンクルス（二人の間で）

「あなた方の傍にいてよろしいでしょうか。

　私は完成したいのです！」

アナクサゴラス

「タレスさんよ。あなたは一晩で多くの山を泥から作ったことがあったのかい？」

タレス

「『自然』や『生』というモノは、決して日夜等という時間の概念に依存しないのだよ。

　『自然』とは全てのモノを理の内に作り上げるので、決して力ずくで流行らないのだ」

アナクサゴラス

「そうは言うがね！　プルートーンの猛火とアイオロスのガスは古代から続いた平地の地殻を吹き飛ばしたのだ。そうやって新しい山が生じたのだぞ」

タレス

「ふむ。それで今はどうなっている？　　

　山が生じたのは認めるが、それで終わりだろう。

　こんな口論で時間を無駄にするのは勿体ない。辛抱強い民衆にも限界があろう」

アナクサゴラス

「山が生じると、ミュルミドンが直ちに現れ、岩の裂け目に住み着いた。

　ピグミー、蟻、親指小僧。そしてその他の小さなモノが活動している。

（ホムンクルスへ）

　君は大志を抱いたことが無いようだ。仙人のように暮らすつもりかい。

　君が望むなら、王として君臨することも出来るぞ」

ホムンクルス

「タレスさん、どうすればいいでしょうか？」

タレス

「薦められないな。

　小さい奴が相手だと、小さいことしか出来ない。偉大な奴を相手にする時のみ大きくなれるのだ。

　見よ！　あの鶴の黒い群れを！　　

　アレは騒がしい。

　騒がしいモノ共を脅してしているのだ。王など穀潰しだ。

　鋭い嘴と爪で、小さい奴らを突き刺しに舞い降りるのだ。

　非道で禍々しい光景だな。

　平穏に過ごしていた鷺を皆殺しにした報いだな。

　だが、虐殺の矢は雨のように放たれ、容赦無く血を流し、復讐を祝福とする。憤怒はピグミー達の血を見ないと収まらないだろう。

　盾、兜、槍は何の役に立とうか？

　ドワーフ達を助ける術など無いであろう。

　ダクティルと蟻が引き揚げ始めたぞ！

　おお。小人の軍は逃げ惑い、敗走して行く」

アナクサゴラス（一拍置いて、厳かに）

「私は今まで、地下のモノを褒め称えていた。だが、逆に天上を崇めなくてはならない。

　汝！　天上にて永遠の存在。三つの名と三つの姿を持つモノよ。我らの苦痛を知るモノよ。ディアナ、ルナ、ヘカテーよ！　　

　我らの胸の奥深くを知る存在よ。我らの平穏と心の陰の喉笛を切り裂く存在よ。既知の古い魔法を用いず照らし給え！

（一拍）

　私は急ぎ過ぎたのか？

　私の祈りは嘲笑されるモノで、自然の秩序を乱したのか？

　大きく、常に大きく万能の偉大な女神の玉座だ。目の前に現れ巨大化する！

　暗鬱な火が赤くなってきた。

　近寄るな。周囲が険悪になってきたぞ！

　我らも陸も海も破壊しそうだ！

　テッサリアの魔女が本物なら、非道な魔法を歌い、確たる軌道から月を逸らせたのだろうか。月を腐らせ、もぎ落としたのか？

　輝く盾が暗くなってきた。突然引き破れ、閃き、火花が散った！

　何という爆発！　何という轟音！

　雷鳴と暴風がその間を抜ける！

　玉座の階段に平伏せよう！

　お許し下さい！　私が呼んでしまったのです」

（土下座する）

タレス

「この人は何を見聞きして怯えているのだろうか！　　

　何かが起きたのかも知れないが、私には感じられなかった。

　今は狂気の黄昏時だ。月はすっかり元の場所に戻っている」

ホムンクルス

「ピグミーの席をご覧下さい！　　

　丸かった山が削れています。

　私は巨大な衝撃を感じました。月から岩が落ちてきたのです。

　それが容赦無く敵も味方もお構いなしにグシャッと圧し殺したのです。

　しかし、一晩の内に上と下からこの様相を作り上げた技へは称賛せざる得ませんね」

タレス

「落ち着きなさい！　アレは幻覚だ。

　卑しい小さな群れなど潰してしまえば良いのだ！　　

　お前が卑しいモノの王にならずに良かったな。

　さて、陽気な海の祭りへ珍客として出かけよう」

（二人、退出）

メフィストフェレス（反対側から登ってくる）

「やれやれ。なんて険しい岩の階段だろうか。古いカシがしっかりと根を張っている！　　

　故郷のハルツ山地なら樹脂も俺の寵愛を受けるのだがな。硫黄もここギリシャでは滅多に無いらしい。匂いが恋しいな。

　ここらでは、地獄の炎をどうやって焚き付けるのだろうか。なかなか興味深い」

ドリュアース

「あなたはお里では抜け目なくやっているようですが、余所では充分とは言えませんね。

　ホームシックは大概にして、偉大なカシに敬意を払いなさい」

メフィストフェレス

「人は在りしモノを考えるモノだ。

　慣れ親しんだモノは、壊されても楽園である。

　だが一つ言わせて貰おう。あの洞窟でか弱い灯りの中、背を向けてうずくまっている三つの異形は何だ？」

ドリュアース

「ポルキュースの娘だ！　怖く無いなら話しかけると良いだろう」

メフィストフェレス

「なぜ恐れる必要がある？　まあ、見た目にはビックリしたけれどね！　　

　実を言えば、私はなかなか存在だと自負している。だから、彼女に会うのは誇らしいことだと思えるね。

　今まで見たことが無い。マンドラゴラの上を行く様相だ。

　この三人の醜い姿を見たら、見かけで判断するという最低の罪も許されるだろうか？　　

　俺達の地獄でも、あそこまで身の毛のよだつ存在は置いておけないだろうな。

　ここではアレが『美の国』に根付いて、アンティークだと誇っている。

　おや、俺に気付いて動き出したぞ。吸血コウモリがヒューヒューと鳴いていやがる」

ポルキュース

「妹よ、目を貸しておくれ。誰かがこのお堂に近づいているのかも知れないわ」

メフィストフェレス

「親愛なる女性方！　あなた方の三重の祝福を申し受けたいのですがよろしいでしょうか。

　私は無知でありますが、記憶が確かなら、どうやら遠戚のようなのでお見知り置きを願いたいのです。

　既に古代の神々に拝謁しております。オプスやレアにも謁見しました。

　混沌を司り、あなた方の姉妹、『運命を司る女神』にも会いました。昨日、いいや、一昨日だったかな。まあ、とにかく会ったことには違いありません。

　ですが、あなた達のようなモノには会ったことがありません。

　今は静かにうっとりと感じられます」

ポルキュース達

「まあ。この幽霊はなかなか知識を持っているようだね」

メフィストフェレス

「あなた方を褒め称える詩人がいないのが不思議だね。

　なぜあなた方のことが伝わっていないのでしょうか？　　

　あなた方を描いた絵は今まで見た例しが無い。

　ジュノー、パレス、ヴィーナスのように、あなた方の像を彫ってみても良いと思うのですけれどもね」

ポルキュース達

「私達三人は静かな夜の闇と孤独と共に住んでいます。そんな考えは思いもしませんでしたよ！」

メフィストフェレス

「なるほど。そうするべきでしょうかね？　世俗から距離を置けば、誰とも会うことは無いのでしょう。

　こんな場所に住んでいるから、栄華と芸術が同席する日々に縁が無いのでしょう。大理石で英雄の彫像を作るような場所に住まれてはどうだろうか」

ポルキュース達

「お黙りなさいな。欲をかきたく無いのです！　　

　マシになることは分かりますが、それが本質でしょうか？　　

　夜の闇から生まれ、自分自身ですら良く分からない存在なのですよ」

メフィストフェレス

「そのような悩みは簡単に解決出来ますよ。自分を他人に移すことさえ出来るのですから。

　一つの目と歯を共有していらっしゃいますよね。

　三つの体を二つにして、残りを私にちょっと貸して下さい。それなら神話の辻褄が合いますよ」

ポルキュースの内の一人

「どうなのでしょう？　問題ないのかしら？」

他の二人

「試してみましょう。でも目と歯は貸せないわ」

メフィストフェレス

「それではダメです。お貸し願いたい。

　全部揃っていないと絵面がダメなのですよ！」

ポルキュースの内の一人

「片目を瞑るだけで済むわ。簡単でしょう。出っ歯を見せれば横顔は私達姉妹にソックリだわ」

メフィストフェレス

「では名誉に賭けて！　いざ！」

ポルキュース達

「どうぞ！」

メフィストフェレス（ポルキュースの横顔になる）

「ふむ。遂に混沌の最愛の息子になれた！」

ポルキュース達

「私達が混沌の娘だというのは明白だからね」

メフィストフェレス

「ああ、フタナリだとバカにされそうだな」

ポルキュース達

「私達、三姉妹はなんて美しいのかしら！　　

　二つの目と歯を持っていられるだなんて」

メフィストフェレス

「誰にも見つからないように隠れてくれ。地獄で悪魔を驚かせてやろう」

（退出）


岩のエーゲ海の入り江

　月、天頂に留まる。

セイレーン（崖の上に集い、笛を吹き歌う）

「恐怖の夜。テッサリアの魔女が不敬にも月を引きずり落としたあの夜。あなた様の静かな夜の天球が寄せ来る波を穏やかに照らす。輝くうねりは強くなれ！　　

　美しい月よ。務めを果たす我らにお慈悲を！」

ネレイドとトリトン（海の怪物）

「大海へ高らかに鳴り響くのは研ぎ澄まされた轟音だ。眷属を深淵から呼び出そう！　　

　嵐の恐怖から逃れるため、最も静かなこの入り江に来た。素晴らしい歌声に引き寄せられた。

　見よ、高らかな喜びを。我らは黄金のチェーンや王冠、宝石、留め具、ベルトのジュエリーで身を固めたのだ！　　

　全てあの方からの頂き物だ。

　難破した船の財宝はあなた方、入り江の精霊が歌い集めたモノだね」

セイレーン

「そうかも知れませんね。魚は悲嘆を知らず、ゆらゆらと喜んで生きています。

　しかし、今日の楽しい祭りに集まってきたあなた方はには、魚よりも経験が豊かだということを示して貰いたいのです」

ネレイドとトリトン

「ここに来る前の魅惑的な感覚をどう伝えれば良いのか。

　兄弟姉妹よ、今すぐここに！　　

　今日、我らが魚よりも優れていることを完全に証明するために、ちょっと旅をしないかね」

（遠ざかる）

セイレーン

「一瞬で離れたわね！　　

　サモトラキ島へ追い風に乗って過ぎ去ってしまったわ。

　気高いカベイロスの元で何をしようと言うのでしょう？　　

　あの神は特殊です！　驚くべきことに、自己を増殖させるのですが、自分が何かを決して知りはしないのです。

　慈悲深い月よ。永遠に浮かんでいて下さい。夜が明けぬように！」

タレス（海辺でホムンクルスへ）

「年寄りのネレウスには喜んで導いてやろう。

　確かに彼の洞窟は遠く無いが、頭が固く心憎い頑固者だ。

　全人類の血脈が彼の気に合わないのだ。

　しかし、彼は未来が読める。なので、誰もが崇拝する名誉ある地位に就いているのだ。

　多くのモノに恩恵をもたらしたからな」

ホムンクルス

「当たって砕けましょう！　　

　いきなりガラスと炎を吹き飛ばされる訳は無いでしょう」

ネレウス

「人間の声が耳に届いたぞ？　　

　アレが聞こえるとすぐに不愉快になる！　　

　神々になろうと熱心だが、決して至ることは出来ないことを知らないのだ。

　私も古い神として穏やかに過ごしてきたが、見込みのある奴には最高の方法を教えてやったモノだ。

　まあ、結果を見ると私のアドバイスは全く意味が無かったようだが」

タレス

「海の老人よ。まだあなたを頼るモノがいるのだ。

　あなたは方法を知っている。追い払わないでくれ！　　

　この炎を見てくれ。人型だろう。アドバイスが必要なのだ」

ネレウス

「アドバイスだと！　今まで人間がアドバイスに従ったことがあったか？　　

　本当にありがたいアドバイスとは耳を右から左へすり抜けるモノだ。

　しばしば酷い目に遭って反省しても、すぐに同じ過ちを犯す。

　パリスを例に挙げてみよう。奴には色々警告してやったのだ。しかし、外国の女にのめり込んで欲望丸出しになった。

　ギリシャの岸に立った時、奴は堂々と自分の意思を表したのだ。

　大気は燻り、赤い炎が寄せ狂う。屋台骨は激しく燃え、地上には殺人と死体が山のようだ。

　語り継がれるトロイの最後の日だ。千年経っても恐ろしさが知られている。

　古い言い伝えに耳を傾けず、遊びに興じた結果、トロイは打ち倒されたのだ。

　長い苦痛で倒れた巨人の死体は固くなり、ピンドスの鷲のありがたいご馳走となる。

　ユリシーズもだ！　手練手管で男を殺す奴。サイクロプスの恐怖。言っても耳を貸さないのだぞ？

　決断力の無さ、身内の軽薄さは酷いモノだ！　有利なモノは踏みにじられたのだぞ？

　多くを揺るがす波は、ゆっくりと満ちて、この心地よい岸に辿り着いたのだ」

タレス

「賢者にとってそのような振る舞いは苦痛でしょう。

　温厚なあなたですから、もう一度試してみてはいかがでしょうか。

　少量の感謝でも充分に満足し、酷い忘恩を慰めるのだ。

　と言うのも、ちょっとお願いがあるのです。

　この小さな存在が『完成されたい』と申すのです」

ネレウス

「珍しく上機嫌な私を苛立たせるのか！　　

　今日は前とは全然違うことをするつもりなのだ。

　海のカリス、トリトンが産んだ娘を皆集めるつもりなのだ。

　オリンポスにもお前達の故郷にも、あれほど素敵で楚々とした立ち居振る舞いの者はいないだろう。

　優雅な動作で水竜から海神の馬に乗る。仲睦まじく泡を立てている。

　ヴィーナスの虹色に煌めく貝の車に乗ってガラテアがやって来る。キプリアが背いてからは、パフォスで高貴な女神と崇められている。

　もう長い間、門前町と車の玉座を維持している。

　去れ！　父の喜びを抱く日に、憎悪と卑語を口にしたく無い。

　プロテウスの所へ行け！　あの怪傑ならなんとかするだろう。

　どうすれば、生まれ、変化出来るかを問うのだ」

（海へ去る）

タレス

「何も得られなかったな。プロテウスに会えても、アイツはすぐに消えてしまう。

　何か言っても、驚かせ、混乱させるのが目的だ。

　それでもお前にはアドバイスが必要だ。試しにこの小道を歩むとしよう」

（退出）

セイレーン（岩の上から）

「波間を切り裂くモノは何だろうか？　　

　風を味方に付け走り、白帆のように明るく見える。後光が射す海の乙女だ。

　岩を降りましょう。もう声が聞こえるかしら？」

ネレイドとトリトン

「我らが持つのは皆を喜ばせるモノばかり。

　輝く巨大な盾が厳かに眠っている。

　正に神々しい。

　気高い歌を歌うべきだ」

セイレーン

「姿は小さいが、力は充分。死に瀕するモノを救う存在。古代から神として崇められている」

ネレイドとトリトン

「カビールの神々をお連れしました。平和な祭りを行いましょう。

　この神聖な力が使われると、海神も友好的に変わります」

セイレーン

「私達はあなた方に及ばない。

　船が難破すると、抵抗出来ない力で乗員を守るのだね」

ネレイドとトリトン

「三柱の神々をお連れしました。四柱目の神は来られません。

　その神は自分が唯一の神だと思っているようです」

セイレーン

「ある神が他の神を嘲笑する。

　あなたの名誉に加護があれば、どんな恐怖や厄災も怖く無いでしょう」

ネレイドとトリトン

「神とは元々、七柱あるのです」

セイレーン

「他の三柱はどこですか？」

ネレイドとトリトン

「私達には分かりません。オリンポスで聞いて下さい。

　西の方には誰も知らない第八の神がいらっしゃるかも知れません！　　

　私達は寵愛を受けていますが、まだ完成していません。

　比類の無い神々は常に進化し、貪欲に求め、決して到達出来ない高みへ向かうのです」

セイレーン

「我らは太陽と月がどこにあっても祈り続ける。それだけ恩恵があるのだ」

ネレイドとトリトン

「私達が今夜の祭りを飾るのは最高の栄誉です！」

セイレーン

「古代の英雄達の栄光がどこで語られようとも、その栄誉とは比肩しないでしょう。黄金の羊毛の代わりにカベイロスの祝福を得られたからね。

（皆、歌を繰り返す）

英雄は黄金の羊毛。我らとあなた達はカベイロス」

（ネレイドとトリトン、通り過ぎる）

ホムンクルス

「あの神様は割れやすい陶器のように見た目が悪い。だが、賢い人が頭をそれにぶつけるために存在するのでしょう」

タレス

「それが人の欲しがるモノだ。

　錆びたコインにこそ価値がある」

プロテウス（気付かれずに）

「私のような老いた嘘つきに丁度良い！　　

　気紛れなモノこそ、価値があるのだ」

タレス

「プロテウスよ、どこにいる？」

プロテウス（腹話術で、近くからだったり遠くからだったり）

「ここだ！　そして今はここだ！」

タレス

「あなたのいつも通りの悪ふざけは大目に見ましょう。

　しかし、友人に嘘をついてはいけない！　　

　私を騙そうとしてもそうは行かないぞ」

プロテウス（遠くからのように）

「さらば！」

タレス（ホムンクルスへ静かに）

「奴はすぐそこにいるはずだ。光を強くしなさい！　　

　奴は魚のように好奇心旺盛だ。

　どこへどんな風に隠れても、炎に誘い込まれるはずだ」

ホムンクルス

「光を迸らせることは出来ますが、ガラスを割ってしまわないか心配です」

プロテウス（大きな亀の姿で）

「優雅に光るモノは何なのだ？」

タレス（ホムンクルスを隠し庇いながら）

「よし！　見たいのならば近くで見せてやろう。

　だが、手間では無いのだから、足のある人間の形で来なさい。

　隠しているモノを見たいなら、私達の求めに応じて貰おう」

プロテウス（気高い扮装で）

「小細工は一流だな」

タレス

「姿形を変えるのが今でもお上手ですね」

（ホムンクルスの姿を明らかにする）

プロテウス（ビックリして）

「光る小人か！　今まで見たことが無いぞ！」

タレス

「アドバイスを頂いて『完成』されたいのです。

　話を聞くと、驚くべきことに彼はまだ半分しか『完成』されていないようです。

　彼は精神面に欠ける所は無いのですが、肉体面がダメなのです。

　今の重さはガラス瓶のモノだけなので、何より先に肉体が欲しいのです」

プロテウス

「お前は正に処女の息子だな。既に生まれているとは！」

タレス（静かに）

「他にも特徴があるのです。

　フタナリらしいのです」

プロテウス

「それならなおさら『成功』するはずだ。

　時が来れば『完成』されるはずだ。

　しかし、ここにいてもどうしようも無い。

　広い海で始めないといけないのだ！　　

　まず、小さいことから始める。とても小さいことからな。それに満足したら、貪り食うように成長出来る。そしてより高い次元の存在となれる」

ホムンクルス

「ここではそよ風が気持ち良いですね。柔らかな風音が心地よいです。香りも素晴らしい！」

プロテウス

「私を信じろ、愛すべき小僧よ！　　

　更に下へ行けばもっと気持ち良いぞ。この狭い岸辺の先には言い表せない程素晴らしい大気がある。

　前の方に見える風は、丁度私達に近づいてくる。

　私と一緒に行こうでは無いか！」

タレス

「私も行こう」

ホムンクルス

「幽霊三人で行くとはおかしいモノですね！」

（海馬や海竜に乗り、海神の三つ叉槍を振り回すロードス島のテルキーネス達が現れる）

合唱

「我らが海神の三つ叉槍を鍛えた荒波だ。

　空一面に雲が満ちると海神は荒れ狂って応える。

　激しい雷が降り注いできても、波という波で押し返す。

　空と海の狭間で恐れ戦くモノも、いずれ海の奥底に沈むだろう。

　さて、なぜ海神はトレードマークの三つ叉槍を今日になって渡してきたのだ。

　今は祭りだ。浮かんで楽しくフワフワと過ごそうでは無いか」

セイレーン

「太陽神を崇め拝み、快活な日々の祝福を受け、月神を高く奉り、やっとお目にかかれました！」

テルキーネス

「最も魅力的な女神よ、天上からいらっしゃいました！　　

　あなた様とお兄様への称賛は抑え切れません。

　祝福されたロードス島での永遠の賛歌が耳に入りますでしょうか。

　あなた様が走り始めると夜明けが始まり、日が始まる。炎のような眼差しでご覧になる。

　山、街、岸、波。神の恩恵を受け燦々と輝いています。

　霧は無く、立ち込めても一筋の光線とそよ風が島を浄化するのです！

若さ、巨大さ、偉大さ、優しさからなる幾百の偉大な御身よ。

　我らが神威を人間の形に仕込んだのです」

プロテウス

「歌わせておけ。自慢させておけ！　　

　太陽の聖なる光線の前では魂無いモノの芝居など冗談にもならぬ。

　形は融け落ちるだろう。

　せっせと鉱石を融かして一廉のモノを造った気になっている。

　これを慢心と言わずに何と言う？

　巨大な神の像が沢山建っていた。

　だが一度の地震で崩れ落ちた。

　それをもう一度融かしている。

　地上の喧騒とは常にそう言う徒労なのだ。

　命より波の方がマシなのだ。

　お前を永遠の水域に運ぶのはプロテウスのイルカなのだ。

（変身する）

　時は来た！

　これでお前も『成功』出来るぞ。

　私の背中に乗れば大海原と結婚させてやろう」

タレス

「称賛に値する欲求に応じて創作を始めるが良い！　　

　やるからには素早く真剣にやるのだ。

　太古からの基準に則って、幾千万の型を通れば人間になれるだろう」

（ホムンクルス、イルカ姿のプロテウスに乗る）

プロテウス

「精神だけで海に入るのだ。そこでは縦横無尽に動き回れる。

　だが、より高い位を得ようとしてはいけない。

　一度人間になってしまったら、お前はその後、取り返しがつかなくなる」

タレス

「それも悪くは無いと思うがね。一廉の人間になればそれはそれで良い生き様だろう」

プロテウス（タレスへ）

「それはお前の生き様だろう！　　

　ちょっとは時間を稼げるだろうがね。

　幾百年も前から蒼白な幽霊という幽霊の中にお前を見たぞ」

セイレーン（岩の上で）

「なぜ小さな雲が月の周りに円を描くかしら？　　

　心から真っ赤に燃えたハトですね。翼は白く光っている。

　パフォスが遣わした盛るハトの群れでしょう。

　我らの祭りも最高潮だ。陽気と喜びに満ち溢れている！」

ネレウス（タレスへ）

「夜を旅するモノはこの月の見え方を空気のせいだと言うだろう。

　しかし、我ら霊達は全く異なった、正しい意見を提示する。

　あのハトは我が娘の貝の車と一緒に飛ぶのだ。古い時代に習った奇跡的な飛び方でな」

タレス

「私も真に勇敢な男が、暖かい神聖な胸の中で静かに生き残っていると思います」

プシュレンとマルゼン達（海の牛や仔牛、羊に乗ってブラブラと）

「キプロス島の粗い洞窟の墓では海神が水面下で眠る。セイスモスは粉々にならず、まだ残る永遠の風と最古の日々を楽しむ。我らはシプリアンの車を導き、夜の吐息と愛らしく編まれた新しい波を通して、目に見えない最も美しい令嬢をここに呼び出す。

　我らそっと動くモノは、辱めを受けぬために、鷲、翼のある獅子、十字架、月を恐れない。玉座に誰が座っても関係無い。追い立て、殺し、種を播き、街を作る。

　我らは今後も最も美しい女性をこちらへ持参する」

セイレーン

「気安く動き、穏やかに動き、車の周りに円を描く。すると、行と行を絡ませ、蛇のように縫い合わせる。元気なネレイドの娘は口汚いけれど愛想の良い夫人に連れられる。ドーリスの娘よ、母親に生き写しのガラテアを連れておいで。

　神々のように厳粛なお姿で、立派で不死の存在。しかし愛らしい人間の女性のような魅力と優雅さを備えている」

ドーリスの娘達（皆、ネレウスの前を合唱しつつイルカに乗って通る）

「ルナよ、私達の若さを鮮明に光と影で示して下さい！　　

　私達は願いがあるため、夫を父へ会わせるのです。

（ネレウスへ）

　この少年達は憤怒の波の牙から私が救ったのです。葦と苔で作った寝床で暖めました。その恩に報いる忠誠を熱烈なキスで誓うのです。

　この善い人を見て下さい！」

ネレウス

「高貴な喜びを二重に受けるのか。

　慈悲深い喜びを同時に手に入れるとは素晴らしい」

ドーリスの娘達

「お父様。私達の守護者であるあなた様が、このモノ達に不死なる永遠の若さを抱かせて下さい」

ネレウス

「美しく若い獲物を捕らえて、一廉のモノに育て上げるのだ。

　しかしそれはゼウスのみが叶えられる望みだ。

　岩に押し寄せる波のようなお前達の愛はいつまで存在するのか。飽きたら陸に押し返すと良いだろう」

ドーリスの娘達

「可愛い少年よ、大切なあなた達もいつか悲しい別れが待っているのです。

　永遠の信頼を願ったのですが、神々は応えられないようです」

若者達

「あなた様が常に、我ら勇敢な船乗りの御加護を下さいませ。

　こんな素晴らしい経験はありませんでした。これ以上を望むことはありません」

（ガラテア、貝の車に乗って近寄る）

ネレウス

「おお、可愛い娘よ！」

ガラテア

「お父様！　お久しぶりです！　　

　イルカ達よ、ちょっと待って！　今はお父様とお話中なのよ」

ネレウス

「もう過ぎ去ったか。勢い良く円を描いて行ったな。

　心の奥底の機微は感じ取ってくれないのだな！　　

　やれやれ。私も向こうに行きたいモノだ！　　

　一目見る喜びは一年の苦労の代わりになるな」

タレス

「やった！　やった！　改めて万歳！　　

　若々しい真と美が私の体を駆け巡る。

　全ては水から生じたのだ！　

　全ては水によって存在出来るのだ！　　

　大海よ、あなた様に永遠の勝利を。

　あなた様が雲を与えず、豊かな小川に恵みを与えず、川を流させず、河を作らなかったらどうなっていたでしょう。今頃、山や平地、果ては世界がどうなっていたのか？

　溌剌とした命が宿るのはあなたからだ」

反響（世界中から合唱）

「溌剌とした命の泉はお前なのだ」

ネレウス

「奴らは掃いて捨てる程度の存在だ。二度と奴らと目を合わせることは無い。

　引き延ばされた鎖の輪をしっかりと無数の群衆に見せつける。

　だが、ガラテアの貝の車は何度でも見ることが出来る。

　アレは群衆の中でも星のように輝いて見える。

　人混みにいても燦々と輝く最愛の娘よ！

　遠くにいても常に麗らかに光って見える。心の奥底から真に愛している」

ホムンクルス

「ここの愛すべき潤いは、どう照らされても、全てが美しく魅力的ですね」

プロテウス

「この潤いの中、お前は音を立てて光り輝くのだ」

ネレウス

「群衆の真ん中の不可思議に光る新しいモノは何だ。見たことが無いぞ？　　

　貝の車に乗るガラテアの足下で燃え盛るのは何だ？　　

　燃え上がると思いきや、今は愛らしく、可愛らしく、愛のパルスに打ちひしがれている」

タレス

「アレはプロテウスに唆されたホムンクルスです。

　欲張った憧れの症状があり、怯えてビクビクと轟音を立てている。

　輝く玉座に触れて打ち砕かれないだろうか。

　ああ、遂に燃え上がったぞ。もう点滅している」

セイレーン

「激しく燃える奇跡の波はどのように砕け散るのか？　　

　光り輝き、狂ったように上昇する。

　体は燃え、夜闇を照らす。周囲に炎を撒き散らす。

　全ての始まりのエロスよ！　　

　海を癒やし給え！　波を癒やし、聖なる炎を讃え給え！

　水を癒やし給え！　炎から炎へ！

　類い希なる冒険を讃え給え！」

全員

「少し重い風を救い給え！　　

　神秘に満ちた墓を救い給え！　　

　全ては非常に有名な四大元素で成り立っている！」


第三幕

スパルタにあるメネラオスの宮殿の前

　ヘレネ、囚人であるトロイの女の合唱登場。パンタリス、合唱を指揮。

ヘレネ

「有り余る称賛と嘲罵を受けるヘレネです。岸からこの地に現れました。フリギアの地から、ポセイドンの恩寵とエウロスの力で祖国の入り江に入ることが出来ました。どこまでも高い波に揺さぶられたので少々吐き気がしています。

　そこの下では、メネラオス王が彼の勇敢な戦士等と共に戻ってきて喜びを分かち合っています。

　迎え入れられた立派な家も昔通り。父、テュンダレオースがパレスの丘に建てられたのよね。ここで兄弟のクリュタイムネストラ、カストル、ポリュデウケースと一緒に楽しく遊んで育ちました。スパルタの中でも一番立派な家ですわ。

　ああ、久しぶり。尊敬すべき門が開かれるわ！　　

　かつて、多くの人から選ばれた私の前にメネラオス王が輝く新郎の姿で現れた時も、門は開かれていたわね。

　もう一度私を通して下さいな。王の切迫した伝令の務めを、良妻として果たさせておくれ。

　中へ入れておくれ！　私が今まで受けてきた忌まわしいことを全て断ち切れるように。

　私は呑気にシトリアンの神殿にお参りするために家を出たのに、フリギアの強盗に掠われたのです。もう方々で私のことを好き勝手に噂していますわね。聞きたく無くても耳に入ってきます。童話が伝説に変わるように尾鰭が付きましたわ」

合唱

「麗しきお姫様。最高の名誉は最高の宝です！　　

　あなた様の最大の幸福は『美』というあなた様だけの特権です。

　英雄の名は轟き、誇り高く足取りは軽い。

　しかし、男である以上、あなた様の『美』という征服者に跪くのです」

ヘレネ

「もう充分！　私は夫と船に乗ったのに、王の命令で街に戻ったの。

　しかし、どういう意図があったのかしら。察することが出来ません。

　妻として戻ったの？　それとも王妃として戻ったの？　　

　諸侯やギリシャ人の長い苦しみの生贄かしら？　　

　私は戦利品。囚われの身なのか分からないわ！

　名声と運命が私に宿っています。不死の存在が、私に『美』を与えました。今ではこの『美』が脅迫的にすら思える側面もあります。

　船の窪みで、夫はもう私へ爽やかな言葉すら与えてくれません。

　まるで私が災厄だと思って、向こうへ座っていたのです。

　しかし、エウロータス川の深い入り江に行くと、先を行く船が陸地に触れるや否や、王は神託を受けて、『ここで我が部隊は浜で一列に並んで座れ。私が直に見て回る。

　だがお前は神聖なエウロータス川を先に上り、実りの多い湿地帯を馬で行け。煌めく平野に着いたら山に囲まれたラケダイモーンの肥沃な土地を目指すのだ。

　足を踏み入れたなら、王家の塔に入り、賢く年老いたメイドを傍に付けよ。

　お前の父が戦時と平時に貯え殖やした素晴らしい遺産の山を見よ。

　お前は全てが順序よく揃っていることに気付くだろう。何しろ諸侯の権利は、家に帰った時に全てがそのままであることに尽きる。

　使用人は場所を変える力を持たぬのだ』と言いました」

合唱

「さあ、輝かしく増え続ける宝を目にして胸に抱こう！　　

　チェーンの装飾や王冠の宝石は誇り高く煌めきます。

　早速、一つ手に取りましょう。

　あなたの『美』が黄金、真珠、宝石と戦います」

ヘレネ

「その後、支配者である王はこんな言葉を放ちました。

　『そして全てを見通したならば、神聖な儀式に必要である生贄に必要な沢山の五徳を見繕え。

　鍋、鉢、丸い皿などを揃えよ。

　聖なる泉から最も純粋な水を高貴な水差しに入れ、すぐに燃える乾燥した薪を準備しておけ。

　そして良く研がれたナイフを抜かりなく用意しておけ。

　その他はお前が責任を持って対処しろ』と私に言って急かしました。ですが、オリンポスの神々に屠り奉る生贄については何も言いませんでした。

　とても疑わしかったです。ですが、気にせず高貴な神々の御心のままにします。人間は崇拝のために悪をなす定命の存在です。

　何度も重い斧を崇拝者が持ち上げ、大地に固定された獣の首に振り下ろそうとしました。ですが、押し迫る敵や神の意向で成し遂げられなかったことも多々あります」

合唱

「あなたは考え過ぎです。何が起きるか分かりません。

　王妃様、勇気を持ってこちらへおいで下さい！　　

　善悪とは人間には与り知らぬモノです。

　虫の知らせを信じてはいけません。

　トロイは焼け落ち、不名誉な死を目の前にしましたよね。

　だが、我らは祝福された。空には燦々と太陽が煌めき、最高の地球は優雅なあなたの『美』を称賛しているでしょう？」

ヘレネ

「どうにでもなって！　何が起きても私が王宮に入るのを邪魔しないで。長いこと入れなくてとても悲しかった。どうしても帰れなかったのよ。

　勇気を出さないと歩けない程の重圧。小さい頃はスキップで階段を上れたのに」

（退出）

合唱

「ああ。悲しみの虜の皆様。痛みを遙か彼方へ投げ捨てましょう。

　王妃様の幸せを賜りましょう。ヘレネ様の幸せを賜りましょう。お父様の家へ戻ったら、ストーブに近寄りましょう。遅い戻りですが、歩めば確実に幸せが近づきます。

　聖なる称賛をしましょう。幸福な家庭を築く神々を讃えましょう！　　

　翼を広げて浮かび漂い、気楽に飛びましょう。囚人は監獄の中で腕を広げ、苦しみ悶えるのです。

　しかし、神は最果てのモノに気を取られました。

　トロイの瓦礫から古典的だが新調された飾りでお父様の家を彩りました。元通りにして言い表せない喜びと苦しみを感じて、血気盛んな思春期を思い出させます」

パンタリス（合唱を指揮）

「さあ、喜びの歌の小道から、ドアの両端をご覧下さい！　　

　何事でしょうか？　王妃様がドタバタとこちらへ戻ってきましたよ？　　

　どうされました。偉大な王妃様がなぜこの家のモノに挨拶せずに異形に会ったような顔をしているのですが？　隠さないで下さいませ。

　嫌悪感が表情に出ています。高貴なお顔には怒りと驚きがせめぎ合っています」

ヘレネ（扉を開け放って）

「ゼウスの娘として、ありきたりのことで怯えるのは不名誉よ。静かな恐怖の手も私に触れられないわ。

　けれど、古代の闇から生まれ湧き上がる恐怖は、火山にかかる原初の雲のようです。英雄ですら怖じ気づくでしょう。

　今日は身の毛もよだつ三途の川の住人が、私が家に入るのを拒みます。敷居が高いわね。追い払われた客と同様の扱いを受けたわ。

　もう許さないわ！　相手が誰だろうと、光の力で吹き飛ばします。

　聖なる儀式をしてお清めをするわよ。そうすれば父の囲炉裏の種火が夫と私を歓迎するでしょう」

合唱のリーダー

「王妃様、使用人である我らが信じるに足る理由をお教え下さいませんか」

ヘレネ

「私が見たモノをあなた達も見るが良いわ。太古の暗黒が、たちまち不可思議な深淵に沈む前にね。

　もし聞く耳があるのなら私が言い聞かせても良いわよ。

　厳粛な王家に入ると、廊下は驚くほど静かだったわ。足音一つ聞こえませんでしたわ。耳だけで無く目にも違和感を覚えたわ。誰にでもおべっかを使うメイドも家政婦も誰もいない。

　でも、灰だらけの囲炉裏の傍。その床にはベールを被った大きな女がうずくまっていた。きっと家政婦だと思いましたわ。支配者である私は起きろと言いました。

　恐らく、私達が不在だから雇ったモノだったのでしょう。厳しい口調で言いましたわ。

　でも、座ったまま動かないのよ。

　ようやく右腕を動かしたかと思うと、囲炉裏のある広間から出て行けという仕草をしてきました。

　私は怒ってすぐに出て行き、階段を上ったわ。飾られた寝室の隣には宝物庫があるの。

　しかし、瞬く間にあの女が床から飛び起き、道を遮ったの。そして姿を現したわ。やつれて背が高く、眼窩が窪み血で濁っている。いくら言い聞かせても無駄な類いの連中ね。

　言葉は全て右から左へ流れて行くわ。どんなに褒めても『独創的ね』が関の山の存在ね。

　ほら、見てご覧なさい！　灯りの前に恥ずかしげも無く進み出たわ！

　今、夫である王が帰ってくるまで私がここの主人です。

　あの嫌悪の権化である夜の化け物を『美』の友人である太陽神が洞窟に隔離するか拘束してくれるでしょう」

（ポルキュース、入り口の敷居に現れる）

合唱

「散々な目に遭いました。巻き毛は若々しいけれど頭の中身は乏しいぞ！　　

　酷いモノを見てきました。勇士の嘆き、トロイの陥落の夜を。

　暗雲が覆い、くすんだ音が轟き、押し合う戦士の中で神々の声を聞きました。酷く恐ろしく、更なる不和を助長させる声でした。強固な声は戦場を通り抜けて市壁まで届きました。

　ああ！　トロイの市壁はまだかろうじて崩れていませんが、炎の嵐に包まれて片っ端からありとあらゆるモノを飲み込んで行きます。夜の街は覆われました。

　私は煙と炎の間を一瞥して逃げました。カッカと燃える火は恐ろしく激怒する神々が近づくようでした。黒い煙と炎の光の中から偉大な巨人のような不思議な存在が現れました。

　私は恐怖によって幻覚を見たのでしょうか？　ですが、今見ているこの女の姿は決して見間違えではありません。

　恐怖で立ちすくんでいなかったら、私は己の手でこの女に触れていたでしょう。

　あなたはポルキュースの娘の内の誰なのですか？

　なぜならこの様相はポルキュースに決まっているからね。

　あなたは多分、白髪で目と歯は一つ。それを交代で使っているグライアイでしょう？

　怪物め。この『美』の横に恥ずかしげも無く出てきて、太陽神の目の前に現れるとはどういう了見でしょう？

　突っ立っていなさい。

　太陽神はあなたのような醜いモノを見ないのです。聖なる目は決して影を見ることはありません。

　しかし、悲しいかな。定命のお前達は言葉に表せないほど嘆かわしい。『美』の化身である私には永劫の不幸が目に痛いほど焼き付くのです。

　ですから、神々の祝福を受けた私の前に厚かましく出るなら、私の呪詛と叱責を聞き続けなさい」

ポルキュース

「古い言葉にこうある。『恥』と『美』は手を取り合って地上の緑の小道を辿ることは無い、とね。良く言ったモノだ。

　両者は深く憎しみあっているので、どこであってもいがみ合うので背を向けるのだ。

　『恥』は『悲しみ』と、『美』は『図太さ』と共にある。時間が両者を飼い慣らさなければ、冥土の闇へ包まれるだろう。

　図太いお前はここのモノでは無いね。若い鶴のようだ。大げさに群れて鳴いて我らの頭上を飛ぶのだろう。静かな放浪者を見上げさせる存在だ。それぞれの道を歩む。それが我らだ。

　王の高宮で、マイナデスのように飲んだくれて暴れ回るお前は何様だ？

　この屋敷の家政婦である私に対して、月に吠える犬の群れのような態度を取るお前は何様だ？

　どこのどいつか分からないと思っているつもりかい。戦争で生まれた若い男を畜殺するのだろう？

　淫乱なお前は誘惑された頭のおかしい男の精力を奪う。兵士も市民も両方気力を失うだろう！

　お前を見ていると、種を播いた畑に群がる蝗害を思い出すね。

　熱心な借り物の崇拝者だね！　発芽した富を片っ端から食い尽くす！

　征服され、市場で売られ、物々交換される存在だ！」

ヘレネ

「誰であろうと、使用人が主人に向かって暴言を吐く権利はありません。

　称賛には対価を、悪事には罰を。それは当然です。

　また、隆盛を極めたトロイが包囲され、陥落した時に良く仕えてくれた者達には感謝しています。放浪で悲しみ苦しむ私達に本当の良くしてくれたわね。

　今ここでも、陽気に仕えてくれることを期待します。

　主人は使用人が誰かを気にせず、仕事を気にします。

　嘲笑を止めて黙りなさい。

　この館を私の代わりに家政婦として手入れしたことは褒めるべきことです。

　だが私は帰ってきました。相応の賃金を渡します。罰は与えたくありません。もう下がりなさい」

ポルキュース

「正しい権利を行使するのは、神の意志を賜った主である王のお妃様の特権だ。

　お前が我らにお妃様だと再認識させるには、今一度、手綱を引き締め、君主としての覇を唱え、宝物の所有権をありったけ行使するが良い。

　しかし、白鳥のように美しいお前に対して、醜いガチョウである私は惨めなモノだ」

合唱のリーダー

「醜いモノは美しいモノの隣にあると尚、醜く見える」

ポルキュース

「バカなモノは利口なモノの隣にあると尚、バカに見える」

（これより合唱隊から一人ずつ進み出る）

合唱の女一

「父なるエレボス、母である夜のことを解き明かせ」

ポルキュース

「あんたと血の繋がったスキュラはどうなった？」

合唱の女二

「あなたの家系は化け物揃いですね」

ポルキュース

「冥土に落ちな！　そこで家族を探すのだね」

合唱の女三

「冥土の連中の方があなたより余程若いはずよ」

ポルキュース

「年老いたティレシアスを誑し込め」

合唱の女四

「オリオンの乳母があなたの曾孫娘だったわね」

ポルキュース

「ハーピーがお前を汚物の上で餌を与えていたはずだ」

合唱の女五

「そこまでガリガリに痩せるのは相当食べ物に苦労したでしょう？」

ポルキュース

「お前の欲しがる血を啜ったりしないよ」

合唱の女六

「死体が食べたいのね。自分が死体なのに！」

ポルキュース

「吸血鬼の歯がお前の厚かましい口の中で輝いているね」

合唱のリーダー

「お前のその減らず口を閉じてやろうか」

ポルキュース

「どうぞお先に。互いの謎が解けるはずだ」

ヘレネ

「もう止めて。怒りは湧かないが悲しくなるわ。そんなに酷い言い争いはもう止めて！　　

　主人に対して忠実な召使い達が、密かに揉めるなんて害悪しか無いわ。

　命令をすれば直ちに返事をして仕事をするという以前の良い反応は無いのかしら。小言が自分の周りに飛び交い荒れ狂うのはもうイヤよ。

　それだけでは無いわ。怒りを他人に向けて、見るに堪えない醜い化け物を呼び出したわね。代々伝わる土地にいるにもかかわらず、冥土の狡猾な誘引を受けますわ。

　私の正しい記憶かしら？　それとも妄想なのかしら？

　全ては夢かしら？　私は？　将来の私なのかしら。都市が滅びる夢は現実なの？

　若いメイドは震え上がっているけれど、年長のあなたはしっかり立っている。思慮深い言葉で説明しておくれ」

ポルキュース

「長い年月、ありとあらゆる幸福を受けたモノは、神々の最後にして最高の夢を見るのだ。

　何しろ、あなたは類い希なる『美』という幸運を持って生まれた。愛に対して火傷をするほど貪欲に生き、どんなことにも大胆かつ颯爽とやってのけた。

　ヘラクレスのように強く、美しいテセウスを興奮させてガツガツとさせたのですからね」

ヘレネ

「痩せた子鹿のような十歳の私を誘拐してアッティカにあるアフィドノスの城に監禁しましたわ」

ポルキュース

「すぐにカストルとポルックスに救い出され、英雄達の憧れとなりましたね」

ヘレネ

「でも告白しますと、パトロクロスが好きでしたの」

ポルキュース

「でも父君の意向で、海を勇敢に進み、政治に長けたメネラオス王に嫁がれましたね」

ヘレネ

「父は娘の私と国家を彼に託されました。

　そして私達夫婦の間にヘルミオネが生まれました」

ポルキュース

「ですが、クレタ島の遺産の争いに首尾良く戦った旦那さんがいない置き去りの間、余りに美しいお客さんが現れたのですね」

ヘレネ

「あの半分寡婦暮らしの話はしないで。忌まわしい記憶を引き出さないで下さいませんか？」

ポルキュース

「自由に生きるクレタ島の女を捕らえて長い間、奴隷にしたのはその戦いですね」

ヘレネ

「あの人はすぐにあなたを信頼して家政婦にしました。城も獲得した財宝もです」

ポルキュース

「果てない愛の喜びに蕩けるため、トロイの街へ去ったのですね」

ヘレネ

「喜びはありません！　全ては余りに過酷な無限の悲しみです。私の胸と頭に零れ落ちるほど浴びました」

ポルキュース

「ですが、あなたは分身が出来て、トロイにもエジプトにも同時に見かけられたらしいですね」

ヘレネ

「私の気を狂わせないで頂戴。

　もう、どちらが本物の私なのか分からないのよ」

ポルキュース

「皆が言っていますよ。『冥界からアキレウスが会うためにわざわざやって来た』とね！　　

　前にも愛するあなたのために、運命に抗ったと聞いております」

ヘレネ

「私は幻影で、幻影と合一してしまったのです。

　私の言い伝えも全て夢の出来事です。

　もうこのまま、幻影として消え去りたいです」

（ヘレネ、半数の合唱隊の腕の中に倒れる）

合唱

「静まれ、黙れ！　　

　ガッカリだ。誤解も良い所だ！　　

　その恐ろしい一つの歯の口で、醜態極まり無い言葉を呼吸するように吐くのだろう！　　

　上辺だけ恵み深い悪党め。羊の皮を被った狼の怒りだ。ケルベロスの口許よりも恐ろしい。

　心細く静かに待っていろ。

　いつ？　どうやって？　どこから酷く冷える化け物が飛び出てくるのだ？

　優しく親切で堂々とした言葉で、過去の酷い『悪』を今の『善』に代えて、薄暗い未来を『希望』の光で優しく照らすのだろう。

　静まれ、黙れ！

　王妃の魂は既に逃げる準備をしている。それでも引き留めたい。何しろ、この造形は、太陽がこれまで照らした中で一番美しいのだからな」

（ヘレネ、スッと回復して再び舞台の中央に立つ）

ポルキュース

「儚い雲に覆われた空の高みにあり、ベールを被った今日、この日の燦々たる太陽よ。今こそ顕現してくれ。

　その目で世界を見下ろしてくれ。

　私は醜いと言われ続けるが、『美』を知っているのだ」

ヘレネ

「酷い目眩に襲われつつ、寂しい場所から出てきました。もう骨の髄から疲れているのでもっと休みたいのです。

　でも、女王に限らず統治者に相応しいモノは、どんな脅迫にも屈しない勇気でしょう」

ポルキュース

「あなたの前に立つと、偉大な『美』に圧倒させられます。ですが、他人に指図をしたがる気配が滲み出ていますよ？　どうして欲しいのですか」

ヘレネ

「黄泉国からの厚かましいモノの埋め合わせをしたいのです。

　急いで王が命ぜられた贄を捧げる準備をしたいのです」

ポルキュース

「皿、五徳、鋭い斧、全て揃っています。濯ぐ水も燻煙も準備万端です。ですが、何を生贄に捧げるのですか！」

ヘレネ

「王はそれに言及してなかったわ」

ポルキュース

「指示が無い？　それは余りにも酷いですね！」

ヘレネ

「何をそんなに嘆くのですか？」

ポルキュース

「生贄は王妃、あなたですよ！」

ヘレネ

「私が？」

ポルキュース

「加えてこの合唱する女達です」

合唱

「そんな酷いことがあって堪るかしら！」

ポルキュース

「斧があなたへ振り下ろされるのです」

ヘレネ

「恐ろしい。寒気がしてきたわ。可哀想な私！」

ポルキュース

「必然的なことだと私は思います」

合唱

「ああ！　私達は？　私達はどうなるの？」

ポルキュース

「王妃様は高貴な死を迎えるのです。

　けれど、あなた達は屋根の切り妻の中の梁に括り付けられるでしょう。罠にかかったツグミのように順番にね。

（ヘレネと合唱の女、驚き立ち尽くすが、良く考え抜き、群れて配置につく）

　この幽霊共よ！　陽を目に出来なくなると聞いて戦き、動けなくなるとはどういう了見だ。

　人間も幽霊もお前達と同様に、崇高な日光を素直に放棄しないのか。

　だが、誰一人として『死』という最期から逃れられることは出来ないのだ。

　それは誰もが知っている。だがほとんどのモノが望まないのだ。

　もうお前達は終わりなのだ！　では仕事を始めよう。

（手を打ち鳴らすとドアから頭巾を被ったドワーフ達が現れる。ポルキュースの命令をテキパキと実行する）

　出てこい、憂鬱な丸い化け物よ！

　踊るように熱心に痛めつけるのだ。

　黄金の角の付いた祭壇を用意しろ。銀の縁に鋭い斧を用意しろ。水瓶は補充したか。忌まわしく汚い黒い血を洗い流すのに必要だからな。

　絨毯は巧いこと転がる首のために敷いておけ。王妃は堂々と跪けるようにしておけ。頭と体が別々になるが、礼儀正しくすぐに包んでやろう。相応の弔いをしてやるから静かに眠れ」

合唱のリーダー

「王妃様はこちらに物憂げに立っていますし、少女達は刈草のように萎れています。

　ですが、最年長の私は神聖な義務として、原始の人と言葉を交わそうと思います。

　少女達の群れは頭が悪く誤解をしていましたが、経験が豊かで賢明なあなたは私達に好意を持ってらっしゃるわよね。

　あなたは私達が助かる道をご存知でしょうか」

ポルキュース

「そいつは簡単だ。お前達や王妃が助かるも助からないも、何しろその王妃の心次第なのだ。

　決意が必要なのだよ。しかも迅速にね」

合唱

「最も高貴なパルカ様。賢明なシビュラよ。黄金のハサミでの仕事を休んで我らを救い給え。

　四肢がフワフワ浮かぶ気分よ。ダンスをしすぎて愛する人の胸で休みたいのに、気味の悪い緊張に苛まれているわ」

ヘレネ

「怖がる人は怖がらせておけば良い！　私は痛みを感じますが、恐怖は覚えません。

　ですが、助かる道をご存知ならありがたく乗りましょう。

　慎重で真実を知るモノが不可能を可能に変えることは、ままあることですからね」

合唱

「教えて下さい。早く教えて下さい。私達は卑しい恐怖の罠から逃れられるのですか。首に纏わり付く首飾りの紐をどう外せば良いのでしょうか？　気高い神々の母であるレアよ。貧しい我らを窒息から救い給え」

ポルキュース

「ちょっと我慢出来るかな。ちょっと長い話になるがそれでも聞く覚悟はあるかい」

合唱

「我慢しますとも！　耳を傾けている間は生きていられますからね」

ポルキュース

「家に留まり高貴な宝物を守り、外壁の修繕をする。屋根の雨漏りを直せば長い人生が訪れる。

　だが、敷居の神聖な境界を気紛れに踏みにじるモノには戻る場所など残っていない。たとえあってもガラッと変わっているのだ」

ヘレネ

「どこかで聞いたことのある言葉ですわね？　　

　早く長話を始めて下さらないかしら。忌まわしい話はもう結構」

ポルキュース

「経験上から言って、その非難は全く論外だね。

　強盗であるメネラオス王は海岸の島々を繰り返し襲い、戦利品をたっぷりと貯えたのだ。

　トロイ攻めには十年も要した。

　一体、凱旋に何年かかったか誰も分からない。

　だが、ティンダリオスの崇高な王宮はどうであろうか？　あの帝国の辺りはどうなっているのだ？」

ヘレネ

「あなたは最早、口を動かすと非難の雨しか出ないように組み込まれているようですね？」

ポルキュース

「長い年月そうしていましたからね。スパルタの後ろにあるタイゲテウス山脈はご存知かな。あの谷に広がるエウロータス川は葦に満ちて、白鳥を養っている。

　あの静かな山間には野蛮な一族が、暗黒の一夜に卓越した城塞を築いたのだ。そこを牙城として国民の幸せを荒らし回っている」

ヘレネ

「そんなことがあるの？　不可能だわ」

ポルキュース

「恐らく二十年ほどこの有様だ」

ヘレネ

「リーダーは？　手下は多く仲間が多いの？」

ポルキュース

「強盗ではありませんが、リーダーは一人です。

　私は襲われてもそいつを非難する気は起きません。

　彼らは何でも奪っていけるのに、少々差し出せば満足して帰って行くのです。貢ぎ物ですら無いのです」

ヘレネ

「容姿はどうなの？」

ポルキュース

「悪くありません！　それどころか好感が持てます。

　活き活きして大胆です。教養もあり、ギリシャ人には滅多に見られない男の中の男です。

　巷では野蛮人という悪い噂が流れています。しかし、トロイで共食いをした多くの英雄の方がずっと残酷です。

　私は彼に敬意を払います。彼は信用に足る男です。

　それと彼の城！　アレは一度目にする必要があります！

　その他大勢の不器用な石工の仕事ではありません。キュクロプスようなあなた達の先祖が荒く積んだ石とは違います。何から何まで水平垂直で整然です。

　外からご覧下さい！　空に向かってそびえ立ち、継ぎ目は鋼の鏡のように滑らかです。

　あそこを登ろうと思うモノ、そいつは発想自体が滑っています。

　そして、大きな中庭が沢山あり、あらゆる目的の部屋が取り囲んでいます。

　段や円柱、アーチなど、ブール細工。バルコニーやテラス、ギャラリーが紋章付きであるのです」

合唱

「紋章とは何ですか？」

ポルキュース

「ご存知のように、アイアースは盾に巻き付いた蛇の紋章を付けていました。

　テーベを攻めた七人の戦士が身につけていた盾にも含蓄のある紋章が付いていました。

　空の月と星というモノもあれば、女神、英雄、梯子、剣、松明、そして胸が悪くなるような都市を脅す紋章もありました。

　私がお話ししている英雄達も先祖代々の光り輝く紋章を付けています。

　獅子、鷲、爪、嘴、水牛の角、翼、薔薇、孔雀の尾、そして金、黒、銀、青、赤の縞模様もあります。

　そういったモノが部屋中にギッシリ並んでいます。

　無限の世界のようですよ。

　そこでダンスも出来ますよ！」

合唱

「果たして踊り子もいるかね？」

ポルキュース

「最高の踊り子がいますよ！　金の巻き毛で活発な男子が一杯いますよ。

　香る青春！　パリスが王妃に近づいた時に香ったモノですよ」

ヘレネ

「結局あなたは何が言いたいのですか。教えなさい！」

ポルキュース

「あなたがしっかりと『はい』と大声で言って下さるだけで良いのです！　　

　そうすれば直ちに城まで案内致しましょう」

合唱

「ただ、『はい』と言うだけで、王妃様も私達も救われるのです！」

ヘレネ

「どうして？　メネラオス王が残酷にも私を傷つけるはずがありませんよ？」

ポルキュース

「あなたはデーイポボスをもうお忘れですか。戦死したパリスの弟ですよ。未亡人となったあなたを寝取ろうとして巧いことやった奴ですよ？　メネラオス王は鼻と耳を切り落とし、その他は憎しみを込めてバラバラに切り刻んだのをお忘れですか」

ヘレネ

「それは私のためにやったのですわ」

ポルキュース

「あの王だから同じことをあなたにするのです。

　『美』は不可分であり共有出来ません。そのため、独占出来なければ殺してしまおうと思うのです。

（トランペットの音が遠くで鳴る。合唱隊、皆怯える）

　トランペットの鋭い音が耳から臓物にビリビリ響く。嫉妬の爪で胸が掻きむしられるモノの仕業だ。忘れられない嫉妬で狂い、失ったモノを切り刻むのだ」

合唱

「トランペットの音が聞こえませんか？　剣戟の紫電が見えませんか？」

ポルキュース

「お帰りなさいませ、王様。心よりお祝い申し上げます。報告をさせて頂きます」

合唱

「私達はどうなるの？」

ポルキュース

「お分かりのはずだ。王妃の死を目にした後、あなた達も殺されるのだ。頼まれても助ける気は起きませんね」

（幕間）

ヘレネ

「もう、思い切ったことをしてみましょう。

　あなたは吐き気を催す程の悪魔だ。恐るべきことに『善』を『悪』に変えてしまう。

　だが、今はあなたの言う通りにその城へ行ってみよう。

　他の細事は私が知っている。王妃たるモノが胸の奥底に秘めたことは隠したままにしておこう。さあ老婆よ、案内をしなさい！」

合唱

「喜んで急いで行きましょう。

　我らの後ろには『死』が。前には超えられぬ城塞の壁。

　我らを守ってくれたトロイの城も、結局は卑怯な手で屈してしまったのだ。

（霧が立ち込め、好き勝手に背景を包み込む）

　おや？　どうしたの？

　仲間よ、辺りを見てご覧なさい！

　あんなに良いお天気だったのに？

　霧が立ち込め、エウロータス川の神聖な流れが洪水のようだわ。

　愛すべき葦で飾られた岸辺も見えなくなったわ。

　心置きなく小さな誇りを持って社交的に泳ぐ白鳥も既に目撃出来ないでしょう！

　ああ、でも遠くから嗄れた鳴き声が聞こえる！

　我らの死を禍々しく宣言している。

　ああ、あの声は約束された救いでは無く『死』を告げるのね。

　美しく白い首を持った王妃様！

　白鳥から生まれたような私達の王妃様。

　私達の苦痛、悲哀、災い！

　周囲の全てが霧に包まれました。

　お互いの顔も見えません！

　何が起きたの？　どこへ向かって歩いているの？

　滑るように、チョコチョコ歩いているようね？

　何を頼りにすれば良いかしら？　ヘルメスの道標は無いのかしら？　黄金の杖は光らないのかしら。不愉快な灰色のモノで満ちたあの永遠に空虚な冥界に戻れと言うのかしら？

　ああ、急に暗くなってきた。暗い茶色がかった壁のような霧が晴れた。城壁が見えた。閉ざされていないわね。中庭かしら？　深い壕かしら？

　どちらにしろ気味が悪いわ！　仲間達よ！　私達は囚われの身、捕虜になったのよ」


城の中庭

　素晴らしい中世の建物が周囲を取り囲む。

合唱のリーダー

「本当に性急で愚かな女の見本ね！　　

　刹那の望みにつられて、『幸』と『不幸』に弄ばれる。両方とも冷静に対応しなけらばならないのに、いつも矛盾した対応をする。注意すると激しく噛みつくのよ。

　喜びも悲しみも同じような対応よ。遠吠えのように泣いて笑うわ。

　はい、静かにして！　王妃様の高潔な決断を拝聴しましょう」

ヘレネ

「あの予見の力を持つ魔女はどこかしら？　あの女よ。

　陰気な城の丸天井の部屋から出てきなさい。

　不思議で英雄的な城主に私が来たことを伝えなさい。私の歓迎のために行ったのなら礼を言いましょう。早く私を城主の所へ連れて行きなさい。

　もう放浪するのは沢山です。ただ安息が欲しいのです」

合唱のリーダー

「王妃様。周りを見ても無駄でございます。

　腹立たしいあの幻影は霧の中に消えて行きました。我らはどうやって移動したのかも分かりません。

　迷路で迷ったような気分です。多くの奇跡がこの城には満ちているようです。城主の盛大な歓迎があるのかも知れません。

　ですがご覧下さい。窓辺にも正門にも多くの召使いが忙しく働いています。

　丁寧に我らを出迎える用意をしているのでしょう」

合唱

「良い気分になりました！　ああ、見て下さい。気難しいほどに整った足並みで若者の群れが降りてきます。何と！　あの男の子は誰の命令で規則正しくテキパキ働くのでしょうか？　　

　何に感心するでしょうかね？　繊細なステップかしら。眩い額の周りの巻き毛かしら。桃色で産毛の生えた左右の頬かしら。飛びついても良いかしら？　　

　しゃぶりつきたいけれど、ちょっと怖いわ。

　こういう相手に悪戯すると、口の中が灰で一杯になるのよね！　　

　でも、一番美しい人がここに来ますわ。

　何を纏っているのでしょう？

　玉座とそこへの踏み台と絨毯、マントと天蓋が宝石のように飾られている。

　我らの王妃が雲の花輪のような造形を纏っています。

　招かれて、輝く枕で寝ています。

　さあ、一段ずつ本気で進みましょう。

　ああ、素敵。なんてありがたいおもてなしなのでしょう！」

（合唱隊の言うことが次々現実となる）

（ファウスト、男の子と従者の長い列が降りた後、中世の騎士や裁判官の礼服を着て階上に現れ、立派にゆったりと降りてくる）

合唱のリーダー（ファウストの様子を見ながら）

「何と神々しいのだろうか。神が良くするような崇高な姿で、礼儀正しい。一瞬のみ与えられた容貌で無いならば、戦場でも最高の美人の奪い合いでも常に勝つだろう。

　私もこれまで素晴らしい男を見てきましたが、これまで目を釘付けにする男はいなかった。

　厳粛に、恭しく支配者らしい足取りでやってこられる。王妃様、お顔を向けて下さいませ！」

ファウスト（束縛された男を連れて近寄る）

「この場に相応しい最も厳粛な挨拶をあなたに致します。この鎖に縛られた下僕は義務を怠ったのです。この下僕の怠慢のせいで私はあなたへの義務を怠ったのです。

　ここに跪き、最も高貴な女性に己の罪を白状しろ。

　崇高な王妃様。この男は目が利くので塔の上で用心をさせていました。天上から大地の果てまで鋭く見通させていたのです。何が近づいても丘から谷を駆け、城へ報告させていました。家畜の群れでも、戦禍でも漏らしたことはありませんでした。だが、今日は何という怠慢をしてしまったのでしょうか！

　あなたの到来を届け出なかったのです。最上のもてなしを出来なかったため、コイツは命を持って償うしか無いのです。本来ならもう血塗れのはずです。しかし、あなたに罰して貰いたいのです。容赦もあなたの望むままです」

ヘレネ

「私に許された高貴な裁判官、裁定者としての地位も、一時のモノだと察します。

　では、裁判官の義務として、被告の言い分を聞きましょう。話して下さい」

塔の主リュンケウス

「跪かせて下さいませ。顔を上げてもよろしいでしょうか。死なせて、生かして下さいませ。願わくは、あなた様に私の将来を。

　朝の喜びを待つために東を見ていたら、驚くべきことに、南から太陽が昇ってきたのです。

　その光景に釘付けとなり、天も地も見張る余裕が無かったのです。

　私は最も高い木に住むヤマネコのような鋭い目を持っています。

　しかし、今回は深い憂鬱な夢から覚めたような気がしてなりません。

　何が起こったのでしょうか？

　矢間か？　塔か？　閉じた城門か？

　霧が立ち込め、消え去ると、女神のようなこの方が目の前にいらっしゃったのです！

　目と胸を向き直し、この方の優しい輝きで目を奪われました。

　この方の『美』が私をすっかり骨抜きにさせてしまったのです。

　私は見張りの仕事をすっかり忘れてしまいました。角笛を吹くのも完全に忘れてしまいました。

　私は手打ちにされて当然です。

　『美』は全ての怒りを拘束します」

ヘレネ

「私がもたらした罪をどうして私が裁けましょうか。私が悪いのです！　厳しい運命がどこまでも私を恐怖の奥底に突き落とすのです。殿方の身も心も私の美貌で蕩かしてしまうのです。私の誘惑から逃れられるモノはいません。半神、英雄は言うに及ばず、神々や悪魔ですら間違いを犯すのです。

　身が一つの時は世界を混乱させ、二つの時は言うに及びません。

　今は三重、四重の身ですから、この世に厄災をもたらすのです。

　その善人を解き放ち、自由にしてあげて下さい。

　神に欺かれたモノを責めてはいけません」

ファウスト

「ああ、流石は王妃様。驚くと同時に確かなモノを得ました。

　私は弓を見たのです。それから放たれた矢の負傷者も見たのです。次々と放たれた矢は見事に私に当たりました。城内の部屋の至る所であなた様の放った矢の羽は音を立てて縦横無尽に飛び交っています。

　今はどうでしょう？　突然、反旗を翻した私の忠実な軍が私の城壁を心許ないモノにします。私の軍でさえ無敗のあなた様に服従するでしょう。

　私は自分のモノだと思い込んでいた全てのモノをあなた様に貢ぐ外に無いのですか？　　

　あなた様の足に跪き、忠実な僕としてあなた様を主として忠誠を誓います。あなた様は来訪と同時に財宝と玉座を手に入れられたのです」

リュンケウス（箱と共に登場。他の男達も箱を持って続く）

「戻ってきました、我が女王よ！　　

　金持ちは一瞥を乞います。しかし彼らはすぐに貧困と豊かな王子の感覚を得るでしょう。

　最初は何だったでしょうか？　今は何でしょうか？　　

　何をお望みですか？　何をすべきでしょうか？　　

　稲妻のように鋭い目が何の役に立ちましょうか！

　私の視線はあなた様の玉座で跳ね返ってしまうのです。

　我らは東からやって来ました。なので西では色々やりました。

　大層長く続いた列なので、最初のモノは最後のモノの顔を知らないほどです。

　最初のモノが倒れると、第二のモノが踏ん張り、第三のモノが槍を構えます。

　皆が百倍士気を高めるので、幾千の犠牲も気付きはしません。

　我らは進撃し、土地をほしいまま突き進みました。

　今日攻略した土地も、明朝には他のモノに奪われ侵されるという有様でした。

　我らは逃げ惑う人々を一瞥しました。

　『美』の極致である婦女を捕まえるモノもいました。立派な雄牛を握るモノもいました。馬は全て接収しました。

　一方、私は珍しいモノを見つけるのが大好きなのです。

　他人が持っていないモノに妄執をします。他のモノは私にとって干し草同様です。

　私の鋭い目はお宝に引き寄せられます。どんな袋も宝殿も私にとっては透けて見えます。

　黄金の山を見つけましたが、最も輝かしいのは宝石です。

　あなた様の胸を飾るに相応しい緑のモノはこのエメラルドだけでしょう。

　耳と口の間には海底から出た一滴の真珠が相応しいでしょう。

　ルビーは頬の紅に怯えて逃げるでしょう。

　最上の宝はこちらです。目の前へ持って参りました。

　血塗れの戦果をあなた様の足下へ捧げます。

　沢山の箱を持って参りました。鉄の箱なら更に持っています。

　傍に置かせて頂けるなら、宝物で埋めて差し上げましょう。

　玉座に着くや否や、全てのモノは腰を曲げ、頭を垂れ、知恵も富も力も関係無く平伏すのです。

　私の持つ一切のモノは、今はもうあなた様のモノです。

　私が今まで高い価値があると思い込んでいたモノは、もう下らないモノだと分かりました。

　私が妄執していたモノは刈り取られ萎れた草と成り果てました。

　ああ、どうか一目見て、これらに価値を戻して下さい！」

ファウスト

「大胆な蒐集物を早く片付けよ。悪くは無いが報われないぞ。

　既に城内のモノは全て彼女のモノだ。お前の特別なモノを提供しても意味は無い。貯えた宝物をサッサと仕分けしろ。見渡すのが大変なほど、豪華な光景を作るのだ！　晴れた青空のようにしろ。生命が解放された天国のように、丸天井の全ての場所に財宝を持ってこい。

　王妃様の歩む場所は花で覆われた絨毯を敷き詰めるのだ。足が床に着く際には優しく迎えろ。目がギラギラしない程度に神のような至高の装飾をお召しさせろ」

リュンケウス

「旦那様の命令は簡単です。下僕を嘲笑っているのでしょうか。

　王妃様は『財』と『生命』を『美』で支配されているのです。

　もう我らの全軍は飼い慣らされています。剣の切れ味も輝きも鈍くなりました。燦々たるお姿の前では太陽ですら暗く冷たく感じます。『美』の豊かさの前では一切が儚く空になってしまいました」

（退出）

ヘレネ（ファウストへ）

「お話がしたいので、側まで上がってきて下さらないかしら！　空席は主人の席なのですよ。隣が開いていると寂しいの」

ファウスト

「では、跪き、忠誠を誓います。あなた様の寵愛を受けることに感謝致します。私を側に置くその手にキスをすることをお許し下さい。

　あなた様の国境無き王国の共同支配者として私をお引き立て下さい。私はあなた様の崇拝者にして召使い、護衛です！」

ヘレネ

「沢山の奇跡を見てきました。驚きばかりなので沢山尋ねたいことがあるのです。

　でも、なぜあの男の話が奇妙に聞こえるのと同時に心地よく聞こえたのかしら。不思議だわ。

　一つの音が他の音に反応して耳に入るのよ。そうすると他の音が先の音を愛撫するの」

ファウスト

「私達の話がお気に召すのであれば、歌もお気に召すかも知れません。心の奥深くから満足出来るでしょう。

　ですが、最も良い方法は練習することです。

　掛け合いが魅了を引き出すのです」

ヘレネ

「ではどうすれば、あんなに綺麗に話せるのかしら？」

ファウスト

「簡単です。胸の内を露わにすれば良いのです。

　そして胸の憧れが溢れ出ると問うことが出来ます」

ヘレネ

「誰が喜びを共有してくれるのかしら」

ファウスト

「精神は未来も過去も見ないで、今この時のみ存在するのです」

ヘレネ

「私達は幸せです」

ファウスト

「今この時が財宝、利得、財産、抵当です。

　では誰がそれを確認するのでしょうか？」

ヘレネ

「私です」

合唱

「この城の主と王妃様が仲良くなって、誰が悪意を持つだろうか？　　

　全てを告白すると、トロイの不名誉な陥落の後、酷く惨めな思いをしました。迷路のような悲しみの旅です。

　男に愛されることに慣れているので審美眼は抜群です。

　黄金の羊飼いにも、黒い毛の牧神にも平等に自由の権利を差し上げます。

　もう二人は密着し、肩には肩、膝には膝、手を絡ませている。玉座という壮大なベッドの上で体を揺すり合っている。

　威厳のある方は乳繰り合うことも公然と露出して行うのですね」

ヘレネ

「ああ、感じるわ。遠くにも近くにもいるようだわ。でもこれだけは言わせて。『私はここにいる！　います！』とね」

ファウスト

「息が詰まって、呼吸が出来ないほど。言葉が出ません。

　時空を超えた夢幻であろうか」

ヘレネ

「クタクタに使い古したのに、まだ新品のような気がするわ。見知らぬあなたに全てを捧げてしまいましたわ」

ファウスト

「この運命だけを受け入れましょう！　　

　『いる』ことは義務です。たとえ、瞬刻のことであってもね」

ポルキュース（粗っぽく登場）

「愛の呪文を唱えるのも、イチャイチャ絡み合うのも、愛の営みも素敵ですな。でも、そんな時間はありませんよ。

　あの鈍い轟きが聞こえませんか？　　

　トランペットの音が鳴り、途方も無い破滅がかっ飛ばして近づいていますよ。

　メネラオス王が大軍勢で押し寄せているのですよ。

　装備を調えて戦の準備ですよ！

　その女性を骨抜きにしたせいで、勝ち誇り囲む軍勢にデーイポボスのようにバラバラに切り刻まれるのですよ。

　最初は大した価値の無い女が屠られる。そしてすぐにその女が新鋭の斧で祭壇に捧げられるのだ」

ファウスト

「畜生！　いけ好かないゲス野郎が。

　危険な時も私は優雅でありたいのだ。

　最も美しい伝令も、悪い知らせで見苦しくなるのだ。

　お前は最も醜いくせに、わざと悪い便りを寄越すのだな。

　しかし今回は無駄骨だな。空の息吹で大気を響かせろ。ここに危険は無い。私にとって危険は無駄である。

（狼煙が上がり、塔が爆発する。トランペットの音が響き、城門が開く。軍楽と大軍勢が辺りを闊歩する）

　心配には及びません。すぐに英雄達を招集致しましょう。

　婦女を守れるモノだけが、婦女の寵愛を得る資格があるのです。

（隊列から離れ出した司令官へ）

　敵に冷たい闘志を燃やせ。私は勝利を約束する。北の若い花よ。東の花の力よ。その力を見せつけるのだ。

　鋼を纏い、光を纏い、王国を捻り潰してきた同胞よ。大地を振るわせ雷のように侵入者を蹂躙せよ。

　ピュロスでの上陸戦では老いたネストルはもういなかった。そして我らは小さな連合軍を跡形も無く痛めつけた。

　遅滞無くメネラオス王の軍を城壁から海へ追い払え。

　奴は奪い待ち伏せるのが好きだ。それが運命だからな。

　諸君、スパルタの女王から、お言葉を授かってきた。

　山から谷まで全てを彼女の足下へ捧げよ。獲得したモノは全て諸君に与える。

　ゲルマン人のお前！　コリントスの入り江にある塁壁を守れ！

　アカイアにある幾百の小道はゴートのお前に任せる。

　フランク人はエリスへ進軍せよ。メッセネはザクセン人と共にある。ノルマン人はアルゴリスの海で迎え撃て。

　そして全員本領で外敵に稲妻の力を向けるが良い。

　だが、スパルタの女王は皆の上に君臨する。

　何一つ不自由が無い、本領での生活をお見せするのだ。

　王妃の下で自信を持ち、証明と権利と光を頼るのだ」

（ファウスト、下へ降り立つ。諸侯、命令や指揮について質問するために取り囲む）

合唱

「最高の美女が欲しければ、武具を抜かりなく準備するべきでしょう。

　神が作った地上最高のモノをお世辞で手に入れたのです。

　ですが、落ち着いてはいられません。

　ゴマすりが上手い狡い奴がおべっかを使うし、大胆な泥棒が掻っ攫うかも知れませんね。

　慎重に対処する必要がありますよ。

　我らはここの主人を称賛します。他の誰よりも優れていると考えます。非常に賢いからです。勇敢な仲間と手を組みましたからね。皆が命令を待ち望んでいます。

　忠実な仲間は命令を完璧に実行し、彼ら自身の利益にもなる。更なる高みへと進むのです。

　誰がこの王妃様を力ずくで奪えるでしょうか？

　王妃様はここの主人のモノです。内側は城壁のおかげで最も安全。外側は強力な軍隊が守って下さる」

ファウスト

「今ここにいるモノへの分け前だ。

　皆、豊かな土地を持っているのだから結構だろう。さあ行くぞ！　　

　我らは中心部で待ち受ける。

　皆よ、寄せ来る波のような敵から守るのだ。ヨーロッパ最後の丘陵を守るのだ。

　太陽の恩恵に与る全ての国々は永遠の幸運を得る。その国に勝った我らの国は今や王妃のモノだ。すぐに王妃がご覧になるだろう。エウロータス川の葦の囁きと、燦々たる殻を破って生まれる母や兄弟は、光で目を突き刺すだろう。

　この国はあなた様だけに最高の花を提供します。

　全地球もあなた様のモノですが、まずは祖国をご覧下さい！

　山々の背のギザギザはまだ太陽の冷たい矢を受けていますが、岩の間には芽吹きが見かけられます。山羊が切り詰められた餌を懸命に食べています。

　泉は湧き、小川として流れ、山道や丘の斜面は緑の絨毯のようです。

　四方に広がる幾百の丘には羊の群れが点在します。

　まばらになって用心深く歩く角のある牛は崖を登って行きます。

　岩壁の膨らみが幾百の庇となって全ての獣が雨宿り出来ます。

　牧神パンは彼らを守り、ニンフ達は湿って草が生い茂る場所に住んでいます。枝分かれしてギッシリ生えた木々は上へ上へと憧れを持って育つのです。

　原生林です！　カシは力強くそびえます。大枝は頑として生えています。

　甘い樹液を孕んだ穏やかなカエデは清く己を保っています。

　静かな木陰で母羊は子羊等に温かい乳を授けます。

　果物が切り開かれた畑で熟れていますし、蜂蜜が穴の開いた幹から滴り落ちています。

　ここでは幸福は代々受け継がれて、頬も口も喝采しています。誰もここでは死なないのです。

　健康で満ち足りているのです。

　そう言う清い日常が愛らしい子供を育てるのです。

　私達は驚かざるを得ません。こう問い質したいのです。

　『神』か『人間』のどちらなのか？

　あのアポロンも羊飼いの姿をしていましたし、一番純粋な羊飼いもアポロンに似ていました。

　世界中の自然の純粋な部分は全てここに通じるのでしょう。

（ヘレネの隣に座って）

　私もそうなった。あなたもそうなれるのです。

　過ぎ去ったことに何の価値がありましょうか！

　あなたは最高の神から産まれました。あなたは最初の世界にのみ属しているのです。

　あなたを留め置くための城は存在しません！

　永遠の若さは素晴らしき滞在のためにあります。それを実現するためにアルカディアはスパルタの隣にあるのです。

　明瞭な土地に住むために脱出されたのですね。何という幸運でしょうか！

　玉座は東屋へ変わります。アルカディアの自由は我らの幸福です」

（舞台、ガラリと変わる。岩窟が無数に穿ってあり、閉ざされている。岩の周りに森が広がり、木陰が出来ている。ファウストとヘレネ、姿が無い。合唱の女達は周りに散らばって眠っている）

ポルキュース

「この女達はいつまで眠っているつもりだ。

　私が見た通りの光景が夢になっているかは分からない。

　叩き起こして小娘達を驚かせてやろう。

　舞台の下で見ている髭面のお前もだ。奇跡的な問題解決の方法を見たいのだろう。

　ほら！　出てこい！　巻き毛をサッサと振るのだよ！

　寝ぼけ眼を開けるのだ！　私の話を聞け！」

合唱

「お話になって下さい。どんな奇跡が起きたのですか！　　

　絶対信じられないことを聞くことほど面白いことは無いのです。

　何しろ長い間、岩を見つめて退屈でしたのよ」

ポルキュース

「目を開けるや否や退屈とはガキなのか？　　

　では私の話を聞くが良い。この洞穴、洞窟、東屋の中で、我らの王と王妃が長閑なカップルのように過ごしているのだよ」

合唱

「どうやって？」

ポルキュース

「世間から孤立してね。私だけが用事があると静かに呼びつけられるのだ。

　使用人の誉れとして、出来るだけ直視はしない。木の根や苔、樹皮などの効力を調べて探すのだ。お二人は水入らずだね」

合唱

「あなたの話を聞くと、そこには森、草原、小川、海などおとぎ話のような別世界があるようだね。信じられない与太話だね！」

ポルキュース

「これだから経験の浅い奴らは！　あそこには秘境の奥底があるのだよ。

　広間という広間、中庭という中庭を思索しながら回ったのだ。

　だが、突然笑い声が洞窟の部屋に反響するのだよ。

　見ると、少年が一人、王妃の膝からジャンプする。また元に戻りジャンプする。冗談交じりの些細な幸せのようだった。しかし私にはその叫びが転じて耳障りだったよ。

　翼の無い裸の天才で、獣っぽく無いがファウヌスのようだった。大地に足が着くと、大地が少年を空中に跳ね上げる。二回、三回ジャンプさせると丸天井に届くでは無いか。

　臆病な子鹿のような母親は窘めます。『空を飛んではいけません、あなたは飛ぶ力を得ていないのですよ』とね。

　父親も注意します。『大地はお前を跳ね返す。つま先が大地に足が触れている限り、お前は地球の息子のアンタイオス同様の力強さを得るのだよ』とね。

　なので少年は岩の塊に飛びついて、弾むボールのように周囲を跳ね回った。

　しかし突然、凸凹の深い谷の切れ目に落ちてしまった。もうダメだと思われた。母親は嘆き、父親は慰める。私は立ち尽くしたが、少年は無事に再び出てきたのだ！

　そこには秘宝があったのだろうか？　花の縞模様のローブを纏って気品のある面持ちだった。

　腕には房が揺れ、胸には煌めく布が舞い、手には黄金の琴を持っていた。まるで小さなアポロンのようだった。切通を元気に飛び立ったことに我らは驚いた。

　喜ぶ両親は交互に抱きしめる。

　何しろ、頭には光輪があるのだよ？　なぜそんなに輝くのか分からない。黄金のジュエリーか、知力の圧倒的な炎なのか？

　あの少年の仕草には既に永遠のメロディーが含まれているのだよ。将来が有望だね。全てを持っている。彼を見れば驚くこと間違い無しだ」

合唱

「クレタ島生まれの人、それは奇跡と呼ばれるのですよ？　　

　教訓的な言葉に耳を傾けたことはありますか？　　

　イオニアやギリシャの古い伝説の神や英雄をご存じないですか？　　

　今起きている全ては過去の華々しい余韻に過ぎないのですよ。

　あなたの話はマイアの息子の愛らしい嘘と比較にもなりませんね。あの真実よりも語られている嘘の足下にも及ばない。

　この可愛い赤ん坊は、最上の綿毛のおむつと最高に捻られたジュエリーで巻かれている。なのに監視を逃れたのだ。

　活発だがお淑やか。曲者だが柔軟。深紅色の殻を残して、静々と元の場所から飛び立った。

　蝶と同様にサナギから翅を広げ、日光とエーテルを受けた。凛々しく、わんぱくにヒラヒラと飛び回った。

　また、この機敏な子は泥棒や曲者と同様、利益を求め続ける永遠の良き悪魔だ。サッと狡猾な技術で一仕事するのだ。

　サッと海神から三叉を盗み、アレスから鞘から剣を盗むのだ。

　アポロンから弓矢を盗み、ヘーパイストスからトングを盗む。

　火が怖く無ければ、父のゼウスからだって稲妻を盗みかねないほどだ。

　エロスには寝技で勝った。

　ヴィーナスの胸に抱かれいる間にも、その胸から帯を盗み取ったのです」

（惚れ惚れするような純粋な旋律が奏でられ、洞窟内で鳴り響く。全員感じ入る。次の幕間までずっと音楽が続く）

ポルキュース

「あの最も魅力的な音を聞け。すぐに昔話なんて忘れられるぞ！　　

　古い神々のゴタゴタなど放り投げてしまえ。

　誰もお前達の話など聞きたく無い。その程度の需要なんて無いのだ。

　胸に響くモノは、やはり胸から生まれたモノだけだ」

（岩の方へ退出）

合唱

「恐ろしい老婆よ。あなたもこういう包んでくれる音楽が好きなのですね。我々も新鮮な喜びの涙が流れ出るようだわ。

　太陽の光が消えたとしましょう。そうすれば魂が満たされ、世界中探しても見つからないモノが己の中で見つかるのです」

（ヘレネ、ファウスト、エウポリオーン、上記の衣装で登場）

エウポリオーン

「子供の歌を聴くと楽しいでしょう。

　弾んで跳ぶのを見ると、心が躍るでしょう」

ヘレネ

「愛は人間を幸せにするわ。高貴な二人で幸せになれればいいのだけれど、神々の喜びを得るには三人が力を合わせないといけないわ」

ファウスト

「全てが手に入った。

　私はお前のモノ、お前は私のモノだ。

　私達はこうして結ばれた。これ以上何を望む！」

合唱

「長年の喜悦が、この少年の優しい光のおかげでこの夫婦に集まったのだ。

　なんて素敵なカップルかしら？」

エウポリオーン

「今、跳ね回らせて下さい。今、ジャンプさせて下さい！　　

　大空を望むがままに飛びたいのです」

ファウスト

「まあ落ち着け！　落ち着くのだ！　　

　ヘマをして落ちて事故をしたらどうするのだ。私達の愛する息子よ、頼むからヤンチャはよしてくれ！」

エウポリオーン

「これ以上、大地に縛られるのはイヤなのです。

　両手を、髪を、衣服を放して下さい！　　

　これらは僕のモノです」

ヘレネ

「ああ！　良くお考えなさい。良くお聞きなさい！　　

　私と夫とお前でやっと手に入れた素晴らしい絆を、お前が壊したらなんて悲しいのかしら」

合唱

「この絆も、すぐに解けてしまいそうです」

ヘレネとファウスト

「両親の愛のため、その激しい願いはどうか抑えておくれ！　　

　鎮まって、ここでのんびり楽しく暮らそうでは無いか」

エウポリオーン

「あなた方のために私は留まっているのです。

（合唱の女をダンスに誘う）

女と激しく踊るのは簡単です。

　メロディーはこれでいいですか。動作はこれでいいですか？」

ヘレネ

「ええ、上手よ。

　美しい女性達を上手くリードするのよ」

ファウスト

「もう終わりにしたらどうだ！　　

　こんな魔術は全く面白く無い」

（エウポリオーンと合唱、踊り歌いながらもつれて動く）

合唱

「あなたが両手を愛らしく動かし、輝く巻き毛を揺り動かす。すると足がふわっと動き、床の上をさらりと動く。手足は早々と目的の場所へ触れている。愛らしいお子様よ。

　私達の心は全てあなただけに傾けいている」

（幕間）

エウポリオーン

「あなた達は足早の子鹿のようですね。

　新しいゲームをしましょう。さあ始まりです！　　

　私がハンターであなた達が獲物です」

合唱

「私達を捕まえたいなら急ぐ必要はありませんよ。何しろ最後は絵のように美しいあなたを抱きしめようと恋い焦がれているのですから！」

エウポリオーン

「木々の間を！　　

　切り株や石の間を抜けましょう！　　

　簡単なことは嫌いです。難しいことほど僕を熱狂させるのです」

ヘレネとファウスト

「何という悪戯！　何という疾走だろう！　　

　手加減は望めないようだ。

　ホルン吹きのように、谷や森に響き渡っている。

　なんて乱暴なのだ！　なんて叫び声だ！」

合唱（一人ずつ急いで出てくる）

「私達をスルーしました。

　嘲笑って軽蔑するのよ。一番激しいのを引きずって行ったわ」

エウポリオーン（一人の少女を抱えて登場）

「この小さい娘を引きずって、激しく犯して楽しんでやろう。

　僕の喜び、楽しみだ。力ずくで胸を揉んで、嫌がる口にキスを無理矢理してやるのだ」

少女

「どうか放して！　私にも勇気と力があるのよ。

　あなたと同じく精神があるのよ。私の心を易々と奪わないでね。

　私が屈したと思っているの？　　

　随分と腕に覚えがあるようね！　　

　ちょっと私を掴みなさい。あなたの狂ったお遊びに付き合ってあげるわ。あなたを焦がしてみせますわ。

（少女、炎になり高く燃え盛る）

ここまで来られるかしら。掴まえてご覧なさい。鬼ごっこよ。ほら！」

エウポリオーン（最後の炎を振り払う）

「ここは岩ばかりで、森の茂みが鬱陶しい。僕は若くて瑞々しいのだからこんなに窮屈なのはイヤだ。

　風よ轟け。波よ逆巻け。

　両方遠くから聞こえるが、近くに行きたいな」

（岩だらけの上をどんどん高く跳ぶ）

ヘレネとファウストと合唱

「カモシカの罠に似ているわよ？　　

　落ちないか心配だわ」

エウポリオーン

「もっと高く跳ばないと。もっと良く見ないと。

　今、僕はどこにいるか分かっている！　　

　島の真ん中、プロペスの真ん中。大地にも海にも近い場所だ」

合唱

「山と森の中で平和に過ごす気は無いのかしら？　　

　すぐに丘の縁にある蔓草の葡萄やイチジク、黄金のリンゴを可愛い坊やのために採ってあげるのに。

　この美しい国を保てば良いのに！」

エウポリオーン

「あなたの夢は平和な日々を送ることですか？　　

　夢は夢見人のモノだ。

　戦争！　これが合い言葉だ。

　勝利！　それが聞こえるのだ」

合唱

「平和な地に住むモノで、戦争を渇望するモノは希望の幸福から離れてしまうのです」

エウポリオーン

「無限の勇気がこの地に満たされた危険から救い出したのです。その聖なる精神が血を望むのです。

　その血を受け継ぐ全ての兵に勝利を！」

合唱

「見上げたモノだ。あんなに高く！　　

　あんなに遠いのに姿が小さくならないとは。

　鎧を纏い、勝利のために真鍮や鋼で煌めいている」

エウポリオーン

「城壁も堀も無い。全ては自分が意図するだけである。

　強固な城塞は男の胸である。

　征服されず生き残りたければ、軽装で素早く戦場へ行くのだ。

　女達はアマゾネス、子供は英雄になれ」

合唱

「聖なる詩ですね。天に向かって昇りなさい！　　

　栄光の一番美しい星となり、遙か彼方で輝きなさい！　　

　相変わらず声が聞こえています。喜んで聞いていますよ」

エウポリオーン

「私は子供では無い。武装した若者なのだ。

　強く、自由で、大胆な精神を持っているのだ。

　さあ、行くぞ！　　

　今すぐそこに、栄光への道が開かれているのだ」

ヘレネとファウスト

「生まれるや否や、陽気な日々を過ごさずに、目眩を覚えるほど痛みに満ちた場所へ憧れるのか。

　私達はお前にとって何なのかしら？　　

　愛らしい一時は夢だったのかしら？」

エウポリオーン

「あの海上の雷鳴が聞こえませんか？　　

　谷という谷に響き渡っている。戦塵や軍隊の波が押し迫って痛みと悶えで苦しんでいる。

　そして『死』は戒めで宿命なのです」

ヘレネとファウストと合唱

「何という恐怖！　何という驚怖！　　

　お前の『死』は宿命か？」

エウポリオーン

「遠くから指を咥えて見ていられるでしょうか？　　

　御冗談を！　苦難を分かち合いたいのですよ」

前の人々

「向こう見ずで恐れを知らないようだな。『死』は確実に近づいている！」

エウポリオーン

「それがどうしました！　両の翼を広げます！　　

　さあ、行かねば！　行かせて下さい！　行かなければならないのです！　　

　どうか飛んで行くことをお許し下さい！」

（エウポリオーン、身をそよ風に任せる。衣装が一瞬で整い、頭が光り輝く。光が尾を引く）

合唱

「イカロスだ！　イカロスと同じだ！　　

　何という嘆きだろうか」

（美しい若者が両親の足許へ死体となって落ちてくる。死体は既知の様相。死体はすぐに消え失せ、後光が天に昇る。衣装、外套、琴のみが残る）

ヘレネとファウスト

「喜びのすぐ後ろに厳しい苦悶があるとは」

エウポリオーンの深淵からの声

「お母様。私をこんな憂鬱な所に一人にさせないで！」

（幕間）

合唱（哀歌）

「あなたは一人ではありません！　どこにいてもあなたのことを想い続けます。

　ああ！　あなたが亡くなった日の悲しみで胸が張り裂けそうです。

　あなたの生まれ持った境遇を嫉み羨みます。

　空が澄み渡る日も曇る日も、偉大なあなたは勇気の歌を歌いました。

　ああ！　血筋も権力も立派な生まれで幸福に包まれていました。しかし、残念ながら若くしてその花を散らせてしまったのです！

　鋭い目は世界を見つめ、心の赴くままに愛の残り火を女達に与え、最上の芸術的な歌を歌ったのに。

　なのにあなたは慰み者の網に飛び込んで、強引に習慣や法律を破りました。

　最高のセンスと純粋な勇気の重みで華々しく勝利しましたが、最終的には失敗しました。

　誰が成功出来るでしょうか？　この昏い質問には運命も答えられません。最も忌々しい日に全国民が血を流して静まりかえるのです。

　ですが、気分を変えて新しい歌を歌いましょう。これ以上、深い悲しみに苛まれたくありません。

　大地が歌を拵えていたように、歌を再び歌いましょう」

（完全な間。音楽が止む）

ヘレネ（ファウストへ）

「残念にも古い諺の通りになってしまいました。

　『幸福』と『美』は永遠に共存出来ないのですね。

　命と愛の絆は引き裂かれました。

　嘆きと共に痛ましい分かればやって来ました。もう一度私を抱いて下さい。ペルセフォネよ私と息子をお願いします！」

（ヘレネ、ファウストと抱き合う。体が消え衣服とベールだけがファウストの腕に残る）

ポルキュース（ファウストへ）

「残ったモノをしっかりと握りしめなさい。

　その衣装は放してはいけません。悪鬼が既に腕を鳴らして地獄へ引きずり込もうとしていますよ。ギュッと握りなさい！　　

　失った女神はもう存在しない。だが、残されたモノには計り知れない加護があるのです。

　それはあなたを素早く高みへと導くでしょう。可能な限りあなたをね。

　それではここらでお別れです。また会いましょう。遠い所でね。さようなら」

（ヘレネの衣装は雲になり、ファウストを囲み高い場所へ引き上げる）

ポルキュース（地上にエウポリオーンが残した外套と琴を胸に抱く。舞台前に出て朗々と語る）

「なんとか運良く手に入れられた！　　

　あの炎はやはり消えてしまったか。まあ、仕方ないか。

　これだけ残っていれば充分に詩人やギルドの連中から羨望の的だな。

　才能は貸すことは出来ないが、この衣装くらいなら貸すことが出来る」

（舞台前の柱の下に座る）

パンタリス

「さあ、皆急ぎなさい！　魔法は解けました。老いたテッサリアの鬼女の精神汚染は封じられました。耳障りで感覚を狂わせる恐れは無くなったのです。

　冥界へ降りましょう！　王妃様が降りられたのです。我らも使用人として一緒に降りなくてはなりません。

　不可知の玉座で再会出来るのです」

合唱

「もちろん女王はどこへ行っても女王です。

　冥界においても、誰にも負けない誇りを持って、ペルセフォネや皆と仲良くされるのでしょう。

　なのにその他大勢に数えられる私達は、アスフォデルの湿地と細長いポプラと実を結ばない柳しか無いのです。全く暇つぶしにもなりませんよ？　　

　コウモリや気味が悪い不愉快な囁きが聞こえるだけです」

パンタリス

「名声や高潔さを求めないモノは元素に還りなさい。さあ行きましょう！　　

　私は女王様を熱く望んでいます。

　単なる忠誠心を満たすためだけで無く、一人の人間として側に仕えたいのです」

一同

「我らは日の当たる場所に返されました。もう人間でないことは重々承知です。ですが、冥界に戻ることすら出来ないのです。

　永遠に生きる自然は我ら霊に当然の注文をするのです」

合唱の一部

「幾千の小枝が音を立てて震え、命の源を根から静かに汲み上げている。それが葉や花に溢れんばかりに送られて風通しの良い自由な髪を飾って繁栄する。

　実が落ちると、活き活きした人々や家畜の群れなどがすぐに集まってきて、大急ぎでつまみ食いをする。

　そして神の前に跪くように私達の周りで頭を垂れるのだ」

合唱の二部

「私達は滑らかな鏡のような岩壁に向かっている。そこに波が穏やかで丁寧に寄り添う。

　聞くが良い。リュートのような鳥の囀り、葦の笛。牧神パンの恐ろしい声。それでもすぐに返事が出来るのだ。

　悲鳴には囁きで、怒号には雷鳴を二倍、三倍、十倍にして返すのだ」

合唱の三部

「私達の姉妹よ！　急いで流れを下っている。

　豪華に飾られた穏やかに起伏している丘陵に誘われているのだ。

　更に深い水の中、蛇行しながらずっと下って行く。草原や庭園、家の側の菜園も潤すのだ。

　ヒノキが頂から周囲の河岸や風景を高い場所から見守っています」

合唱の四部

「好きな場所にお行きなさい。私達は葡萄の緑で満ちた丘を取り囲みましょう。

　長い月日と情熱を捧げて葡萄作りに成功したのです。

　鍬、鋤、土寄せ、断裁をして神々、特に太陽神に祈るのです。

　意気地無しのバッカスは召使いの忠誠を得られない。東屋で休んだり、洞窟で休憩したり、若いファウヌスと遊んだりします。

　バッカスが良い感じに酔いしれるような酒ならば、しっかりと封をして永遠の時に耐えられる冷たい穴に入れて保管するのです。

　しかし全ての神々、特に太陽神は湿らせ、暖め、熱した果実の宝庫を酒造家に与えるのです。酒造家は静かに働いていましたが、受け取るとすぐに活き活きとなり、辺りが急に騒がしくなるのです。

　篭は軋み、バケツはガラガラ鳴り、桶はハチャメチャに軋み、丈夫なダンスが始まるのです。

　瑞々しい聖なる葡萄の房は踏みにじられ、泡を立て、ペシャンコに煌めきながら混ざるのです。

　そしてシンバルや鉱石のファンファーレが耳を震わせ、遂にデュオニソスが現れるのです。

　山羊のような奴らが現れ、山羊足の畜生が鬱陶しい程、常軌を逸した叫びをシレノスに乗られつつ放つのです。

　容赦無い！　普通の習慣なんてバカらしく下らない。耳なんてこねくり回すのです。

　はち切れんばかりの酔っ払いの頭と腹は騒ぎを大きくさせます。新しい葡萄酒を入れたければ、古い葡萄酒は飲み干さないとなりませんからね！」

（幕下りる。舞台前のポルキュース、巨人のような足取りで惨劇を見下す。仮面等を取り払いメフィストフェレスであることを明かす。必要ならばエピローグの一つも述べようとする）


第四幕

高山

　硬くゴツゴツした岩の頂。雲がこちらへ立ち込める。高い地殻に留まった後、下へ向かって霧散する。

ファウスト（雲から歩み出て）

「思慮深い山頂の端でこの孤独な深淵を見下ろす。陸と海は晴れ、この雲の仕事は終わりだ。

　雲は四散すること無くゆっくりと私から去って行く。

　東へ去る雲の塊は連なり、私の目は驚きと称賛に満ちてそれを追って行く。

　移動し、霧散し、消えて行くのだろう。

　あの形状は何か意味があるようだ。私の目は騙されないぞ！

　輝く太陽を受けた立派な巨人のように見える。神々しい女性の姿が見える。ジュノーか、レダか、ヘレネか。威風堂々と愛らしい姿は私を魅了する。

　ああ！　もう気が狂いそうだ！　形を失いつつある東の雲は、遠い氷山同様に燦爛かつ不安定だが素晴らしい。

　だが、私は胸や額に優しい霧の囁きを感じる。だがコイツは冷ややかでおべっかを使っている。

　今は軽やかに上昇しつつある。だがまだまどろっこしい。加えて、あの愛らしい初恋の像が見える。最高の女性が見えるようだぞ？

　心の一番奥にある最古の富が滲み出てくるようだ。

　オーロラの愛に僅かな勢いを受けて理解をすれば、一目でどんな宝物よりも輝く抑え切れない衝動が手に入る。

　魂が美しいあの可愛い像はエーテルに溶けることも無く上昇し、私の内部の一番良いモノを惹き付けて行った」

（七里靴、軽やかに登場。もう片方がすぐに追いかけてくる。メフィストフェレス、脱ぎ捨てて歩む。七里靴は急いで退出）

メフィストフェレス

「ようやくここまで来られた！　　

　ところで、あなたは何を考えているのですか？　　

　このような忌々しい岩の穴に降りるなんて正気の沙汰ですか？　　

　私の記憶が確かならば、これは地獄の底に繋がっていますよ」

ファウスト

「そんなバカげた与太話なんて知ったことか。

　そんな話をまた一から始めるつもりか」

メフィストフェレス（真面目に）

「昔、神が良く言っていましたよ。全ての中心の奥底に永遠の熱烈な炎があるとね。メラメラと燃え、全てを焼き尽くす。あそこは余りにも居心地が悪かったですね。

　悪魔一同は咳き込み、上へ下へと逃げ惑いましたよ。

　地獄は硫黄や硫酸のガスが充満していましたよ！　程なくして地上の平坦な国々の地殻を割って粉砕するという、計り知れない惨劇が待っていましたよ。

　そんな訳で、昔は地の底だった我らの居場所が、今では天空という訳ですよ。

　最低のモノが最高のモノになるという明らかな教えですよ。

　我ら悪魔は憎むべき墓場から自由な空気を求めてやって来たのですよ。

　明白な秘密ですが、人々には後世にならなければ教えられないのですよ」

ファウスト

「山塊は高貴な沈黙を保っている。なぜ、どうしてそこにいるか問いはしない。

　自然は己をどう規定しているのかを知らない。単に地球を清く丸め込んだ。山脈も峡谷も岩という岩、山と山が連なっている。丘は穏やかに伸び、谷へと確実に、かつゆったりと下って行く。

　自然は成長が著しい。偉大な大地は元気一杯だが、必要なモノは足りている」

メフィストフェレス

「ああ、あなたは徹頭徹尾あなたらしい！　これ以上賢く明白なことは無いとお考えでしょう。

　ですが私は知っているのですよ。その場に居合わせましたからね。

　奈落の底は煮えくり返り、炎の奔流が途切れなく続いていました。

　モロクのハンマーが岩と岩を殴りつけ、瓦礫の山を遠くへ投げ飛ばしました。

　その傍にはもっと重いモノが置かれていたのですけどね。

　誰があんなに重いモノを振り回す力があると説明出来ましょうか？

　哲学者は取るに足りない。岩は既に存在します。これは事実です。これをどう考えるかが腕の見せ所です。

　真に無知な人民だけが真実を事実と認めます。そして邪魔な思想など持ちはしません。

　知識はもう増えはしません。

　奇跡は起こる。そして悪魔を崇拝するのです。

　我らを崇拝する放浪者は悪魔の石や悪魔の橋のために宗教戦争すら辞さないでしょう」

ファウスト

「悪魔の自然への見方か。なかなか尊重に値するな」

メフィストフェレス

「何を仰いますか？　自然なんてどうでも良いでしょう！　　

　重大なことは、その場に悪魔がいたという事実です！　　

　我らは偉大なことを達成するモノです。

　混乱、暴力、悪足掻き！　それが合図です！　　

　まあ、終わったことは横に置いておきましょう。理解出来なくても構いませんよ。ところで、あなたは地上で何か気に入ったモノはありませんでしたか？

　あなたは人類史上、最も素晴らしい森羅万象の栄光を見た訳ですが、いかがでしたでしょう。

　あなたの欲望は底無しでしょう。恐らくまだ満足していらっしゃらないのでは？」

ファウスト

「そうでも無いぞ！　少し気になることはるぞ。分からないのではお里が知れるぞ！」

メフィストフェレス

「簡単ですね。

　こんな街はどうでしょう。真ん中で市民が飲み食いするのです。ろくでなしですね。狭い路地では破風の先や手狭な市場にキャベツやニンジン、ネギなどが売られている。

　肉屋では油塗れの焼き肉に蠅が群がる。

　いつでもどこでも悪臭が漂うのです。

　そして広場、幅の広い道が上辺だけ良く整備されるのです。

　そして門を出ると、限りなく広い郊外が見渡せるのです。

　ガタガタ煩い車輪を鳴らせて、行ったり来たりを繰り返します。まるで蟻塚のようだ。

　そして私が乗って登場すれば、数十万もの人々が敬意を払うのです」

ファウスト

「その程度では私を満足させられないぞ。

　市民が増え、余裕が出来たら、教育を受けさせる。だが、それだと反徒が現れるな」

メフィストフェレス

「私だったら豪勢な城をこれ見よがしに建てて楽しみますね。

　森、丘、平野、草原、野原を素晴らしい庭園に作り替えますね。

　生け垣の前にはビロードのような緑のマットがあり、直線の道、職人の手による木陰、岩に落ちる滝、様々な噴水なども作りますね。

　中央は荘厳に、両端は奇妙にして、幾千もの寄せ集めで激しいモノにします。

　小さな家々を建てて美女達を侍らせますよ。

　そして彼女達と果てない時間を、より身近にひっそりと楽しもうという訳です。

　美女達ですよ。私は美女というモノは複数でのみ考えます」

ファウスト

「最悪で現代風だな！　サルダナパールのようだ！」

メフィストフェレス

「あなたの望みが大体推測出来ましたよ？　　

　確かに気高く凛々しいお方でしたからね。

　月の傍まで飛んで行ったあなたですから、神の領域まで行きたいのでしょう？」

ファウスト

「何を言う！　この地上にはまだ偉業を残す余地がある。

　熱中して気絶させるほどの力が私にはある」

メフィストフェレス

「なるほど。あなたは名声が欲しいのですか？　　

　あなたはヒロインと別れたばかりですからね」

ファウスト

「私は支配して所有したいのだ！　　

　行為が全てだ。誇りなんて意味が無い」

メフィストフェレス

「ですが、詩人が後世にあなたの栄光を語り継ぎ、愚劣な行為を焚き付けますよ」

ファウスト

「お前は何も分かっていない。

　人間が何を欲しているか、お前には分からぬのだろう？　

　お前のような恨みがましい辛辣な奴は人間が求めることを何一つ知らないのだろう？」

メフィストフェレス

「ではあなたのやりたいようにやって下さいな！　　

　私を信じて好きなようにやって下さいませ」

ファウスト

「私の視界には荒々しい海がある。

　海は己を乗り越え膨らみ、波を海岸に浴びせかけ、押し潰す。

　それが私を苛立たせる。権利ばかりを主張する精神が私の血を沸騰させる。負の感情を私に組み込ませるのだ。

　偶然だったと考えることが出来たかも知れない。

　だが、波は引いて行き、傲慢な目標は達せられたと言わんばかりだ。

　だが、潮が満ちると、同じ行為を何度も繰り返すのだ」

メフィストフェレス（観衆へ）

「何も新しい発見が無いね。そんなことは十万年前から知っている」

ファウスト（感情的なまま）

「不毛な幾千もの波は終わり無く押し寄せる。

　膨れて高まる波は、荒涼としたイヤらしい土地を覆う。

　暴力で支配する波は絶望を伴って押し寄せてくるかも知れない！　　

　目的を持たない自然は手に負えない！　　

　だから私の精神は超越的なことをしたがる。

　波と戦ってそれを打ち負かしたいのだ。

　そして波に勝つことは可能である。波は丘があれば回り道をせざるを得ない。

　波が横柄に押し寄せても、僅かな土地が阻止してくれる。だが、僅かでも低い土地は波に負けてしまう。

　だから私は計画を練りに練った。

　愉快にも海岸を押しやり、大海原を遠くへ押し込み狭めるのだ。こんな面白い事業は無いだろう。

　計画は充分に考え抜いた。

　これが私の願いだ。さあ、すぐに叶えてくれ！」

（観客の遠く右後方からドラムや軍楽が響く）

メフィストフェレス

「朝飯前ですな！　ドラムの音が聞こえてきませんか？」

ファウスト

「また戦争だな！　賢いモノには不快な音だ」

メフィストフェレス

「戦争も平和も関係ありません。賢いモノは普段から少しでも利益を得ようと励むモノですよ。

　いつでも注意深くチャンスを窺って、一気に飛びつくのです。

　幸運を掴み取るのですよ！」

ファウスト

「そう言う謎々は勘弁してくれ！　　

　要するに何が言いたいのだ？　ちゃんと説明しろ」

メフィストフェレス

「帰り道に盗み聞きをしたのですよ。

　あの例の人の良い皇帝が苦労しているらしいのですよ。

　あなたもご存知のあの皇帝です。偽の財宝を掴ませた時なんて全世界を買い取りかねませんでしたね。

　若い時に皇位を継承したので、空虚な理想を抱いていましたね。

　好き勝手過ごすことと執政が同時に出来ると思い込んでいました」

ファウスト

「それは大きな間違いだ。命令をする人間は命令という行為に幸福を覚えなくてはならない。

　気高い意志を胸に秘めていても、他人は全く知ることは出来ないのだ。

　最も忠実な臣下の耳に囁くと、直ちにそれが行われ世界がビックリする。

　そうして常に至高の存在と呼ぶに値する。遊びは人間を下劣にするのだ」

メフィストフェレス

「その通り。彼は遊び呆けたのですよ！　　

　国は無政府状態に陥り、上下左右でいがみ合い、兄弟で打ちやり殺し合う。城と城、都市と都市が罵り合い、ギルドと貴族が反目する。坊主が信者と言い争うのです。

　見たモノは全て敵だと思うのです。

　教会で殺人が起きる。商人や旅人は恐ろしいので門の外へ出られない。

　そうしていると皆、鈍感になってきた。

　今生きて行くには身を守るしか無いのですから。やろうとすれば出来るモノですね」

ファウスト

「足を引きずっても、倒れてまた立ち上がる。そしてまた倒れる。そして無様に覆い被さり屍の山が出来たのだ」

メフィストフェレス

「そんな状態で誰が人としての威厳を保てますかね。

　小人物が大手を振って歩くのです。

　しかし、大人物にはそれが我慢出来ません。

　平和を求める皆が真に強いモノを主と呼びたがったのです。

　皇帝にはもう国を治める力はありません。新しい皇帝を自らの手で選びだそうと躍起なのです。平和と正義を結び、新世界を揺るぎなく作り出そうとするのです」

ファウスト

「随分と坊主臭い話だな」

メフィストフェレス

「正にその通りです。坊主がそう言うのです。腹の贅肉を確保するためですね。

　坊主は誰よりも利害関係がありますからね。

　暴動が叛乱となり、聖化されるのです。

　私達が拵えた皇帝はこちらへ進軍しています。恐らく最後の戦いでしょうね」

ファウスト

「残念だな。心置きなく話せる良い奴だったのにな」

メフィストフェレス

「では見に行きましょう。生きるならば希望を持つべきです。

　皇帝をこの狭い谷から救い出してあげましょう！　　

　千載一遇のチャンスですよ。

　賽は投げられた。どの目が出るかは誰にも分かりはしませんよ？　　

　運が良ければまだ、家臣もいるはずでしょう」

（二人、山地峡谷を越え、谷に配置されている軍隊を見る。ドラムや軍楽が下方から響く）

メフィストフェレス

「私が見る限り、布陣は上出来ですね。

　私達が手を貸せば勝利は間違い無いでしょう」

ファウスト

「お前は何を企んでいる？　　

　ペテンか！　魔法の幻影か！　虚ろな見せかけか」

メフィストフェレス

「勝利するための戦略です！　　

　あなたも目先の利益に囚われず、大局的な視点を持って下さい。

　皇帝の玉座を守るために戦った後、跪いて遙かな浜辺の土地を頂戴するのです」

ファウスト

「お前には今までしたたかに色々やって貰ったから、今度の戦争もやってくれ！」

メフィストフェレス

「ダメです！　今回はあなたが指揮を執って下さい」

ファウスト

「右も左も分からないのに指示をするのか。高みの見物とはこういうことか！」

メフィストフェレス

「難しいことは参謀本部に任せて下さい。元帥様は安全な場所で見守れば良いのです。

　交戦状態がずっと続いていましたから、軍議を開き、山の民の力を借りておきました。

　彼らを使えば勝利は約束されますよ」

ファウスト

「あの武器を運んでいる奴らは何だ？　　

　山の民を扇動したのか？」

メフィストフェレス

「まさか！　ペーテル・スクウェンツ先生顔負けの精鋭ですよ」

（三人の猛者、登場）

メフィストフェレス

「私の仲間の若者ですよ！　　

　ご覧の通り、歳も違えば衣装も武器も違います。

　それでもなかなか行ける奴らです。

（観客へ）

　最近のガキは鎧や騎士の襟が大好きなようですね。

　コイツらは悪党だが、比喩としてお気に召すでしょうね」

粗野な男（若く、軽装。派手な衣服）

「俺にガンを付けたなら、どんな奴でも顔に一発お見舞いしてやる。意気地無しが逃げ出したら後ろ髪を掴んで叩きのめしてやる」

運び屋（逞しく、立派な武装。煌びやかな衣服）

「冗談を言うな。そんなことで一日を無駄にされるのは勘弁願いたい。

　何でもコツコツするのが一番だ。他はどうでもいい」

ケチな男（年配で、重武装。衣服無し）

「それも勝負の役に立たないね！　　

　大きな財産もすぐに生活費や娯楽に溶けてしまうからな。

　確かにコツコツ集めるのも良いが、決して離さないことが重要だ。

　まあ、この老人に任せなさい。人っ子一人触れさせないからね」

（皆一緒に山を下る）


山麓の丘

　太鼓と軍楽が下から響く。皇帝の天幕が広げられる。

　皇帝、上級将官、近衛兵。

上級将官

「我らに有利なこの谷へ全軍を撤退させたことは目覚ましい采配ですな。

　この形勢なら勝てますでしょう」

皇帝

「時が来れば分かることだ。

　だが、半ば敗走のようなこの動きは気に食わないな」

上級将官

「陛下、我が軍の右翼ご覧下さい！　　

　なんとも都合の良さそうな地形ではありませんか。

　険し過ぎず、なだらか過ぎない丘です。我らに有利で敵には厄介でしょう。

　我らは波のような起伏に半分隠れています。

　敵の騎兵隊もこちらへは近づけないでしょう」

皇帝

「褒める以外に無いな。

　ここで腕と度胸が試されるだろう」

上級将官

「あの中央の草原で整列した我らの方陣が勇ましく戦っております。

　陽光を受けた穂先が朝靄の薫りを貫き、光り輝いています。

　強力な方陣が黒々と押し寄せてきます！　　

　幾千もの兵が武勲を上げようと燃えたぎっています。

　陛下もあの勢いをご覧になればお分かりでしょう。敵の勢いは分断出来るのです」

皇帝

「こんな眺めは初めてだ。

　我が軍は二倍の軍勢にも勝てるのだな」

上級将官

「左翼については報告することはありません。勇猛果敢な戦士達が岩山を守り固めております。今、武具が煌めいている場所が、この狭い谷の安全を保つ重要な拠点です。

　敵軍が不意打ちに遭って血塗れになる様が目に浮かびます」

皇帝

「良くやった。全く親族が問題を引き起こしてくれる。私を伯父や従兄弟、兄弟などと呼び、段々横柄になっていった。そして王笏や玉座を狙い奪おうとする。国は荒廃し、今では纏まって叛乱する有様だ。

　民は不確かな噂に踊らされ、兵士は身の丈に合わない行動を要求される」

上級将官

「偵察に送っておいた忠実な兵士が急いで岩山を降りて来ました。良い知らせを祈りましょう！」

第一の偵察

「巧妙に、勇敢に、あちこちへ忍んできました。

　ですが、良い知らせは余りありません。

　多くの民衆が服従を誓っております。

　しかし、怠惰で自発的に動こうとしません。

　奥に引っ込んで、リスクを取ろうとしないのです」

皇帝

「利己主義で自己中心的だな。感謝も義務も名誉も我、関せずか。悪事が一杯一杯になると、隣家の火事で己が焼け死ぬということすら気が回らないのだ」

上級将官

「第二の偵察がゆっくり降りてきます。疲れ果てて手足がビクビク震えているようです」

第二の偵察

「最初はこの狂った世界を愉快に見ておりました。

　ですが、いきなり新しい皇帝が現れたのです。

　そして群衆は指示された道を歩いて行きました。

　偽の旗の下に付いて行くのです。皆、羊のように！」

皇帝

「偽の皇帝が出てきたとは私に利益があるな。

　今、私が唯一本物の皇帝であると感じている。

　鎧は、一人の軍人として着たが、今では更なる高みへ登るために身に纏っている。

　どんな派手な宴であっても、何かが欠けていた。危険が足りなかったのだ。

　リングゲームをする時であっても、心は馬上試合のつもりだった。

　お前達が戦争を思いとどまらせなければ、今頃武勇の栄光で輝いていただろう。

　胸にたぎる自立心は満ち溢れ、火に囲まれた時ですら動揺しなかった。

　恐ろしく輝く炎であったが、大それた幻であった。

　勝利と栄光を混同して夢見ていた。

　私は今、不敬にも厭っていたことを成し遂げるのだ」

（伝令、偽の皇帝へ降伏を促すために赴く）

（ファウスト、半分閉じた兜と鎧を装備している。三人の勇士、前述の恰好で登場）

ファウスト

「参上致しました。不徳は無いと考えております。

　必要ではありませんが、念のため注意をした方が良いでしょう。

　ご存知の通り、山の民というモノは、思い考え、自然や岩の文字を用います。

　早々に平地から引っ込んだ幽霊は、より岩の多い場所を好むのです。

　奴らは迷路のような割れ目を通って金属の香りがする裕福なガスの中で働いています。

　常に数え、チェックし、繋ぎ、新しいモノを発明することが彼らの唯一の望みです。

　霊妙な指先を静かに動かし、透明な造形を作るのです。

　その結晶は永遠の沈黙と共に、地上の出来事を注視するのです」

皇帝

「それはもう聞いた。信じるとしよう。

　しかし、それがここに関係あるのか？」

ファウスト

「ノルチャに住むサビーン人の死霊術士は信頼の置ける陛下の下僕です。

　彼はとてつもなく恐ろしい運命に脅されていたのです！　　

　小枝がパチパチと音を立てていますね。焚き火は既に誘惑しています。

　周囲の乾いた薪の枝にはタールと硫黄を混ぜてあります。

　人間は言うまでも無く、神や悪魔ですら救うことが出来ないあの惨状で、陛下は白熱する枷を粉砕されました。

　ローマのことでございます。陛下が高尚な活動をする度に解放していった男は行く先を占っておりました。

　その男は以来、自己を投げ打って陛下のために星座で占って探求するのです。

　取り急ぎ山の民の力を取り纏めるよう指示したのもその男です。

　自然は偉大です。愚かな人間の坊主など魔法で圧倒するでしょう」

皇帝

「楽しい来客が心地よい知らせを次々と届けてくれる。押し合いへし合い、部屋の中が一杯だ。

　しかし、本当に歓迎すべきなのは、明け方に運命の天秤を左右する逞しい味方なのだ。

　しかし、気高いこの瞬間に剣の柄から手を離して頂きたい。幾千もの時を共に戦うのだからな。

　だが、それこそが男だ！　誰が玉座や王冠の名誉を得るに相応しい器だろうか。

　私達に対して己が皇帝だ、支配者だ、将軍だ、諸侯だ、主人だと言いふらす奴には拳を突き刺して冥土に送ってやる！」

ファウスト

「偉大な目標がどうであれ、陛下が命を賭けてはなりません。

　兜は豊かな羽毛で飾られておりますね？　　

　兜は陛下の頭を守るだけで無く、我らの勇気をも守るのです。

　頭無しでは手足に何が出来ましょうか？　　

　頭が眠りに落ちると全てが沈静化します。

　頭を負傷しますと手足はどうしようも無くなりますが、素早く回復すればキビキビと動きます。

　手は素早く権利を行使します。

　手は盾で頭を守ります。

　剣も即座に己の義務を理解して、剣戟を繰り返します。

　巧みな足捌きも名誉のために、死んだ敵の首を踏みにじって行きます」

皇帝

「それが私の怒りだ。どうにか奴ら首を踏んで行きたいのだ！」

伝令（帰ってくる）

「敵方に全く相手にされませんでした。私は道化扱いでした。

　『お前の皇帝は行方不明だ。山彦が狭い谷に響くだけだ。おとぎ話があったな。昔々ある所に……』と笑われました」

ファウスト

「陛下に忠誠を誓うモノには絶好の状況になりました。

　敵は迫っています。我らは待ちに待っています。

　攻撃の命令をお願いします。今がチャンスです」

皇帝

「私は指揮権を放棄する。

（上級将官へ）

　侯爵、お前が義務を果たせ」

上級将官

「では、右翼隊、進撃せよ！　　

　登ってくる敵の左翼を一気に潰せ。我らの若い兵士が陛下への忠誠を示す時である」

ファウスト

「では、この元気な猛者をすぐに前線に送って下さい。陛下の軍と親密に連携して活躍することを保証します」

（ファウスト、右を指す）

粗野な男（歩み出て）

「俺の前に現れる奴は顎を粉々にしてやろう。

　背中を見せる奴もすぐに掴まえて、首も頭も髪もグニャグニャにへし折ってやる。

　仲間は俺の真似をしろ。剣を持って暴れ狂い、敵を一網打尽にするのだ。己の血の海で溺れさせてやる」

（粗野な男、退出）

上級将官

「中央の方陣は静かに続いて、敵軍を迎え撃つのだ。

　少し右にいる我が軍勢が敵の陣を烈々と悩ませてくれている」

ファウスト（中央の戦士を指して）

「続いてこの男にも御命令を！　　

　機敏に動き、何でも運んでくるでしょう」

運び屋（歩み出て）

「皇帝軍の武勇にはハングリー精神が不可欠です。

　ですので、こういう目標を立てました。

　陛下の御名を汚す虚構の陣を破壊しましょう。

　長いこと席を外してはいけない。方陣の先頭に立たせて頂きます」

奪い取る女（従軍商人、運び屋にくっ付いて）

「私はこの人の妻では無いけれど、最愛の間夫ですわね。

　収穫の秋と言った所ですわね！　　

　女は怒ると怖いわよ。奪う時は容赦無く奪いますからね。

　勝っている時は良いわよ！　何でも許されるからね」

（両人、退出）

上級将官

「我らの左翼に敵の右翼がぶつかっている。岩の小道で猛烈な戦いが始まった。押しとどめることが出来るであろうか」

ファウスト（左翼に合図して）

「陛下、どうかこの男を戦列に加えて下さいませ。

　この男にとっては数など関係ありません」

ケチな男（登場して）

「左翼のことは心配に及びません！　　

　私がいれば財産は安全です。

　この年寄りにお任せ下さい。どんな稲妻が落ちても決して離しません」

（退出）

メフィストフェレス（上から降りてきて）

「ご覧下さい。後ろのギザギザのある岩の切れ目から刀剣と盾で武装したモノが群がって出てきます。狭い小道を寄り狭めて、我らの後方に壁を築き、進撃の準備を待っています。

（事情を知る観客へ静かに）

　奴らがどこから来たかは尋ねないで下さいね。

　私は卑しい武器庫からごっそり中身を頂いた。

　徒歩や騎乗だと言って地上に立って我が物顔だ。

　昔は騎士や国王、皇帝が纏ったモノだが、今では空のカタツムリの殻と同じだ。

　そこに沢山の幽霊が宿って、綺麗な中世の賑やかさを再現しているのだ。

　どんな悪魔が宿っていても、今回ばかりは役に立ちますぜ。

（大声で）

　お聞き下さい。我先に突撃しようと金具をカチャカチャ鳴らして盛っています！

　ボロボロの旗が爽やかなそよ風に揺らいで待っています。

　古代の戦士達が新しい争いのための準備をしているのです」

（上から酷いトランペットの音。敵軍、明らかに怯える）

ファウスト

「地平線が暗くなってきた。赤い光だけが顕著に仄めいているな。

　武器は血みどろになり黒光りしている。

　岩、森、大気、大空も戦で変わってしまった」

メフィストフェレス

「右翼はなんとも逞しいですね。

　それにしても、乱暴者の大男ハンスは軽快に敵を打ち倒していますね」

皇帝

「最初は一本の腕だったが、今では十二本の腕が暴れているでは無いか。

　あり得ないことだ」

ファウスト

「シチリア島の海岸から見られる蜃気楼を耳にしたことありませんでしょうか？　　

　アレは白昼の下、揺れ動きます。大気の香りが特殊な鏡となって奇妙な姿を見せつけるのです。

　街が浮かび上がったり、庭園が浮き上がったり、休み無く不思議な光景が見られるのです」

皇帝

「しかしことは深刻だぞ！　我が軍の槍の穂先が閃いているのだ。

　方陣の抜き身の穂先はテカテカと炎が踊っているのだ。

　余りにも気味が悪い」

ファウスト

「陛下、お許し下さい。アレは世に知られない生命の残影なのです。船乗りが願掛けをするディオスクロイの現れなのです。

　ここで最後の力を振り絞っているのです」

皇帝

「だが、類い希な自然が我らと一緒に戦ってくれるのは誰のおかげだ？」

メフィストフェレス

「それはもちろん、胸に陛下の運命を抱き続ける例の死霊術士ではないでしょうか？　　

　死霊術士は陛下の敵に脅され、心の奥底から興奮したのです。

　在りし日の感謝のため、自分を投げ打ってでも陛下を守ろうと考えたのでしょう」

皇帝

「国民を派手に喜ばせたいモノだ。

　さあ、私は己の実力をもう一度示したい。あの死霊術士の白髭を冷たい風に浸してやりたい。

　坊主達は喜びを台無しにしたからな。全く私の恩寵を受けるに値しない。

　今となっては長年の報いを甘んじて受けるのだろう」

ファウスト

「恩赦は豊かな実りを約束するでしょう。

　視線を上げて下さい！　　

　あの死霊術士が信号を送っています。御注意下さい。すぐに結果が分かります」

皇帝

「鷲が空を高く飛んでいる。そして野蛮なグリフォンが追い回している」

ファウスト

「重要なことです。吉報です。

　グリフォンは素晴らしい獣です。

　お忘れでしょうか。グリフォンは伝説上の生き物です。それがどうやって現実の鷲と戦うことが出来ましょう？」

皇帝

「今、遠くで回っている。鷲がグリフォンの胸と首を引き裂いた」

ファウスト

「ご覧下さい。忌まわしく哀れなグリフォンは獅子の尾を垂れて山頂の森へ落ちて消えていきました」

皇帝

「この度の戦もそうなれば良いのだが！　　

　あのような傷を敵に負わせたい」

メフィストフェレス（右を向いて）

「繰り返される奇襲に敵軍は退却を余儀なくされています。抵抗も覚束なく、右翼が乱れています。主力の左翼も混乱しています。

　我らの固い方陣の尖兵は、雷撃のように敵の手薄な右へ突撃します。

　もう嵐の波浪のように火花を散らして、勢力が肉薄する両者が荒々しく戦っています。

　栄光ある勝利は我らのモノでしょう」

皇帝（左に控えるファウストへ）

「見ろ！　あそこの守りが手薄だぞ。

　投石も効かないし、低い岩には既に敵が登ってしまったぞ。

　遂に、敵の集団が近づいてくる。山道を攻略してしまったのか、結局はこの有様か！　　

　お前達の魔法も無駄であったか」

（幕間）

メフィストフェレス

「私の手下のカラスが伝言を持ってきましたよ？　　

　悪い知らせで無ければ良いのだが」

皇帝

「何と不吉な鳥だろうか？　　

　黒い帆を掲げて岩場の激戦地から飛んでくる」

メフィストフェレス（カラスへ）

「俺の耳の傍に留まれ。

　お前達がいる場所は安全だ。お前達の分別は的確だからな」

ファウスト（皇帝へ）

「ハトはどんなに遠い場所からでも、雛や餌のために戻ってくることはご存知でしょう。

　ここで重大な違いがあります。

　ハトは平和の象徴ですが、カラスは戦争の象徴です」

メフィストフェレス

「コイツはキツい難事ですな。

　ご覧下さい！　我らの軍は奮闘も虚しく、岩の端へ追いやられました！　　

　敵軍は高所へ登り始めています。峠が落ちると我らは深刻な状況に陥ります」

皇帝

「私は騙されたのか！　　

　お前達の罠の網に嵌まったのか。

　そして巻き込まれ恐怖を覚えたのだ」

メフィストフェレス

「大丈夫です！　まだ負けてはいません。

　辛抱強く、最後まで耐えるべきです！　　

　決着は烈しいモノです。

　私は布告者を控えさせています。

　どうか私に命令権を授けて下さいませ」

上級将官（詰め寄る）

「こやつを仲間にしてから悲痛な時間が増えました。こやつらは不幸をもたらします。

　戦局に変わりはありません。

　こやつらが始めたことですから、始末もこやつらにやらせましょう。采配はお返しします」

皇帝

「もう少し待てば幸運がくるやも知れん。

　私は卑しいこやつらとカラスがどうも気に食わぬ。

（メフィストフェレスへ）

　お前に采配を授けることは出来ぬ。お前にその権利は無いようだ。

　だが良い案があればやっても良いぞ！

　何が起きるかは神のみぞ知る」

（上級将官と共に天幕へ入る）

メフィストフェレス

「あんな棒きれに庇って貰えると思っているのか！　　

　救いようの無いクズだ。それに十字架っぽかったな」

ファウスト

「さて、我らはどうすべきなのだ？」

メフィストフェレス

「もう細工は流流、仕上げを御覧じろ、ですな！　　

　黒のカラスの従兄弟達よ、急ぎの用事だ。山の大きな湖に行ってウンディーネに挨拶してこい。幻の大洪水を一発お願いしてくるのだ。

　彼女達の業は重く、誰もが現実だと思い込むのです。存在と幻覚を分離出来なくなるのです」

（幕間）

ファウスト

「カラス共が水の精霊達におべっかを使ったに違い無い。

　あそこは既に水が流れ始めた。

　いくつかの乾いて禿げた岩肌から水が続々と染み出している。

　敵の勝利は否定された」

メフィストフェレス

「どうだ。挨拶代わりだぞ。勇敢な戦士も大混乱だ」

ファウスト

「小川が奔流となり、峡谷で倍となる。既に濁流になっているぞ。

　それが突然、平らな岩肌に突入し、泡を撒き散らしながら音を立てて続々と谷へ落ちて行く。

　どんな勇気も英雄的な心もこれに抵抗出来るかな？　　

　強力な水が敵軍を洗い流す。

　この荒れ狂い迸る流れに怯え戦くが良い」

メフィストフェレス

「私には水の幻影は見えませんね。人間の目だけが欺かれるのです。酔っ払ったように大騒ぎをしている。

　束になって落っこちて、愚か者は夢の中で溺死する。大地の上にいるくせに、喘いで泳ごうとしている。

　今はどこもかしこも大混乱だ。

（カラス、戻ってくる）

　お前達の仕事っぷりは親分にちゃんと伝えておくからな。

　お前達が自分の腕を示したいなら、金属や石の火花を休み無く散らすドワーフの鍛冶屋に行ってこい。

　奴らが後生大事にしている貴重な火を分けて貰ってこい。

　遠くの雷や流れ星は夏の夜にはままあることだ。

　だが、茂みの中の雷や、湿った土の上の流れ星はそう簡単には見えないだろう。

　だから、最初は頼んで、ダメなら上から命令すれば苦労は無い」

（カラス、退出。筋書き通りことが進む）

メフィストフェレス

「敵軍は深い闇に閉ざされた！　　

　足取りが覚束ない！　　

　目は魔法にかかっている。突然の閃光で目が眩む！　　

　これはこれで素晴らしいが、もう一丁、恐怖の音を加えてやろう」

ファウスト

「墓穴にあった虚ろな武具は、広場の風に吹かれて強化されたのか。

　さっきからずっとガタガタ鳴っているのは虚偽の音だな」

メフィストフェレス

「その通り！　もう彼らを抑えることは出来ません。

　懐かしい昔のように騎士の斬り合いが聞こえてきます。

　帯も紐も皇帝派、反皇帝派に分かれて永遠の争いを奏でています。

　代々続く争いを執念深く続けています。

　音が段々広まってきた。

　悪魔の祭りのお決まり通り、最後は恐怖の党派で憎悪のけりを付けるのです。

　人々をパニック陥らせる強烈で鋭い音が残忍な悪魔のように谷に響くのです」

（オーケストラ、戦争の混乱を演奏するが、次第に陽気な軍楽を奏でる）


反皇帝派のテント

　玉座、贅沢な調度品。

　運び屋、奪い取る女。

奪い取る女

「私達が一番乗りだね！」

運び屋

「カラスも我らほど早く飛べないだろう」

奪い取る女

「まあ！　お宝が一杯だわ！　　

　どこから手を付けましょう？　どこまで盗って良いのかしら？」

運び屋

「部屋一杯だな！　　

　どこから失敬しすれば良いか俺にも分からない」

奪い取る女

「この絨毯はどうかしら。随分酷い場所に寝る羽目になるからね」

運び屋

「前々から言っているように、ああいうモーニングスターが欲しかったのだ」

奪い取る女

「金張りした赤いコートだわ。こういうのを夢見ていたのよ」

運び屋（武器を手に取って）

「これがあれば充分だな。相手を殺して前に進める。

　お前は大分荷造りしているようだが、俺は何も袋に詰めてないぞ。

　ガラクタは放っておけ。この小箱を城へと運ぶのだ！　　

　これは兵士の給料だ。中身は全部金貨だぞ」

奪い取る女

「殺人的な重さだね！　　

　立てないわよ。抱えられないわよ」

運び屋

「サッサと屈め！　屈むのだ！　　

　お前の頑丈な背中に背負わせてやる」

奪い取る女

「ダメ！　もう耐えられない！　　

　あんまり重くて腰が砕けそうよ」

（小箱、落ちて砕ける）

運び屋

「ほら見ろ。金貨の山だ。

　サッサと拾い集めろ！」

奪い取る女（屈んで）

「早い所、私のエプロンに入れて頂戴！　　

　これだけでも相当楽しく過ごせるわね」

運び屋

「もう充分だ！　早い所ずらかるぞ！

（奪い取る女、立ち上がる）

　おい、エプロンに穴が開いているぞ！

　これじゃ惜しげも無くお宝を撒くようなモノだぞ」

近衛兵（味方の皇帝軍）

「この神聖な場所で何をしているのだ？　　

　帝国の財宝を引っ掻き回しているのか？」

運び屋

「私達は貢献した分だけの戦利品をちょっと貰いに来ただけです。

　敵のテントから奪ったモノは奪った人のモノ。これが掟でしょう。私達も兵士ですからね」

近衛兵

「いいや、それは我らの掟では無い。

　兵士と泥棒のクズは同時に出来るモノでは無い。

　我らの皇帝に仕えるモノは正々堂々とした戦士で無くてはならない」

運び屋

「正直ってことは寄付ってことですか。

　あなたも私も同じ穴の狸ですよ。

　『そいつを寄越せ！』というのが我らの挨拶ですよ。

（奪い取る女へ）

　サッサと行け。荷物は引きずってでも運んでいけ。ここでは私達は招かれざる客のようだ」

（退出）

第一の近衛兵

「どうしてあの生意気な男に一撃を食わせなかったのだ？」

第二の近衛兵

「なぜかは分からないが、お化けのような力を感じて気が抜けてしまったのだよ」

第三の近衛兵

「目の前がチラついて、しっかり見えなかった」

第四の近衛兵

「良く分からないな。

　暑い一日で、不安なほど蒸し暑かった。あるモノは立って、他のモノは倒れている。彷徨って同時に攻撃すると敵は冗談みたいに簡単に倒れる。目の前には薄霧のようなモノが浮かび、辺りは唸りを上げつつ、シューと音を立てていた。

　何がここで起きたのかさっぱり分からない」

　皇帝、四人の侯爵と登場。

　近衛兵達退出。

皇帝

「なんとか勝った！　戦に勝利したのだ。敵は押し潰され戦場から逃げ出した。

　叛逆の玉座は空き、絨毯に包まれた宝が所狭しと並べられている。

　私は近衛兵に守られ、忠実な諸侯の使節を待っている。

　良いニュースが続々と集まってくる。

　諸侯は次々と忠誠を誓っている。

　今回の戦いで魔術が使われたことは事実だが、我らの力だけでとどめを刺したのだ。

　戦争には奇跡が付きものである。

　空から石が落ちて、敵には血の雨が降り、洞窟から強大で不思議な音が鳴った。我が軍の士気は大いに高まり、敵軍の士気は下がった。

　倒れた敵は嘲笑され、勝者である我らは誇り高く神を讃える。

　万民は命令せずとも主なる神を称賛する！　声が嗄れるほどに。

　だが、最高に価値あるモノは己の胸にある栄光だ。

　若く陽気なお前達は日々を無駄に過ごすが、一瞬と大切さを知るであろう。

　従って私は遅滞無く、お前達四人に将来国家のための栄誉を讃えよう。

（第一の侯爵へ）

侯爵よ！　お前は軍を素早く配備し、その後も勇猛果敢に戦った。

　平和な時はお前を侍従武官長として、この剣を授けよう」

侍従武官長

「陛下の忠実な軍隊はこれまで忙しく、国境を警備しております。陛下の玉座を強固なモノとするために、この耽美の宴の食事は私めにお任せ下さい。

　陛下の永遠かつ最高の護衛として充分仕えることをここに誓います」

皇帝（第二の侯爵へ）

「勇敢な男であるが、如才ない優雅なお前には財務侍従長の位を授ける！　だが仕事は易しくは無いぞ。

　お前は宮廷では最高の位である。紛争を起こさないよう目を光らせろ。

　お前は皆の手本となるように努めよ」

財務侍従長

「陛下の慈愛を受け、努力を致します。

　悪しき者も傷つけず、悪知恵は使わず、虚偽は排し、正々堂々静かに務めます！　　

　陛下の寵愛に充分応える仕事をお見せ致します。

　祝賀の仕事が楽しみです。期待してよろしいでしょうか？　　

　陛下が席に着かれたら、私は黄金の鉢を捧げ、指輪を預かります。手を濯ぐ至福の時間を一目見ることが私の至上の喜びです」

皇帝

「ふむ。まだ真剣に宴を考えることは出来ないが！　だが、楽しみを考えても良いであろうな。

（第三の侯爵へ）

お前を大膳職長に任ずる。これより、狩猟、鶏舎、農園、牧草のことはお前が管理せよ。

　旬の食べ物を、私が好むように念入りに調理せよ」

大膳職長

「お気に召す調理を提供出来るまで、厳しい断食を己の務めと致しましょう。

　厨房の一同は協力して遠方の品や初物を取り寄せましょう。

　遠方の品、初物で食卓を飾り、簡素でも精力的なモノをお望みだと考えます」

皇帝（第四の侯爵へ）

「宴の話になってしまったからやむを得ない。若い英雄のお前は酒を司って貰おう。

　我らの酒蔵には最上の葡萄酒を湯水のように貯え、枯渇の心配が無いようにして貰おう。

　だが、余り調子に乗るなよ。色々な誘惑がお前に忍び寄るであろうからな！」

献酌長官

「陛下、未熟な私を信頼して頂きありがとうございます。立派な男になってみせます。

　盛大な宴の中に私を置いてみましょう。

　宮廷の食器は最上の金銀財宝で飾られたモノにしましょう。そして陛下のために最も美しい杯を用意しましょう。

　無垢なヴェネチアのグラスは葡萄酒の味を良くして悪酔いをさせません。

　奇跡の宝物に人々は頼るモノです。

　ですが、節度を持つことこそが最高の守りなのです」

皇帝

「この運命的な時に私の口からいつも考えていたことを話す。

　皇帝の言葉は絶対だ。万難を排して実行される保証が必要だ。つまり正式な署名が必要だ。おお、丁度いい奴が来てくれたぞ」

（大司教兼大書記官長登場）

皇帝

「丸天井も要石を信じれば永遠に安全に建っているのだ。

　この四人の侯爵を見よ！　宮廷の存立について高尚な議論をしていたのだ。

　だが、帝国全土についてはお前達五人の重い責務としよう。

　お前達の領地は他の臣民より輝かしくしたい。

　従って、叛逆者から奪い取った土地はお前達の領地の境界を広げるために使う。

　忠実なお前達には、私が与えた美しい土地を更に高みに至らせ、美しくさせ、事あるごとに領地を広めることを許そう。

　領主として正しい権利を行使することもここに認める。

　裁判官として最終判決を下すこともお前達に任せる。異議は認めない。

　そして税、利息、鉱業、塩、貨幣などもお前達に一任する。

　私の感謝の気持ちを示すために、私に次いで高い位を授けようと思う」

大司教

「代表して心からの感謝を致します！　　

　私達の力を増すことは、陛下をより強力なモノにするでしょう」

皇帝

「お前達五人には更に高い権限を与えよう。

　私は帝国のために生きているし、生きたいのだ。

　高祖から受け継がれてきた鎖は、思いやりのある眼差しを野望へと変化させる。

　私もいずれは別れの時が来てしまうことは分かっている。その時、跡取りはお前達に選んで欲しい。

　戴冠式を行い、聖なる祭壇に新しい皇帝を登らせ、荒々しい戦いの世界に終止符を打たせるのだ」

大書記官長

「胸の一番奥に誇りを持って、謙虚に我ら五人の諸侯は大地に頭を近づけます。

　忠誠がこの血に流れる限り、私達は御意のまま働きます」

皇帝

「では、最後にここで決めたことは文字として確かなモノとする。

　だが、財産をどんな風に使おうが勝手だが、分割することはあってはならぬ。

　私が授けたモノを増やすのは構わぬが、息子にはそのまま与えるのだ」

大書記官長

「居間での最重要な帝国の取り決めは羊皮紙に記録させました。

　大法官府で清書させた後、陛下に御確認をお願いします」

皇帝

「では皆、今日この日のことを思い考え巡らすのだ」

（世俗的な諸侯達、退出）

大司教（残り、悲しげに話す）

「宰相は去りましたが、司教は残っています。恐れ多くもお耳に入れたい言葉があるのです！　　

　父親のように心からの心配をしているのです」

皇帝

「こんなに良い日に何を心配するのだ？　話してみよ！」

大司教

「心高く神聖な陛下が悪魔と一緒にいることに私は胸を痛めているのです！　　

　帝位は栄光があるようですが、ああ！　主なる神と父なる教皇を嘲笑っているのです。

　教皇の耳に入った場合、聖なる光で罪深いこの国を滅ぼすでしょう。

　何しろ教皇は陛下の戴冠式にあの魔術師が同席したという事実を覚えているからです。

　陛下の王冠から発されるキリスト教の加護による恵みの光が、あの罰当たりな魔術師の頭に当たることは堪えられません。

　自分の胸に問い直し、凶状持ちの幸運から得られた富は寄進すべきだと私は考えます。

　陣を張っていたあの広い丘は悪霊が陛下を守った場所でございます。偽の侯爵の言葉に耳を傾けてしまった場所です。どうかあそこは信心深く聖なる教会に寄進すべきでしょう。

　山と鬱蒼とした森、広々した青い牧草地、豊富な魚で満たされた湖と谷に注ぎ蛇行する無数の小川。

　草原から谷へと続く土地全てを寄進すべきです。

　そうすれば悔い改めたという意思表示が認められ、慈悲深く許されるでしょう」

皇帝

「何と。私の深刻な落ち度がそこまで恐ろしいとは。

　土地の境界はお前が測り決めるが良い」

大司教

「まず、第一に！　あの穢れた罪を犯した土地を最高の存在であるモノを祀る場所だと宣言して下さい。

　直ちに壁がそびえ、聖歌隊は朝日に輝き、建物は十字を描き、信徒は喜び押し掛けるでしょう。

　立派な正門から押し寄せ、鐘の音が山から谷へと鳴り響くでしょう。高い塔は天へと昇り、悔い改めるためやって来た新しい信徒を生まれ変わらせることを約束するでしょう。

　至高の奉献。それが近く行われるのです！　　

　陛下の存在は最高のモノとなるでしょう」

皇帝

「そのような大仕事は信仰心が試されるな。主である神を讃えれば私は清められるであろうか。

　満ちてきたぞ！　充分に精神が高揚してきたぞ」

大司教

「では今から宰相としての手続きを完了させましょう」

皇帝

「寄進の文書は正式な形式で作ってくれ。私は喜んで署名しよう」

大司教（退出しようとするが、出口で）

「これから造られる建物には永遠に一切の税を課してはなりません。維持管理にかなり費用がかかりますので。

　あの荒れ地に豊かな建物を建てるのですから戦利品の宝の一部を使用しましょう。

　また、石炭や石灰、石版などの材料も遠方から運ぶ必要があります。

　人民を教え導くために、教会は働くモノを祝福します」

（退出）

皇帝

「私の犯した罪は何と重いのだろう。

　腹立たしい魔法使いにとんでもない損失を負わされた」

大司教（再び戻ってきて深々とお辞儀をして）

「もう一言だけ！　陛下はあの男に海岸の土地を授けましたが、あの土地の税も寄進しなければあの男は地獄行きです」

皇帝（不機嫌に）

「その土地はまだ海の中に広がっている」

大司教

「権利さえ認めて下されば辛抱するだけです。いずれ時が来るでしょう。

　その一言を頂ければもう結構なのです！」

（退出）

皇帝（独りで）

「恐らく、帝国全部を質に入れても足りないだろうな」


第五幕

開けた土地

放浪者

「ああ！　老木だが力強いくすんだ菩提樹だ。

　長い放浪の果てに再び巡り会えたとは！　　

　あそこは荒れ狂う嵐の波が、私を砂浜へ打ち上げた時に助けてくれた人の住み処だ！　　

　あの夫婦には祝福があって欲しい。当時ですら相当な歳だったが、今でも元気だろうか。

　ああ！　とても敬虔な人であったけれど！

　元気であろうか？　挨拶してみようか。こんにちは、今日も愛想良く幸福を振りまいていますか！」

バウキス（老婆、非常に老齢）

「親愛なるお客様！　どうか！　お静かに！　　

　休息を！　夫を休ませて下さいませ！　　

　夫は年老いて眠りが長いですが、起きている間はちゃんと働きますから」

放浪者

「お婆さん。昔、若者の私をお爺さんと一緒に介抱してくれましたね。あの感謝は忘れませんよ？　　

　口に栄養のあるモノをこまめに運んでくれたのはバウキスさんでしたよね？

（夫の老人、登場）

　あなたが波間から私を救って下さったフィレモンさんですね？

　焚き火を一気に熾し、銀鈴の音を鳴らし、問題を解決して下さったのですよね。

　一歩出て、果てしない海を見させて下さい。

　そして跪き祈らせて下さい。胸がこの上なく一杯です」

（放浪者、砂丘へ歩み出る）

フィレモン（バウキスへ）

「急いで小さな庭のテーブルに準備をしておくれ。

　一足先に彼を驚かせてみよう、目の前に見えることしか信じられないだろうからね。

（放浪者の隣に立って）

　荒々しい怒濤が泡立ってあなたを犯しましたが、今では静かな庭が天国の様相を呈しています。

　私も歳をとりましたから準備をなんとか手伝った程度です。

　私の力も弱まりました。海辺が大分遠くに行きましたからね。

　懲りない旦那方の使用人が臆面も無く、穴を掘り、堤を築いて海の力を損ないました。そして海に代わって新しい主になろうと画策しているのです。

　ご覧なさい。海だった場所が緑豊かな草原や庭、村や森林になっています。

　さあ、こちらにおいでなさい。何か召し上がって下さい。太陽ももうすぐ沈みます。

　遙か沖から帆船がやって来ますね。夜を安全に過ごすための港を探しているのでしょう。

　鳥は巣を知っています。

　今はあそこに港があるのです。

　遙か彼方まで青い海の縁は押し埋められ、人間が密集して住む場所になったのです」

（庭のテーブルに三人つく）

バウキス

「なぜ黙ってらっしゃるのですか？　何かお召しになっては？」

フィレモン

「この驚異的な変化を知りたがっているのだ。

　どうか話してやってくれ」

バウキス

「喜んで！　正に奇跡でした！　　

　まだ興奮が冷めやらぬのです。

　一切がとんでもなかったのですよ」

フィレモン

「皇帝陛下が領主に授けられた海岸だぞ？　　

　布告者が既に皆に知らせたはずだぞ？　　

　我らの住まいから遠く無い砂丘で工事が始まった。テントが張られ、小屋が出来る。そして緑の中に宮殿があっという間に出来上がったのだ」

バウキス

「毎日、昼間は使用人達が無駄に騒がしくシャベルで打ち据えているのです。

　夜には鬼火が現れますが、翌朝そこには堤が出来上がっているのです。

　人身御供もあったでしょう。夜には悲鳴が鳴り響きました。

　海岸に向かって火が流れていくと、翌朝には運河が出来ているのです。

　神をも恐れぬ欲望塗れで、私達の小屋や林を要求してくるのです。

　あの人たちの隣人があそこまで偉そうにしているので、私達は慎ましくするほか無いのです」

フィレモン

「だが、新しい土地と交換する話があったはずだぞ！」

バウキス

「埋め立て地は信用出来ません。アレはダメですよ！」

フィレモン

「教会へ行こうか。日没を見に行こう！　　

　鐘を鳴らし、跪き、祈り、古代の神を信じるのだ！」


宮殿

　更に素晴らしい庭園。更に進んだ運河。

　老齢のファウスト、歩みつつ念慮をする。

塔の守リュンケウス（伝音器を通して）

「陽が沈みます。最後の船が晴れやかに港へ入ってきます。

　大型の船が一隻、運河を通っています。

　カラフルな三角旗が支柱に巡らされ、揺れ動き準備しています。

　船頭が嬉しく挨拶をして、あなたの業績を讃えています」

（小さな鐘が砂丘で鳴る）

ファウスト（癇癪を起こして）

「畜生！　あの恥ずべき鐘の音は、撃ち抜くように私を陰険に傷つける。

　私の前には無限の領地があるのに、後ろでは不快な音が私をからかうのだ。

　菩提樹の場所と褐色の小屋、朽ちた教会は私のモノでは無いのだ。

　あそこで休もうとしても、足の裏に棘が刺すように目が痛くなる。異様な身震いを起こすのだ。

　ああ！　もういっそのこと遠く離れたいモノだ！」

塔の守（前述のまま）

「カラフルな船が夕風を受けて活き活きとこちらへ向かってきます！　　

　箱やケース、袋を山積みにして素早くやって来ます！」

（世界中の様々なモノを、満載した船）

　メフィストフェレス、三人の猛者。

合唱

「上陸だ。我らはようやく辿り着いた。旦那様、運が良かったですね。御加護を！」

（船を下り、岸に荷揚げする）

メフィストフェレス

「我らの腕は証明された。旦那に称賛されれば幸せだ。

　港を出る時は二隻の船が、二十隻になって帰ってきた。

　どんな素晴らしい仕事をしたかは、積み荷を見れば明らかだ。

　果てない海は精神を解放する。慮ることなど一切無いのだ！　　

　より早く掴まえて、魚を獲るように船を掴まえる。三隻になったら四隻目の首を捕らえるのだ。

　五隻目は残念ながら、暴力が存在する所には権利も存在するのだよ。

　何を取ったかが問題で、どう取ったかなんて問題じゃ無い。

　航海とは何かを知るべきだな。

　戦争、貿易、海賊は三位一体で切っても切れないお仲間だ」

三人の猛者

「感謝も礼も無いとは！　　

　礼も挨拶も無いとは！　　

　どうやら我らは旦那に臭いモノをもたらしたようだ。

　苦虫を噛み潰したような顔をしている。

　王の財宝も好まないようだ」

メフィストフェレス

「報酬なんて見込めませんな！　　

　しかし、もう分け前は取ったでしょう」

連中

「あんなのちょっとばかりだ。

　全員同じ分け前が欲しいぞ」

メフィストフェレス

「まず、上の広間に財宝を分類して並べるのだ！　　

　旦那が宝の山を見れば、確実に分け前を計算してくれるはずだ。船乗りは疲れ果てるまでお祭り騒ぎだぞ。

　カラフルな鳥達が明日来る。最高のお世話をしなくてはならないな」

（揚げ荷、運び出される）

メフィストフェレス（ファウストへ）

「深刻な顔つきで大層幸福な話をお聞きのようですね。

　高尚なお知恵が実現され、岸は海と繋がりました。

　船は素早く、岸から海へ甲斐甲斐しく出かけて行きますね。

　すなわち、この宮殿から全世界を手中に収めているのと同じです。

　ここから事業を始めましたよね。ここが最初の小屋でした。

　最初の溝も、今では忙しなく舵が切られている。

　あなたの勤勉さと努力が海と陸を手中にしたのです。

　『ここ』からですね」

ファウスト

「『ここ』が忌まわしい！　　

　その『ここ』が私には厄介で堪らない。

　全部知っているお前にだから言うが、あの小屋を処理出来ないことが私の胸を刺すので耐えがたい！　　

　恥を承知で言おう。

　あの老夫婦が住む菩提樹の所に居座りたいのだ。それが出来ないことが私の世界を台無しにする。

　私はあの木の枝に乗って、世界を一望したいのだ。人類史上最高の私の業績をだ。人間の住める広い土地を作り出したのだぞ。

　富や名声のほぼ全てを手に入れた私にとって、一部が欠けていることは拷問に近い。

　あの鐘の音を聞き、菩提樹の香りを嗅ぐと、教会の墓穴に閉じ込められているようだ。

　万能の意志ですら、あの砂の上で立ち止まってしまう。

　どうにかしてあの老夫婦を片付けてしまいたい！

　あの鐘が鳴ると私は怒り狂うのだ」

メフィストフェレス

「その通りですね！　素晴らしい生活をぶち壊す奴らに悩まされることは耐えがたいでしょう。

　我慢がならないでしょう！　あなたの高貴な耳にあの鐘の音は疎ましいことこの上ないはずですね。

　くそ忌々しい鐘の音は梅雨晴れのように明るい夕空を濃い霧が覆うようですね。洗礼から葬儀までの間、人間というモノは生きている限り、あの音がついて回るのです。命ある限り夢を見ている間もですよ」

ファウスト

「抵抗とワガママは素晴らしい業績を枯らせる。たった一つの厳しい苦痛が疲労をもたらすのだ」

メフィストフェレス

「今更何か恥じることがあるのですか？　　

　早い所、開拓地のカタを付けませんか？」

ファウスト

「ならば、サッサと始末してきてくれ！　　

　あの老夫婦を、用意した素晴らしい場所へ案内してきてくれ」

メフィストフェレス

「男は一発やると前のことは忘れてしまう。

　暴力の後、和解して素晴らしい場所を差し上げるのだ」

（けたたましく笛を鳴らす）

　三人組、登場

メフィストフェレス

「来い、旦那の命令だ！　　

　そして明日は飲み会だ」

三人組

「老いた旦那の機嫌が悪い。俺達は陽気な飲み会でパーッとやろう」

メフィストフェレス（観客へ）

「ここでも昔起きたことが再発するのです。ナボテの葡萄山ですよ」


深夜

塔の守リュンケウス（塔の上で歌う）

「見るために生まれ、見ることを任され、塔で過ごすと、この世界がますます好きになる。

　遠くを見たり近くを見たり。月や星、森や鹿も見える。

　見るモノ全てに永遠を感じる。私が愛するモノは私を愛し返してくれるのだ。

　幸福な私の目よ。かつて目にしたモノは本当に美しかった！

（幕間）

私は楽しむためだけにこんなに高い場所にいる訳では無い。

　何という惨憺たる恐怖が暗黒の世界から私を脅かすのか！

　菩提樹の影と夜のせいで二倍暗い場所に、火花が飛び散っている。輝き焼ける炎が風で煽られる。

　ああ！　ジメジメして苔生し、朽ちかけた小屋が燃える。

　早く助けに行かなくては。

　何ということだ！　あの良い老夫婦は火の始末はしっかりしていたはずだったのに、恐らく煙の餌食だろう！

　何と恐ろしいことだろう！

　赤々と燃え上がる炎は、苔生した黒い小屋を死灰に変える。

　どうかあの野蛮な炎の地獄から助かると良いのだが！

　燃え上がる炎が木々や葉を照らす。

　乾燥した大枝にも火が付いた。物凄い勢いで燃え広がる。見えてしまうのだ！

　遠くのそれが分かる己の目が忌まわしい！

　教会は焼け落ち、枝は重荷のように落ちた。

　尖った炎は蛇行して天辺まで燃え広がった。

　空洞の幹は根元まで深紅に燃え輝く。

（長い幕間、歌）

　何世紀も私の目を楽しませてくれた木も無くなったか」

ファウスト（バルコニーで砂丘に向かい）

「何と悲しい歌だろうか？　　

　言葉も声も遅過ぎる。

　塔の主が我慢出来ずにいる。忌まわしい。

　菩提樹は半ば炭になって恐ろしく焼け落ちた。だが、無限を見渡せる塔をあそこに建てられるだろう。

　あの老夫婦は私が用意した新しい住み処で感謝しながら残りの日々を過ごすことだろう」

メフィストフェレスと三人組（下で）

「大急ぎで行ってきました。

　お許し下さい！　仕事は穏便に済みませんでした。

　我らがどんなに戸を押しても、決して開けて貰えませんでした。

　ガタガタ横に振ったり叩いたりしている内に腐った戸が壊れました。

　大声で叫んで脅しましたが、我らは無視されました。

　ああいう輩は聞く耳を持たないのです。

　そうされたので、私達はちょっと打ち叩いた訳ですよ。

　あの老夫婦は拷問せずとも勝手に恐怖で死にました。

　放浪者が一人隠れていましたが、軽く叩いて殺しました。

　ちょっとした仕事でしたが、石炭の火が藁に燃え広がって三人は火葬されました」

ファウスト

「私の言葉が聞こえなかったのか？　　

　替え地の話は頼んだが、決して力ずくでやるなと言ったはずだ。

　野蛮な奴は呪ってやる。お前達は呪いを分かち合うがいい！」

合唱

「古い言葉が鳴り響きます。

　喜んで暴力に従ったのだ！　　

　粗野に一発やったなら、家も庭も、そしてお前も保つのだろうか」

（退出）

ファウスト（バルコニーで）

「星は隠れ、火の勢いも収まり小さくなっていく。

　急な風が煙をあちこちへ撒き散らす。

　命令が早く達成されてしまったのだ！　　

　そこのおぼろげに揺れ動くのは誰だ？」


真夜中

　四人の灰色の女、登場。

第一の女

「私の名は不足」

第二の女

「私は罪悪」

第三の女

「私は不安」

第四の女

「私は苦難」

三人

「戸に鍵がかかって中には入れないわね。

　この中にはいけ好かない金持ちがいるわ」

不足

「私が入ったら影になってしまう」

罪悪

「私が入ったら無に帰ってしまう」

苦難

「金持ちと私は縁が無いわ」

不安

「あなた達は入ってはいけませんし、入れませんわ。

　ですが、私は鍵穴を通って忍び込んでみせましょう」

（不安、退出）

不足

「灰色の皆さん、そろそろ帰りましょう」

罪悪

「私はあなたにしっかりと付いていきますわ」

苦難

「私は踵にしっかりと付いていきますわ」

三人

「雲は流れ、星々は衰える！　　

　遠くあそこから、彼方から、あの兄のアレが来る。『死』だ」

ファウスト（宮殿で）

「四人来たが、帰ったのは三人だ。

　話の内容は理解出来なかった。

　丁度、悲観的な単語が聞こえたな。『死』という単語もあったな。

　弱々しく虚ろな亡霊のような響きだった。

　だが、私はまだ己に打ち勝っていない。

　私が魔法から解けて、呪文をさっぱり忘れたなら、己と向き合えるだろう。人間として生きる努力に価値があっただろうがな。

　悲観すべき救われない世界で、冒涜の単語を探し求めていたのだ。

　さあ、この忌むべき化け物揃いの空間からどう抜け出すべきだろうか。

　昼は無理なく笑いかけてくる。夜は理想の夢がややこしく絡みついてくる。

　幸せな草原から帰ってきても、なぜ鳥はガーガー鳴くのか？　奴らは悪運を鳴くのだ。

　朝から晩まで迷信の罠が張り巡らされている。

　警告の兆しはあったのだ。

　孤独の脅迫もあったのだ。

　ドアが軋んだが、誰も入ってこないようだ。

（動揺して）

　誰かいるのか？」

不安

「その通りです！」

ファウスト

「お前は一体何者だ？」

不安

「一度お目にかかりたかったのです」

ファウスト

「失せろ！」

不安

「私はいるべき場所にいるのですよ」

ファウスト（最初は激怒したが、落ち着いて）

「呪文など絶対に唱えるなよ」

不安

「私の言葉は耳に聞こえなくても、胸に響くのです。

　見た目を次々と変えて荒々しい暴力を与えるのです。

　小道でも、波の上でも、永遠に共にいます。今までずっと言われてきた言葉。そう、忌まわしい称賛などですね。

　あなたは不安をご存じないのですか？」

ファウスト

「私はもう、この世界を駆け抜けた。

　欲望の髪は掴み、満足出来ないモノは逃して放っておいたのだ。

　ただ求め続け、その望みを完璧な希望へと変化させた。それを糧にして猛烈に生き抜いてきた。だが、もう今では賢明に考え深く暮らしている。

　地上のことは全て知っている。見えない天上の景色は知るよしも無い。

　バカは目を細めて雲の上に己と似たモノがあると妄想している！

　しっかり立って、周囲を見渡すが良い。

　世界は賢い人間には沈黙しないのだ。

　永遠に放浪する必要はあるのだろうか！

　獲り逃したモノは得られるのだ。

　そう言う風に毎日を過ごすのだ。

　幽霊が現れても己の道を進むのだ。苦しみにも幸せにも出会うだろう。だがそれは一瞬であって満足は出来ない」

不安

「私に取り憑かれると、全世界が不要になります。

　永遠の悲観が降りてきて、太陽は昇りもせず、沈みもしなくなる。感覚は正常なのに己の内部が暗黒に満たされるのです。どんな財宝も取得して味わうことが出来なくなるのです。

　幸福も不幸も気紛れで、満腹なのに餓死するのです。

　喜びも苦しみも明日へ追いやり、ただ単にグズグズして何も為し得ないのです」

ファウスト

「止めろ！　その程度の話で私を煩わせるな！　　

　そんなデタラメを聞く耳は持たぬ。

　帰れ！　いかに最も賢明な男でも、惑わされないとは限らないからな」

不安

「行こうか。戻るか？　　

　決心がつかないのですよ。

　殴られたように、道の中央で足下が覚束ないのです。

　自分が誰だか分からなくなってきて、全てが迷惑で重苦しく感じるのです。

　息をしても窒息しそうなのです。

　窒息とまではいかなくても、生きた心地はしませんね。

　止みがたい欲望があるけれど、義務と苦痛が追いかけて来ます。解放されたかと思うとすぐに圧し殺されます。眠りは粗末で、あの人の代わりに磔にされ地獄に落ちるのです」

ファウスト

「忌まわしい亡霊め！　貴様が我ら人類の多くを苦悩させたのだ。

　貴様が卑しい悩乱の網で平穏な日々を脅かしたのだ。

　悪鬼と縁を切ることは難しいのは知っている。精神的に強く繋がった絆はなかなか切り離せないのだ。

　だが、『不安』よ。貴様の大きな力を絶対に私は受け付けないぞ」

不安

「では振り向きざまにあなたに呪いを掛けましょう！　　

　人類は一生盲目なのです。ですので、ファウストさん。あなたも倣って盲目になりなさい！」

（ファウストに息を吹きかける）

ファウスト（盲目になって）

「夜が更けてきたようだ。だが己の中には明るい光が灯っている。

　計画はすぐに達成させよう。

　主人の言葉こそが重大なのだ。

　下僕達よ！　全員集合だ！　　

　私の大胆な考えを凛々しく達成するのだ。

　道具を握れ。シャベルやスコップを掻き立てるのだ！

　前倒して、全ての仕事を完了させろ。

　厳格な秩序と迅速な勤勉は、立派な功績を打ち立てるのだ。

　この史上最大の仕事を完了させるには幾千の手を指図する精神が必要なのだ」


宮殿前の大きな庭

　松明が灯る。

メフィストフェレス（監督として前に立つ）

「さあ、こっちだ！　来い、さあ来い！　　

　フラフラした霊達よ、靱帯と腱と骨を接ぎ当てて出来た不自然な存在よ」

霊達（合唱）

「すぐに手を貸しましょう。小耳に挟んだのですが、広い土地が貰えると伺ったのですが。

　尖った杭も、測量の鎖も準備万端です。

　なぜ我らが呼び出されたのか忘れてしまいましたよ」

メフィストフェレス

「芸術的な仕事など必要無いのだ。

　自分の体で長さを測れ！　　

　一番背が高い奴は横になれ。他の奴は辺りの芝生を引っこ抜け。

　父親を片付けた時のように、長方形に穴を掘れ！　　

　宮殿から狭い部屋に入る。バカげた結末になるのだ」

霊達（ひょうきんなジェスチャーで穴を掘って）

「若くて恋をした時は『愛している』と言えたのだがなぁ。

　陽気な音楽に合わせて、ステップを踏んだモノだ。

　だが、陰険な『老い』が私を鐘木杖で打ち付けた。

　墓の戸の上で躓いたが、生憎その戸が開いていた！」

ファウスト（宮殿から出て、脇柱を手探りして）

「スコップの騒がしい音は大変よろしい！　　

　私のために働く群衆達よ。埋めた土のおかげで波は抑えられ、海との境界は堅く作られている」

メフィストフェレス（脇で）

「あなたの努力の結晶である堤防は、あなたを笑うための舞台ですよ。

　あなたは既に水の悪魔ネプチューンの宴に参加する予定ですからね。

　どうしたってもう終わりですよ。

　全ては俺とグルなのだ。破滅で身の毛がよだつだろう」

ファウスト

「監督！」

メフィストフェレス

「へい！」

ファウスト

「何としてでも人手を集めてこい。励まして煽てて、払って、急かして、押し付けろ！　　

　溝を掘る進捗を毎日報告させるのだ」

メフィストフェレス（小声で）

「溝の進捗なんて無いのですがね。あるのは墓の掘り具合ですよ」

ファウスト

「山の麓の沼が私の仕事の成果を汚染している。

　腐った水溜まりを除去することが私の最後にして最高の仕事だろう。

　何百万もの民のために新しい土地を拓いてやろう。安全は保証出来ないが自由に住める。

　平野は緑で肥沃である。人間も家畜の群れも新しい土地で伸び伸びと過ごしている。丘を築いた勤勉な民が安らかに暮らすのだ。

　この天国にも似た土地は、外の海が荒れ狂おうともびくともしない。どんなに縁に打ち付けようとも隙間は一切無い。

　うむ！　この完璧な感覚こそが、最高の英知の結晶であろう。

　唯一、自由と生活のために努力することが大切だ。

　ここで人生を費やすモノこそが、老いも若きも充実した歳月を過ごすのだ。

　私はそう言う人の群れを見たい。自由な土地の上に自由な民が生きるのだ。

　そして私は瞬刻に向かってこう言いたい。

　『留まれ！　お前は余りに美しい！』と。

　私の遺した功績は、未来永劫、地上に残るだろう。

　こういう最上の幸福を夢想して現在の至上の瞬間を楽しむのだ」

（ファウスト、後ろに倒れる。霊達、掴んで地面に横たえる）

メフィストフェレス

「コイツはどんな快楽も幸福にも満足しなかった。変化し続けるモノを求めて生き続けた。

　最後は空っぽの虚しい瞬刻を掴もうとして最低の幕切れを迎えた。

　なかなか骨のある相手だったな。だが、時の流れには勝てなかったな。砂の中に倒れている。

　時計が止まったぞ」

合唱

「時計が止まった！　真夜中のように沈黙している。

　時計の針が落ちたのだ」

メフィストフェレス

「針は落ちた。完全に終わった」

合唱

「もうお終いです」

メフィストフェレス

「もうお終い！　バカげた言葉だ。

　なぜお終いなのだ？　　

　『終わる』のも、『無』も同じだろう！　　

　永遠の創造に関わりなどあるのか！　　

　創られたモノを全て奪って無に帰すのだ！

　『もうお終い！』とはどういう意味だ？

　最初から何も無いのと同じだろう。円の中で回り続けるようにな。

　俺は永遠の空虚を愛するけれどね」


埋葬

霊（独唱）

「誰がこんなに酷い家を建てたのだ。シャベルとスコップでやったのかい？」

霊（合唱）

「垂れた衣装の鈍い客にはこれで充分だ」

霊（独唱）

「広間も家畜小屋のようだろう？　机と椅子は残っていないのか？」

霊（合唱）

「ちょっと借りていたのだな。貸し主が大勢押し寄せる」

メフィストフェレス

「体は倒れ、命が逃げ出そうとしている。早い所、血の証書を見せつけないと。

　残念なことに、最近は悪魔から魂を掻っ攫う輩がいるからな。

　古いやり方は抵抗があるし、新しいやり方はお勧め出来ない。

　昔は一人でやったモノだが、最近は相棒が必要なのだ。

　全く不便な世の中だ！

　従来の習慣も古い権利も全く信頼出来なくなった。

　昔は最後の息で魂が出て行くから、素早い鼠を捕らえるようにバシッと掴まえたモノだ。

　だが、今はどうだ。魂はグズグズしてこの薄暗い場所に居座りたがるのだ。こんな忌々しい最低の死体の家に残りたがるのだ。

　互いに忌み嫌う要素同士が渋々と追い払われるのだ。

　退屈この上ない時間を過ごして、『いつ？』『どうやって』『どこで？』というウンザリする問題を潰していくのだ。

　老いた死神は急速に力を失った。本当かだって？　疑わしいね。

　俺はよく、イヤらしい目で死体をじろじろ見たがね。触れると動き出した時は己の衰えを感じたね。

（幻想的で先導的な悪魔を召喚するジェスチャー）

　鮮やかにやって来い！　お前の足は飾りか。名家の奴よ。曲がっていても真っ直ぐでも関係無い。古い悪魔は地獄の口を御所望だぞ。

　地獄は多くの口を持っているからな！　そう、たっぷりとな！

　名誉も何もかも飲み込むのだ。

　この最後の戯れも将来はさほど危険にはならないだろう。

（恐ろしい地獄の口が左に開く）

　あんぐり開いて犬歯が見える。怒りの炎が流れ出る。沸き立つ煙の中には不朽の種火に満ちた炎の都市が見える。

　赤の波は歯まで押し寄せて、救いを求める忌まわしい人間が泳いでいる。

　だが、実に浅ましい者共は狂犬のような口が怖いので熱い炎の道へ戻っていく。

　隈無く死骸が転がっている。狭い空間だが、最も恐ろしく、酷いモノが沢山見つかるぞ！

　罪人共を驚かすのも一興だ。

　奴らはそれでもこれを嘘と欺瞞の夢だと思いたがるのだ。

（短く真っ直ぐな角が生えた肥った鬼へ）

　やあ、そこの身を粉にして働く火の鬼よ！

　地獄の硫黄でムチムチと肥って、大分輝いているな。

　ベトベトした首ではマトモに動けないだろうな！

　屍に燐のように輝くモノが潜んでいないか探ってくれ。

　出てきたらそれが魂だ。翼を持った心霊だ。翼を毟ると憎たらしい蛆になる。

　俺の印章で目印を付けてやる。そうしたら火炎の竜巻の中へ持って行け！

　卑しい場所に丁度いいお前に打って付けの使命だ。

　ここに住むのが良いのかどうかは知らないがな。

　臍の中に喜んで住む奴のことは理解出来ない。臍から外へ出るかも知れないから取り囲め。

（長く曲がった角の生えた痩せた鬼へ）

　安っぽい木偶の坊の鬼よ。休み無く空中を探ってみろ！

　腕を真っ直ぐにして鋭い爪をチラつかせろ。脱走した魂を掴むのだ。

　こんな古い家にいるのがイヤになったに違い無い。天才というのは、より上へ行きたがるモノだ」

（右上から神聖な光が射す）

天国の軍団

「天使よ、悠久に天国を飛ぶモノよ。

　罪人を赦し、埃に命を吹き込むのだ。

　ありとあらゆる善き自然の中で、舞いながら隊列を作るのだ！」

メフィストフェレス

「耳障りな卑しい音が聞こえるな。目障りな太陽と一緒に上からやって来る。

　宗教臭い極悪な味わいだな。

　ご存知の通り、我ら邪悪の権化は人間を殲滅しようとしたのだ。

　俺達が考え出した最も恥ずべき所業も奴らにとっては丁度いいきっかけらしい。

　来たな、偽善者の天使め。皮肉を込めて笑ってやろう！

　俺達が拵えた沢山の武具を、奴らは強奪して戦争しやがった。

　奴らは仮面を付けた悪魔と言うべきだ。

　ここで負けるのは永遠の面汚しだ。

　墓の縁にしっかりとしがみつけ！」

天使の合唱（薔薇を撒き散らして）

「眩い薔薇よ、香油に相応しい！　　

　ヒラヒラ舞い、慎ましく清々しい。両の翼を芽吹かせ早く咲くのだ。

　春は紅と緑である！　　

　楽園に眠りをもたらせ」

メフィストフェレス（悪魔達へ）

「なぜ怯えるのだ？　それが地獄の習わしなのか？　　

　しっかり立って、撒くのを見届けよう。

　各自持ち場につけ！　　

　熱い悪魔に向けて花を雪のように降らせるとは不届き者だ。

　雪なんて我らが吹けば溶けて縮むのだ。

　さあ吹け！　吹いて吹いて吹きまくれ！

　お前達の焦げる息吹で飛んでいる花を漂白してしまえ。

　あんまり無理はするなよ！　口と鼻は守っておけ！

　ちょっと吹き過ぎたな。爆発と言っても良い程だ。

　何でも程度ってモノを知るべきだったな！

　縮れるだけで無く、焼けて枯れて燃えている！

　毒々しく明るい炎となってこちらへ漂ってくる。

　お前達、しっかりと掴み合ってその場を動くな！

　力が漏れ出す！　やる気が無くなる！

　俺達悪魔を引き立て役にする天国の奴らが嗅ぎ付けてきたのか」

天使の合唱

「聖なる花と祝福された炎は愛を歓喜と共に心にもたらす。

　真理の言葉は清らかな大気を永遠の軍勢に隅々までもたらす」

メフィストフェレス

「うわ、くそったれ！　恥知らずのバカめ！　　

　悪魔を打ち首にする気だな。無様に転んで奈落の底まで落ちていく。

　ありがたく熱湯に浸かるがいい！　　

　だが、俺はここから動じないぞ。

（浮き漂う薔薇と格闘して）

　鬼火よ！　お前の光が強過ぎるのだ。ぶった切れば常軌を逸したゼリー状のイヤなモノで出来ているのだな。

　何でお前達は浮くのだ？　引っ込め！

　首筋にタールや硫黄がくっ付いてきやがった」

天使の合唱

「御自分が属しないモノは避けるべきでしょう。内心をかき乱すモノで苦しむことはありません。

　どうしても抵抗するのなら、こちらも手段はありますよ。

　愛のみが導きの手立てです！」

メフィストフェレス

「頭も心臓も肝臓も焼け爛れた。悪の要素がたっぷりだ！　　

　地獄の業火よりも酷い！　　

　恋人に捨てられたバカでかい泣き言がこれか！　歪んだ首で恋人を覗き見る苦痛がこれか。

　俺もか！　俺も彼方を見たくなるぞ？　　

　まだ奴らと争っていると言うのに！

　憎たらしい光景だと言うのに。

　見知らぬモノが体に染みついたのか？

　あの愛らしい少年を見たくてしょうがない。

　悪態をつき続けても良いはずだぞ？

　どうも俺は誑かされている。あのバカ共にこの俺様が誘惑されるのか？

　大嫌いな天の子達が何で素敵に見えるのだ！

　綺麗なガキ共よ。ちょっと教えてくれ。

　お前達はルシファーの眷属か？

　可愛いな。お前達にキスをしたい。ああ、とても綺麗だ。告白するとお前達が大好きだ。

　のんびり心地よくなってきた。お前達にも何度も何度も会ったような気がする。

　密かな仔猫のように欲しくなってきたぞ。

　見れば見るほど綺麗だな。

　おい。もっと近くに来い。ちょっとこっち見てくれよ！」

天使

「もう来ているのにどうして避けるのですか？　　

　近づいて差し上げるから、どうかその場を動かないで下さいませ！」

（天使達、浮遊し、空間を埋め尽くす）

メフィストフェレス（前舞台に押し出されて）

「お前達は俺達を罰当たりだと言うが、性根が腐っているのはお前達だ。

　男も女も誑かすからな。

　くそ忌々しい戯れだった！　　

　これが恋愛要素と言う奴か？　　

　全身が燃えている。首の火傷が気にならない位だ。

　前後不覚だが、ちょっと世俗的に手足を動かしてくれないか。

　ああ、確かにくそ真面目だが、美しいことこの上ない。

　たった一度で良いから微笑んでくれないか！

　それは永遠に続く悦楽の極みだろう。

　恋人同士が目配せするようにしてくれ。

　口許でちょっと微笑んでくれ。

　そこの背の高い奴。お前が気に入った。坊主みたいな顔つきはお前には似合わない。イヤらしいことをしようぜ！

　もっと肌を出せよ。シワのある衣服なんて脱ぎ捨てろよ。

　背を見せるのか。後ろ姿も良いね！

　背後から襲いかかって食ってやりたいな。そそるぜ！」

天使の合唱

「明瞭な愛の炎よ！　　

　呪うモノを真理で癒やせ。

　悪から逃れ、喜びと愛情に恵まれた祝福こそ救われるのだ」

メフィストフェレス（着火して）

「何ということだ！　ヨブみたいに腫れ物だらけだ。見た目は悪いが、親しい身内を信じていれば勝利は俺の方にある。

　悪魔の一番大事な部分は助かった。最も呪わしい『愛』は皮膚の上で食い止められた。

　悪名高い炎は燃え尽きた。全く呪わしい連中だ！」

天使の合唱

「聖なる残り火よ！　　

　今緩やかに飛び回る生命に善き祝福を。

　皆、組み合い、昇り、称賛せよ！　　

　天空は清浄で精神は安息なり！」

（天使達、ファウストの不滅の精神を掠って上昇する）

メフィストフェレス（周囲を見渡して）

「何だ？　どこへ行きやがった？　　

　あのガキ共め、俺を騙して餌食を天に持って逃げやがったな。

　だからこの墓で俺を魅了しやがったな！　　

　あの滅多に無い最上級の宝物を奪われたぞ。

　あの上物の魂は俺のモノだぞ。ちゃっかり盗みやがって。

　誰にクレームを入れればいいのだ？

　誰が所有権を戻してくれるのだ？

　いい歳して色香に惑わされたせいか。落ち度はあったかも知れないが、ちょっと酷過ぎやしないか。

　情けない。骨折り損のくたびれ儲けだ！　この畜生め。

　卑しい欲望を叶える悪魔が色欲に騙されてこの様だ。

　賢いこの俺が子供だましの痴態に惑わされた。最後はこの有様か」


渓谷

　森と岩と荒原。

　聖なる世捨て人、山に向かって亀裂の間に座り込む。

合唱と木霊

「木々はよろめき、岩は押しかかり、根はしがみつき、幹は密着し、波は飛沫を上げる。深い洞窟が隠れ家だ。

　獅子は沈黙して近寄る。

　親切に我らを歓迎し、心から愛する聖なるこの場所に敬意を捧げるのだ」

うっとりした神父（上下にうろつきながら）

「永遠の至福の火。輝く愛の絆。胸の奥で沸騰する痛み。泡立つ神の喜び。

　矢よ、私を射よ。槍よ、私を貫け。棍棒よ、私を打て。稲妻よ、私を焼き尽くせ！　　

　ああ、無駄なモノは全て消え去れ。煌めく生命の星よ、永遠の愛の種を煌めかせよ」

思い耽る神父（深い場所で）

「足場の奈落よ。深い絶壁よ。幾千もの奔流は燦々と注ぐ。滝の飛沫よ。真っ直ぐ天にそびえる幹よ。

　全能者である神の愛は全てのモノを包み込む。

　周囲の荒れ地の轟音が森も岩も砕こうとする。その情け深い水が喉を潤し、渓谷に恵みをもたらすのだ。

　稲妻の炎が、大気を毒する『偽り』という靄を正す。

　愛の使者は永遠の創造を勇敢に告げ回る。

　内在する精神に愛の火を灯せ。粉々に挽き割られた冷たい混乱と、困難に満ちた鈍く鋭い痛みの連鎖を断ち切れ。

　ああ神よ！　心を静め、貧しい意識を輝かせ給え！」

天使のような神父（中くらいの場所で）

「揺らめくモミの木の向こうに朝の雲が浮かび漂っている！　　

　中に住んでいるのは何者だ？　　

　童の霊の集まりだ」

聖なる童達の合唱

「教えて、お父さん。私達はこのままで良いのでしょうか？　　

　私達は幸福です。皆、穏やかに過ごせるのですから」

天使のような神父

「童達よ！　真夜中に生まれ、精神も感覚も半ばで両親と離れ、天使に近しい存在よ。

　お前達を愛するモノがここにいる。感じるだろう。

　世俗は険しい道だ。だが、それを知らずにやって来たお前達は幸せだ！　何も穢れていない。

　私の目許に降りておいで。世界を、この世俗をこの目を通して見てご覧よ！

（童達を取り込む）

　これが木でアレが岩だ。莫大な水が流れて険しい道を下るのが分かるかい」

聖なる童達（内側から）

「偉大な眺めですね。でもちょっと暗くて怖くて震えてしまいます。

　高貴な方、もう行きましょう！」

天使のような神父

「貴い場所まで昇っていくがいい。神は常に見守っているから、いつの間にか育っていても構わない。

　ここの大気中には霊の食べ物、エーテルが満ちている。

　永遠の愛を発揮して幸せの庭を開拓するのだ」

聖なる童達の合唱（山頂を旋回しながら）

「手をギュッと繋いで楽しく輪になって歌おう。神聖な気持ちが高まる！　　

　神が教えてくれることを信じましょう。

　いずれお姿を拝することになるでしょう」

天使（高い空の中でファウストの不滅の霊を支えて）

「霊界から貴い仲間を悪の手先から救い出しました。『常に努めるモノを我らは救うことが出来ましょう』という決まりですからね。

　更に天上から愛がこのモノを呼んでいるのです。祝福された群れが心から歓迎しているのです」

若い天使達

「懺悔する愛に満ちた聖人達の手から薔薇を頂きました。これで私達は勝利を収めました。そして、この宝物の魂を得るという偉大な仕事を成し遂げました。

　邪悪な存在は薔薇を撒くとノミのように慌てて逃げ惑いました。

　普段の地獄の苦しみに代わって愛の苦しみを奴らは感じたはずです。

　年老いた悪魔の頭首も腫れ物を突き破られる鋭い痛みに悩まされました。

　ああ！　成功です」

熟練の天使達

「地上の残骸を運ぶのは我らにとっては恥ずかしいことです。それが石綿であっても綺麗とは言えません。

　強い知力があれば元素を寄せ集め、体と心をバラバラにすることは出来ないのです。永遠の愛だけがこれを分かつことが出来るのです」

若い天使達

「岩山の周りに霧のような霊の命を感じます。

　雲が晴れ、聖なる童達の霊が世俗の圧力から解放されています。輪を描いて新春のジュエリーを纏って天上へ昇ろうとしています。

　この人も童の仲間に入れて始めさせればいいでしょう！」

聖なる童達

「喜んでこの縮こまった人を受け入れましょう。

　私達はこれで滅多に無い天使様の保証を得られた。

　この人を覆っているモノを砕いて取り除きましょう！　　

　この人は既に偉大で、聖なる命を受けていらっしゃる」

聖母の学士（最も綺麗な独房で）

「ここの眺めは最高で自由自在に精神を高められる。

　あそこでは女性が上へ漂って行く。

　壮大なその女性の中央に星の冠をかぶった天の女王の輝きが見える。

（うっとりとして）

　世界の最高の支配者たる女王よ！

　青い大空の隔壁であなた様の秘密を教えて欲しい。

　どんな男の胸も厳かに優しく動かし、聖なる魅力的な愛で迎え入れよ。

　不屈の勇気がその崇高なお言葉で与えられるのだ。

　その輝きは、時には穏やかに、時には熾火のように私達をなだめます。

　最も美しく純粋な処女よ。我らが敬うに値する母よ。我らの女王よ。あなた様は神々に匹敵する。

　軽い雲が周囲に漂っている。アレは懺悔の女性達だ。膝の上でエーテルを吸収して恩寵を受けようとする人たちだ。

　気安く触ってはならないにもかかわらず、あなた様は人々を誘惑する。密かに伺うことも許されないのか。

　弱さに流されて重い罪を犯したあの人達は救いがたい。

　誰が自分の欲望の鎖を引き千切ろうか？

　滑らかな斜めの床の上では足を取られるモノでしょう？

　眼差しや愛らしい吐息を受けると、うつつを抜かしてしまうはずでしょう？」

（燦然たる聖母、浮かび漂ってくる）

懺悔する女性達の合唱

「あなた様は頂点に漂い、永遠の国にいらっしゃる。私達の嘆願を聞いて下さいませ。慈悲深いお方よ！」

とても罪深い女

「神となられたあなた様のお子の足を崇め、香油の代わりに涙を流させて頂きました。パリサイ人の軽蔑にも負けぬそのお子に栄光あれ。

　器にたっぷりとあった香油を滴らせ、柔らかに拭いた手足に祝福を」

サマリアの女

「以前、アブラハムが家畜の群れを導き、水を与え救いました。その唇を潤した桶よ。

　清らかな泉よ。今、そこから無駄に流れ出る泉よ。永遠の光よ。全世界を照らし流れ給え」

エジプトのマリア

「神聖な主の就いていた場所よ。私は入り口で警告を受け押し戻されました。

　贖罪として四十年間砂漠で忠実に過ごしました。砂に書いた祝福された遺言よ」

三人揃って

「大罪人の我らを拒否せず、贖いを永遠のモノとして、この善き魂を一度の過ちで失った我らにお許しを！」

懺悔する女の一人、かつてグレーチェンと呼ばれた女（聖母にしがみついて）

「比類無き衰運の聖母様。あなた様の慈悲深いお顔をお向け下さい。私達に祝福を！　　

　遂に私の愛した人が澄んだ心で戻ってきたのです」

聖なる童達（旋回して近づきつつ）

「彼は私達よりも大きく成長しました。忠実に施した恵みの恩返しをするでしょう。

　私達は地上の知識を持つ前にここに来ました。

　でも、彼は熟練です。私達に色々教えて下さいました」

懺悔する女の一人、かつてグレーチェンと呼ばれた女

「高貴な霊の聖歌隊に囲まれてあの方は意識が無いのです。なかなか新鮮な命を感じ取ってくれないです。でも、神聖な方々に似てきました。

　ご覧下さい。地上との絆を断ち切り、古い殻を破り、聖衣からは若々しい活力が漂っています。

　あの方に『教える』ということをお許し下さい。新しい日を眩しがっているのです」

燦然たる聖母

「さあ！　より高い場所へお昇りなさい！　　

　あなただと分かれば後からついて行きますよ」

聖母の学士（顔を伏して崇拝して）

「見上げるべき救世主よ。あなた様の優しい祝福に感謝します。

　全ての意識あるモノはあなた様に仕える準備が出来ております。

　処女よ、聖母よ、女王よ、女神よ、慈悲深い天の恵みを！」

神秘の合唱

「全ては諸行無常、例え話である。

　満たされぬモノは今ここで満たされた。

　言葉では表せないことがここで完遂された。

　永遠の女性が私達を高みへ昇らせる」

（完）
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